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AS と あき A し に コン 4 は 
1996 年 3 月 22 日 、 数 々 の アク ショ ン や 格闘 ゲー ム で 多く の ファ ン を 持つ カプ コン か ら 、1 本 の ゲー ム 
ソフ ト が 発売 され た 。 そ の 名 は 『 バ イオ ハザード 」。 物 語 の 舞台 は 、 ア メリ カ の 中 西部 に ある ラク ー ン 
シテ ィ ー。 こ の 小さ な 田舎 町 で は 、 最 近 数 カ月 の 間 に 、 十 数 人 の グル ー プ が 集団 で 人 を 襲い 、 被 害 者 
を 食い 殺す と いう 異常 な 殺人 事件 が 尊 度 も 発生 し て いた 。 ま た 、 郊 外 に 広がる アー クレ イ 山 地 ・ ラ ク 
ー ン フォ レス ト で も 、 ハ イキ ング 客 な ど を 中 心 に 遭難 者 が 相次い で いる 。 山 地 か ら 流 れ 出 る 河川 に 惨 
た らし い バ ラバ ジラ 死体 が 浮か が ぶ こ と も あり 、 市 民 の 不安 は 日 増し に 高まっ て いた 。 ラ クー ン シ ンティー 
市 警察 は 、 所 属す る 特殊 工作 部 隊 S.T.A.R.S.(Special Tactics and Rescue Service)。 特 殊 戦術 及び 
救助 部 隊 の 略称 ) に 出動 を 要請 。 早 速 、 同 隊 の ブラ ヴォ ー チ ー ム が アー クレ イ 山 地 へ 向かっ た 。 だ が 、 
数 日 を 経 ず し て 彼ら と の 連絡 も 途絶 。 こ の 異常 事態 を 受け 、 残 る アル ファ チー ム が 投入 され る こと に 
な っ た 。S.T.A.R.S. 隊 長 の アル バー ト ・ ウ ェ ス カー 直接 指揮 の も と 、 ク リス ・ レ ッ ド フィ ー ル ド 、 ジ ル ・ 
バレ ンタ イン ら の 隊員 た ち は 、 人 里 離れ た 森 へ と 向かう 。 だ が 、 そ こ で 彼ら を 待ち 受け て いた の は 、 生 
ける 慣 や 半ば 腐っ た 野犬 な どの 異形 の 怪物 た ちと の 想像 を 絶する 死闘 だ っ た の だ …! 
パッ ケー ジ の ジャ ン ル 区 分 の 個所 に | サバ イ バ ル ・ ホ ラー」 と 銘打た れ た この ソフ ト は 、 そ の 名 の 通り 、 
徹底 し て "恐怖 "を 演出 する こと に こだわ っ た 作品 だ っ た 。 ヘ リ か ら 降 り た 隊員 た ち が ゾ ン ビ ドッ グ の 
群 に 襲わ れる 実写 の 0 オープニング シー ン か ら 、 全 編 に サス ペン ス & シ ョ ッ ク シ ー ン が 鍵 め られ 、 プ レイ 
ヤー を 恐怖 へ と 誘っ て いく 。 不気味 に 静まり返っ た 洋館 、 そ こ に は 人 肉 を 求め て 何 体 も の ゾン ビ が 従 
科 し 、 さ ら に カラ ス 、 へ ヘビ 、 ハ チ 、 ク モ な ど 、 嫌 いな 人 が 見 た ら 思 わ ず 眉 を ひそ め た く な る 生物 た ち 
が 次 々 と 狂 暴 化し て 襲い か か っ て くる 。 こ の 過酷 な 状況 の 中 を 、 プ レイ ヤー は 銃火 器 な どの 武器 を 手 
に 入れ て 敵 を 倒し 、 か つ 館 に 隠さ れ た 謎 を 解い て いき な が ら 、 生 き 延 びる 道 を 探し て いか ね ば な ら な 
い の だ 。「 バ イオ ハザード 」] は 、"Resident Evil" の 名 で 欧米 で も 発売 され 、 世 界 中 で 300 万 本 を 超 
える 売り 上 げ を 記録 し た (余談 だ が 、USA 版 で は 、 オ ー プ ニン グ で クリ ス が タバ コ を 吸う シー ン が 
カッ ト さ れ て いる 。 さすが 禁煙 国 ア メリ カリ 。 し か も 単に 売れ た だ け で な く 、 映 像 的 な 表現 を 始め 
と する 、 ゲ ー ム と し て の 質 的 な 高 さ が 評価 され 、 ゲ ー ム ファ ン は も ちろ ん 、 普 段 は ゲー ム を し な い 
一 般 層 に まで 人 気 を 拡げ て いっ た 。 そ の た めか 、 人 気 も 息 が 長く 、96 年 の 年 末 に な っ て も 、 依 然 、 
ゲー ム 雑 誌 の セー ルス ラン キン グ 20 位 以内 に 入る と いう 、 ロ ング セラ ー と な っ た の で ある 。「 ホ ラ 
ー| と いう 分 野 で あっ た た め 、 よ り 一 般 的 な ファ ンタ ジーRPG で ある 「FFMI」 な ど と 比べ る と 表 
面 に 出る こと は 少な か っ た が 、 そ れ で る も 同 趣向 の 作品 が 増え る よう に な り 、 疑 いも な く 、 ひ と つの 
社会 現象 を も た らし た 作品 だ っ た と いえ よう 。 


RESEARCH ON BIOHAZARD 2 FINAL EDIIION 






























フト の 真価 、 そ し て 「2|I へ … 










更 怖 へ の こだわ り が 多く の 支持 を 呼ん だ 


の か し 、 大 ヒッ ト と は 裏腹 に 、『「 バ イオ ハ ザ ー ド ] を 細か く 検 討 し て みる と 、 そ こ に は ゲー ム 業 界 で ヒッ ト す る と いわ れ て いる 妥 
正反対 の 要素 が 圧倒 的 に 多く 混在 し て いる こ こと が 見 て 取れ る 。 
:! 半 、 ジ ャ ン ル が ホラ ー、 そ れ も グ ロ テ ス ク な モン スタ ー ー や 残虐 な 暴力 描写 が 多く 入っ て いる と いう こと 。 ゾ ン ビ に 首 を 噛み 
切れ た り 、 カラ ス に つい ば まれ た り し て 無惨 な 死 を 遂げ て いる 仲間 た ちの 死 胃 な ど 、 ホ ラー 映画 ファ ン な ど に は 雰囲気 抜群 
4 kek 一 般 人 に は 、 当 然 、 受 け 入 れ が た い 描 写 だ ろう 。 ま た 、 ゲ ー ム に 登場 する アイ テム も 、 ミ リタ リー マニ ア な ら ば と も か 
02 ピー りり べ ベレッタ M92FS、 レ ミン トン M870、 コ ルト パイ ソン … い ずれ も 世界 
に 冠たる 名 銃 で 、 詳 し い 人 間 が 見 れ ば 、「 な る ほど 」 と 賃 き た く な る 使わ れ 方 が され て いる の だ が 、 や は り 一 般 的 に は な じみ が 
な いと いわ ざる を 得 な い 。 そ し て 、 な に より も ゲー ム の 難易 度 が 非常 に 高い こと が 挙げ られ る 。 日 本 で は あま り 例 の な い ラ ジコ 
ン 操作 が 採用 され て いる だ け で も 、 普通 の プレ イヤ ー に と っ て は 重荷 で あろ うと 思わ れる が 、 そ れ に 加え て 、 モ ンス ター が 耐久 
、 攻 撃 力 の 点 で プレ イヤ ー 側 を 大 きく 凌 鍋 し て いる た め 、 ア クシ ョ ン ゲ ー ム に 馴れ て いる プレ イヤ ー で も 、 最 初 は ゲー ム オ ー 
バー の 連続 に な っ て し まう と 思わ れる 。 馴れ て いな い プ レイ ヤー な ら 、 い わ ず も が な だ ろう 。 と くに 男性 の 主人 公 で ある クリ ス 
EK 序盤 が 異様 に まつ い 。 な か に は 買っ た は いい が 、 時 け ず に 放り 財 し で し まつ た 仙人 の 0( 生 (すら 5 
端的 に いっ て 、『 バ イオ ハザード 」 は 、 さ ま ざ ま な 点 で プレ イヤ ー を 選ぶ マニ アッ ク な ソフ ト だ っ た の で ある 。 カ プ コ ン で も 、 
有 082 っ 法 い 2 新しい 試み 、 チ ャ レン ジ 、 だ っ た の で ある 。 
し か し 、 こ うし た 衣 点 に も か か わら ず 、 ソ フト は 売れ た 。 発 売 後 すぐ 、 需 要 が 供給 を 大 きく 凌 劉 し て し まい 、 販 売店 の 店 先 
か ら ソ フト が 消え て し まっ た 。 再販 ま で 1 週間 ほど の 時 間 が か か り 、 そ の 間 、 口 コミ で 評判 を 聞い た プレ イヤ ー が や きも き し て 
いた 時 期 さ え あ っ た の だ 。 
この 大 ヒッ ト を 受け て 続編 の 発売 が 決定 。 その後 、 相 次 ぐ 延 期 で ファ ン を いら いら させ た も の の 、 そ こ で を 完成 し か か っ て 
いた ゲー ム を 人 金 面 的 に リラ イト する な ど 、 ス タッ フ の ゲー ム の 完成 度 に 対す る こだわ り は 衰え な か っ た 。 そ し て 、1998 年 1 月 29 
、 待 望 の 続編 「 バ イオ ハザード 2] が 登場 する 。 こ の ソフ ト は 、 発 売 日 か ら わ ず か 4 日 で 130 万 本 を 超え る セー ルス を 記録 、 販 
売 目 標 だ っ た ダブ ルミ リオ ン も る 早々 と 突破 し て 、 そ の 後 も 好調 な 売り 上 げ を 続け て いる 。 マニ アテ ィ ッ ク な 「 バ イオ ハザード 】 
シリ ー ズ が 、 な ぜ 、 こ こま で の 一 般 性 を 得る に 至っ た の で あろ うか が 。 その 答え は 、 計 算 さ れ た 演出 の 積み 重ね に よっ て 恐怖 を 







再現 し た こと に ある 。 と くに 「『1」 に お いて ホラ ー の 原点 と いう べき 、「 出 る か 出る か と いう 恐怖 ] を 、 技 術 が 許す 範囲 で 妥協 せ す 


に つく っ た こと が マニ ア の 領域 か ら 抜 け 出 すき っ か け に な っ た と いえ る だ ろう 。 ゾ ン ビ の 動き な ど は も と より 、 カ メラ アン グル 、 
グラ フィ ッ ク の トー ン 、 効果 音 な を ど に も 、「 メ チャ クチ ャ 怖い モン を つく ろう 」 と し た スタ ッ フ の 強い 意思 が 見 て 取れ 、 こ れこ そ 
が 、 作 品 の 質 を 高め 、 購 買 数 に つなが っ た の で ある 。 最近 、 ゲ ー ム 制作 が 少し 自転 車 操業 な 感 を 増し 、 十 分 な 調整 や デバ ッ ク グ 
を 経 ず し て 市 場 に 流れ 出 て くる ソフ ト も と きど き 見 られ る 中 で 、「 バ イオ ハザード 』 は 正統 か つ 正 道 な 方 法 で 制作 され た フフ ト 
で あっ た 。 そ れ ゆ え に 、 ジ ャ ン ル を 超え て 、 敢 然 た る 勝利 を 掴ん だ た の で ある 。 
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暗黙 の 秩序 が 保 た れ て いた 。 し か し 、 理 性 の 光 が 夜 を 煙 々 と 照ら し 出し た 今 、 

や つら も また 科学 の 力 を 糧 に 、 粘 液 と 血 漂 と いう 揺 監 の 中 で 羽化 を 終え た 。 
突然 変異 体 、 ミ ュー タン ト 、 ク リー チャ ー…。 

いま や 死 の 街 と 化し た ラク ー ン シテ ィ ー を 従 税 する 、 い ずれ 劣ら ぬ 異 形 た ち 
や つら と 人 間 が 交錯 する 時 間 が や っ て きた の だ 。 





いわ ば 血 を 分 けた 同胞 だ か ら だ 。 決 し て 愛さ れる こと の な い 


脈々 と 受け 継が れ て きた 「 や つら 」 こ と モン スタ ー の 本 
人 間 が 築き 上 げ て きた 恐怖 の 系 譜 を 通し て いさ さか な 
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"Memento mori"'( 液 は や が て 死 
すべ きこ と を 記憶 せよ ) 。 中 世 ヨ ー ロ ッ 
パ で 盛ん に 唱え られ た 祈り の 言葉 で あ 
る 。 黒 死 病 ( ベ スト ) の 流行 に よっ て ま 
る まる 一 都市 の 住民 が 死 減 する 時 代 、 
ーー 時 の 平和 に 安 ら い だ 人 々 が な お も 死 
を 異 れ て 理不尽 な 神 の 怒り を 忘れ ぬ よ 
う 、 真 束 に この 言葉 を 咳 い た 。 

そし て 現代 。 や は り 伝 染 病 に 一 つの 
街 が 飲み 込ま れ よ うと し て いる 。 そ の 
名 は ラク ー ン シテ ィ ー。 郊外 に 製薬 会 
社 の 研究 所 が ある 以外 は 何 の 変 打 も な 
い 小 都市 だ っ た 。 一 体 何 が 起き た の か ? 
住人 は 既に その 問い に 答え られ な い だ 
ろう 。 ラ クー ン シ テ ィ ー を 襲っ た Tー ウ 
ィ ル ス に 侵さ れ た 生物 は ます 知能 が 低 
の rd オル リン シン ネル 人 
角膜 が 白濁 し て 表皮 は 剥落 。 食 欲 が 
進 し 、 や が て 理性 が 失わ れ て 凶暴 化す 
る 。 生 きた 慣 と し て 死ぬ こと も まま な 
ら な い 今 、 彼 ら は 死 の 恐怖 に 炉 わ され 
る こと が な く な っ た だ け 幸 せ だ ろう か が 。 
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死 の 商人 、 ア ンプ レラ 


2 シン ティ イー の 部 外 に 研究 所 を お く 国 際 的 な 製薬 会 社 、 


アン ブレ ラ 。 し か し 、 人 々 を さま ざま な 病 か ら 底 護 す る 
2 ( 傘 )” の 裏 の 顔 は 生物 兵器 を 売り さば く 死 の 商人 だ っ 
た 。 新た な 生命 を 生み 出す と いう 神 の 領域 に 手 を 出す こと も 碑 
わな い ア ン ブ レ ラ の 研究 者 た ち は さ ま ざ ま な ミュ ー タ ント を 開 
発し た 。 そ の 中 で 、 生 物 の 新陳代謝 能力 を 促進 する 用 途 の た め 
に 開発 され 、 副 作用 と し て 感染 者 の ゾン ビ 化 現象 を 引き 起こ す 
能力 を 持っ た ウィ ルス 。 そ れ が エー ウ ィ ル ス で ある 。 その 殺 
は か つて 郊外 の アン ブレ ラ の 研究 施設 で 局 地 的 に 発揮 され 、 
⑳ 寺 び ヨ コー スト タウ ン 化 し た ラク ー ン シテ デ ティー ー の 惨 決 に よっ て 
驚異 的 な 作用 を 証明 する こと に な っ た 。 





ラク ー ン シテ ィ ー に ぉ ける Tー ー ウ イル ス の 漏洩 は さま ざま な 結 


果 を 引き 起こ し た 。 そ の うち で も っ と も 被害 が 甚大 だ っ た の で 
は な いか と 思わ れる の が 、Tー ウ ィ ル ス 感 染 に よる 一 般 市 民 の 
凶暴 化 ( い わ ゆ る ゾン ビ 化 ) 現象 で ある 。 孤立 し た 山中 の 洋館 で 
発生 し た ゾン ビ 化 事件 と 比較 する と 、 ほ ば ば 市街 全域 に エー ウィ 
ルス が 広がっ た で あろ う 今 回 の 事件 で は 多く の 人 命 が バ イオ ハ 
ザー ド に 巻き 込ま れ た と 推測 され る 。 た だ し 、 老 人 や 子供 の ソ 
ン ビ は や は り 出 て こない 。 そ の 理由 は 推し て 知る べし 。 黒 人 ゾ 
ン ビ も 固定 キャ ラク ター の マー ヴィ ン 以 外 登場 し な い が 、 保 守 
的 な 気風 の ラク ー ン シテ ィ ー に は S・ キ ング の 小説 で し ば し ば 措 
写 さ れる 片田 舎 の よう に 、 黒 人 が ほとん ど 存 在 し な いと いう こ 
と か も し れ な い 。 

ラク ー ン シテ ィ ー を 衣 っ た バイ オハ ザー ド に 話 を 元 に 戻し 、 
前 作 の 洋館 で 発見 され た 作業 員 の 日 記 や 、 レ オン 編 に 登場 する 
ジャ ー ナ リス ト の ベン ・ ベ ルト リッ チ の レポ ー ト か ら 類 推す る 
と 、 ウィ ルス に よる ゾン ビ 化 と は 次 の よう な 段階 を 経る と 
思わ れる 。 

まず 、Tー ウ ィ ル ス に 感染 する と 他 の さま ざま な 病気 の 初期 
症状 と 同様 に 体 が だ る く な る 。 感染 者 自身 も 風邪 を 引い た と 考 
える よう だ 。 し か し 、 こ の 時 期 に は エー ウィ ルス が 細胞 組織 に 
侵食 を 始め て いる 。 次 の 自覚 症状 で ある 皮膚 の か ゆみ は Tー ウ 
ィ ル ス に よる 新陳代謝 の 促進 と 関係 が あり 、 古 い 表 皮 の 剥落 に 
伴う 感覚 で ある よう だ 。 全身 の 皮膚 が むけ て くる 頃 に は 、 Tー 
ウィ ルス の 脳 へ の 侵食 も 進み 知能 が 低下 し て くる 。「 ア ル ジ ャ 
ー ノ ン に 花束 を 』( 注 ) の ラス ト パ ー ト の よう な 洋館 の 作業 員 の 日 
記 が いい 例 だ ろう 。 こ れ は 感情 や 知性 な ど を 司る 人 間 独 特 の 脳 
器官 、 大 脳 新 皮 次 が 侵さ れ た 結果 か も し れ な い 。 脳 が さら に 侵 
され る と 大 脳 部 分 は すべ て 機能 し な くる た め に 理性 が 失わ れ 、 
いた ずら に 新陳代謝 が 促さ れる た めか 食欲 だ けが 昌 進 し て ゾン 
ビ 化 、 手 近 な 獲物 ・ 人 間 を 襲う よう に な る 。 前 作 の 作業 員 の 日 


- 記 の 衝撃 的 な 結末 部 分 | か ゆい 、 う ま …」 に その すべ て が 表わさ 


れ て いる と いっ て いい だ ろう 。 こ の 時 点 で 皮下 脂肪 が 腐り 始め 、 


Length ahout 165-165cm 
Main hahitat The whole 
area 0f Raco0I CItV 


ソン ヒビ 





女 ソ ン ビ 
感染 前 の 彼女 は スタ イル 
に 自信 を 持っ て いた の だ ろ 
う 。 し か し 、 自 慢 気 に 串 
出さ れ た 肌 に は 既に 死 斑 
が 浮き 出 て いる 。 


ゾン ビ ピ 特 有 の 悪臭 の 源 と な る 。 ま た 、 動 き が 鈍り 、 内 臓 の 動き 
を 統制 する 自律 神経 系 以外 の すべ て の 機能 (た と えば 痛覚 ) が ス 
トッ プ す る 。 以 上 が エー ウィ ルス 感染 者 の ゾン ビ 化 の 過程 で あ 
る 。 こ れ が まだ まだ 中 期 症状 に 過ぎ な いこ と は リッ カー の 項 で 
述べ る 。 


注 有 『 ア ル ジ ャ ー ノ ン に 花束 を ]: ダニ エル ・ キ イス の 名 作 S F ファ ンタ ジー。 改 
造 手術 に よっ て 一 時 的 に 天才 的 な 知能 を 持っ た 知恵 遅れ の 青年 が 再び 元 の 状 
態 に 戻る まで を 、 青 年 の 綴る 日 記 と いう 形式 で 描く 。 だ ん だ ん 文体 が 幼稚 に 
戻っ て いく 最後 の 部 分 に 感動 し た 読者 も 多い だ ろう 。 
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S.T.A.R.S. の 隊員 を 條 る ゾン ビ 。 
すべ て は ここ か ら 始 まっ た 。 
(『「 バ イオ ハザード 」 よ り ) 













手 を 前 に ダラ リ と 垂らし て いる 警 
官 ソ ゾンビ 。 ロ メロ ・ ゾ ン ビ の 典型 
的 な スタ イル だ 。 


警官 ソン ヒ 
| 骨 に 達する ほど 食い ちぎ 
| られ た 肉 。 し か し 彼 は 痛 
み を 気 に す る 風 も な い 。 
| 顕 部 の 深い 傷も T- ウ ィ 
ルス の 回 復 力 で 治癒 し か 
- か っ て いる 。 





{ニニ ーー ニー ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニー mm 








カニ バリ ズム (人 肉食 ) 
も ロメ ロ の 「 ナ イト ・ オ 
ブ ・ ザ ・ リ ビン グ ・ デ ッ ド 』 
に 由来 し て いる 。 


つう 誠人 た て みる と 、 
T ィ ー ウ ィ ル ス 感 染 者 ニ 
ツン ビー リピ ビング デ ッ 
ド ( 動 く 死体 ) と いう 図 
式 に は 多少 の 語弊 が あ 
る か し れ な い 。 T デ 
ウィ ルス 感染 者 は 腐乱 
し た 後に 蘇っ た 死体 で 
は な く 、 ウ ィ ル ス 感 染 
症 で 皮膚 が 腐り 人 事 不 
省 に 陥っ た 病人 と いう 
解釈 が 出来 る か ら だ 。 
そもそも 「 人 を 襲う 腐っ た 死体 ] て いう イメ ー ジ の ある ゾン ビ だ 
が 、 実 際 に は 数 種 の 定義 が 存在 する 。 ま ず は ルー ツ で ある ヴー 
ドゥ ー の ゾン ビ 。 こ この ゾン ピ と は |「 魂 の 抜け た 体 」 と いっ た 三 ュ 
アン ス を 持ち 、 呪術 師 に いっ た ん 仮死 状態 に され た の ち に 魂 を 
抜か れ て 操 ら れる 存在 だ 。 そ の 次 に 、20 世 紀 前 計 の アメ リカ の 
大 衆 文化 (映画 や パル プ ・ マ ガ ジ ン ) の 生ん だ ゾン ビ が くる 。 そ の 
[邪悪 な 呪術 師 に 操 ら れる 腐っ た 死体 ] と いう イメ ー ジ は その まま 
日 本 に も 輸入 され て 、 今 まで に 通じ る R PG の 最 下 級 ア ン デ ッ 
ド と し て の ゾン ビ の 地位 を 確立 し た 。 そ し て 、 従 来 像 を ヒン ト 
と し な が ら も まっ た く 別 の 概念 を 作り 出し た の が 映画 | ナイト ・ オ 
ブ ・ ザ ・ リ ビン グ ・ デ ッ ド 」 や 「 ゾ ン ビ 」』 で G・ ロ メロ が 作り 上 げた ゾン 
ビ 像 だ 。 そ の 中 で は [感染 ] と 「 人 肉食 」 が ゾン ビ の 属性 と し て 取り 
入れ られ て いる 。「 バ イオ ハザード 」 シ リー ズ の ゾン ビ は 基本 的 に 
ロメ ロ ・ ゾ ン ビ の 流れ を 流 み つつ 、 ゾ ン ビ の 行動 パタ ー ン に 対し 
て 理由 づけ を し て いる と いう 意味 で 今 ま で の ゾン ビ 像 の 枠 か ら 
一 歩 前 進 し た と いえ る か も し れ な い 。 





今回 初 登場 の 女 ブ ソン ビ 。 力 が 尽き か け て も 人 を 食べ よう と 主人 公 に 人 迫っ て くる 。 
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ラク ー ン シテ ィ ー の 生き と し 生け る 
も の すべ て に 浴び せら れ た で あろ う 
エー ウィ ルス の 洗礼 。 感 染 者 は ひと ま 
ず 思 考 能 力 が 停止 。 肥 大 化し た 食欲 に 
衝 き 動か され る まま に 、 生 者 の 血 肉 を 
求め て 初 委 する こと に な る 。 

し か し 、 こ の 段階 は Tー ウ ィ ル ス 感 
染 の 中 期 症状 に 過ぎ な い 。 生物 兵器 を 
生み 出す た め に 作り 上 げ ら れ た Tー ウ 
ィ ル ス は 、 た と え イ レギ ュ ラ ー に 広がっ 
た も の で あっ た と し て も 感染 者 を 異形 
に 変容 させ ず に は お か な か っ た 。 ホ モ 
ロー 中 ジ ァ マコ | Pr ノア 2 と ョ ン ン と 氷 南 S 
あっ た 巨大 な 脳 は 無防備 に むき 出し と 
な っ た 姿 を 晒し て いる 。 視覚 も 退化 し 、 
聴覚 に よる 情報 分 析 に 頼る リッ カー は 、 
人 間 の 足音 や 銃声 に 敏感 に 反応 する 。 
ゾン ピ の 持つ 物 悲 し さ や 哀れ さ を 腐 り 
落ち た 皮膚 と と も に 脱ぎ 捨て 、 新 た な 
筋肉 組織 と 鋭い ツメ 、 鞭 の よう な 舌 を 手 
に いれ た リッ カー。 こ ご の 、 生 物 災 害 ( バ 
イオ ハザード ) の 終着 点 と も いえ る 存在 
と 対 財 し た と き 我 々 は 何 を 思う の が 。 
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る ラク ー ン シテ ィ ー の 警察 署 に 突如 と し て 現われ た 未知 の 異 
形 。 印 象 的 な 長い 舌 か ら 警 察 署 具 に "licker( な め る も の )" と 名 
付け られ た その 生物 は 、 必 死に 防戦 する 武装 警察 官 を 何人 も 居 
っ た ほど の 俊敏 な 動き と 巨大 な 鋭い 爪 を 持つ 。 視 力 が 失わ れ て 
いる 代わ り に 聴覚 が 鋭 答 化 し 、 人 間 の 足音 を 聞き つけ て は 雛 の 
よう に 硬化 させ た 舌 で 突き 刺し 、 異 常 発 達し た 筋力 で 頸 呈 まで 
も 失 り 切る と いう 。 リ ッ カ ー が 警察 署 を ね ぐら に し て いる 今 、 
市 街 地 で の ゾン ビ の 襲撃 か ら 逃 れ た は ず の 主人 公 に 安 逸 の 時 は 
時 きれ な い 。 


ゾン ビ の 出現 に よっ て 非常 事態 に 陥り 、 了 臨戦 衣 勢 を 取っ て い 


Lendgth ahout 2m 
Main hahitat The whole area 0f 
Rac0o0I CItV 


2 絆 *. 


文字 通り 長い 舌 を 持つ リッ カー。 





「1」 の 最深 部 に いた ゾン ビ 。 感染 が 早かっ た の か 、 
症状 が 進ん で いる 。(「 バ イオ ハザード 」 よ り ) 


リ ツ カー 
上 長い 舌 と 巨大 な ツメ 、 露 出し た 脳 が 
上 特徴 的 な リッ カー。 も は や オリ ジ ナ ル 
語 か ら か け 離 れ た ミュ ー タ ント に 変貌 し 


EE 





リッ カー は 、 ア メ コ ミ の 「 ス パイ ダー マン 」 の よう に 天井 や 壁 
に 張り 付き 、 犠 牲 者 が 通り か か る の を 長 時 間 じ っ と 待ち 構え て 
いる 。 足音 や 銃声 を 聞き つけ る と フッ と 背中 を 丸め て 攻撃 態勢 
に 入り 、 全 身 を 緊張 させ る 。 もう一度 音 を 鳴ら す と 聞き つけ た 
方 向 へ 攻撃 を 開始 する が 、 何 も し な いと 緊張 状態 を ゆる め て し 
まう 。 そ の 様子 を 見 た 限り で は 吊 覚 も 利 か な く な っ て いる よう 
だ 。 攻撃 手段 は 長い 舌 に よる 突き 刺し や 爪 に よる 足 払 い 、 飛 び 
か か っ て の 爪 攻撃 と いっ た と ころ 。 個々 の 攻撃 の ダメ ー ジ は 大 
きい が 、 攻 撃 サ イク ル が 間延び し が ちな の は 目 が 見 えな いと い 
う 弱 点 の な せる わざ だ ろう 。 アンブレラ の 研究 所 最深 部 に は 、 
鍵 状 の 手 を 持ち 、 体 表 が 変色 し た リッ カー の 強化 型 が 出現 する 。 
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結論 か らい うと 、 リ ッ カ ー と は Tー ウ ィ ル ス の 感染 者 の 最終 
有 熊 で あり 、 ゾ ン ビ 過程 を 経て 人 間 と は か け は な れ た まっ た く 
の 異形 に 変貌 し た も の で ある 。Tー 一 ウィ ルス の 作用 で ゾン ヒ 化 
当時 の 表皮 は すべ て は が れ 落 ち 、 新 た な 筋肉 組織 が 形成 され て 
いる の が 見 て と れる 。 脳髄 を 守る は ず の 頭 蓄 呈 は 変貌 の 過程 で 
ウィ ルス に 侵食 され た の か 、 脳 が 剥き 出し に な っ て いる 。 脳 の 
分 析 を も っ と も 必要 と する 視覚 か ら の 情報 も 絶え て し まっ た 今 
で は 、 も は や リッ カー に は 無用 の 長物 と いっ た と ころ だ ろう か が 。 

ドラ ステ ィ ッ ク な 変化 が 進行 し て いる ゾン ビビ 状態 か ら 比 べ る 
と いく ぶん 状態 が 安定 し て お り 、 痛 覚 も 多少 は 回 復 し て いる よ 
うに 見 える リッ カー だ が 、 お そら く Tー ウ ィ ル ス が 促し た いび 
つ な 変 貌 に よっ て 脳 内 部 の 機能 は 壊滅 的 な 打撃 を 受け て いる と 
思わ れる 。 た だ し 、 ゾ ソン ピ ビ が すべ て り リッ カー に 変 作 還 来る わけ 
で は な いよ うだ 。 こ こ か ら 先 は 推論 だ が 、 食 欲 の 品 進 する ゾン 
ビ 期 は 新陳代謝 の も っ と も 盛ん な 時 期 で あり 、 生 物 兵 器 を 生み 
出す サー ウィ ルス の 作用 に 従っ て 体 組織 が 作り 替え られ て い 
る 。 新陳代謝 する た め に 大 量 の エネ ルギー を 得る こと が 出来 た 
も の だ けが 生き 残っ て リッ カー へ と な る こと が 出来 る の で は な 
い だ ろ うか 。 そ うす る と 、 凄 惨 な 生存 競争 の 未 に 生み 出さ れ た 
の が リッ カー だ と いう こと に な る 。 


人 


に 


ck 
Eo 


聴覚 が 鋭い リッ カー だ が 、 銃 声 を 立て で ない ボ ウ ガ ン に は 反応 し な い 。 





oy 6 すこ 1 と ee 人 の 
2 に た 吉 箇 
者 科す も も 


鎌 状 の 右手 を 持つ キメ ラ 。 地 上 の 遣い 方 も リッ カー に 似 て いる 。 
(『 バ イオ ハザード 』 よ り ) 











「2」 の 研究 所 に 出現 する 
ツン 。〒ー ウィ ルス が 
浸透 し て いる か ら か が 、 体 
力 は 多め 。 





リッ カー の 強 作 パ ニシ 
ョ ン 。 両手 が 鎌 状 に な 
うつ "で も さる.。 








央 研究 所 の 危険 物質 が 漏洩 
用 し て 、 普 通 の リッ カー に 
影響 を 及ぼ し た の か も し 


オリ ジ ナ リティ の 高い デザ イン を 持つ リッ カー は 、 小 説 や 映 


画 等 か ら モ デル を 見 つけ る こと が 難し い 。 し か し 、 前 作 『 バ イ 
オ ハザード 』 に は スタ イル 的 に も 設定 的 に も リッ カー の ヒン ト 
と な っ た モン スタ ー が 出現 する 。 ま すず 一 番 重要 な の は 、 ゲ ー ム 
終盤 に お いて アン ブレ ラ の 研究 施設 で 出現 する モン スタ ー |「 キ 
メラ |。 天井 に ぶら 下がっ て は 下 に 飛び 降り て プレ イヤ ー を 攻撃 、 
撃つ と 大 量 に ウジ を 飛び 散ら せる と いう 敵 だ 。 そ の 名 前 通り 、 
ハエ と 人 間 の 遺伝 子 を 掛け 合わ せ た と いう 設定 を 持つ キメ ラ 

(ハエ 男 の 出 て くる 映画 | ザ ・ フ ライ | か ら の 発想 だ ろう か ) だ 
が 、 そ の フォ ルム や モー ショ ン は 写真 を 見 れ ば 分 か る 通り リッ 
カー に か な り 似 て いる 。 右手 は 鎌 状 で ある な ど 、 強 化 型 リ ッ カ 
ー の 遺伝 子 的 な ルー ツ は この あたり に ある と も いえ る 。 ど こと 
な く 改 造 人 間 と いっ た 趣 を 持つ リッ カー だ が 、 キ メラ ー「 ザ ・ 
フラ イ | の ライ ン か ら 見 る と 面白 いか も し れ な い 。 

他 に 、 ア メリ カ の カル ト ホ ラ ー 映 画 『 顔 の な い 悪 魔 』('58) に 
は 脊 骸 を し っ ぽ の よう に 引き ずっ た 剥き 出し の 脳 が 登場 する 。 
また 、 日 本 に は 長い 舌 で 夜な夜な 風呂 の 垢 を な め る 「 あ か な め )」 
(水木 し げ る の 絵 で は 天井 に 張り 付い て いた 記憶 が ある ) と いう 
妖怪 も 存在 する が 、 さ す が に 関係 は な い だ ろ う 。 

も る もう 一 つの ヒン ト と も いえ る モン スタ ー は か な り ダ イレ クト 
に リッ カー に 関わ っ て くる 存在 、 つ まり ウィ ルス 感染 が 進行 し 
て リッ カー に な りか け て いる ゾン ビ で ある 。 前 作 、 今 作 と も に 
研究 所 の 奥 に 出現 する 表皮 が すべ て 和 剥落 し た ゾン ビ 、 い わ ゆ る 
[ 室 る お け ゾ ン ビ | が これ に 当たる の で は な い だ ろ うか 。 
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me tempestuous dominator decends 
to earth! 
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すべ て は アー クレ イ 山 中 の 古び た 屋 
敷 で 始ま っ た 。 そ こ で は 製薬 会 社 ア ン 
ブレ ラ が 生物 兵器 を 秘密 裏 に 開発 し て 
いた 。「 タ イラ ント 」 と 呼称 され る 生物 
兵器 が 暴走 。 ラ クー ン 市 警 の 特殊 部 隊 
に よっ て 処理 され た 。 し か し 、 こ の 事 
件 が 偶発 事 で は な く 警 察 の 特殊 部 隊 に 
仕組 まれ た 罠 で あっ た こと を 知る も の 
は 少な い 。 

も と も と 頑健 な 囚人 を T 一 ウィ ルス 
で 遺伝 子 レ ベル か ら 改 造 し て 生み 出さ 
れ た タイ ラン ト だ が 、 そ の 体 能 は 巨大 
化し た た め に 扱い づら か っ た 。 こ の 事 
件 に お いて 収集 され た 戦闘 デー タ を 生 
か し 、 改良 ・ 小 型 化し た 生物 兵器 が "T" 
で ある 。 表 向き は 人 間 へ の 偽装 に よる 
情報 提 乱 を 目的 と し て コー ト を る 羽織 っ 
KA と)/) 基 証 : コト や パルレ アル ンス ジン 4 た で コト 
具 で あり 、 一 度 は ず せ は 世 異 的 な 腕力 
し を っ 衣 委 ヘリ ルー レル - た コト さこ 反 人 を また 1 
に 投下 され る T。 殺 人 機械 の 目 に 映る 
攻撃 目標 は 君 だ 。 
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T と は "tyrant (暴君 )" の 頭 文 字 。 恐竜 ティ ラノ サウ ルス に 近い 


語源 を 持つ 。 そ ん な 名 前 を 冠 さ れ た T は 、 前 作 の 最終 ボス 敵 だ 
っ た タイ ラン ト を さら に 改造 ・ 小 型 化し た 生物 兵器 で ある 。 も 
と も と 頑健 な 男子 囚人 に 改造 手術 を 施し た うえ で エー ウ ィ ル ス 
を 投与 し た タイ ラン ト は 新陳代謝 能力 が 高かっ た が 、 ア ン フ ブレ 
ラ 作成 の 資料 で は 今度 の 有機 生体 兵器 T タイ プ の 新型 | エー103」 
は さら に 回 復 能力 が アッ プ し 、 与 えら れ た 命令 に 即 し て 行動 さ 
せる こと も 可能 に な っ て いる と いう 。Gー ウ ィ ル ス を 入手 する 
よう に タ ーー ゲッ ティ ング され て いる よう で 、 同じ く ア ンプ レラ 
の 研究 所 の 深部 まで 赴く 主人 公 の 前 に 何 度 も 立ち は だ か る 不 気 
味 な 存在 た 。 


裏 プ レイ 冒頭 に 挿入 され る ムー ビー で 突然 へ ヘリコプター か ら 


投下 され た ポッ ド に 入っ て いた 不気味 な コー ト の 男 。 実 は この 
男 が 人 間 に 偽装 し た タイ ラン ト で ある 。 遠目 か ら 見 た 場合 に は 
「 オ ペラ 座 の 怪人 』 風 の 謎 の 男 。 し か し 、 同 じ T エ ー ウ ィ ル ス の 働 
きこ よっ で 邊 まれ だ た モンスター で も ゾン や リッ カー と ダイ ラ 
ント は 対極 の 位置 に あり 、 前 者 が 主人 公 を 単に 目 の 前 を 通る 食 
料 源 と し か みな し て いな い の に 対し て タイ ラン ト は 壁 を 破っ て 
まで 執 に 主人 公 を 付け 狙う 。 ま た 、 何 度 倒し て も Tー ウ ィ ル 
ス に 由来 する と 思わ れる 驚異 的 な 回 復 力 で 復活 し 、 最 後に 生命 
維持 機能 の 臨界 点 に 達する と 、 防 護 服 兼 パ ワー リミッタ ー の コ 
ー ト を 外し て 主人 公 に 最終 決戦 を 挑む 。 炎 に 包ま れ な が ら 巨 大 
な ツメ を か ざす その 姿 は まさ し く 「 暴君 ] の 名 前 に ふさ わし い 威 
容 を 見 せつ ける 。 


開発 コー ド : 


従 素 の 0 0 ナン 交 
閑 狐 代 席 能力 を 
Z 際 


を 持つ に の 式 


T 新型 の 広報 資料 。 洋 
館 事件 で 取っ た 実戦 デー 
タ を 生か し た の だ ろう 
か 。 


ポッ ド の 中 で 目覚 め よ う 
と する タイ ラン ト 。 
(『 バ イオ ハザード 」 よ り ) 









Length Unknown 
Main hahitat Unknown 


し 一 民 ・ 例 
タイ ラン トコ ー ト 次 
モス グリ ー ン の 軍用 風 コ ー ト を まとっ た 
到 頭 の 男 。 こ れ が アン ブレ ラ が 開発 し 
た B.O.W、T-103 型 で ある 。 









タイ ラン ト 
変身 後 


リミッタ ー 有 解除 後 。 そ の ツ 
メ は 床 を 削っ て 火花 を 散ら 
引 す 程 の 硬度 を 持つ 。 


Tー ウ ィ ル ス に よっ て モン スタ ー 化 され た 人 間 は 通常 は ゾン 
ビ 期 を 経て リッ カー に な る 。 し か し 、 タ イラ ント る 同じ エー ウ 
ィ ル ス の 作用 で 製造 され る も の で あり な が ら 、 ゾ ン ビ や リッ カ 
ー と は まっ た く 違 う 存 在 と な っ て いる 。 そ の 理由 は や は り 科 学 
力 と 潤沢 な 資金 に も の を 言わ せ た ア ン ブ レ ラ の 力 と いう こと に 
な る だ ろう 。 健康 な 人 間 に T エ ー ウ ィ ル ス を 投与 し 、 ボ ッ ド に 入 
れ て し か る べき 処置 を する と その Tー ウ ィ ル スキ ャ リア は タイ 
ラン トド ト に な る よう だ 。 タ イラ ント が 入っ て いる ボ ポッド の 中 に は 
Tー ウ ィ ル ス に 侵さ れ た 細胞 の 適当 な 増殖 を 促す 溶液 が 入っ て 
いる の で は な い だ ろ うか 。 


タイ ラン ト と の 初対面 。 
ちな み に 海 外 版 の 名 前 は 
Mr.X と いう 。 


執 益 に 主人 公 を 追う タイ 
ラン ト 。 壁 に 穴 を 開け て 
現れ る シー ン も ある 。 














中 詩人 多 寺 因 映っ た 後 で 、 
主人 公 の 前 に 現れ る タイ 
ジ ント 。 








炎 に 包ま れ な が ら も 主人 
公 を 襲う タイ ラン ト 。 映 
画 「 タ ー ミ ネー ター」 の イ 
メー ジ が だ ぶる 。 


科学 の 力 に よっ て 生み 出さ れ た モン スタ ー で ある タイ ラフ ント 
に は 、 や は り フ ラン ケン シュ タイ ン の イメ ー ジ が だ ぶる 。 も と 
も と ヨー ロッ パ に は 人 が 人 を 造り 出す と いう 異端 の イメ ー ジ の 
系 譜 が 禁忌 の 感覚 と と も に 根付 いて いた 。 錬金術 華やか な り し 
時 代 、 錬 金 術 師 の 第 一 人 者 パラ ケル スス は ホム ンク ルス と いう 
人 造 人 間 の 製造 法 に つい て 書き 記し て いる 。 し か し 、 現 在 に ま 

* 影 響 を 及ぼ す も っ と も 巨大 な 存在 と いえ ば フラ ン ケ ン シ ュ タ 
イン と いっ て 過言 で は な い だ ろ う 。 ラ ラン ケン シュ タイ ン を 太 
材 に と っ た 映画 は 今 ま で 50 本 近く が 制作 され て いる が 、 そ の 傷 
だ ら け の 顔 、 首 か ら 突 き 出 た ボル ト と いっ た ヴィ ジュ アル イメ 
ー ジ は 1931 年 の 映画 [フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン 』」( ジ ェ ー ム ス ・ ホ エー 
ル 監 督 ) の 俳優 ボリ ス ・ カ ー ロ フ に 施さ れ た 特殊 メイ ク に よる と こ 
ろ が 大 きい 。 

し か し 、 こ の 映画 は フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン 像 に 関す る さま ざ 
まな 誤解 を 喚起 し た 。 フ ラン ケン シュ タイ ン と は モン スタ ー を 
創造 し た 科学 者 の 名 前 で あっ て 、 こ の 人 人造 人 間 自 体 の 名 前 で は 
な いし 、 カ ー ロ フ 拐 する モン スタ ー の 特殊 メイ ク も 、 原 作 の 記 
述 か ら す る と か な り の アレ ンジ が な され て いる 。 原作 の 小説 1 フ 
ラン ケン シュ タイ ン 」 は 1818 年 に 、 詩 人 シェ リー の 妻 メ アリ ・ ン 
ェ リ ー( 当 時 は 愛人 だ っ た ) に よっ て 発表 され た 。 原典 に よれ ば フ 
ラン ケン シュ タイ ン の 造り 出し た モン スタ ー は 死体 の パー ツ を 
縫い 合わ せ た も の で 、 身 長 は 8 フィ ー ト ( 約 2m40cm) あ り 、 容 狐 
は 美しい と も 描写 され て いる 。 し か し 、 巨体 か ら 繰 り 出 され る 
怪力 は すさ まじ く 、 全 体 的 に は 非 人 間 的 な イメ ー ン が 強い 。 ど 
ちら か と いえ ば 、 原 作 の モン スタ ー の ほう が 映画 より も タイ ラ 
ンド トド ト に 返 い 。 

この 小説 の 凄 味 は 19 世 紀 初 頭 に 当時 18 歳 の 女性 が 今 で も SF 
や ホラ ー の 主題 と し て 採用 され る 「 神 の 領域 に 挑戦 する マッ ドサ 
イエ ン テ ィ ス ト 」 と [反逆 する 被 造物 (ロボ ッ ト ) (共に 父 権 的 な 存 
在 に 対す る 反逆 の 象徴 で ある )、「 蘇 る 死体 ] こ いっ た モチ ー フ を 
スト ー リ ー の 中 で 使い 、 神 話 で し ば し ば 言及 され る メタ ファ ー 
の 図式 を 近代 的 な 文脈 の 中 で 再 構築 し た こと に 尽き さる だ ろう 。 
同様 の モチ ー フ を 継承 し て いる と いう 意味 で は 『 バ イオ ハザード 
2] も 『 フ ラン ケン シュ タイ ン 」 の 系 譜 に 連なる も の で ある か も し れ 
な い 。 
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Me 


G。 アルファ ベッ ト の 7 番目 。 創 造 主 は 人 
に 7 つの 大 罪 を 犯す な か れ と の た も うた 。 そ 
れ を 開発 し た こと は 人 間 に と っ で " guilt( 罪 )“ 
だ っ た の だ ろう か 。 
この 電子 顕微 鏡 で し か 見 えな い 微 粒子 は 、 
感 業 し た 生物 遺伝 子 レ ベル の 根源 か ら 変 異 さ 
せ て し まう 驚異 的 な を 秘め て いた 。 
ンー Gー ウ ィ ル ス の 開発 者 ウィ リア ム ・ パ ー キ ン 
- . の 憂鬱 は 、 そ の 完璧 な 仕上 が り を 自分 の 目 で 
確認 出来 な いこ と だ っ た 。 な ら ば いっ そ 。G 
ー ウ ィ ル ス に 侵さ れ た 細胞 は 優秀 な 研究 者 だ 
っ た 彼 を 、 人 格 を 失っ た 異形 へ と 楽 め 上 げ て 
いく 。 数 段階 に わた る G の 変貌 は 、 最 強 の 生 
物 を 創造 し よう と し た 研究 者 が 理性 の 柳 か ら 
解き 放 た れ て 、 力 その も の を 追求 する 過程 に 
見 える 。 暴走 し た 力 の 尊 流 は どこ へ 行こ うと 
し て いる の か 、 そ れ は 誰 も 知ら な い 。 
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感染 し た 生物 を 遺伝 子 レ ベル で 変貌 させ る 、 恐 る べき 人 エエ ウ 
ィ ル ス が 誕生 し た 。 そ の コー ド ネ ー ム は "G"。 生 物 の DNA に 
干渉 し て さら な る 進化 を 促し 、 一 説 に よれ ば 死者 を も 生き 返ら 
せる 力 を 持つ と も いう 。 それ は 常識 を 越え た 力 。 開 発し た アン 
ブレ ラ 社 は この ウィ ルス の 完成 を 心待ち に し て いた こと だ ろ 
う 。 し か し 、 創 造 主 の 領域 に 近づく こと は や は り 人 間 に と っ て 
負担 が 重 す ぎる の か も し れ な い 。Gー ウ ィ ル ス の 開発 者 で ある 
ウィ リア ム ・ バ ー キ ン は その 引き 渡し を 拒否 し 、 ア ン ブ レ ラ 内 の 
特殊 チー ム が ウィ ルス を 奪い に きた と き 、 自 ら の 体 に ロー ウィ 
ルス を 取り 込む と いう 暴挙 に 出 た 。G 生 物化 し た ウィ リア ム は 
も は や 人 で は な い 。 不死 と も 思え る 生命 力 、 強 准 な 腕力 、 皮 異 
的 な 回 復 力 を 持つ が 、 ウ ィ リ アム の 自我 は 完全 に 失わ れ て いる 。 
腕 の 部 分 か ら 徐 々 に 細胞 へ の Gー ウ ィ ル ス の 侵食 が 進ん で い 
さき 、 刻 々 と 体型 が 変化 し て いく よう だ 。 





個々 の 形態 間 で 強烈 な まで に 姿 を 変え る 。 ま ず 、 第 1 形態 を 見 て 
みよ う 。 左側 だ け を 見 る と 状態 の いい ゾン ビ ほ ど に し か 見 えな 
い G だ が 、 既 に Gー ウ ィ ル ス の 効果 が 現れ て いる 右 肩 と 右腕 に 現 
れ た 眼球 が 異 稼 を 放つ 。 ち な み に こ の 眼球 も 視力 が あり 、Gー 生 
物 の 器官 と し て 視野 を 広げ る 働き を し て いる よう た だ 。 

さて 、 こ こま で は まだ 人 間 ら し さ を 保 っ て いる G だ が 、 第 2 形 
態 へ の 移行 に 際 し て 、 急 激 な 体格 の 成長 に より 顔 の 皮膚 や 頭皮 
が そっ くり 左 胸 へ と 移動 (写真 参照 )。 右腕 は すっ か り モ ンス タ 
ーー 的 な パー ツ と な り 、 巨大 な ツメ が 目立つ 。 な お 、 顔 の 下 に は 
第 2 左腕 が 形成 され 始め て いる の が 見 て と れる 。 ま た 、 さ ほど G 
細胞 が 増殖 し て いな いよ うに も 見 える 左 モ モ 上 部 に も 皮膚 の 盛 
り 上 が り が 見 られ る が 、 こ れ は 4 番目 の 眼球 の 萌芽 で ある よう た だ 。 
第 3 形態 は 人 間 型 G 生 物 の 最高 到達 点 と いっ て よい ほど の 完璧 な 
フォ ルム 。 元 の 両 腕 は まる で 細 の よう に 張り 出し 、 第 2 形態 で 見 
られ た 第 2 の 腕 が 発達 終え を た 。 人 で あっ た 証 で ある 服 の 切れ 端 
は ちぎ れ 果 て 、 顔 の 皮膚 の 名 残る ほ と ん ど 消 え か か っ て いる 。 
お そら く こ こま で が ウィ リア ム の 遺伝 子 設計 図 に あっ た 姿 な の 
で は な い だ ろ うか 。 第 3 形態 に 一 定 の ダメ ー ジ を 与え る と 変態 
る 第 4 形態 以降 の G は 急激 な 進化 や ダメ ー ジ か ら の 回 復 の ひひ ずみ 
の 反動 か 、 徐 々 に 人 間 の 筋書き を 離れ て 獣 に 戻っ て いく 。 第 5 形 
態 に な る と ほとん ど ナ マコ 状態 。 腕 も 触手 に 変化 し 、 体 表 に は 
未 消化 の ゾンビ や リッ カー の 手足 が 見 える 。 力 が 暴走 し た 末路 
の 哀れ な 結果 と 言え る だ ろう 。 





5 つの 形態 (G 幼 体 ま で 含め る と 6 パタ ー ン ) を 見 せる G だ が 、 


Length Unknown 
Main hahitat Unknown 


Gー ウ ィ ル ス 
人 7 。 人 太 7 4 。 


| G 幼 体 





人 間 に G 生 物 が 腔 を 植え 付け る こ 
と で 生ま れ た ミ ョ ュー タン ト 。 知能 
も 繁殖 力も 持た な い G の 疑似 複製 








人 に な 


劇 的 に その 姿 を 変え る G。 人間 
時 の 顔 の 表皮 が 左 胸 に 移動 し 、 
右腕 に 眼 が 開く 。 







等 


エネ ルギー 効率 を 極限 まで 高め た 
ゆえ か 、 も は や た だ の 肉 塊 と 化し 
た G の 第 5 形態 
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| 








G 第 4 形態 
[ナウシカ | の 巨神 兵 
の 牙 を 多少 連想 させ 
る 形態 だ 













I G 第 1 形態 


| ウィ リア ム の 人 格 は 既 
虹 に 失わ れ て いる よう だ 。 








G が ここ まで 変貌 を 遂げ た 陰 に は 、Gー ウ ィ ル ス の 驚異 的 な 作 
用 体 細胞 分 裂 を 強烈 に 促し 、 突 発 的 に 異種 の 細胞 を 作り 上 げ 
る カー ンー が ある 。 そ も そ も 生 物 に は 何 億 年 と いう スケ ー ル で 構築 
され た 個々 の 種 独自 の 設計 図 が 存在 する 。 従っ て 、 自 然 の 状態 
で は あま り に 特殊 な 個体 が 生み 出さ れる 可能 性 は 薄い 。 し か し 、 
生物 ・ 化 学 兵 器 (いわ ゆる BC 兵器 ) や 環境 ホル モン な ど 、 人 外部 
の 強力 な 素因 に よっ て 発生 時 に 遺伝 の プロ グラ ム が 門 め ら れる 
事例 は 過去 に 多く 見 られ る 。 そ うい っ た 例 か ら 考 える と Gー ワ ウィ 
ルス は 後天 的 に 新た な 部 位 を 形成 させ る と いう 点 で 既存 の 概念 
を 超越 し て いる が 、 そ れ ほ ど 信 じ ら れ な い 話 で は な い 。 






つま る と ころ 今回 の バイ オハ ザー ド は ウィ リア ム の 研究 へ の 
妄 執 が 原因 だ っ た 。 小説 『 フ ラン ケン シュ タイ ン 」 の 中 で マッ ド 
サイ エン ティ スト の モチ ー フ が 登場 する こと は 既に 述べ た が 、 
! さら に ウィ リア ム の 暴挙 と 人 の 獣 化 を 想起 させ る よう な 小説 が 
間 昌 遇 G 第 2 形態 ある 。 今 か ら 100 年 ほど 前 に 書か れ た H.G. ウ ェ ル ズ の 「 モロ ー 博 

| 士 の 島 ]』 だ 。 最 近 で は '96 年 に 「D.N.A.] と いう 名 前 で 映画 化 も さ 
| 変異 が 更に 進む 。 左 右 非 対 れ て いる 作品 だ 。 タ イト ル は 、 狂 気 の 天 才 科 学者 モロ ー 博 士 が 
店 称 の シル エッ ト が 袖 々 し い 。 自ら の 手 で 知能 を 向上 させ た 獣 を 集め て 君臨 する 島 に 由来 す 
る 。 モ ロー 博士 の 存在 に よっ て 保 た れ て いた 危う い バ ラン ス は 、 
し か し 、 彼 の 死後 瓦解 し て 獣 人 は た だ の 動物 に 戻っ て いく 。 文 
明 批 判 の 小説 と し て 解釈 され る こと の 多い 作品 だ が 、 行 き 過 ぎ 
た 理性 偏重 へ の 不信 や 人 間 の 本 性 も 獣 か も し れ な いと いう 日 常 
生活 に 潜む 不安 (まる で 、 モ ダン ホラ ー に 通じ る か の よう な ) も 
語ら れ て いる 。 フ ラン ケン シュ タイ ン や モロ ー の 末 商 た る ウィ 
リア ム は 理性 に 拘 泥 し た 結果 、 己 の 開発 し た Gー ウ ィ ル ス に 身 
も 心 も 囚 われ て 結果 的 に 獣 へ と 堕ち て いく 道 を 選ん だ 。 研究 に 
疾 じ た 科学 者 と いう 意味 で は ウィ リア ム テ G は いさ ぎ よ くも 心 
ろ い マ ッ ド サイ エン ティ スト だ っ だ と 言え る だ ろう 。 


AE 








| G 第 3 形態 


。 従来 か ら の 腕 が まる で 細 の 
| よう に な っ た G 第 3 形態 。 





も は や イド の み に 突 
き 動か され る 肉 塊 と 
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果て し な く 続 く 二 重 螺旋 の 連鎖 。 た っ た 4 種 の 塩基 の 組み 合わ せ で 構成 され る 長い 長い 紐 。 人 類 は 禁 苑 へ の 手がかり を 手 に 入れ 、 デ 
オキ シリ ポ ボ 核 酸 と 名 付け た 。 解 析 し た な ら 生命 の 創造 も 思い の まま 。 そ れ は 、 あ た か も 我々 を 唯一 無 二 の 高み に まで 連れ て いく よう 
と ター 創世 記 で ヤコブ を 天 に 導い た 柄 子 の ご と く 。 し か し 、 何 か が 間違っ て いる 。 そ う 気 付い た の は すでに どれ ほど その 階 模 を 
踏み 越え た 後 だ っ た の だ ろう 。 兆 し は 既に 様々 な 形 で 現れ て いる 。 だ が 、 我 々 は も う 後 戻り する こと は 出来 な い の だ 。 

パラ レル 世界 に 目 を 向け れ ば 、 無 数 の ミュ ー タ ント た ち が 春 いて いる 。 大 脳 皮質 を 称 か れ 筋 繊維 を よじ られ 、 腐 臭 を 放つ 粘液 を 滴 
ら せ て 。 変容 し た 細胞 だ けが 誕 放 に 、 中 枢 の 制御 を 離れ て 増殖 し 、 獣 へ と 堕ち て いく も の ども 。 そ れ は 決 し て 架空 の 存在 で は な い 。 


る し 、 も し 、 も し …。 無 数 の 「 も し 」 が 保つ 危う い パ バラ ンス の 上 に 、 我 々 の 生活 は 成り 立っ つて いる か ら だ 。 今 、 最 も 隣 で 息 つ く 深 怖 。 
それ が 、 バ イオ ハザード だ 。 





に RY ME 


: 拒 
1 
入 


Length ahout165-185cm 
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。 マー ヴィ ン 

















白い 膜 の か か っ た よう な 瞳 を 虚ろ に 
見 開き 、 新 た に 目覚 め た 本 能 に 突き 動 
か され て ゆら り と 立ち 上 が っ た 黒人 の 
ソン ビ 。 我 々 は 生前 の 彼 を 少し だ け 知 
っ て いる 。 彼 の 名 前 は マー ヴ ウィン 。 猟 
硝 事 件 の 相次ぐ ラク ー ン シテ ィ ー に 物 
好き に も わ さ わ さ 赴 任 し て きた 新人 を 
歓迎 し よう と 、 非 常 事態 に も か か わら 
ず 歓 迎 会 の 用 意 を し て いた 人 察 署 の 気 
の いい 先輩 だ 。 

も と も と は 「 バ イオ ハザード 2」 の 未 
公開 バージョン 、 い わ ゆ る | 1.5」 で は 
準 主役 級 の 扱い だ っ た と いう 彼 。 マ ー 
ヴィ ン が 健在 し て いれ ば 、 映 画 の よう 
な 先輩 と 後輩 コン ビ の 軽快 な 掛け 合い 
も 拝め た の だ ろう か ? 

レオ ン パ ー ト の メイ ン パ ー ト ナー が 中 
国 系 の エイ タダ に 代わ っ た 今 は 、 普 通 の 
ロリ アル スコ (Pr 時: セア コム と 
「 バ イオ 」 シリ ー ズ の 包含 する 共 典 の 人 象 
徴 と な っ て いる 。 
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移動 力 を 欠き 、 葉 緑 素 を 含み 、 光 合成 に よっ て 栄養 を 生産 
する の が 植物 。 し か し 、 食 虫 植物 は 昆虫 その 他 の 小動物 を 捕え 、 
消化 し て 養分 の 一 部 に する と いう 攻撃 性 か らし ば し ば モン スタ 
の も モチーフ と され る こと が 多い 。 

そ も そ を る 食 虫 植物 と は 生息 地 の 土 壌 に 栄養 分 が 之 し いた め 不 
足す る チッ 素 や リン を 捕食 に よっ て 補う 機能 を 持つ 植物 で あ 
り 、 植 物 学 上 、 科 目 の 分 類 が ある わけ で は な い 。 当然 、 捕 忠 
に は さま さま な 形態 が ある わけ だ が 、 主 に 落し 穴 型 ・ ワ ナ 型 ・ 島 
モチ 型 の 三種 に 分 けら れる 。 


前 作 | 寄宿 合 ] で の 中 ボス と し て 登場 し た 巨大 植物 | プラ ン 
ト 42」。 こ の 植物 が 建物 まる まる 一 つ に 根 を 張る ほど 巨大 だ っ 
た の に 対し 、 ア ン ブ レ ラ ・ ア ー ク レイ 研究 所 に お ける 研究 成果 
を 元 に 品種 改良 し て 生ま れ た 自立 歩行 型 植物 吉 イ ビ ー」 で ある 。 
最終 局面 と な る アン ブレ ラ の 研究 所 で 大 量 に 出現 。 動き が スロ 
ー で 火炎 弾 に 弱い が リー チ が 長い た め に すり 抜け る の が 難し く 、 
面倒 くさ い 敵 で ある 。 2 本 の ツタ を 自在 に 操っ て 獲物 を 捕え る 
と ころ か ら つ けら れ た "Ivy( ア イヴ ィ ー テ ツタ ) "と いう 呼称 は 、 
本 来 な ら 女 性 に つけ られ る こと も ある 愛らしい 名 前 だ が 、 発 音 
が 違う の は "evil イヴ ィ ル 邪悪 な "と か け て いる か ら だ ろう か ? 
また 、 植 物 の 適応 能力 を 存 分 に 生か し た 形 と な っ た モン スタ 
ー が | 毒 イ ビー」。 表 プレ イ の 研究 所 で | P 一 e ガス ]( 前 作 の | プ 
ラン ト 42」 を 倒す 際 に 作っ た 除草 剤 |V 一 JOLT」 の 改良 品 か ) を 
散布 し て 、 研 究 所 に 出 て くる モン スタ ー を 弱体 化し た 際 の 裏 プ 
レイ に の み 出 現す る 。 こ の イ ビ ー の 亜 種 は 、 頭 部 と 手 の 先端 に 
相当 する 部 分 が 赤く 変色 し 、 吸 収 し た 毒ガス を 緑色 の 毒気 と し 
て 吐き 出し て くる 。 苦労 させ られ る こと は 間違い な い だ ろ う 。 


者 


ホー ル と お ぼ し き 大 部 屋 い っ ぱい に 広がる プラ ント 42。 
(『 バ イオ ハザード 』 より) 





Length ahout 2.5m 
Main hahitat Lahoratory 


/ 


洋館 内 に も ムチ の よう な ツタ で 攻撃 し て くる 植物 が いた 。 


(『 バ イオ ハザード より) 
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イイ ビー 

| 食 虫 植物 を ベー ス と し た 新種 の 植物 
。 が 、 エ ー ウ ィ ル ス に 侵さ れ て 巨大 化し 
、。 た 「 プ ラン ト 42」。 そ れ を 分 析 し 、 人 
| 為 的 に 作り 出さ れ た の が イ ビ ー で あり 、 
)「 プ ラン ト 43」 と いう 正式 名 称 を 持つ 。 





ゴー 


トー Wa 
アト 





> 





| 毒 イ ピー 


岩山 や ツン ドラ 、 は て は 砂漠 に まで 生え る 植 
物 の 適応 力 と 、 イ ビー の 改造 され た 強 事 な 細 
胞 組 織 を も っ て すれ ば 、 毒 を 制す る こと も 出 
来る よう だ 。 ガ ス を 体内 で 分 解す る こと で 、 
| 毒 属性 の ある 緑色 の 呼気 を 吐き 出す 。 











終盤 に 大 挙 し て 出現 する イ ビ ー は 、 研 究 所 で 開発 途中 だ っ た |「 プラ ント 43」 が 研 
究 員 の 死亡 に より 逃げ 出し た も の と 推測 され る 。 


食 虫 補 物 と の 田 遂 い 


21 世 紀 を 目前 に し て も 、 自 分 の 意思 で 動き 回 る 植物 が 存在 する 
と いう 報告 は な い 。 し か し 、 さ ま ざ ま な 手段 で 虫 を 捕食 する 食 虫 
植物 な ら 実 在 す る 。 食 虫 と いっ て も 馬鹿 に は 出来 な い 。 こ ん な 報 
告 が ある 。 フ ィ リ ピ ジ シ ・ ミ ンダ ナオ 島 に ば は ネ ペ ン テ スズ スズ: メサ リア ナ と 
いう 食 虫 植物 が 分 布 し て いる 。 ウ ツボ カズ ラ 類 と し て は 最大 の も 


の で 、 そ の 捕虫 袋 の 高 さ は 40cm、 入 り 口 は 直径 15cm は あり 、 そ 
の 中 に は ネズ ミ や カエ ル 、 さ ら に は 鳥 な どの 死 攻 ま で も が あっ た の 
が 観察 され た 。 切 れ た 手首 の 処理 に 困っ た ら 入 れ て みよ う 。 





HEB HHEEHHREHEHHIHH EBI2EPSOOGEDES 
や は り 自 立 歩行 型 植物 モン 

ム と いう 作家 の 古典 的 SF 小説 [トリ フィ ド 時 代 』 と 、 そ の 本 を 
映画 化し た 「 人 類 S O S」('62) の 「 トリ フィ ド 」 だ ろう 。 ソ 連 が 
開発 し た 食肉 植物 ・ ト リフ ィ ド は 、 良 質 の 植物 油 を 産出 する が 
根 で 自立 歩行 を し 、 猛 毒 の 触手 で 獲物 を 倒す と いう 危険 な 側 
面 を 持つ 。 生 費 が 死ぬ と その 脇 で 慣 が 腐る の を じっと 待つ と い 
う 。 ミュージカル 仕立 て の ( ! ) ホ ラー 映画 「 リ トル ショ ッ プ ・ オ 
ブ ・ ホ ラー ズ ] ('86) に は 、 や は り 愛 らし い 「 オ ー ド リー」 と いう 名 
前 の 吸血 人 食い 植物 が 出 て きた が 、 彼 女 は 鉢植 えな の で 歩く こ 
と は 出来 な か っ た 。 た だ し 成長 し て 巨大 化す る と 、 舞 台 の 花屋 
(タイ トル の 「 リ トル ショ ッ プ 」 の こと ) 中 に ツル を 伸ばし て いる 。 


ツタ 型 触手 の リー チ は 最大 で 3m 近 く あ る の で は な い だ ろ うか 。 こ の 触手 、 普 自 
は 自立 歩行 の 際 に 補助 足 と し て 機能 し て いる 。 





頭 部 が 変色 し て 花 の つぼ み の よ うに も 見 える 毒 イ ビー。 


食 虫 植物 の 一 種 、 ウ ツボ カス ズラ 
ぶら 下がっ た 袋 が 特長 的 。 










スタ ー と いえ ば ジョ ン ・ ウ ィ ン ダ 
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大 は 人 間野 古 の 家訓 で ある と いう 。 だ か ら か どう か は 分 か ら 





な い が 、 犬 は 人 間 の も っ と も 忠実 な パー トナ ー で あり 、 長 年 の 
歴史 の 中 で 形成 され た 数 百 に の ぼる 品種 が 存在 する 。 必然 的 に 
忠誠 の 象徴 と され た 犬 だ が 、 そ の 性 質 は 裏返し に な る と 卑 届 や 
盲 従 の シン ボル と も な っ た 。 ギ リン ア 神 話 で は ケル ベロ ス と い 
う 地 獄 の 入り 口 を 守る 番犬 が 登場 する 。 こ れ は 蛇 の 形 を し た 尾 
を 持ち 、 三 つの 頭 部 が ある 怪物 だ と され て いる 。 北欧 神話 の ガ カ 
ルム も る 同様 の 役割 を 持っ て いる 。 





その ケル ベロ ス を 生物 兵器 と し て 現実 に 創造 
で 0 アン ブレ ラ で ある 。 pe の 因 で ガラ ス 宏和 を 本 っ て 直下 に 
び 込 む ゾ ン ビ 犬 ・ ケ ル ベ ロ ス は 「 バ イオ ハザード 」 の 評判 を 高 
開い h い な ら り 人 BIOPLIEINEE 
兵器 で は な く 警 察 大 の ドー ベル マン が T 一 ウィ ルス に 感染 し て 


し た の が 製 


狂 暴 化 し た も の 。 細胞 組 織 が 既に 崩れ か け て いる 。 攻 撃 パ ター 
ン は 飛び か か っ て 襲っ て くる こと だ け な の で 、 ベ テラ ン は シャ 
ンプ 軌道 の 下 を 潜り 抜け て よ け て し まう 。 





映画 や 小説 の 中 で は 超自然 的 存在 に 取り 付か れ た り 犠 牲 に 
な っ た りす る こと も 多い 犬 。 中 で も 出色 は ステ ィ ー ブ ン ・ キ ング 
の 作品 に 登場 する 「 化け 犬 ] だ ろう 。 ゾ ン ビ と いう 観点 か ら 見 れ 
ば 『 ペ ッ ト ・ セ マタ リー』 (文春 文庫 ) で は 、 イ ン デ ィ ア ン の 加 地 
だ っ た 墓場 に 埋め た ペッ ト が ゾン ビ 化 お よび 凶暴 化し て 戻っ て 


くる が 、 ウィ ルス に 感染 し た と いう 設定 か ら 考 える 呈 ク ー ン ョ j」 
(新潮 文庫 ) の 狂犬 病 に か か っ て 狂 暴 化 し た セン ト ・ バ ー ナ ー ド 
の 話 の ほう が 近い か も し れ な い 。 当然 、 両 作品 と も 映画 化 さ れ 
て いる 。 


君 の 犬 も ソ シスコ | スン 


_ ご 主人 様 が 来る まで 待っ て いる の で 、 
年 月 を 問わ ず 長 く 待 て る ぞ 。 


世界 最小 の ソ ・ シビ 失 2 


計 ま pr 
の 2 な つか れ て も 困る 。 


_ た と え ゾ ン ビ 化し て も 丁寧 ! に 毛 を ト リ ミ 
や れ は ば 問題 な し 。 


ンク し て 





いや な 匂い だ が か わい い 。 


Length ahOut 60-70cm 
Main hahitat R.PD. Basememt 


ノン ヒビ 犬 









人 間 と 同様 、Tー ウ ィ ル ス に 侵さ れ 
ゾン ビ 化 する 犬 。 た だ し 、 人 間 よ り 
も 筋肉 組織 の 強化 が 速い よう だ 。 


4 窓 を 破っ て 飛 
ケル ベロ ス 。 
(『 バ イオ ハザード 』 より )。 


び 込 ん で くる 





ゾン ビ 化 し た ドー ベル マン 。 
地下 1 階 に 犬 舎 が あっ た よう だ 。 





近所 に も 迷惑 が か か ら す 安心 。 


精 恒 な 姿態 の ドー ベル マン 。 
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ギリ シア 神話 に は クモ の 由来 を 説明 する エピ ソー ド が ある 。 
昔 、 そ れ は 美しい 布 を 織る 娘 が いた 。 彼女 の 名 前 は アラ ク ネ 。 
戦い と 技芸 の 女神 アテ ナ に も 勝て る と 慢心 し た 彼女 は アテ ナ と 
機織り の 勝負 を し 、 彼 女 を 傷 辱 し た 。 ア テ ナ の 怒り に 触れ た 彼 
女 は 首 を 市 っ て 死ん で し まう 。 そ ん な アラ ク ネ を 衣 れ ん だ アテ 
ナ は 、 彼 女 を 糸 に ぶら さがっ た クモ に 変え て や る こと に し た …。 
英語 で クモ 類 を 表わす arachnid と いう 言葉 の 元 と も な っ た この 
話 で は 、 自 殺 死 体 が クモ に 変え られ た と いう 。 古代 人 が クモ に 
抱い た 不気味 さ を も 表現 し て いる の で は な い だ ろ うか 。 





ゲー ム 中 で は 2 一 3m の 大 き さ と な っ て 出現 する クモ は 、『 1 』 
に 引き 続い て の 登場 で あり 、 こ の シリ ー ズ に 欠か せな い ス パイ 
ス と な っ て いる 。 イ メー ジ の 元 は や は り 映 画 の 小道 具 と し て し 
ぱ ば し 民 使 われ る タラ ンチ ュ ラ と いう 圧 ク モ だ ろう か 。007 シ リ 
ー ス 第 1 作 『007 プ ドク ター・ ノ オ 」('62) や イン ディ ・ ジ ョ ー ン ズ 
三 部 作 の 第 1 作 「 レ イダ ー ス ・ 失 われ た アー ク 」('81) と いっ た 古 
典 的 な 冒険 映画 に し ば し ば は 登場 する この クモ 、 刺 され る と 踊り 
回 る よう に 苦し むと いう 言い 伝え か ら 舞 踏 グ の モ と も 呼ば れる が 、 
強面 の 体つき の 割 に は それ ほど と 毒 は な いと も いう 。 怖い クモ と 
いえ ば 最近 で は スピ ル バ ー グ が エグ ゼクティ ヴ ・ プ ロ デ ュ ー サ ー 
だ っ た パニ ッ ク 映 画 「 ア ラク ノ フ ォ ビ ア 』('90) 。「 ク モ 恐 怖 症 」 
と いう 意味 の タイ トル 通り 、 ク モ 嫌 い の 男 が ひと 噛み で 人 間 を 
和 す クモ と 戦う こと に な る 。 


最強 の 毒 クモ 伝説 


南ア メリ カ に 分 布 。 体 長 は 8cm。 
ve 4 一 匹 で て ウス 500 匹 を も 殺す 毒 。 
ピス リン ム こ 人 も 当然 死ぬ 。 痛 い 。 


レン 4= レル た コ な が ら も その 毒 は サソリ の それ を も る も 凌 熊 する 。 
た だ し 血清 が ある の で 安心 だ 。 


写真 は 「 メ キシ カジ レッ ド ニー 
性 が 弱い 種類 で ある 。「 ブ プラ ッ ク タ イ 


ガー] の モデ ル か る 。 


ee 員 に ae me oe テ 
人 WP 人 
= を * 二 加 





Length 2-3m 
Main hahitat sewer 
大 クモ 











一 見 タラ ンチ ュ ラ の 亜 種 で ある よう だ が 、 正 式 な コー ド ネ ー ム も な く 詳 
細 は 不明 。 毒 を 作り 出す シス テム や 毒 の 研究 を 目的 と し て 飼育 され て 
いた が 、 混 乱 に 乗じ て 逃 げ 出し 、 下 水道 に 住み 着い た よう だ 。 主食 は 
ネス ズミ と ゴキ プ ブリ で あり 、 下水 道 の 生 衣 ビ ラミ ッ ド の 頂点 に いる よう だ 。 


NT 

ーー| 
半 
己 | 


」) 


。( こ と 「 テ ヌー 直っ 中 
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Length ahout 1-2m 
Main hahitat LahoratorV 
モス ・: id 2 Ma 


MUINMMNTg: 


ガ は 、 鱗 凌 類 の うち チョ ウ に 対抗 する 大 き な グ ルー プ で ある 。 
羽 の 色 は 地味 で 主 に 夜間 活動 する た め 各 国語 で は | 夜 の チョ ウ ] 
と いう 意味 を 持つ こと が 多い が 厳密 な 分 類 は 明らか で は な い 。 
古代 ギリ シア で は ガ と チョ ウ を 総称 し て "psyche( 魂 )" と 呼ん 
で いた 。 星 か ら 成 虫 が あら われ る 性 質 が その 起源 で ある よう だ 
が 、 後 世 人 の 両者 の 扱い 方 は まっ た く 対 照 的 で ある 。 一般に 羽 
の 美しい 種類 の 多い チョ ウ は 世界 中 で 愛好 され 、 は か な い 美 し 
さ の 象徴 と も な っ て いる の に 対し 、 幼 虫 に 毒 が あっ た り 不 気味 
RTR 

\。 た だ し 、 鱗 粉 に 毒 が ある と する の は 俗 信 で ある よう た だ 。 












前 作 紀 登場 し た 、 ア ン フ レラ の アー ー ク レイ で 実 遇 対象 だ っ た 
ガ が 脱走 し 、 異 常 成 長 し た の が モス ジャ イア ント で ある 。 繁殖 
を 繰り 返す うち に 胴体 部 が 肥大 化し て いっ た が 羽 の 成長 は 追い 
付か な か っ た の か 、 ぼ ぽ ぼろ ぼろ に な っ て いる 。 幼虫 は 特に 暖か い 
場所 を 好む よう だ 。 も と は ヤマ マユ ガ で あっ た の か 、 印象 的 な 目 
玉 模様 が 特徴 だ 。 し か し 、 世 代 を 重ね る に つれ て 突然 変異 の 英 
害 が 出 て きた の か 成虫 の 登場 数 は 少な く 、 今 作 で の 印象 は 薄い 。 


988eSoe 








NOIIId] IVNH 2 ddVZVHOId NO HOdVHSd4 


巨大 な ガ と いえ ば や は り 特 撮 映 画 の 雄 「 モ スラ (61)。 モ | ア onsdkodk bid 
スジ ャ イア ント と 同様 巨大 な 目玉 模様 を 持つ 姿 で あり 、 や は 、 し た も の 。 こ こま で 巨大 化す る に は お そら く 数 世 
り ヤ ママ ユ ガ が モデ ル だ ろう か 。 功 虫 は 糸 を 吐き 、 成 中 に な | 軒 を 経た も の と 推測 され る 。 層 が ぼろ ぼう に な り 、 
る と 鱗粉 攻撃 を する 。 東 京 タワ ー に 廊 を 作る な ど 、 と に か くし 








スケ ー ル が 大 きい が 人 は 食わ な か っ た 。 問 還 還 ーー ニー ニー ニー ドド ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー 1 


有 剛 肪 体 と の バラ ンス が 悪い の 
診 か 、 羽 が ぼろ ぼろ の 成虫 


幼虫 で すら 体長 10cm 以 上 。 成 虫 は 羽 を 開い た 状態 で 30cm 
以上 に も な る 世界 最大 の ガ 、 ヨ ナグ クニ サ ン 。 イ ンド : ス リラ ンカ か 
ら 中 国 : マ レー シア に か け て 分 布 す る 。 羽 は 濃淡 の ある 掲 色 模様 で 
飾ら れ て いる 。 中 央 アメ リカ に 生息 する ナン ベイ オオ ヤ カ ガ も か な り 
大 きい こと で 知ら れる が 全体 的 に は ヨナ グ ニ サ ン の スケ ー ル に は か 
な わな い 。 人間 の 顔 を すっ ぽ り 履 う ほど の 大 き さ な の で 、 こ れ 1 区 
て 実物 仮面 舞踏 会 が 可能 と いう 代物 だ 。 


成虫 に 比べ て 幼虫 は 数 が 多く 、 半 
暖か い 場 所 を 好む よう た だ 。 








RESEARCH ON BIOHAZARD 2 FINAL EDIIION 








一 般 に ワニ と は 太 虫 網 ワ ニ 目 の 総称 で 、 現 生 種 は アリ ゲー タ 
ー、 ク ロコ ダイ ル 、 ガ ビア ル の 三 亜 科 に 分 けら れる 。 ク ロコ ダ 
イル は 旧 世 界 産 ( た と えば アフ リカ 大 陸 ) で あり 、 ア リ ゲ ー タ ー 
は 新 世界 産 の も の だ と され て きた が 、 現 在 の 動物 学 で は 産地 に 
よる 分 類 は 有効 で は な く な っ て き て いる 。 し か し 一 般 的 な イメ 
ー ジ か らい えば アリ ゲー ター と は アメ リカ 産 の ワニ で ある こと 
は 間違い な いよ うだ 。 ゲ ー ム 中 の アリ ゲー ター は アメ リカ に お け 
る ワニ の 有名 な 産地 、 フ ロリ ダ で 捕まえ られ て きた も の だ ろう か 。 
その 異 狐 か ら 、 ワ ニ の 存在 は 古来 か ら 原 産地 より は る か が 遠 
の 地 に まで 伝わっ て いた 。 古代 ギリ シア の 歴史 家 へ ヘロドトス の 
著書 [歴史 ] で は 、 エ ジ プ ト を 扱う 章 の 一 節 で ワニ に つい て 触れ 、 
目 を 閉じ て も 物 が 見 え 、 舌 が な い 動 物 と し て いる 。 ま た 、 エ ンジ 
プ ト 人 の 中 に は ワニ を 飼い 慣らし 、 死 ね ば ミイ ラ に し て 手厚く 
葬っ た と も いう 。 こ の よう な イメ ー ン の 独り 歩き の 結果 生ま れ 
た こと わざ が "crocodile tears( ワ ニ の 涙 )"。 ワ ニ が 空 涙 で 獲物 
を 油断 させ る と いう 俗 信 か ら 転 じ て 、 犠 牲 者 を 食べ た 後に 涙 を 
流す と され 、「 偽善 」 の 象徴 と も な っ た 。 





さら に イメ ー ジ の 独り 歩き が 進ん だ ワニ は 、 都 市 伝説 の 主 
役 と も な っ た 。 数 年 前 に 石神 井 公園 の 池 に ワニ が いる と の 噂 
が 流れ 、 警 察 ま で 出動 し た ( ? ) こと も ある が 、 そ の 原形 は 
[ニュ ー ヨ ー ク の 下水 道 に 住み 着く ワニ | と いう 現代 の フォ 
ー ク ロア と も いう べき イメ ー ジ か らき て いる の だ ろう 。 お 約 
東通 り に 下水 に 潜む 巨大 ワニ (全長 10m) は 、 現 代 の 語り 部 
スピ ル バ ー グ の 「 ジ ョ ー ズ 」 の よう に 、 プ レイ ヤー に 華々 し 
く 吹 き 飛 ば され る こと に な る 。 





4 ガス ボン べ を 
くわ え 込 ませ て …。 


Py 爆破 ! まる で 映画 の 


ワン シー ジッ 。 


Length about 10m 
Main hahitat Sewer 





Tー ウ ィ ル ス や 下水 道 に 流れ る 汚水 の 影響 に よっ て 、 全 体 的 に 骨格 が 
巨大 化し た アリ ゲー ター。 オ リ ジ ナ ル は お そら く 北 アメ リカ の 東南 部 一 
帯 に 生息 する 淡水 ワニ (体長 らち -6m) だ ろう 。 性質 も 凶暴 化し て いる 。 


且 な た 必 ゃ どす る ワニ 
(@ 熱 川 バ ナナ ワニ 園 ) 


ニニ を 信 お う 編 
ワニ を 仙 お う 
1. 残 念 な が ら 7 て 8m に も な る イリ エ ワ ニ は 入手 困難 。 
初心 者 は メガ ネ カ イ マン (最大 3m) を 飼っ て みよ う 。 
2. ヒ ー タ ー や 電気 スタ ンド な ど を 使っ て 水温 も 外気 の 
温度 も 25C と から 30C と に 保つ こと が 大 事 。 
日 本 の 冬 は 特に 寒い の で 注意 だ 。 


3. 瞬 は ドジ ョ ウ 、 ザ リガ ニ 、 ネ スミ 、 フ ナ な ど 。 
静か に を 口先 に 持っ て いく と ば くっ と 来る ぞ 。 
手首 を 取ら れ な いよ うに 気 を つけ よう 。 


CAUTEIONI 

ワニ は と っ て を 危険 で す 。 無 痢 に 飼う の は や め ま し ょ う 。 

注 語 * ワニ は 外見 に そぐわ ず 神 経 質 で 、 慣 れ な い 場 所 で は 
2^3 日 飾 を 食べ な い 。 本 当 に か わい そう で すね 。 
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Length 30-40cm 
Main hahitat Police Department 2F 
クロ ウ 













スズ メ 目 カラ ス 科 。 全 身 黒色 の も の が 多く 、 南 アメ リカ 、 ニ 
ュー ジー ラン ド を 除く 世界 中 に 広く 分 布 す る 。 








前 作 に 引き 続き 登場 し た クロ ウ 。 洋館 の 美術 室 な ど に いた 個 


体 は 爆発 に 巻き 込ま れ た よう だ が 、 シ ティ を 取り 囲む 森 に 生息 
する カラ ス が ゾン ビ の 死 肉 を つい ば むう ち に 狂 暴 化 し た 。 和 群れ 
を な し て 襲っ て くる た め に 倒し て も きり が な く 、 声 が 聞こ えた 
ら 走 り 去 る し か な い だ ろ う 。 









カラ ス の 群れ と いえ ば ぽい ね すず と し れ た だ ヒッ チョ ッ ク の [ 伺 」 
('63) 。 町 中 が カラ ス に 支配 され る 恐怖 を 描く 。 ロ メロ が 監督 
し た S・ キ ング 原作 の 映画 「 ダ ー ク ・ ハ ー フ ]('93、 日 本 未 公開 ) 
も 、 ラ スト で 「 鳥 』J」 へ の オマ ー ジ ュ の よう に スズ メ の 集団 が 家 の 
中 に 飛び 込ん で 人 を 襲う シー ン が 痛 そ うだ 。 


Me ーー 電 ai mm で ーー 


ー ゴ キ ブ リ 目 の 学名 Blattaria は 「 光 を 避け る も の | か ら 。 和 名 ゴ 
キ ブ リ は [「 器 を か じ る も の | を 示す 。 ゴキ ブリ は 約 3 億 年 前 に 地球 
に 出現 し 、 古 生 代 の 石炭 紀 に 全盛 期 を 迎え た が 、 当 時 の 化石 と 





Length 30-40cm 
Main hahitat Sewer 
ラー ンジ ・ ロ ー チ 


NOIIId] IVNH 2 ddVZVHOId NO HOdVdSddJ 





手 ーー 9 ぷ 
ラー ン ・ ロ ー チ 
「 パ イオ ハザード 2」 の ミュ ー タ ント 
の うち 、 比 率 的 に も っ と も 巨大 化 
(原種 の 約 7-8 倍 ほど ) し た 生物 が こ 
の ラー ジ ・ ロ ー チ か も し れ な い 。 食 性 







現在 の 雇 に ほとん ど 変 化 が な いこ と か ら も っ と も 身近 な 生き て NM の : 天 る 殺 食 か ら 肉食 メイ ン へ と 変化 し た 
いる 化石 と も いえ よう 。 強 勅 な 生命 力 を 持ち 、 そ の 寿命 は 4 年 に 及 光 を 嫌い 、 ダ クト に 住み 着く 


> が 、 そ の 時 盛 な 生命 力 だ け は いつ ま 
ぶ と いう 。 繁 殖 力 が 強く 雌 は 一 生 の うち 卵 を 1000 個 以上 も 生む 。 2 。 で も わ る こと が な い 。 





ウィ ルス の 影響 で 大 型 化し た も の で ある 。 下 水道 に [ー ウ ィ ル 
ス を 持ち 込ん だ の は も と は ネズ ミ で あっ た が 、 激 烈 な 生存 競争 
の 未 に モン スタ ー 化 し た ネズ ミ を 駆逐 し た よう だ 。 








リ を ペー ス に 遺伝 子 改造 さ 
| れ た 巨大 昆虫 「 ユ ダ の 血統 が 登場 する 。 直 立 する と な ん と コー 
| ト を 着 た 男 の 凄 に 見 える と いう 。 多 少 タ イラ ント と も イメ ー ジ 
| が か ぶる 。 


映画 1[ ミ ミック]l('98) に は ゴキ ブフ ブ 





| RESEARCH ON BIOHAZARD 2 FINAL EDIIION 












話題 が つい つい ゾン ビ に 流れ が ち で す 
NN 0 W JRT2| | 
| 面 が ほとん ど な い の が 、 

還 リ ( 人 喰い 一 家 と 共 t 生 ) が 、 
くら い 残念 で を なり ませ ん 。 同 じ く 「 バ イオ 2」 で 、 初 登場 の 巨大 


「 バ イオ 」 と 言え ば 、 


控 の オッ サン より も 、 nm の よい 章 | 
が いっ ぱい ある 巨大 昆虫 の ほう が 全然 まっ た く 圧 倒 的 に 格好 イ | 
イ か ら で あ る 。 巨 大 な 昆虫 た ちの 魅力 を どう 伝え れ ば 良い か 、 
NO 





し て 5 う の が を ん 
「 | T2 方 に 登場 
る 10 年 選手 の 巨大 凌 昧 。 その 形 
態 と 性 質 ( ワ ナ 仕 掛け る わ 、 毒 
持ち だ わ ) か ら ム シ 界 の 花形 スタ 

ー。 当 然 出演 作品 も 多い 。「 タ 
ラン チュ ラ の 舞 撃 」 で は 放射 能 . 
を 浴び 、| ジャ イア ント スパ イタ 
ー 大 襲来 ] で は 、 ブ ラッ ク ホ ー ル 
の 影響 で 巨大 化 ( ? ) 、「 吸 血 原 。 
子 時 昧 ] で は 元々 巨大 な クモ が 
それ ぞ れ 登場 、 結 構 の ん き に 暴 
れ て くれ で いる 。 ち な み に [ スパ 
イダ ー マ ン ]」 を ん だ クモ る 放射 
能 を 浴び て いた が 、 こ ちら は 巨 
大 化し な か っ た 。 普通 ザ サイズ の 
次 昧 が 暴れ る 映画 で は コー ヒー 
号 の 袋 に 隠れ て 上 陸 す る | タラ ン に に 計 ふ テー ム の 本 数 は 減る 
チュ ラ ・ 死 圭 の 群れ 」、 女 王 グ モ 近 少 な いよ ね 、 そ う ゆ う の っ て 。 
が 異常 に デカ い [アラ クノ フォ ビ 
ア | な ど が ある 。 日 本 で も ちょ っ と 前 に [ セア カゴ ケ グ モ 車 団 大 
襲来 ! | 事件 が あっ た が 、 ア イツ ら は 今年 も 越 各 し た の だ ろう 
が ? 

交 昧 と 同じ くら い 多 い の が ゴキ ブリ 。 こ ちら も その 気色 悪さ 
か ら ナ カナ カ の 人 気 者 だ 。 ゾ ン ビ で お 馴染 みな ロメ ロロ 監督 の | ク 
リー プシ ョ ー」 で は 谷 張 り リ ジ ジ イ を 喰い 荒らし 、| 世界 が 燃え つ 
きる 日 」 で 人 間 を 瞬く 間 に 白骨 化 、「 燃 える 昆虫 軍団 」 で は 、 自 
ら 発火 し て 人 間 を 焼き 、「 ザ ・ ネ スト 」 で 食べ た 猫 や 人 間 と 合体 
し て パワ ーU P する ほど の 成り 上 が り ぶ り 。 し か し ここ まで 来 


南 氏 に よっ て 制作 され た 競 味 の 造形 (ウレ タン 製 ) 。 
PROFILE 

南 敏久 (みな み と し ひび ひさ) 
造形 助手 & 笑 獣 博士 。 ゲー ム 歴 13 年 。、 ア ニ メ 番 組 よ りゃ 実写 特撮 の 方 が 得意 分 野 。 日 


一 方 。 パ ッ と 遊べ て パッ と や め ら れる ゲー ム が 好き 、 最 


、 イオ 2」 に も 巨大 ゴキ ブリ は 登場 し ます が 、 | 
「 ネ スト ・ ア イラ ンド ]」 に 登場 する 「 巨 大 ] 


| 戦 で す が 、 
区 し い の か 、 映像 作品 と な る と 日 本 の 人 大作 間 人 中 い ) 


る と に ゴキ ブリ じゃ な く て も 何で も いい よう な 所 が す る 。 」 


プレ イル ヤー と 戦う 場 
た だ の | 接写] だ っ た [Yiilb 湯 


の 1 と 4 ご と 4 の リ に 46Y0 ヨ 7 ル ん KeE さ kr パ の りり と 



























本 之 AKGI210M 時 ItGDE] 
せん 。CG の 発達 し た 現在 な ら 
_ も っ と 多様 な 表現 が 出来 そう な 
| の すず が 、 近年 公開 され た 「 モス 
、 ラ 」、「 モ スラ 2」 で は CG の 使い 方 
_ が 間違っ て いた の か も は や 何だ 
か 分 か ら な い [物体 ] と 化し て お 
まじ た 。 

一 方 [ムシ 」 で は な いで す が 「 バ 
| イオ 21 の 目 再 キャ ラ 、| ワニ 」 も 
ナカ ナカ 登場 作品 の 多い キャ ラ 
、 クター で あり ます 。 ノ ー マ ル サ 
、 ML クン 
ザー」、 躍 満 、 ひ と み の AV な ど 
時 ) 下 、 巨大 化物 だ で は ゲー ム と 
同じ 下水 道 に 出現 する [アリ ゲー 
ター」、[ 同 2] や 、 何 か 東南 アン 
ア で つく られ る も の も 多く 、「 シ 
ャ イア ント クロ コ ダ イ ル ] や 、 
[キラ ー・ ク ロコ ダイ ル 」 シ リー ズ 
(日 本 製 V シ ネ | 衝 い 牙 」 も アリ 。 
ワニ の 作り 物 は ビオ ラン テ 並 み 
に ゴツ く て カッ コ 良 い の で 期待 
し た ら 、 全 身 出る 時 は 熱 川 バ ナナ ワニ 園 で の 接写 と いう ビッ ク 
リ 作 品 ) な ど ケ ッ 作 ・ 駄 作 が ビデ オ 店 の 棚 に ひし めい て お り ま す 
(同様 に [ジョ ー ズ ]| 他 の サメ 物 が あり ます が こち ら は 割愛 ) 。 ち 
な み に 「 ジ ャ イア ント ・ ク ロコ ダイ ル 」 が 一 番 巨 大 で 残虐 (最大 全 
長 300m ) で あり ます 、 「 バ イオ 」 シ リー ズ に まだ 登場 し て いな い 
も の と し て は サソリ ・ カ マキ リ ・ 剛 ・ ダ ニ ・ 青 ・ ミ ミズ ・ ナ メ ク ジ ・ カ 
マ ド ウ マ と いろ いろ ある の で す が 、 い っ その こと バイ オ 3 は これ 
ら が 一 挙 に 登場 する 「 オー ル 昆 虫 総 進撃 ] に し て みて は どう で し 
よう か ? 要 理 で すか ? そう で すか 。 
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いま だ その 風貌 に 少年 の 面影 を 強く と ど め た 、 正 義 感 あ ふれ 
る 新米 警官 。 鋭い 目 つ き と 長 く の ば し た 前 髪 に 生来 の ナイーブ 
さ が 漂 う 。 ヘ ッ ケ ラー& コッ ク 社 製 VP-70 と いう か な り マ ニア 
ッ ク な 銃 を 所 持 。 こ れ は ラク ー ン 市 警 が 正式 に 採用 し て いる 物 
と は 考え に くく 、 個 人 的 な 所 有 物 と 思わ れる 。 

警 客 学 校 で の 成績 は よく 、 シ ョ ッ ト ガ ン な どの 大 型 銃 は 不得 
手 ら し いも の の 総じて 銃器 の 扱い に は 長け て お り 、 狙 い を は ず 
すこ と は 減 多 に な い 。 ラ クー ン シ テ ィ ー を 襲っ た 大 惨劇 の 渦中 
で も 、 そ の 射 的 能力 を いか し て 活路 を 開い て いく 。 

し か し 一 方 、 女 性 の 扱い と な る と か らき し 苦手 の よう だ 。 警 
察 官 と いう 立場 に ある に も か か わら ず 、 事 件 の 中 で 知り あう こ 
と に な る バイ ク 少 女 ク レア ・ レ ッ ド フィ ー ル ド や 謎 めい た 中 国 系 
女性 エイ タダ ・ ウ ォ ン ら に 、 ま る で 指示 を 聞い て も ら え す 勝 手 な 行 
動 を と られ て し まう 。 あ げ く の 果て に は 、 恐 怖 に か られ て 逃げ 
ま ど う 年 端 の いか ぬ 少 女 ま で 保護 し そこ ね る 始末 。 彼 自身 まだ 
若く 、 血 気 盛ん で ある ぶん 多分 に 青 臭 さ を 残し て お り 、 そ うい 
っ た 面 で 女性 た ちの 安心 を 得 ら れ な か っ た の で あろ うか 。 ジ ー 
プ に 乗っ て いた り サ バイ バル ・ ナ イフ を 携帯 し て いた りす る た 
め 、 警 官 と いう より は いさ さか ボー イス カウ ト 的 な 印象 も ある 。 

また 、 か な り の ロマ ンチ スト で あり 、 エ イダ と 行動 を と も に 
する うち 彼女 に 真剣 に 恋 を し て し まう 。 極限 状況 下 で の 恋 、 こ 
れ も ま た 若 さ 故 の こと と いえ る だ ろう 。 少女 クレ ア と は 生存 者 
探索 の た め 別 行動 を と っ て いた に も か か わら ず 、 彼 女 の こ と は 
自ら の 手 で 保護 する こと を 宣言 。 一 般 信 らしから ぬ エ イダ の 言 
動 に も まる で 疑念 を 抱け な い ほ ど 入 れ あ げ て し まい 、 不 審 な 人 
物 か ら 銃 撃 を うけ た 際 に は 身 を 反 し て 彼女 を か ば う 。 結局 エイ 
ダ を まもり ぬく こと は で きず 、 ふ た り の 恋 は 彼女 の 死に よっ て 
信 く 終わ る こと に な る の だ が 、 し か し 、 彼 は 彼 な り に 彼女 の 死 
を 受け と め た よう で も あり 、 ま た どこ か 心 に 期す と ころ が あっ 
た よう で も ある 。 

ラク ー ン シテ ィ ー か ら の 脱出 を 果たし た 後 、 ア ン ブ レ ラ を 潰 
し に いく こと を 匠 う 彼 の 顔 に は 、 単 な る 熱さ だ け で は な く 、 星 
夜 ま で に は な か っ た よう な 力 強 さ が 感じ られ る 。 彼 は いま や 、 
地獄 の 底 に 触れ て 帰っ て きた 人 間 の ひと りな の で ある 。 

キャ ラク ター デザ イン 担当 の 馬場 氏 に よれ ば 、 レ オン の も と 
に ある イメ ー ジ は あの リバ ー・ フ ェ ニ ックス と いう こと 。 頼り な 
い 主 人 公 の ほう が や っ て いて プレ イヤ ー る 不安 に な る の で は 、 
と いう 狙い か ら 今 の よう な 若造 風 の 容 貌 と な っ た 。 ま た 、 前 作 
の クリ ス が わり あい 明る く ざ っ くば らん な 性 格 だ っ た の で 、 本 
来 は も う 少 し 落ち 着い た お と な し め の 人 物 に な る 予定 だ っ た が 、 
さほど そう は 感じ られ な い の は 声優 さん の 熱演 の た め 。「 ボイス 
収録 の と き 結 構 テ ンション あげ て し ゃ べ っ て る ん で 、 こ の ノリ 
も いい か な ぁ と 思っ て |」 と は ディ レク ター 神谷 氏 の 弁 。 





_ 場面 場面 に よっ て 多少 異な っ た 究 
、 囲 気 を 見 せる レオ ン の 容貌 だ が 、 
| 線 の 細 さ は 一 買 し て いる 。 左 は 作 
、 品 完成 後 、 制 作者 の 考え る レオ ン 
像 を より 忠実 に 再現 する た め 作 ら 
れ た CG モ デル 、。 彼 の 内 側 に ある 精 
憶 さ が や や 前 面 に 出 て き て いる 。 








レオ ン の 隠し コス チュ ー ム は 2 タイ プ 。 ひ と つ は 左 の 60 年 代 ロ ッ カ ー ズ 風 。 バ ッ ク の 骨 坪 が 
な か な か シブ い 。 も う ひ と つ は 右 の 体育 会 系 風 、 動 き や す そ う で は ある が 、 か な り 無 防備 な 
格好 だ 、 少 し ナル シス ティ ッ ク な 紛 囲 気 も ある 、 ち な み に 服 を 着替え る と 銃 の 机 ち 方 も 変 
化 、 ど ちら の タイ プ の 場合 で も 片手 で 斜め 撃ち を する よう に な る 。 男 は 服 に よっ て 作ら れる 、 
な ど と いう が … 人 格 も ずい ぶん 変わ っ て いる 様子 。 





前 作 の クリ ス は 煙草 飲み で 、 実際 煙草 の よ 
く 似合う 男 だ っ た 。 オ ー プ ニン グ の 実写 画 
面 で は クリ ス 役 の 俳優 さん が 気 ば っ て ジッ 
ポ で 火 を つけ て いた も の だ 。 し か し レオ ン 
に は と くに 喫煙 シー ン な ど は な く 、 彼 自身 
あま り 煙 革 が 似合う 男 で も な い 。 ゲ ー ム 中 
これ を 調べ て みる と 、 ラ クー ン 市 警察 の エ 
ン ブ レ ム が 刻印 され て いる の が わか る 。 今 
回 の 着任 に あたっ て 配給 され た 物 に 違い な 
い 。 も し 煙草 を 吸わ な い の だ と し た ら 、 こ 
れ を ちゃ ん と 持っ て 出勤 し て きた あたり 、 
や は り 真 面目 な 男 で ある 。 





.R.S. と SWAT 


前 作 の S.T.A.R.S. 隊 員 た ちと 違っ て 、 単 な る 新米 の 一 警 


官 で ある レオ ン 。 本 部 が 警察 署 内 に ある の を 見 れ ば わか る と お り 、 


S.T.A.R.S. も 組織 上 は 警察 に 属し て いる の だ が 、 内 部 で は 他 と どの よう に 区 別 さ れ て いる の だ ろう か ? S.T.A.R.S. と は 
[Special Tactics And Rescue Service」 の 略称 。 一 般 の 警察 で は 対応 が 難し い 犯 罪 や 事件 に 対処 する た め 創 設 さ れ た 特殊 工作 
部 隊 で ある 。 あ くま で 警察 内 部 の 組織 で ある た め 、 他 の 軍 所 属 の 特殊 部 隊 の よう に 事件 の 犯人 を 安易 に 射殺 し た り は し な い 。 
こう いっ た 設定 は お そら く 、 実在 の 特殊 部 隊 SWAT[ (Speacial Weapons And Tactics)] を 基 に し て いる の だ ろう 。 し か し 今回 
レオ ン が みせ た 活躍 は に うい っ た 特殊 部 隊 顔 負け の も の で あり 、 大 い に 称 賛 さ れる べき で ある 。 

ちな み に 最 近 で は 、 日 本 に も 警察 所 属 の 特殊 部 隊 が ある こと が 明らか に な っ た 。 名 称 、 特 殊 急 諾 部 隊 (| Special Assault 
Team」) 。 秘 密 裏 の うち に テロ や ハイ ジャ ッ ク な どの 際 、 人 命 救助 等 に あたっ て いた の だ が 、 1998 年 4 月 に 警視 庁 ・ 大 阪 府 警 を 
含め た 七 都 道 府 県 警 に お いて 「SAT」 と し て 公式 発足 。 隊員 は 約 200 名 。 危 険 な 任務 に つく た め 、 隊 員 選 抜 は 親族 関 作 な ども 充 


分 に 考慮 し た 上 で 行わ れる と か 。 
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ニカ 月 前 に 消息 を 断っ た 兄 ク リス の 身 を 案じ 、 愛 車 の バイ ク 
に また が っ て 単身 ラク ー ン シテ ィ ー に 乗り 込ん で きた 女子 大 生 。 
大 事件 に 巻き こま れ な が ら も 、 持 ち 前 の 勇敢 さと た くみ な ガン 
さば き で 苦境 を 乗り 越え 、 最 後に は シェ リー と いう 幼い 少女 を 
連れ て の 脱出 に 成功 する 。 

ベス ト の バッ ク プ リン ト [Made in Heavenl は 兄 と お そろ い 。 
ゲー ム 中 この ベス ト を シェ リー に |「 お 守り 」 と 言っ て 着せ る と こ 
ろか ら 、 彼 女 自身 、 日 頃 な ん ら か の 心 の 支え と し て これ を 身 に 
つけ て いた こと が わか る 。 幼い 頃 か ら ク リス と 一 緒 に 暮らし て 
きた た め 、 と も する と 他 の 男 が 軟弱 に 見 える の だ ろう か 。 性格 
は 勝ち 気 で 遅し く 、 そ こら の 男 な ど に 頼っ た り は せ ず に 、 和 目 分 
の 思っ た と お り 物 事 を すす め て いく 。 ガ ン さ ば き が 人 並み 以上 
な の も 、 S.T.A.R.S の 腕 っ こ き で ある 兄 に 自ら せ が ん で 手 ほ ど 
き を 受け て いた た めで は な いか と 思わ れる 。 自衛 の 概念 が ひろ 
く 行 きわ た っ た アメ リカ で は 、 地 方 に よっ て は 銃 の 教育 が 非常 
に 盛ん で ある が 、 そ れ で も を 特殊 部 隊 の 人 間 か ら 直 接 教え を うけ 
た 女の子 と いう の は 稀 で あろ う 。 

と は いえ 、 彼 女 が 小さ い 頃 か ら 男 の 子 の 尻 を 蹴 飛 ば し て いる 
よう な お 転 婆 で あっ た の か と 問わ れれ ば 、 そ れ は 疑問 だ 。 も と 
も と 弱い 性 格 で あっ た か ら こ そ 強 い 兄 に 憧れ 、 少 し で も 彼 に 近 
づこ うと 彼女 な り の 努力 を し て きた の か も し れ な い 。 そ う 考 え 
る と 、 ク リス に な ら っ て 左肩 に つけ た サバ イ バ ル ! ナ イフ な ども 
何やら いじ まし く 見 えて くる 。 

ファ ッ シ ョ ン ・ セ ンス が いま ひと つ 垢 抜け な い の は 、 男 に 興味 
が な く 女 の 子 ら し くす る 必要 も な いた めか 。 そ の ゴツ い ラ イダ 
ー ブ ー ツ が ゾン ビ の 頭 を 蹴り 飛ば す 際 役 立つ こと に な る と は 、 
まさ か 本 人 も 予想 し て いな か っ た だ ろう 。 

シェ リー と 出会っ て か ら は 母性 的 な 強 さ を みせ は じ め 、 自 分 
の 命 さ を どう な る か わか ら な い 状 況 下 に お いて 、 必 死 で 彼女 の 
こと を 守り 通 そ うと する 。 満 身 創 療 に な りな が ら も 小さ な 手 を 
ひい て 前 へ 進ん で いく その 姿 は 、 も は や 上 兄 の 強 さ に 憧れ て いる 
だ け の 女の子 の それ で は な い 。 


クレ ア の 使う 武器 は 、 レ オン の 使う リア ル さ 重視 の 武器 と は 
ちがっ て 全般 的 に や や ゲー ム 寄 り 。 ボ ウ ガ ン や スパ ー ク ショ ッ 
ト な ど 、 見 栄え 優先 で 選ば れ て いる 。 ち な み に ボ ウ ガ ン を 推し 
た の は 、 モ ーション 担当 の 林 さ ん (女性 )。 曰 く 、「『 フ ロム ・ ダ タス 
ク ・ テ ィ ル ・ ド ー ン 」 の ジュ リエ ッ ト ・ ル イス が 使っ て る の が カッ コ 
良く て 」。 最初 は 『「 ラ ン ボ ー」 の よう に 矢先 に 爆弾 を つけ 、 着 弾 
後に 敵 を 吹き 飛ば す 、 と いう アイ ディ ア も あっ た そう だ 。 有 辻 快 。 
さす が アメ リカ の バイ ク 乗 り で ある 。 












どちら か と いえ ば 童顔 の クレ ア 。 し か 
し アメ リカ 国内 で デザ イン され た 彼女 
の フィ ギュ ア は 、 三 白眼 で 器 人 鼻 、 失 
っ た 類 骨 に 厚い 唇 を し た アク の 強い 
アマ ゾネス タイ プ だ っ た と か 。 至急 カ 
プ コ ン か ら 手 直し が 入っ た そう だ が 、 
いさ さか カル チャ ー ギ ャ ッ プ に つい て 
。 考え させ られ る 話 だ 。 





いい 





ou。 ae 二 ed ( 
隠し コス チュ ー ム 。 イ ン デ ィ ア ン と カウ ボー イ 、 両 方 の イメ ー ジ が 混じり あっ た よう な ワイ 
ルド な 服装 だ 。 こ うい っ た 過激 な スタ イル は か な り 似 合う 。 リ ボル バー の 傑作 ・ コ ルト S. 
A.A を 使え る よう に な り 、 射 撃 ス タイ ル も 腰 に た め 、 も う 片 方 の 掌 で 撃 鉄 を すばやく 起こ 


し な が ら 撃 つも の に 変化 。 西 部 劇 の ガン マン 顔負け の 連射 を 見 せ て くれ る 。 





安全 ピン と 針金 の セッ ト 。 な に か ちょ っ と し 
た コツ が ある の だ ろう 、 簡 単 な 鍵 な ら こ れ で 
や す や す と 開け て し まう 。 日頃 バイ ク の メン 
テ ナ ン ス を し て いる た め 機 械 いじ りな ど お 手 
の も の な の だ ろう が 、 そ れ に し て も 一 体 な ぜ 
こん な も の を … も し か し た ら 、 道 端 の バイ 
ク を ちょ っ と 拝借 し た りす る こと が あっ て 、 
その 時 の た め に 持ち 歩い て いる の で は な か ろ 
うか 7? バイ ク を 盗む と き の 手 口 と し て は コ 
ー ド を つなぐ 方 法 が 有名 だ が 、 そ れ だ け で は 
ハン ドル が ロッ ク さ れ た まま な の で 操縦 不 
能 。 鍵 を こじ あけ て し まう の が いち ば ん 手 っ 
取り ば や い の だ 。… そ れ は な いか 。 





イリ アム 4 mp 1 Ar 


クレ ア の 所 有する バイ ク は 二 台 。 ラ クー ン シ テ ィ に 乗っ て きた 白い バイ ク の 他 に 、 も う 一 台 タ ンク 部 分 に 炎 の ペイ ント が 施さ 
れ た 黒い バイ ク を 持っ て いる 。 ど ちら も ハー レー タイ プ だ が 、 な ん と これ ら は エン ジン 以外 、 彼 女 自 作 の ワン ・ オ フ パ ー ツ で 組 


ヽ 


み 立 て た 特製 の カス タム 車 だ と いう 。 カ スタ ム と は 言わ ば 、 工 業 製品 と し て の オー トバ イ を 自分 だ け の も の に する た め の 行 為 。 
ステ ッ カ ー を 張る こと か ら 始 まっ て 、 カ ウル や シー ト 、 タ ンク な ど を 変更 し た り 、 ボ ルト を 質 の 高い も の に 換え た り 、 カ スタ ム 
ペイ ント を 施す な ど 、 外 見 的 に 他 と の 差別 化 を は か る と ころ か ら 始 まる 。 そ れ が 行き 着く と ころ まで 行く と エン ジン 以外 の 部 品 
の 総 交 換 、 つ まり 「 コン プリ ー ト ・ カ スタ ム 」 に な る わけ だ 。 こ の コン プリ ー ト ・ カ スタ ム 、 ハ ー レ ー の 世界 に お いて は 珍し いこ と 
で は な い 。 特に アメ リカ で は 、 ハ ー レ ー 用 の オリ ジ ナ ル ・ フ レー ム を 制作 する メー カー も 数 多く 存在 する 。 に も か か わら ず 、 そ 
うい っ た 会 社 の フレ ー ム すら 使わ ず に 、 す べ て 手作り の パー ツ で 仕上 げ ら れ た 二 台 の バイ ク は 、 ま さ し く 「 ク レア ・ カ スタ ム 」 と 呼 
ぶ に ふさ わし い 代 物 。 彼 女 が 描く 理想 通り の バイ ク た ちな の だ ろう 。 今回 の 事件 で 乗り 捨て に し て し まっ た 一 台 は 、 そ の 人 後 回 


収 で きた の だ ろう か ? 
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その 他 の キャ ラク ター 達 | 全 全 生 





細菌 兵器 ーー ウィ ルス の 漏洩 。 そ れ は 郊外 の ご く 平 凡 
な 街 に 襲い か か っ た 、 死 神 の 鎌 の ひと ふり だ っ た 。 ラ クー 
ン ・ ン ティ ー は 一 昼夜 に し て 酸 鼻 極まる 地獄 と 化し た 。 だ 
が 街 は そ を の まま 死に 絶え る こと すら 許さ れ な か っ た 。 そ ご 
に は いま や 、 無 数 の 吐息 が 充満 し て いた の で ある 。 す で に 
人 間 で は な く な っ た 者 た ちの 、 か すれ た 熱い 吐息 が 。 か つ 
て の 同胞 の 肉 を 求め 、 異 形 の 者 た ち は 春 き つつ ける 。 

濃密 に 渦巻 く 空気 の 中 、 し か し 、 ま た 別 の 吐息 が ある 。 
ある い は 激しく 乱れ 、 あ る い は みず か ら 押 し 殺す よう に し 
て で は ある が 、 そ れ は 確か に 己 の 呼吸 を 繰り 返し て いる 。 
幸 連 に も 死 の 刃 か ら ま ぬ が れ た 彼ら の 、 汗 に まみ れ た 横顔 
が 、 い ま 火 の 手 に 照ら され 、 暗 闇 の 中 に 浮か が びあ が る 。 
絶望 と 希望 の た えま な い 交 錯 。 そ の 中 で 明 減 する 命 一 一 。 
生き 延び よう と する 者 、 自 ら の 任務 を 果たそ うと する 者 、 
この 街 と と も に 潰え よう と する 者 。 お の お の の 思惑 を 胸 に 、 
彼ら は 銃 に 新しい 弾倉 を こめ る 。 
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G- ウ ィ ル ス 回 収 の た め 、 ア ン ブ レ ラ 研 究 施設 に 送り こま れ た 
女 ス パイ 。 事 件 と の 関 り は 深く 、 過 去 に は T ウ ィ ル ス 開 発 陣 の 
ひと り ジ ョ ン に 接近 、 恋 人 と し て 課 報 活動 を 行っ て いた 。 所 属 
元 は アン ブレ ラ 本 社 で ある と 思わ れる が 、 真 傷 の ほど は 定か で 
な い 。 

し か し 、 彼 女 が 有 能 な スパ イ で ある こと は 確か 。 そ の 身 ご な 
し や 特殊 な 射撃 法 ( 注 ) は 明らか に プロ の も の で ある 。 か な り 鍛 
え あ げ けら れ た 精神 力 の 持ち 主 ら し く 、 今 回 の 異常 事態 の さ 中 に 
あっ て 顔色 ひと つ 変 え ず に 行動 し て ゆく 。 

た だ 彼女 に は 、 常 に 暗い 影 が つき まとっ て いる 。 よ く 女 性 の 
内 面 に 関し て 「 芯 が 強い ・ 弱 い ] と いう よう な 言い 方 が され る が 、 
それ に 則 し て 言え ば 、 お そら く 彼 女 の 「 芯 ] は 充分 に 強い も の 
で あっ た ろう 。 し か し それ は 同時 に と て も 細い も の で 、 言 うな 
れ ば 一 本 の 張り つめ た ワイ ヤー の ご と きも の だ っ た の で は な い 
だ ろう か 。 わ ず か な 切れ こみ が 入っ た だ け で 、 途 端 に は じ け 飛 
ん で し まう よう な 類 い の 。 

事件 の 中 で 出会う こと に な る 新米 警官 レオ ン は 、 彼 女 に その 

切れ こみ を 入れ て し まっ た よう だ 。 リ ッ カ ー や G な どの 異形 の 
怪物 を 目の当たり に し た と きよ り も 、 レ オン と いう 男 の ピ ュ ア 
さや 実直 さ に 触れ た と き の 方 が 、 彼 女 を は る か に 動揺 させ た に 
違い な い 。 
( 注 )…… 銃 身 を 寝かせ た 独特 の 構え が 目 を ひく エイ タダ の 射撃 スタ イル 。 こ 
の 構え の 利点 は 連射 速度 を あげ る こと で 、 弾 数 を ば ら ま ける と ころ に あ 
る 。 た だ し その ぶん 、 通 常 な ら は 命中 率 が 大 幅 に さがっ て し まう は ず 。 
に も か か わら す 彼 女 が 狙い を 外さ な い 訳 は 、 そ の 左手 の 使い 方 に ある と 
思わ れる 。 実際 の 発 念 シー ン を 見 れ ば わか る が 、 親 指 を ハン マー の 辺り 
に ひっ か け 、 銃 の 反動 いわ ゆる | キッ ク | を 抑え て いる の た だ 。 





エイ ダ と いう キャ ラク ター は 
すでに 、 実 験 作 で あっ た いわ ゆ 
る | バイ オ 1.5」 よ り 登 場 し て お り 、 
制作 者 スタ ッ フ の ひと り の 「 東 洋 
系 の 女 キ ャ ラ を 入れ る べき だ ]」 と 
いう 強力 な プッ シュ に よっ て 誕 
生 し た 。 彼 は 自ら エイ タダ の モデ 
ル を 作り 、 テ クス チャ ー も 自分 
で 描い た と いう 。 と くに バス ト 
周辺 の フェ ディ ッシュ を な まで の 
貼り こみ 具合 に は 注目 と か 。 制 
作者 の 中 で は ナイ スバ ディ と 人 
気 高 し 。 大 人 の 女 を 感じ させ る 
柔らか な 身体 の ライ ン は デザ イ 
ナー の 腕 の 見 せ ど こ ろ と いう わ 
げた 。 


RESEARCH ON BIOHAZARD 2 FINAL EDITION 





ANETT BIRKIN 


ー キ ン 


ルン 4 2 人 ーー 





ウィ リア ム の 妻 で 、 や は り ア ン ブ レ ラ の 研究 員 。 愛 する 夫 の 
研究 を 奪わ れ ま いと 、 行 方 知れ ず の Gー ウ ィ ル ス を さがし て 研 
究 所 内 を 駆け ずり まわ る 。 突如 襲い か か っ た 暴力 に 疑心 暗鬼 
と な っ て お り 、 主 人 公 た ち に も 銃 を 向け て くる 。 ラ スト で の 役 
女 の 運命 は 、 科 学者 の 妻 と し て ある 意味 幸せ な も の だ っ た の か 
も 知れ な い 。 





WILLAM BIRKIN 


ウィ リア ム ・ パ ー キ 








Gー ウ ィ ル ス を 開発 し た アン ブレ ラ の 研究 員 。 天 才 肌 の 学者 
だ が 、 生 命 の 根底 に ある 遺伝 子 に 自ら の 手 を くわ える こと で 、 
な に か し ら 超 越 感 ・ 全 能 感 の よう な も の を 感じ て いた の か も る 知 
れ な い 。 一 方 で は 、 秘 密 裏 に 共謀 し て いた 父 察 署長 へ の メー ル 
等 で アン ブレ ラ の 幹部 の 地位 を の ぞ む 俗 な 一 面 も 見 せ て いる 。 





天才 科学 者 ウィ リア ム と 女性 研究 員 ア ネッ ト を 両親 に も つ 少 


お 8 中潮 
と き お り そ の 行動 力 に よっ て 主人 公 を 助け る な ど 大 人 顔負け の 
活躍 も みせ る が 、 一 方 で は 、 ひ と り 置 いて いか れ そ うに な る と 
弱 々 し くそ の 場 に し ゃ が みこ ん で し まう こと も 。 両親 の 職業 が 
ら 充分 な 愛情 を そそ が れず に 育っ て きた らし く 、 や っ と 目 分 に 
つい て いて くれ る 人 間 ク レア と 出会え た 今 、 彼 女 か ら 見 放さ れ 
る の で は 、 と 考え る の が な に より つら い の か も し れ な い 。 






主人 公 と 手 を つなご うと し 
て きた り 、 段 差 を 違い あがる 
際 た ま に 足 を か け 損 ね た り 、 
な か な か 可愛 らし い 仕 草 を 見 
弓 で くれ 衝 シ ャ リー。 ゲー ム 
中 イラ スト と 違っ て 胸 が ある 
の は 、 長 い ス カー ト や 長髪 の 
表現 が CG で は 難し く 、 そ の ま 
まで は 少年 と 間違え られ か ね 
な か っ た た め と か が 。 


BLOOD TYPE:0 
12 YEARS OLD 
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NNE 較 MANIEE6GLZ4EI0IGINI0IENGMEKER 





アン ブレ ラ 特 殊 工 作 員 の ひと り 。 今 回 の Gー ウ ィ ル ス 回 収 計 
画 に あたっ て は 、G に 襲わ れる も 一 命 を と り と め 、 任務 を 続行 。 
ウィ ルス の 空気 感染 を 危 恨 し 装着 し た ガス マス ク の た め 容 貌 は 
の ルッ タ 中 Y/) 財 症 == に ゴリ だ: に 者 PD217 且 に さり だ オル / 当 2 た 9/ が 7) 
の キャ リア が 感じ られ る 。 ち な み に ス ター ト 時 の 通信 機 を 介し 
て の や り と り は 、 研 究 所 襲撃 時 ムー ビー の ボツ 台詞 を うま く 持 
っ て きた も の らし い 。 


Gー ワ ウィ ルス 


アン ブレ ラ 特 殊 工 作 員 の ひと り 、 ら し い 。 そ の 実体 は ゲー ム 
制作 時 、 背 景 の 優先 順位 を チェ ッ ク す る た め 使 われ て いた テス 
に アル クル た だ 放 人 の Y5/4 た IEE ス に | に 2 導 p ル /7 Cg: 下 人 8 まこ う /) 
に つい て いる 。 セ ー フ 画面 で 「 豆 腐 ] と で て くる の は 、 本 来 
| 豆腐 編 | と あっ た の が フォ ント の バグ で 化け た も の 。 面白 い の 
で その まま 残さ れ た そう だ 。 
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ベン ・ ベ ルト リッ チ 


川上 


フリ ー の 記者 。 髪 を ポ ボ ポニーテール 
に し た イタ リア 系 の 伊達 男 で ある が 、 
その 実 か な り の 切れ 者 で 、 ど ん な 危 
険 な 事件 だ ろう と お か まい な し に 首 
を 突っ 込ん で いく 。 今 回 は 宇 屋 に た 
て こも り 危 難 を や り 過 ご そう と し て 
いた が 、 事 態 の 深刻 さ 異 常 さ を 考え 
る と それ も 賢い 選択 の ひと つ 。 彼 の 
合理 主義 的 な 性 格 が うか が える 。 た 
だ 、 今 回 は 相手 が あま り に も 悪 す ぎ 
た 。 死 の ま ぎ わ 自分 が 入手 し て いた 
「 情報 を 必死 で レオ ン に た くす 姿 を み 
- 和 mw れ ば 、 彼 が 立派 な ジャ ー ナ リス ト だ 
っ た こと が わか る 。 








ロバ パー ト ・ ケ ンド 

ケン ド 銃 砲 店 の オー ナー で 、40 歳 の 日 系 人 。 店 の 前 に 停め た 
車 の 右 ド ア に 、 名 字 で ある 「 兼 人 」 の 文字 が 光る (ゾン ビ が ガラ ス 
を 割っ て 店 内 に 殺到 し て くる 際 、 垣 間 見 る こと が で きる )。 拳銃 
集め が 趣味 の バリ ー と は 仲の よい 友人 同士 だ っ た 。 主 人 公 が 逃 
げ 込 ん で きた と き 店 内 に 大 し た 物 が 残さ れ て いな い の は 、 今 
の 非常 事態 に 際 し て 生き 残り の 市 民 た ち に 気 前 よく 配っ て し ま 
っ た た め だ ろ う 。 し か し よほど 自分 の 店 を 愛し て いた の か 、 そ 
の 後 も ひと り 店 に 立て こも っ て いた らし い 。 


タイ ラン ト と の 死闘 の 最 中 、 ロ ケッ トラ ンチ ャ ー を 投げ て よこ し て くれ る 女性 。 逆光 で 誰 な の か 
は 判然 と し な い 。 し か し その ハス キー な 声音 や スマ ー ト な 立ち 姿 、 そ し て 何より も 胸元 に 一 瞬 光 る 
に 、 ペン ダン ト か ら 、 生 き て いた エイ ダ で は な いか と いう 説 が 有力 。 だ が それ は 遠慮 し た いと ころ だ 。 
一 部 に は レベ ッ カ だ と いう 説 も ある 。 確か に 彼女 は 今回 クリ ス ・ ジ ル ・ バ リー 等 と 行動 を と も に し て 
お ら ず 、 行 方 が 知れ な く な っ て いる 。 ま た 彼女 な ら 署 内 の ロケ ッ ト ラ ンチ ャ ー の 保管 場所 も 知っ て 

いた だ ろう 。 さ て 、 真相 は 『3」 で 明らか に な る の だ ろう か ? 





市 長 の 令嬢 

ラク ー ン シテ ィ ー 市 長 の 娘 。 災 褐 を 逃れ る べく 警察 署 に 逃げ 
こん だ が 、 著 長 に どさくさ まぎれ に 和 剥製 に され て し まう こと と 
な っ た 可哀相 な 人 。 死ん だ の ち に も 漂う ほど の 気品 が 、 彼 を 刺 
激 し て し まっ た こと は 間違い な い 。 頭髪 の 処理 が 難し いと され 
る CG 作 品 に お いて 、 動 か な い 死 体 と いう こと で 実現 し た バイ 
オ 初 の 長 胃 キ ャ ラ で ある 。 












DRIAN 


ブラ イア ン ・ ア イア ンズ 


IitU(N 


ラク ー ン ンティー 市 警察 の 著 長 に し 
て 過去 二 度 に わた っ て の レイ プ 犯 と い 
う 、 ま る で 防災 会 議 を 開い て いる 泥棒 
の よう を な 経歴 の 持ち 主 。 今 回 の 事件 の 
張本人 の ひと り で ある 。 力 へ の 志向 が 
非常 に 強く 、 ラ クー ン シ テ ィ ー を 「 私 の 
美しい 街 」 と 呼ぶ と ころ か ら 彼 が 自分 
の 職業 を どの よう に 捉え て いた か が わ 
か る 。 つ まり 彼 が 望む の は 力 に よる 支 
配 ・ 所 有 な の で ある 。 ハンティング や 和 
製 づ くり が 趣味 な の も その 如 実 な 顕 れ 
だ ろう 。 好 き な 映 画 は ウォ ルト ・ デ ィ ズ 
ニー の 「 バ ン ビ ]』( か る も)。 


aiE ユ (リア ルル ん ソン ョ ッッ ク 

ラク ー ン シテ ィ ー 付 近 の ガソリン スタ ンド に 燃料 補給 の た め 立 ち 寄 り 、 ゾ ン ビ に 襲わ れる こと と な っ た 不 連 な 
親父 。 辺 り の 様子 が お か し い の で 降り て みた と ころ を ガブ リ と や られ た らし い 。 愛車 に は 炎 の 模様 を パイ ント 
し て いた が 、 そ の 後 ゾ ン ビ 化し て 暴走 させ 、 本 当 に 大 炎上 させ て し まう 。 
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ここ で は 「 バ イオ ハザード 2」 の 制作 過程 に お いて 使用 され た イラ スト 原画 や CG・ テ クス チャ ー な どの 設定 
資料 を 、 制 作者 の 方 々 の イン タビ ュー と 交え て 公開 し よう 。 ゲ ー ム 画面 か ら で は 分 か ら な い 、「 バ イオ 2」 の 


圭 側 が 垣間見 える は ず だ 。 


- 議 
) パ か yt ラー ツ 


クレ ア ・ レ ッ ド フィ ー ル ド 





クレ ア の 衣服 に 関す る 設定 。 ナ イロ ン 素 材 
で 出来 た フラ イト ジャ ケッ ト ( 腕 の 部 分 を 切 
っ て いる ) の 下 に 、 ス パッ ツ と 同じ 素材 の イ 
ン ナ ー を 着 て いる 。 膝 ・ 肘 が 露出 し て お り 、 
レオ ン に 比べ か な り 軽 装 。 ク リー チャ ー た 
ちと 闘う に は や や 心細い 。 肩 の ナイ フ は ジ 
ル と 同じ 装備 で ある 。 痛 中 の マー ク に 関し 
て は p.52 を 参照 。 出 来 上 が っ た CG イ ラス 
ト (p.42) は この 原画 に 比べ て 胸 が 大 きく な 
つて いる 。 


胞 . 言 財 。 
温 二 部 


に 


2 た とむ UA9 て - ク 2 
人 0 稀 定 國 





隔 a 計 6 の り 到 た 
フラ バト 、 マ 7 人 
(ロン) 


ー ヤ in> 幅 ムツ ツン 
(つや 涯 い ) 
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旧 較 上 





レオ ン ・S・ ケ ネ デ ィ 


レオ ン の 衣服 に 関す る 設定 。「 対 刃 性 の 繊 
維 で で き て る 」 等 、 素 材 に 関す る 指定 が 
な され て いる こと が 分 か る 。 肩 に ある 
R.P._D.- マ ー ク 入り の パッ ド は 、 前 作 の 主 
人 公 ジ ル か ら 受 け 継 が れ た も の で ある と 
いう 。 こ の 設定 原画 を 元 に CG イ ラス ト 
(p-40) が 制作 され た 。 


革 や 9 マー 7 ば 








G 第 1 形態 。 当 初 の 設定 原画 ( 右 、 四 角 で 囲ま れ た イラ ス 
ト 。 キ ャ ラク ター 担当 者 が 描い た 根本 の 原画 。 以 下 同じ ) 
是 で は 助 骨 が 飛び 出し て いる な ど よ り ク リー チャ ー に 近い 
風貌 だ っ た が 、 実 際 に は CG イ ラス ト 原 画 ( 左 の イラ スト 。 
先 の 設定 原画 を パブ リ シ テ ィ イ ラス ト 担 当 者 が CG に 起こ 
す た め に 描い た 原画 。 以 下 同じ ) の よう に 人 間 の 面影 を 多 


G 第 1 形態 分 に 残す も の に な っ た 。 


は CA ぬ 。 
て P く Cu や 





G 第 2 形態 。G-2 同 様 、 当 初 は 腕 や 胸 の 骨 が 
剥き 貞 し に な っ て いた 。 が CG イ ラス ト 
(p.25) の 原画 。 当 初 の 原画 に 比べ 右手 の 爪 
が 広がり 、 そ の 凶暴 さ が 強 調 さ れ て いる 。 


ーー 
選 
aa 
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⑤ 
cn 
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ぐう 
に 
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G 第 3 形態 。 最初 の 設定 で は 右 の 原画 よう に 
爪 が 細か く 多 数 あり 、 全 体 的 に トゲ トゲ し 
いも の だ っ た 。 そ の 後 、 左 の 原画 の よう に 
シェ イプ アッ プ さ れ 、 実 際 の CG イ ラス ト 
(p.25) は スレ ンダ ー な 印象 さえ 受け る 。 








G 第 5 形態 








G 第 5 形態 。 左 頁 下 が CG イ ラス ト (p.25) の 原画 。 原 画 
上 で は は っ きり と G に 取り 入れ られ た ゾン ヒビ (人間 ?) の 
姿 が 見 て 取れ る 。 右 は 実際 に ゲー ム に 登場 する G 最 終 
ク 態 の ラフ スケ ッ チ 。 サ イズ が 分 か る よう に レオ ン と 
の 対比 が な され て いる 。 





G 第 4 形態 の 変形 前 ( 右 ) と 変形 後 ( 下 ) の 原 
画 。 変 形 前 イラ スト の 背後 に は 変形 後 の 
ラフ スケ ッ チ らし きも の が 描か れ て いる 。 
変形 後 の CG イ ラス ト は p.25 参 照 。 
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主要 人 物 キ ャ ラク ター の 顔 の 設定 。 髪の毛 や 表情 に 関す 
る 指定 が な され て いる の が 分 か る 。 こ うし た 設定 が CG や 
ムー ビー、 テ クス チャ ー で どこ まで 再現 され て いる か チェ 
ッ ク す る の る 面白 い だ ろ う 。 下 は クレ ア が 着用 し て いる 
ジャ ケッ ト の バッ ク プ リン ト の スケ ッ チ 。 実際 に ジャ ケッ 
ト を 商品 化す る 際 に 描か れ た も の で ある (p.70 参 照 )。 


クア 9 ※ ゃ サッ ト 9 パ v ッ 7 プリ ント 
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ワイ アー フレ ー ム 





それ ぞ れ 銃 を 持っ て いる レオ ン と クレ ア の ワイ アー フレ ー ム 画面 。 い わ ば CG キ ャ ラク 
ター の 骨格 に あたる 。 シ リコ ング ラフ ィ ッ クス の コン ピュ ー タ 上 で 制作 され て お り 、 
ポー ズ を と る な ど 自 由 に 動か すこ と が 可能 だ と いう 。 右 は 、 キ ャ ラク ター モデ ル に 関 
する マル 秘 資 料 。 複 雑 な 計算 式 が 書き 込ま れ て いる 。 ポリゴン キャ ラク ター を 動か す 


の は 大 変 な の で ある 。 
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パブ リ シ テ ィ デ ザイ ン ババ イ ヨ く ん 氏 








CG で キャ ラ を 描く 時 、 難 し い の は や っ 
ぱり 表情 で すね 。 微笑 ませ る と か 、 ち ょ っ 
と 目 を 動か す だ け で も 大 変 な ん で す 。CG 

- は ほ 和 角度 を 変え た だ け リ で テッ サン の 狂い が 一 
発 で 分 か り ま すか ら 、 手 が 抜け な い 。 あと 、 
CG の キャ ラク ター で も っ と も 手 を 抜か れ 
て いる 部 分 は 耳 な ん で す 。 だ か ら 耳 に は こ 

だ わり まし た ね 。 美しい 耳 と は 何 か を 考え 
て 、 理 想 的 な 耳 に 仕上 げ ま し た 。 耳 の 世界 
は 奥深 いで す ( 笑 )。 そ れ と 今回 、 キ ャ ラク 
ター の 服 の 鍛 も 全部 ポリ ゴン で や っ て いる 
ん で す 。 レ オン が 足 を 曲げ る と 、 服 に 鍛 が 
寄る よう に な っ て いる ん で す 。 あ まり 分 か 
っ て も ら え な い 努 力 な の で す が 。 ク レア も 
横 か ら 見 る と 胸 の 鍛 が …… 私 、 鍛 に 異様 に 
こだわ る ん で す よ ね 。 療 と 膝 の 裏 に は ぜひ 
注目 し て ほし いで すね 。 で も 実は 、 今 回 の 
仕事 の 中 で 一 番 評価 が 高かっ た の が 著 長 な 
ん で す 。 私 の 最高 傑作 と 言わ れ て いま す 














( 笑 )。 も う CG に 見 えな いと ころ まで いっ た 
よう な 気 が す る ん で す が …… い か が か で し よ ょ 
うか 2? キャ ラク ター 以外 の 銃器 類 な ども 
大 変 で し た ね 。 ス タッ フ の 中 に マニ アル か が かい 
ます の で 、 そ の 人 に 半 ら れ な いよ うに 忠実 
に 作り まし た 。 モ デル ガン を 持っ て き て 、 
刻印 か ら な に か ら す べ て 同じ よう に …… い 
や と に か く 大 変 で し た 、 ス タッ クツ 日 ル に 


プロ デュ ー サ ー 三 上 氏 に 「 レ オン に 似 て いる |] と 言わ れ 
た と いう ババ イ ヨ く ん 氏 。 似 て いる !2 








さ 


PC の モニ ター 上 に レオ ン の GCG が 映し 出さ れ で いる 。 


自分 の 名 前 が あっ た の を 見 た と き は 泣け て 
し まい まし た ね 。 ち な み に 、 以 前 レオ ン と 
同じ 髪型 の 時 が あり まし て 、 そ の 時 に 一 番 
最初 の レオ ン の モデ ル が あがっ て き て 、 そ 
れ を 見 た 三 上 さん が |「 に れ 、 ハバ ハイ ョ し ゃ 
ん !| っ て 言っ て まし た 。 賛否 両論 あり ま 
し た が ( 笑 )…… 似 て ます か ?( 談 ) 
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右 は クレ ア の | 旧 バ ー ジ ョ ン 全 身 CG。 現 バ 
ーション (p.42) と 比べ て みて 最も 違う 
点 は 顔 だ ろう 。 下 に ある の が 旧 バ ー ジ ョ 
ンク レア の テク スチ ャ (豆腐 で は な い ) 。 
旧 バ ー ジ ョ ン は 現 バ ー ジ ョ ン よ り も 和風 な 
顔立ち で ある 。 ム ー ビ ー の クレ ア は どちら 
か と いえ ば 旧 バ ー ジ ョ ン に 近い ? 


RI に ジッ > 藤 科 4 


クレ ア と レオ ン が 持つ ハン ドガ ン の CG。 ブ 


ロー バッ ク や マガ ジン の 再現 度 に 開発 者 の こ 
だ わり が 見 て 取れ る 。 


2 Vo 


し 了 中 リー ジョ ン 


レオ ン と クレ ア の 上 半身 CG。 顔 の 
様子 に 関し て は p.52 の ラフ スケ ッ チ 
と 周 ら し 合わ せ て みる と 面白 い ( レ オ 
ン は や は り 目 つき が 悪い )。CG で は 
表現 が 難し いと され る 髪の毛 の 処理 
We: パ フリ シテ ィ デ ザイ ン の 7 パイ 
ヨ く ん 氏 が 気合 
「 鍛 ] と 「 耳 」 に ぜひ 注目 し て も らい 


い を 入れ た と いう 
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Ne NT 上 ) 「 
ウス ラー ム た っ つた ん で す よ ( 笑 ) で 、 
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ここ で は 実際 に ゲー ム 上 に 登場 する キャ ラク ター を 形成 し 
て いる テク スチ ャ ー を 普 べ た 分 解 図 を 公開 。 こ れ ら の テク 
スチ ャ ー が p.53 の ワイ アー フレ ー ム 状 の キャ ラ に 貼り 付け 
られ て 、 モ ーション が 付け られ 、 よ う や く 画 面 上 で 動く の 
で ある 。 ま た 各 キ ャ ラ の 立ち ポー ズ ス 集 も 併せ て 見 て いた だ 
きた だ たい 。 


で すね 。 ゾ ン ビ の イメ ー ジ は や は り 「 ナ イト ・ オ ブ ・ ザ ・ リ ビン グ デ ッ ド 」 





INTERVIEW 
制作 者 イン タビ ュー 


モー ショ ン ( モ ンス ター 全般 ) 
担当 林 里 美 氏 

T と リッ カー 以外 の モン スタ ー の モー ショ ン を 主 に 担当 し まし た 。 1] 軒 

か ら ゾ ン ビ 全般 を や っ て いま す 。 最初 ゾン ビ は いろ ん な 人 に 真似 し て も 軒 
ら っ て 、 そ れ を 見 て 作っ た り し た ん で すけ ど 、 そ うす る と その 人 に 動き 講 
が 似 て し まっ て 。 三 上 プロ デュ ー サ ー に も か な りや っ て も ら っ た ん で す 医 
けど 、「 画 面 の 中 に 俺 が いる !| と 言っ て まし た ね ( 笑 )。 そ れ で 、 一 般 的 な 罰 
ゾン ビ の 動き に し よう と いう こと で 企画 の オス ス メ す る ゾン ビ 映 画 を 参 計 
考 に し まし た 。 一 番 参 考 に な っ た の は 「 ナ イト ・ オ ブ ・ ザ ・ リ ビン グ デ ッ ド | 軒 





と 「 ゾン ビ 」 の イメ ー ジ が 強い で す 。「2| の ソン ピ は か な り エ ンタ ー テ イメ 
ント に 走っ て る 部 分 が ある の で 、 賛 否 あ る か な と 思い な が ら 作り まし た 。 罰 
ゾン ビ が も た れ か か っ て きた りす る の る [2」 で 入れ まし た 。 ず る 剥け の ソ 罰 
ン ビ は こだわ っ て 作り まし た ね 。 人 間 な の に 人 間 じ ゃ な いと いう コン セ 訪 
プ ト で 、 人 間 の 動き を 連想 させ な いよ う 、 か な り デ フォ ル メ し た 動き に 訪 
し まし た 。G 関 係 は し っ ぽ ま で ある の で 、 変形 が 大 変 で し た ね 。 な ん か 軒 
わけ の 分 か ら な い 物体 を 動か の みせ っ て な り ま すか ら ね 。 始 め は 普通 に 作っ 講 
て いた ん で すけ ど 、 そ れ じ ゃ ダメ だ と いう こと で 、 か な り ベ チャ ベ チ ャ 
し た 動き に な り ま し た 。 立っ て いる G は タイ ラン ト み た く シ ャ ー プ で カッ 

コ よ く 強 い 感 じ で わり と 簡単 に 作れ た ん で すけ ど 、 こ うい う グ チャ グチ 詞 
ャ で 気持 ち 悪 い 系 で な お か つ カ ッ コ イイ と な る と 、 難 し いで すね 。 最後 講 


の G も 大 変 で し た 。 最 初 に イラ スト 見 た 時 、 どう 作ろ うか な と 悩み あま し 還 


た 。「 ドロドロ の 固まり が 押し 寄せ て くる 」 っ て キャ ラ の 担当 者 に 言わ れ 
て も 、 ど ー し よー、 そ りゃ あ 出 来 な い だ ろ う 、 み た いな ( 笑 )。 イ ビー は 、 
植物 っ て 動か な い イ メー ジ が あり ます か ら 、 動か す と か な り : 違和感 が あ 

つっ て 、 0 行 の 連 続 で し た 的 ー 
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コー ト 凄 の タイ ラン ト の 
全身 図 と 展開 図 。 届 強 そ 


うに 見 える タイ ラン ト だ 


が 、 ス タイ ル は 実は スマ 
ー ト で ある こと が 全身 図 
か ら 見 て 取れ る 。' テ クス 
チャ の 数 は あま り 多 く な 
いよ うだ 。 
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YUOUTAI G 幼 体 。 ゲ ー ム 上 で は 巨大 だ が 、 こ うし て 見 る と か な り 小 さい 印象 を 受け る 。 テ クス チャ で は G1 
M 同様 " 目 "が 描か れ て いる 点 に 注目 ( 下 で SEITAI と な っ て いる の は 開発 途中 に よる も の で す )。 
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LIDEIKER リッ カー の 全身 像 を 見 開き で 公開 。 そ の お ぞ ま し い 怪 異な 姿 を と く と ご 覧 いた だ きた い 。 


っ ワ 
「T1 
(の の ) 
「T1 
ンコ 
3 
【 有 ) 
王 
= 
9 
の 
主 
っ 
ト J 
デ 
つ 
つ 
ト つ う 
ョ ! 
= 
テ 
Me 
「T1 
ピ 
= 計 
の 
且 


RESEARCH ON BIOHAZARD 2 FINAL EDIIION 





且 全 
に 
ヨ 
凸 
LL」 
ー 
二 
に 
LL_ 
で JJ 
(Go 
四 写 
< で 
JJ 
主 
CO 
= 
(ey 
回 本 
て う 
回 選 
で 
LLI 
び う 
L」 
CT 


RESEARCH ON BIOHAZARD 2 FINAL EDITION 





46 


G1。 膨張 ・ 変 形 し た 手 が 詳 細 に 見 える 。 テ クス チャ に 
関し て も 手 の 部 分 は か な り 細 か い 複 数 の パー ツ で 構成 
され て いる の が 分 か る 。 


70MBIEPOLCEMAN&ZUMBEWOMANL 園 本 康誠 証 
ゾン ビ の 警察 宜 バ ー ジ ョ ン と 女性 バー ジョ ン 。 序盤 の メ Mi 上 必 MAN 
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INTERVIEW 


SE 担当 上 田 雅美 氏 


ゾン ビ の 声 は 、 本 編 に 登場 する 声優 さん の 声 も ちち ょ こち ょ こ 入 っ て ま 


すけ ど 、 実 は ほとん ど 社 内 の 人 間 の も の な ん で す 。 社 内 の 人 間 を つか ま 
えて 声 を 録 っ て 、 そ れ を 加工 し て 作っ て いる ん で す 。 仕事 中 に みん な で 
[お ら 一 」 と か 「 う ぉ ー」 と か 叫ん で いて 、 む っ ちゃ うる さい ( 笑 )。 ち な み 
に 僕 の 声 は 研究 所 付近 で 聞け ます 。 

声 の 録音 は ほとん ど 社 内 で 録音 し て いる ん で す 。 社 内 で 大 声 出す も 
ん だ か ら 、 隣 り に いる サウ ンド の 人 が 、 音 に 敏感 で うわ ー う る せ ー」 と 
か 言い 出し た り し て 。 思い通り の 声 が 録 れ な か っ た 時 は 、 家 に 帰っ て 自 
分 で 録 っ た り し まし た 。 隣り に 住ん で いる 人 は ちょ っ と 迷惑 だ っ た か も 
知れ ませ ん ね ( 笑 )。 

「 バ イオ 2」 は 効果 音 の 種類 も 多く て 、 本 当 に 大 変 で し た 。 足 音 に し て 
も 、 同 じ コ ンク リー ト で も ガレ キ が の っ て いて 音 が 違っ た り し まし た か 
ら 。 足音 だ け で も 50<60 種 類 は ある と 思い ます 。 今回 、 同 じ 床 で あっ 
て も 、 部 屋 の 大 き さ に よっ て 音 を 変え て 響かせ て 、 空 間 的 演出 を し た 
り し て いま す 。 普通 に 聞い て いる と 分 か ら な いで し ょ う 。 そ うい っ た 細 
が いと ころ を か な りこ 丹 わ っ て 作り まし た 。 

効果 音 の 作り 方 は 、 ま ず 最 初 に 音 の 元 と な る いろ ん な 音 を 録 っ て 、 
素材 を 集め る ん で す 。 そ うし て 集め た 素材 を 何 度 も 重ね 合わ せ た り 加工 
し た り し で いく ん で す 。 で すか ら 、 目 分 で も どう や う で 作ろ た の の 見 ス 
て いま せん ね 。 | どう や っ て 作っ た ん で すか ?」 と 言わ れ た ら [ 忘れ まし た 」 
と 答え る よう に し で いま ず ( 笑 )。 

苦労 し た 効果 音 は 、 リ ッ カ ー の 声 な ど で す ね 。| シャ ー」 と いう や つ 。 
な か な か ビ ピン と くる や つが な く て 、 何 回 も 何 回 も 録 り 直し て 加工 し 直し 
まし た 。 リ ッ カ ー の 声 は 最初 は 人 の 声 み た い に し よ うと 言っ て いた ん で 
す が 、「 そ りゃ ー あ わん や ろ 」 と か いう こと で 方 向 転換 し て いっ て 、「『 キ 
ー] と か 「 ギ ャ ー] と いう 感じ に し て いこ う 」 と いう こと で ああ な り ま し た 。 
タイ ラン ト な ん か は 「1」 に も 登場 し ます よね 。 あ の 時 に も う 音 の コン セ 
プ ト は 固まっ て いた ん で す よ 。 で 、「1」 の 時 に 使わ れ て いな い 音 が あっ 
た の で 、 そ れ を 元 に ゴチ ャ ゴチ ャ っ と 作り まし た 。2 ぐ < て 3 回 、 最 初 に 見 
えな いと ころ か ら | ドン ドン ドン 、 ド ン | っ で 米 ② じ や な いく 9 すか が か 。 ん た か 
ら 足 音 は か な り 凝 っ た 作り に し た つも り で す 。「G」 な どの グチ ャ グチ ャ 
と し た 音 は で すね …… これ 、 話 し た ら 実 に 味気 な いん で すけ ど 、 寮 に 帰 
っ て 、 台 所 で スポ シシ ジ と が か が 正 を クチ ュ ク チュ と か し た 言 と か を 巡っ 、 
そう いう の を 溜め て お いて 、 後 で 加工 する ん で す 。 

銃 の 音 は 素材 集 な ど が ある ん で すけ ど 、 全 部 へ ヘボ い と いう か 、 仕 方 な 
いも の な ん で す よ 。 リ アル は リアル な ん で すけ ど 、 そ れ は 本当 に 銃 に マ 
イク 向け た だ け で 、 ゲ ー ム で 鳴ら す と 送 に リア ル さ が 伝わっ て こない 。 
ファ ミコ ン の CM と か で カセ ッ ト を 挿す と 「 カ チャ ン 」 と か いっ た り 、 実 
際 に は あん な 音 し な いけ れ ど 、 あ れ が リア ル さ だ と 思う ん で す 。 頭 の 中 
の 想像 の 空間 を 広げ る た め に 鳴ら す 音 っ て いう ん で すか 。 そ うい っ た こ 
と に 気 を 付け て 効果 音 を 作っ て いっ た 部 分 は あり ます ね 。 ス パー クシ ョ 
ッ ト の 音 な ど は 、 銃 が 実在 し な い の で 、 苦 労 し まし た ( 笑 )。 な か な か 電 
気 の シ ョ ー ト し た よう な 音 が 出 な く て 、 す ご く 苦 労 し まし た 。 結果 的 に 
は や っ ぱり 素材 を ゴチ ャ ゴチ ャ っ と 合わ せ て 作っ た ん で す が 。 効果 音 は 
音 を 重ね て 作る ん で すけ ど 、 モ ノ に よっ て 重ね る 数 は 違い ます 。 ガ ラス 
が 割れ る 音 と か は そん な に ゴチ ャ ゴチ ャ し て いて も 音 が 濁り ます か ら 、 
そん な に 重ね な か っ た り 。 あ と 、 ゲ ー ム に 落と す と どう し て も 容量 と の 
闘い が あり ます か ら 、 そ の 辺 で 苦労 し ます 。 容 量 を 落と す と 音 が 濁っ て 
し まい ます か ら 。 ガ ラス が 割れ る 音 で も 、 音 を 作る 段階 で は いい ん で す 
けど 、 ゲ ー ム に 落と し た 時 に は 、 プ ラス チッ ク が 割れ る 音 に な っ て いた 
り と か 。 そ こ で まず 最初 に 音 の 優先 順位 を 決め る ん で す 。 こ こ で は 何 の 
音 を メイ ン に 聞か せ た い の か 決め て 、 優 先 順位 の 高い も の か ら 音 質 を 決 
め て いく ん で す 。 そ うい っ た 様々 な 苦労 が あり まし た の で 、 終 わっ た 時 
は ホッ と し まし た ね 。 ( 説 ) 








サウ ンド ・ 環 境 音 内 海 秀明 氏 


環境 音 と いう の は 、 風の音 な どの こと で す 。 例 えば 警察 署 か ら 一 旦 外 


に 出 た 時 の 風の音 に 、 さ り げ な く ゾ ン ビ の 声 を 混ぜ て る ん で す よ 。 街 の 中 
に ゾン ビ が いっ ぱい いる よう に 感じ させ る た め に 。 他 に も 、 ずっ と 聞い て 
いる と た ま に カ ラス の 声 と か し て 、 ず いぶ ん 凝っ た つも り で す 。 あと 、 オー 
プ ニ ン グ ム ー ビ ー が 終わ っ て 、 火 の 中 か ら ゾ ン ビ が 追い か け て くる と ころ 
で 、 あ そこ は 始め 曲 が 鳴 っ て る ん で すけ ど 、 途 中 で 風の音 だ け に な り ま 
す よ ね 。 あ れ が 凄く や り た く て 。 実 は あそこ は 企画 の 方 か ら 「 ゾ ン ビ に 追 
いか けら れ て 、 急 き 立 て る よう な 曲 に し て くれ 」 と が か 言わ れ て いた ん で す 
けど 、 僕 は ちょ っ と 企画 に 一 泡 ふ か せ た く て ( 笑 )、 と いう か 結果 的 に そう 
な っ た ん で すけ ど 、 な ん か こう 「 ど うし て こん な こと に な っ た ん だ みたい 
な 感じ の 曲 が や り た く て 、 そ れ を 作っ て ディ レク ター の 神谷 さん に みせ た 
ら 「 こう きた か 」 と いう 顔 を し た ん で 、 そ れ が 嬉し か っ た で すね 。 曲 に 関し 
て は 、 か な り 「1」 を 引き ずっ て いる 部 分 が あり ます 。 脱出 シー ン な ど は | 1」 
の 時 も 同じ よう な シー ン が あっ て 、 今 回 も 同じ よう に 映画 っ ぽく いこ う 
と いう こと で ああ いっ た 曲 に な っ て いま す 。 あ と 全般 的 に 焦り を 誘う 曲 
が 多い で す 。 窓 か の ら カ ラス が 入っ て きた り 、 ド ア 開 けた ら ゾ ン ビ が いた り 
する と ころ の 曲 は 、 一 番 耳 に 残る 部 分 だ か ら 凄 く 大 事 だ と 言わ れ た の で 、 
か な り 早い 段階 に 作っ た ん で す 。 曲 と し て は 短め に し て キャ ッ チ ー な 感じ 
に し まし た 。 個 人 的 に 一 番 気 に 入っ て いる 曲 は 、 タ イラ ント が 好き な の 
で 、 や っ ぱり 裏 の タイ ラン ト と 最後 に 関 う シー ン の 曲 で すね 。 神 谷 さん に 
「 神 々 し い 曲 を 作っ て ね 」 っ て 言わ れ た ん で す よ 。 最 初 作 っ て いた も の が 
あっ た ん で すけ ど 、 神 々 し く な いか ら と いう こと で 没 に な っ た 。 神 谷 さ ん 
も すご い タ イラ ント 好き で 、「 実 は は より も T の ほう が 凄い ん だ 、 み た いな 


感じ で や っ て くれ っ て ( 笑 )。 す ご い 個人 的 な 思い 入れ だ けど 、 ま あい い 還 
や と 思っ て 作り まし た 。 あ と 好き な の は 、 裏 の ムー ビー の 曲 。 ギ ター が 


鳴る 前 の 曲 が 好き で す 。「4th サ バイ バー| の ゲー ム ス タ ー ト を 押し た 時 の メ 
ロディ も いい で すね 。 下 手 す る と 本 編 の 決定 より も いい か も 知れ ませ ん 。 
[4th サ バイ バー] は 気合 い 入れ た ん で ( 笑 )。 「4th サ バイ バー」 の 曲 は 、 常 に 
ピン チ っ て いう 感じ で 、 も う イ ケイ ケ で 脱出 し ろ と いう 曲 を 。 と に か く プレ 
イヤ ー を 焦ら せる よう に 作り まし た 。「2」 で は 本 当 に 楽し く 曲 を 作る こと 
が で き て 良かっ た で す 。 最 後 の ロ ッ ク の 曲 と か も か な り 喜 ん で 作り まし た 。 
「 ああ 、 普 通 の 曲 が 作 れる な 一 」 と 思っ て ( 笑 )。「 ど ん な 曲 で も いい よ 」 っ て 
言わ れ た ん で 、 最 初 バ ラー ド 作 っ た ん で すけ ど | も っ と 弾け な いと 」 と 言わ 


れ て 作り 直し た ん で す よ 。 あ れ 、 表 と 裏 で 曲 が 違 うじ ゃ な いで すか 。 ロッ 


ク の ほう し か な か っ た ん で すけ ど 、 神 谷 さん と いっ し ょ に タク シー で 帰っ 
て いる 時 に 話し し て いて 、「 も う 一 曲 エ ン デ ィング 曲 入れ た いん だ けど 」 
と いう 話 に な り ま し て 。 で も あの 曲 は ムー ビー に 張り 付け て ある ん で 、 容 
量 が いっ ぱい に な っ ちゃ うと 。 到底 入ら な いん で 、 あ の 場面 で は ムー ビー 
の 音 を OFF に し て ハー ド の 内 蔵 音 源 で 鳴ら し て いる ん で す よ 。 も と も と 
ムー ビー 用 に 作っ た 曲 で 内 蔵 音 源 で は と て も 鳴ら せな い ス ペッ ク な ん で 
すけ ど 、 無 理 矢 理 お と し て 鳴ら し まし た 。 ス ペッ ク が 少な いと 音 の クオ 
リティ が 低く な る の で 、 容 量 の 調整 が 本 当 に 大 変 で し た ね 。 電車 の 中 の 
最終 G ボ ス な ん か る 容量 が ギリ ギリ で し た ね 。SE の 容量 を 内 緒 で 食っ て い 
た り し て 。 全編 を 通し た 曲 の 構成 も や り ま し た 。 そ の 場面 場面 に あわ せ た 
曲 を 作る ん で すけ ど 、 警 察 署 で 鳴ら し た り と か 鳴ら さなか っ た り と か 、 そ 
の 辺 は 実際 に 地図 を 見 な が ら 「 ここ は ゾン ビ が これ だ けい る か ら 鳴 ら そう 」 
と か 「 ここ は 天井 に ファ ン が 回 っ て いる か ら 効 果 音 だ け に し よう 」 と か 、 い 
ろ い ろ 考 えて や り ま し た 。 「2」 は イベ ント が 結構 長い じゃ な いで すか が 。 で 、 
映画 っ ぽく や ろう と 思っ た ら 、 や っ ぱり その 流れ に あわ せ て 曲 を 変え な い 


と ダメ か な ー と 思っ て 、 イ ベン ト を 全部 ビデ オ に 録 て 、 そ れ に あわ せ て 曲 罰 


を つけ て いく 作業 を し まし た 。 一 個 一 個 が も う 映 画 の よう に 作っ て いく 


よう な 感じ で し た 。 だ か ら 、 曲 が 先行 する こと は な か っ た で す 。 シナ リオ 、 罰 


イベ ント が 出来 て か らち 、 それ を ビデ オ に 録 っ て 、 そ れ に 合わ せ て 曲 を つけ て 
いく と いう 感じ で 。 ステ ー ジ な ど は 下書き と か 仕様 書 が あり ます か ら だ い 


た い 作 れる ん で すけ ど 、 イ ベン ト に 関し て は 見 て か ら で な いと 作れ な い 。 


曲 だ けが 自己 主張 し て も まず いで すか ら 。 どこ で 曲 を 強く し よう と か 、 こ 
こ は 引 っ 込め を きゃ と か 、 い ろ い ろ 気 を 使い まし た ね 。( 談 ) 
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NIIIE 還 MIE に EL744510) に NIIEOELERE に 


異形 の モン スタ ー と の サバ イ バ ル は 、「 バ イオ ハザード 」 シ リ 
ー ズ の 根幹 を 成す 醍醐 味 で ある 。 普通 の 人 間 を 圧倒 的 に 凌 能 
する 力 を 持っ た 怪物 た ち に 対抗 し て いく た め に 、 プ レイ ヤー に 
与え られ て いる の が 火器 類 を 始め と する 現代 兵器 の 数 々 だ 。 ハ 
ンド ガン 、 シ ョ ッ ト ガ ン 、 グ レネ ー 
ガン …… な ど な ど 。 武器 こそ 『 バ イオ ハザード 」 の も う ひ と つの 
主役 と いっ て いい ほど 、 そ の 種類 は 豊 
ある 。 
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アル ルン チン 


富 に 用 意 さ れ て いる の で 


し か も 、 見 事 な の は 、 そ の 武器 の 扱い だ 。 ゲ ー ム の 梓 の 中 で 、 


技術 的 に 許す 限り の [ それ っ ぽ さ 」 が 追 実 され て お り 、 い か に も 
その 武器 を 使っ て いる 気 に さ せ て くれ る の が 嬉し い 。 ま た 、 モ 
ーション キャ プチ ャ ー で 取り 込 
いい 感じ に な っ て お り 、 
「 や っ ぱり 女 に は ショ ッ ト ガ ン は 重い か 」 と か 、 そ の 手 の フ ァ ン 
が 見 る と 思わ すず す 賃 きた く な る 演出 が 施さ れ て いる 。 こ の 有 丹念 な 
演出 の 意味 が 分 か れ ば 、| バ イオ ハザード 」 の 世界 が いっ そう 楽 
し く な る こと 請け 合い な の だ 。 


で は 、 ゲ ー ム に 登場 する 武器 を 順に 見 て いく こと に し よう 。 


まれ た ガン アク ショ ン も 非常 に 
[| お 、 こ いつ 訓練 受け て る な 」 と か 、 


まず 、 始 め は ハン ドガ ン ( 拳 銃 ) だ 。 
「 1 」 で は 、 ベ レッ タ M92FS と コル ト .357 パ イソ ン 、『 2 」 で 


は 、 ブ ロー ニン グ ・ ハ イ ・ パ ワー(| 調べ る 」 コ マン ド を 使う と ブロ 
ー ニ ング HP と 略称 が 出る ) 、 ヘ ッ ケ ラー& コッ ク VP70( 同 じ く 
社名 が H&K の 略称 で 表示 ) 、 
隠し 武器 と し て コル ト ・ シ ング ル ・ 
中 で の 表記 は コル ト S.A.A.) と 
場 す る 。 


デザ ー ト イー グル .50AE、 さ ら に 
アク ショ ン ・ ア ー ミ ー( ゲ ー ム 
、 合 計 6 種類 の ハン ドガ ン が 登 
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『 バ イオ ハザード 』 の よう に 武器 が た くさ ん 出 て くる ゲー ム を プレ イ 
する と 、 必 然 的 に 誰 も が 気 に な っ て くる の が 、 銃 の 威力 で あろ う 。 こ 
れ は 、 銃 その も の 性 能 と 、 使 用 する 弾薬 の 強 さ と いう ふた つか ら 計 る 
こと が で きる 。 と ころ で 、 両 者 の うち 、 い っ た い ど ちら が 重要 か お 分 
か り だ ろう か 2?2 じつは 、 圧倒 的 に 大 き な 要 因 と な る の は 、 弾 薬 の 威力 
の ほう な の だ 。 銃 が 与え る ダメ ー ジ は 、 な る べく 大 きい 弾丸 を 、 な る 
べく 速い 速度 で 撃ち 込む ほど 大 きく な っ て いく 。 そ し て 、 速 い 速 度 を 
出す た め に は 、 そ の 分 多く の 火薬 が 必要 に な る 。 つ まり 、 こ れ か ら 考 
える と 、[「 銃 の 威力 は 、 よ り 大 きく 、 よ り 多 く の 火 薬 が 入れ られ て い 
る 弾薬 を 装備 で きる か どう か に よる | と いう こと に な る の で ある 。 

この うち 弾薬 の 大 き さ を 示す 値 が [口径 」 だ 。 こ れ は 弾薬 の 直径 の 
長 さ を 図っ た 数 値 で 、 大 きい ほど 強力 な 弾薬 に まな っ て いく 。 商 、 計 測 
方 法 に は 、 ポ ンド - ヤ ー ド 法 と グラ ム - メ ー ト ル 法 が 混在 し て いる の で 
注意 し よう 。 コ ルト .357 パ イソ ン は 、 口 径 が 0.357 イ ンチ だ か ら 、 実 
は 口径 だ け 見 る と 、9mm 拳 銘 で ある ベレ ッ タ M92FS や H&KVP70 な ど 
と 同じ な の で ある 。 






ノー 
! 多 間 :】(6 朋 リヤ イ パ に 1 リル 
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種類 は 多い が 、 ゲ ー ム で の 扱い は くっ きり と ふた つ に 分 か れ 
て いる 。 コ ルト パイ ソン 、 デ ザー トイ ー ク グル の 2 種類 は マグ ナ 
ム 弾 を 撃て る 強力 な 武器 と し て 、 そ れ ぞ れ の ゲー ム 中 で も 最強 
ラン ク の 扱い を 受け て いる が 、 残 り は 、 ナ イフ より は マン と い 
う 程 度 の 最 弱 武器 に ラン ク さ れ て お り 、 た いて い の 人 は | ハン ド 
ガン は 強い 武器 まで の つなぎ 。 な に か いい 武器 が 手 に 入っ た ら 、 
即 、 ア イ テ ム ボッ クス 直行 だ 」 と いう プレ イ を し て いる の で は な 
いか と 思わ れる 。 と くに ジル 、 ク レア と いう 女性 の 主人 公 で プ 
レイ する と 、 割 と 早く 強力 な 武器 が 見 つか る の で 、 ハ ンド ガン 
は 序 交 を 除い て 、 ほ と ん ど と 使う こと の な い 武 器 に な っ て し まう 
だ ろう 。 

だ が 、 ハ ンド ガン 、 と くに マグ ナム 弾 を 装填 で き な い ベレ ッ 
タ M92FS や ブロ ー ニ ング HP な ど は 、 そ ん な に 弱い 武器 な の だ 
ろう か 。 

現実 は どう な の か 、| 1 」 に 登場 する ベレ ッ タ M92FS と 、 コ 
ルト .357 パ イソ ン を 比較 し て みる こと に し よう 。 

銃 の 威力 は 、 目 標 まで の 距離 で 変わ っ て くる の だ が 、25m 未 
満 の 近 距 離 で 撃っ た 場合 、 ベ レッ タ M92FS の 弾丸 が 持つ エネ 
ルギー は 、615 ジ ュー ル に 達する 。 大 ざっ ぱに いっ て 60kg の 物 
体 を 1 m 動 か すぐ らい の 力 で ある 。 こ れ は 大 人 ひと り を 1 m 動 
か せる だ け の 力 が 、 直 径 1 セン チ に も 満た な い 小 さ な 1 点 に か 
か っ て くる こと を 意味 し て いる 。 こ の こと か ら 考 えれ ば わか る 
よう に 、 破 壊 力 は 決し て 低い と は いえ な い の で ある 。 すくなく 
と も 人 間 を 殺す ぐら いな ら ば 十分 すず ぎる エネ ルギー で 、 逆 に こ 
ん な 弾薬 を 使っ て も 倒せ な い モ ンス ター た ち が 、 い か に 強い か 
を 示し て いる と も いえ る だ ろう 。 

ちな み に 銃 の 威力 は 、 銃 その も の で は な く 、 使 っ て いる 弾薬 
に よっ て 決ま る か ら ( コ ラム 参照 ) 、 同 じ 弾 薬 を 使っ て いる 、 フ 
ロー ニン グ HP や H & KVP70 も 、 条 件 が 同じ な ら 威 力 が 同じ に 
な る 。 

一 方 、 コ ルト パイ ソン だ が 、 こ ちら は 強力 な マグ ナム 弾 を 使 
用 する た め 、 そ の 威力 も ぐっ と 高く な る 。25m 未 満 の 近 距 離 射 
繋 で 、 そ の エネ ルギー は 1127 ジ ュー ル 。 ベ レッ タ の 約 2 倍 の 威 
力 を 誇る の で ある 。 

この 話 を 聞い て 、 プ レイ ヤー の 中 に は ふと 疑問 を 抱く 人 が い 
る か も し れ な い 。『 1 」 で は ゾン ビ 1 体 を 完全 に 破壊 する た め に 、 
ベレ ッ タ だ と 311 発 (ゾン ビ の 耐久 力 に は ラン ダム 性 が ある の 
で 一 様 で は な い 。 平均 で 5 一 6 発 ) が 必要 に な る の に 対し 、 パ イ 
ソン な ら 1 発 で 頭 が 吹き 飛ん で 終わ り で ある 。 と な る と 、 す こ 
し ベレ ッ タ が 弱 す ぎる 、 あ る い は パイ ソン が 強 す ぎる 、 と いう 
こと に な ら な い だ ろ うか 7? 

結論 か らい えば 、 そ の 通り だ 。 こ の 場合 、 コ ルト パイ ソン の 
演出 が 派手 に な っ て いる と 考え る ほう が 当たっ て いる だ ろう 。 
た し か に .357 マ グ ナ ム 弾 は 強力 だ が 、 一 撃 で 人 間 の 頭 部 を 完全 
に 粉 微塵 に し て し まう の は 難し い 。 こ こ で は 、 ゲ ー ム で ある こ 
と を 踏ま え 、 ま た 、 一 般 的 な マグ ナム 弾 の 持つ イメ ー ジ を 重視 
し て 、 敢 えて 誇張 が な され て いる と 見 る べき だ ろう 。 な に し ろ 、 
映画 な ど で は 拳銃 で 車 を 止め て し まう ほど の 過剰 な 演出 が され 
る マグ ナム 弾 で ある (現実 に は 拳銃 で 車 を 止め る な ど 不 可能 ) 。 
この 程度 の 演出 は 可愛 いも の な の だ 。 
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し か し 、 こ うし た 誇張 演出 が ある 一 方 で 、 そ れ 以 外 の 部 分 、 
例え ば 反動 が 大 きく て 連射 が 効か な いと か 、 火 薬 の 派手 な 爆発 
音 が 響く と ころ な ど 、 随 所 に 細か な つく り が な され て お り 、 い 
か に も コル ト パ イ ソ ン を 撃っ て いる 感覚 を 維持 し て いる 。 こ の 、 
ゲー ム と し て の 嘘 が ある 一 方 で 、 可 能 な 限り 現実 を 意識 し て つ 
くる 、 と いう 姿 塾 が ] バ イオ ハザード 」 の 武器 に 全般 的 に 見 られ 
る 特徴 と いえ よう 。 こ の コン セプト が ある た め に 、『 バ イオ ハ 
ザー ド 」 の 武器 の 演出 は 、 現 実 の 武器 に 詳し く な い 一 般 の プレ 
イヤ ー に も 受け 入れ られ 、 か つ ミ リタ リー マニ ア を る も 人 急 か せ 得 
る だ け の 絶妙 の ライ ン に 踏み と ど ま る こと が で き て いる の で あ 
る 。 

と ころ で 、『 バ イオ ハザード 」 で 、 特 殊 警 察 の S.T.A.R.S. の 
面々 が 、 な ぜ ベ レッ タ M92FS を 使っ て いる の か 考え た こと は あ 
る だ ろう か 。 お お か た の ひと は 、「 何 の 話 だ ? 」 と 思わ れる だ ろ 
う が 、「 軍 隊 に 近い 特殊 警察 が ベレ ッ タ M92FS を 使っ て いる 
と いう 設定 だ け で 、 武 器 に 詳し い 人 間 に は | な る ほど ね 」 と 思わ 
せる 、 な か な か 巧み な セレ クト な の で ある 。 

ここ で ちょ っ と 余談 に な る が 、 ベ レッ タ M92FS の 話 を し て お 
こう 。 こ の 拳銃 は 、 イ タリ ア の 銃器 メー カー・ ベ レッ タ 社 が 生 
産 し て いる M92 シ リー ズ の うち の 1 作 で 、 現 在 、 総 合 的 な 見 地 
か ら 、 世 界 で も っ と も 優れ た 拳銃 の ひと つと いわ れ て いる ハン 
ドカ ガン で ある 。 

銃 の 世界 で は 、 今 も 昔 も アメ リカ 中 心 で 動い て いる 。 イ タリ 
ア の 企業 で ある ベレ ッ タ 社 は 、 国 際 的 に は あま り 有 有力 な メー カ 
ー で は な く 、 日 本 で も 一 部 の ガン マニ ア だ けが 知っ て いる の み 
だ っ た 。 と ころ が 、1985 年 、 こ れ を 一 新 す る 大 事件 が 起こ る 。 
アメ リカ 陸軍 の 制式 ピス トル を 決め る トラ イア ル で の こと 、 ア 
メリ カ を 始め 、 世 界 の トッ プ メ ー カ ー が 送り 込ん だ 最新 作 を 抑 
え 、 ベ レッ タ M92FS が 最 優秀 の 成績 を 収め た の で ある 。 伝統 
ある アメ リカ の 銃器 メー カー で ある スミ ス & ウ ェ ッ ソン 社 は こ 
れ を 不服 と し て 法廷 闘争 を 起こ し 、 そ の 結果 、 再 試験 が 行わ れ 
た が 、 勝 利 は また も M92FS の 上 に 輝い た 。 
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日 径 が 同じ コル ト パ イ ソ ン と ベレ ッ タ M92FS で 何故 、2 倍 近い 威力 
の 差 が 出る の だ ろう か ? その 答え は コル ト パ イ ソ ン が “マグ ナム ・ カ 
ー ト リッ ジ (マグ ナノ ム 弾 )” を 使用 し て いる か ら で あ る 。 マ グ ナ ム と 聞 
く と 、 映 画 な を どの タイ トル に 頻繁 に 使わ れる か ら 、 銃 器 の 名 称 と 思う 
人 も いる か も し れ な い が 、 実は これ は 、 れ っ まき とし た 弾薬 の 名 前 。 本 
来 、 マ グ ナ ム と は 、 普 通 サ イズ の 2 倍 入 る ワイ ン 用 の 容器 を 指す 言葉 
で 、 あ る 製造 メー カー が それ を 転じ て 、 同 じ 口 径 で 、 火 薬 の 量 が 多い 
弾薬 の 名 称 に 使用 し た の で ある 。 こ の た め 、 べ つ に マグ ナム ・ カ ー ト 
リッ ジ の 規格 が 定め られ て いる わけ で は な く 、 と りあ え ず 発射 火薬 が 
通常 より も 多けれ ば 、 そ れ で 一 応 マ グ ナ ム ・ カ ー ト リッ ジ と 呼ぶ こと 
が で きる 。 イ メー ジ と し て は 、 大 口径 の 拳銃 か ら ド カー ン と 飛び 出す 
ほう が ぴっ た りく る か も し れ な い が 、 口 径 と 火薬 の 量 と は 別 の 基準 で 
ある か ら 、22 口 径 と いう 最小 の ハン ドガ ン か ら 、50 口 径 と いう 化け 物 
拳銃 に 至る まで 、 あ ら ゆ る 口径 ご と に マグ ナム ・ カ ー ト リッ ジ が 存在 
する 。 な お 、 こ うし た 、 マ グ ナ ム ・ カ ー ト リッ ジ を 装填 で きる 銃 は 、 
一 般 に “マグ ナム ・ ハ ンド ガン " と 呼ん で 普通 の 拳銃 と 区 別 され る 。 





アメ リカ 陸軍 は 、 世 界 最大 規模 を 誇る 軍隊 で ある 。 そ この 制 
式 採用 銃 と し て 、 ア メリ カ 以 外 の 、 し か も る 第 二 次 世 界 大 戦 で は 
敵国 だ っ た イタ リア 産 の 武器 が 選ば れる と いう の は 、 異 例 の こ 
と で ある 。 軍隊 は 、 自 国 製 の 武器 を 使う の が 普通 だ し (日 本 の 
自衛 隊 は 例外 。 ち な み に 陸 上 自衛 隊 が 制式 採用 し て いる の は 、 
スイ ス 製 の SIG プ ザウ エル P220 と いう 拳銃 ) 、 ま し て や アメ リ 
カ に は 世界 に 冠たる トッ プ メ ー カ ー が ぞ ろ り と 揃 づ て いる の だ 。 
トラ イア ル で の 勝利 は 、 そ れ だ け ベ レッ タ M92FS の 性 能 が 高い 
こと を 、 端 的 に 示し て いる と いえ る だ ろう 。 

軍隊 に 近い 警官 た ち で ある S.T.A.R.A.S. の 隊員 た ち が ベ レッ 
タ を 壮 備 し て いる こと は 、 こ うし た 現実 を 反映 させ た 結果 な の 
で ある 。 この あたり 、 リ アリ ティ に こだわ っ 丸 バイ オ ハザード 」 
らし い 設 定 だ と いえ る だ ろう 。 





1.M9 バ ヨネ ッ ト 
登場 作品 : 「 バ イオ ハザード 」 
使用 キャ ラ : クリ ス / ジル 


主人 公共 通 の 初期 装備 で ある 、 コ ン バ ッ ト 
ナイ フ 。 リ ー チ や 威力 な どの 面 で あま り 大 
き な 効 果 は 期待 で き な い 。 そ れ で も 、 弾 数 
を 節約 し た いな ど 、 倒 れ た 敵 に チク チク と 
ど め を 刺し て いく 時 に は 結構 重宝 する 。 





5. グ レネ ー ド ガン 

登場 作品 : 「 バ イオ ハザード 」 
使用 キャ ラ : ジル の み 

届 力 は 高い 。 グ レネ ー ド 弾 、 硫 酸 弾 、 火 災 
弾 の 3 種 の 弾薬 を 使う こと が 出来 る 特性 が 


ある た め 、 敵 の 弱点 を つけ る 。 上 手 く 利 用 
すれ ば 、 大 ダメ ー ジ を 与え られ る 。 











2. ベ レッ タ M92FS オ ー ト マチ ッ ク 
に PA ン と ん 


使用 キャ ラ : クリ ス / ジル 


イタ リア の ベレ ッ タ 社 製 ハン ドガ ン 。 
9mm バ ラベ ラム 弾 を 使用 。 ゲ ー ム の 序 明 
に 於 いて の 標準 装備 。 初 プレ イ で 序盤 の 
ケル ベロ ス に 動揺 し た 時 な ども 、 確 実に 
= レル ルス アル る 2 Pk る 0 の 2 





6. 火 炎 放 射 器 
登場 作品 : 「 バ イオ ハザード 」 


ag My4 2 co 


スト ー リ ー の 終盤 で 手 に 入れ る こと か が 出来 
る 。 と に か く 攻 撃 範囲 が 狭い の で 、 至 近 距 
離 か ら の 攻撃 が 有効 。 で も 、 終 盤 に は も っ 
と 強力 な 武器 も ある の で 、 敢 えて 使う こと 
も な い だ ろ う 。 そ の 程度 の アイ テム 。 











3. コ ルト バイ ソン .357MAG 6 イン チ 
登場 作品 : 「 バ イオ ハザード 」 
使用 キャ ラ : クリ ス / ジル 

アメ リカ の コル ト 社 製 リ ボル パー マグ ナム 。 
ゲー ム 中 で は 反動 も それ 程 大 きく な く 、 対 
ボス 戦 で の 必須 アイ テム で ある 。 一 回 の 装 
填 数 は 少な いも の の 、 こ こ ぞ と いう 時 に 束 


れる 。 





7. ロ ケッ トラ ンチ ャ ー (お まけ モー ド ) 


登場 作品 : 「 バ イオ ハザード 」 


[ヒュ ケル レア ルル ング ノ / 
「 バ イオ ハザード 」 で の 最強 武器 ,。 ほとん どの 
敵 を 一 発 で 倒す こと が 出来 る 。 ゲ ー ム 中 の グ 
ラフ ィ ッ ク は 4 発 装着 出来 る タイ プ の も の だ 
が 、 弾 数 は 無制限 で ある 。3 時 間 以 内 に ゲー 
ム を クリ ア す る こと が 人 人手 条件 。 
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画 

4. レ ミン トン MI870 
登場 作品 : 「 バ イオ ハザード 」 
[ヒュ ンス レル アル ざす ムン /2 

ペレ ッ タ より も 広い 範囲 を 攻撃 で きる 武器 。 
敵 に 集団 で 囲ま れ た 時 な ど は 、 路 踏 せ ず に 
使っ て いく べき で ある 。 ク リス で プレ イ し た 
時 は 、 壊 れ た ショ ッ ト ガ ン を 持っ て いく の 


を 忘れ ず に 。 バ リー は 助け て くれ な い 。 





8. ラ ンド ー ル M12 

登場 作品 : 「 パ イオ ハザード 2] 
使用 キャ ラ : レオ ン / クレ ア 

使用 され て いる の は 、 ワ イル ドウ ェ ス ト 社 製 
の カス タム ナイ フ 。 多様 に 切り 替わる カッ ト 
で は 間合い を 計測 する の が 困難 で 、 前 作 よ 
り 成 力も 落ち て いて 、 や は り 使え な い 。 バイ 
オ に 自己 鍛錬 の 場 を 求め る 人 向け の 武 只 。 
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ハン ドガ ン が ゲー ム で の 見 た 目 よ り も 逢 か に 強力 な の は 前 
述 し た が 、 と は いえ 、 や は り そ の 破壊 力 に も 限界 が ある 。 い 
か に 技術 的 に 強力 な 弾薬 が 作れ る と し て も 、 撃 つの は あく ま 
で も 人 間 で ある か ら 、 あ まり に も 大 きく て か さば っ た り 、 重 
く て 持て な か っ た り 、 火 薬 が 爆発 し た と き の 反 動 が 大 きす ぎ 


た りす れ ば 、 ま っ た く 役 に 立た な い 。 こ の た め 、 ハ ンド ガン 
に 装填 で きる 弾薬 の 大 き さ は 、 自 然 に 限界 が 出 て くる し 、 い 
き お い 威 力も 下がっ て し まう 。 ハ ンド ガン で 相手 を 殺す 場合 
に は 、『 2」 の オー プ ニ ン グ で レオ ン が クレ ア を 襲う ゾン ビ 
を 打ち 倒し た と き の よ うに 、 1 点 を 射 抜く 射撃 術 が 必要 に な 
っ て くる の で ある 。 レ オン は 射撃 術 に 長け る 警官 と いう 設定 
が ある の で 、 こ うし た 高度 な 射 殆 が 出来 る の だ ろう が 、 万 人 
に 同じ 技量 を 求め る の は 酷 と いう も の だ ろう 。 

この 問題 を 改善 し 、 誰 で も 容易 に 高い ダメ ー ジ を 与え られ 
る こと を 目的 と し て 作ら れ た の が 、 次 に 紹介 する ショ ッ ト ガ 
ン だ 。 ゲ ー ム に 登場 する の は 、 レ ミン トン 社 の M870 と 
M1100。 こ れ も シ ョ ッ ト ガ ン で は 、 世 界 的 に 名 を 知ら れ た 鐘 
だ 。M870 は 、 ア メリ カ の S.W.A.T. な ども 暴徒 鎮圧 用 と し て 
正式 に 採用 し て いる 。 映画 で は 、| タ ー ミ ネー ター2』 で り リ 


ンダ ・ ハ ミル トン 拐 する サラ ・ コ ナー が 使っ て いる 姿 が 印象 
的 だ っ た 。 

ショ ッ ト ガ ン は 「 散 弾 (ショ ッ ト シ ェ ル ) | と 呼ば れる 弾 
薬 を 撃つ 銃 で 、 広範 囲 に 理 ま じい 量 の 弾丸 を 一 斉 に ば ら ま く 。 
1 発 ご と の 威力 は 大 し て 高く は な い の だ が 、 数 が 尋常 で は な 
いか ら 、 近 接 距離 で は 恐る べき 力 を 発揮 する 。 人 間 が 壮 近 で 
ショ ッ ト ガ ン な ど を 喰らえ ば 、 命 中 個所 周辺 の 部 位 が で ちゃ 
ぐち ゃ に な っ て 正 視 に 耐え な い 惨 た らし い 死 体 に な る だ ろ 
う 。 ま た 、 扱 う の に 高度 な 射撃 術 な ど は いら な いか ら 、 拓 の 
腕 が 低い 人 間 が 使う に は 絶好 の 武器 で ある 。 と に か く 目 標 の 
ほう に 向け て 引き 金 を 引け ば いい の だ 。 も ちろ ん 、 銃 に 馴れ 
た 人 間 に も 重宝 する 火器 で 、| 1 」 で は 、" ク リス の 最良 の 友 
だ ち " に な る だ ろう し 、| 2 1 で も 、 ソ ゾン ビ の 群れ に 対し て レ 
オン の 力強い 味方 に な っ て くれ る こと だ ろう 。 

欠点 は 、 銃 その も の が 重い うえ に 散弾 を 撃ち 出す と き の 反 
動 が 大 きい こと だ 。 そ の た め 、 扱 い に は 筋力 が いる し 、 連 射 
に は まっ た く 向 か な い 。『 1』」 で ジル が 重 そ うに 扱 つ て いる 
姿 は 、 そ の 意味 で リア ル だ っ た 。 
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ショ ッ ト ガ ン が 一 瞬 で 面 を 支配 する の に 対し て 、 弾 丸 を 切れ 





る こと な く 撃 ち 出 し 、" 負 の ホー ス " を 作り 出し て 線 を 支配 する 


の が サブ マシ ン ガ ン だ 。 


反動 を 抑え る た め に 1 発 1 発 の 威力 は や や 低め だ が 、 途 切れ 
る こと の な い 射 撃 は 破壊 力 十分 。 主 に 第 二 次 世界 大 戦 で 大 活 
躍 し (戦争 映画 で は これ が 一 番 の 主役 。、 と くに ドイ ツ 製 の 
MP40 は 歴史 的 な 名 銃 だ ) 、 戦 後 は 、 軍 隊 で は その 地位 を アサ 
ルト ライ フル に 取っ て 代わ れ た も の の 、 対 テロ を 意識 し た 集団 
制圧 武器 と し て 各国 の 警察 で 使用 され て いる 。 ラ クー ン 市 警察 
の 武器 庫 に サブ マン シン ガン が ある の は 、 こ の 点 か ら 見 て 納得 で 


きる 設定 だ 。 


サブ マシ ン ガ ン の 特徴 は 、「 2 』 で よく 再現 され て いて 、1 発 
の 威力 は ハン ドガ ン よ り も 低い 代わ り 、 扱 いや すさ と 威力 の 総 
合 か ら 、 ゲ ー ム 中 で も も っ と る 効果 的 な 武器 の ひと つと な っ て 
いる 。 と くに 弾 を 撃ち 出す と き の 速 さ は 、 似 た よう な 傾向 を 持 
つ ガ トリ ング ガン と 比べ れ ば 一 引 瞭 然 だ ろう 。 リ ルカ ー な ど 、 
動き の 速い 敵 に 対し て ガト リン グ ガ ン を 使う と 弾 が 撃ち 出さ れ 
る まで の 隙 に ダメ ー ジ を 受け て し まう が 、 サ ブ マ シン ガン な ら 
その 心配 は な い 。 試し に 、 警 察 署 の 2 F 、 ホ ー ル の 壁 に 沿っ て 
走る 廊下 に リッ カー が 登場 し た と き 、 非 常 桶 子 側 か ら 上 っ て 、 
サフ ブ マシンガン で 撃っ て みよ う 。 背中 か ら 撃 た れ 、 起 き あ が る 
こと も で きず に カエ ル の よう に 跳ね て いく リッ カー を 見 る こと 
が で きる は ず だ 。 相手 に 反撃 を 許さ な い 、 間断 の な い 射 撃 こ そ 、 
サフ ブ マシンガン の 魅力 で ある 。 | 2 」 で 登場 する イン グラ ム M11 
(ゲー ム 中 で は MAC11 と 表示 ) も 、 サ ブフ マン シン ガン と し て は 世 
界 で も っ と も 知ら れ た 銃 の ひと つ 。 入手 の た め に 面倒 な 手順 を 
踏む 必要 が ある が 、 そ の 見 返り は 十分 に 期待 で きる だ ろう 。 





用 リリ いい の 邊 | 

登場 作品 : 「 バ イオ ハザード 2] 
使用 キャ ラ : レオ ン / クレ ア 

米 ミ リタ リー アー マメ ント 社 製 の サブ マシ 
ン ガ ン 。 反 撃 を 受け な い の で 例え 鬼畜 と 言 
われ よう が 、 使 っ て みよ う 。 救 急 ス プレ ー 
[Jikoke リ ジア ルリ レゴ メシル ルン / り ko 
クリ ア す る と 弾 数 無制限 と な る 。 





に 坦 ア た ジス クリ 

ルル y 和 た を に コケ テル ルム エン // 
登場 作品 :・ 「 パ イオ ハザード 2」 
ゴジ ヒエ ン レム た アン ンク 

前 項 の 強化 版 。 火 花 が 飛び 散る 効果 は 「 男 
た ちの 挽歌 L」 か ら 影 響 を 受け て いる 。 ま 
た 、 レ オン の 構え 方 は 新米 と いう こと で 、 
微妙 に 格好 悪い 設定 に な っ て いる そう だ 。 











10. H&K VP70 

に ャ ジリ 間 PAs LA 二 | 
ゴミ ヒ エン レン 4 レン ンク 

ドイ ツ の ヘッ ケラ ー& コッ ク 社 製 の 大 型 拳 
銃 。 今 作 で は ハン ドガ ン の 性 能 が 上 が り 、 
扱い や すい も の に 仕上 が っ て いる 。「 エ イリ 
アン 2」 で スペ ー ス マリ ー ン の サイ ドア ー ム 
と し て 使わ れ て いる マニ ア 志 向 の 銃 で ある 。 





14. デ ザー トイ ー ク グル .50AE 
登場 作品 : 「 バ イオ ハザード 2」 
使用 キャ ラ : レオ ン 

イス ラ エ ル の 1 MI 社 製 の 軍用 大 型 拳 銃 。 
「 世 界 最強 の オー トマ チッ ク ・ ハ ンド キャ ノ 
ン 」 と も 呼ば れる この マグ ナム を 装備 すれ ば 、 
プレ イヤ ー は か な り の 安心 感 を 得る こと か 出 
来る だ ろう 。 











ハン ドガ ン 、 シ ョ ッ ト ガ ン 、 サ ブ マ シン ガン な ど が 個人 、 集 
団 の 差 こ そ あ れ 、 対 人 を 目的 に 作ら れ て いる の に 対し て 、 グ レ 
ネー ドラ ンチ ャ ー は 、 も と も と 空間 を 制圧 する た め に 考え 出さ 


れ た 武装 で ある 。 


グレ ネー ド 、 つ まり 手 簡 弾 は 第 二 次 世界 大 戦 で 一 世 を 風 歴 
し た 武器 だ 。 第 一 次 世界 大 戦 以降 、 戦 車 な どの 新兵 器 が 誕生 
し 、 戦 闘 に 使用 され る 火器 の 威力 が それ まで と は 比較 に な ら な 
い ほ ど に 高まっ て いっ た 。 こ うな る と 、 防 衛 側 の 拠点 も 頑丈 に 
な っ て くる 。 と くに 「 ト ー チ カ (ロシア 語 で 点 と いう 意味 ) 」 
は 、 土 砂 や 分 厚い コン クリ ー ト 壁 で 囲ま れ て お り 、 戦 車 の 主砲 
に すら 耐え られ る ほど の 強 共 さ を 誇っ て いた 。 こ うし た 堅固 な 
防衛 拠点 を 攻略 する た め に 開発 され た の が 、 手 机 弾 だ っ た 。 防 
衛 拠点 が 四面 を が っ ちり と 囲ま れ て いる の を 逆 に 利用 し 、 閉 宮 
空間 内 で 爆発 を 起こ すこ と で その 男 囲 内 の 敵 を 吹き 飛ば し て し 


まう の で ある 。 


この 手 檜 弾 を 、 機 械 を 使っ て 、 よ り 遠 く へ 、 よ り 正 確 に 飛ば 
そう と 考え て 作り 出さ れ た の が グレ ネー ドラ ンチ ャ ー だ 。 主 な 
使わ れ 方 は 、 敵 が 密集 し て いる 空間 (部 屋 な ど ) へ 撃ち 込み 、 


1 9mmLuder/9mm Parabellum 


2 .357 Mag 


11.H&K VP70U バ ー ス ト 
に ャ ジリ ゴト 間 As Al 二 | 
ヒエ ン レン た アン ンク 


j2|: よ り 、 パ バーツ を 組み 合わ せる こと に よっ 
て 、 武 器 を パワ ー ア ッ プ させ る と いう 概念 が 
作品 に 盛り 込ま れ た 。 ス トッ ク ホ ルス ター の 
装着 で 3 連射 が 可能 に 。 但 し 調子 に の っ て 使 
うと 、 す ぐ 弾 切れ に な る の で 慎重 に 。 





15. デザ ー ト イー グル .50AE 10 イ ンチ 


登場 作品 : 「 バ イオ ハザード 2」 
使用 キャ ラ : レオ ン 

前 項 の デザ ー ト イー グル に 10 イ ンチ の バレ 
ル を 取り 付け た も の 。 ゲ ー ム 中 で は 約 20% 
程度 威力 が 増し 、 命 中 率 の 向上 も は か られ 
て いる 。 強力 な 武器 の た め 、 そ の 反動 も 大 
きい の で 、 使用 時 に は 注意 が 必要 で ある 。 
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PISTOL AND REVOLVER CARTRIDES 















12. レ ミン トン M1100-P 

登場 作品 : 「 バ イオ ハザード 2] 
:: ヒ エッ アナ ヨアン ョ ンク 

に ンス ング コリ ジー レル リア ズ 8 レン シル ニャン 
ショ ッ ト シ ェ ル を 使用 。 その 打 件 に も よる が 、 
ソン ビ に 使用 する と 下半身 だ け 吹 っ 飛ば され 
た 直 い ずり ソン ビ が 時 々 襲い か か っ て くる 。 
大 変 気 持ち 悪い 。 尚 、 連 射 は 出来 な い 。 





16.- 化 学 燃料 火炎 放射 器 

登場 作品 : 「 パ イオ ハザード 2」 
使用 キャ ラ : レオ ン 

な ん と この 火災 放射 器 は アン ブレ ラ 社 開発 
と いう 設定 で ある 。 小 型 カ ー ト リッ ジ 式 の 燃 
料 を 使用 。 軍 隊 の 火災 放射 器 は 農薬 を まく 
よう な 外見 だ っ た らし く 、 ル ックス の 良かっ 
た 「 エ イリ アン 2」 の も の が か 今 作 の モデ ル に 。 
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中 で 爆発 させ る こと に ある 。 注意 すべ き は 、 弾 その も の を ぶつ 
け て ダメ ー ジ を 与え る わけ で は な いと いう こと 。 あ くま で 火薬 
の 爆発 に よっ て 発生 する 爆風 を 利用 する の で 、 開 けた 場所 だ と 
その 分 、 効 果 は 減少 し て し まう 。 ま た 、 ぶ つか っ た 衝撃 で 爆発 
する の で は な く 、 射 出さ れる と 同時 に 導火線 に 着火 され る よう 
に な っ て いて 、 こ れ が 中 心 に ある 火薬 に 引火 する と 爆発 する 仕 


組み に な っ て いる 。 


こう し て 見 る と 、 グ レネ ー ド ラン チャ ー に つい て は 、『 バ イオ 
ハザード 』 で は 、 か な り 現 実 と 異な る 演出 が 多い こと が 分 か る 
だ ろう 。 わ り と 開け た 場所 で 、 ガ ン ガ ン 敵 に ぶつ け て いる が 、 
まず 実際 に は 、 こ うい う 使 い 方 は し な い 。 も し 開け た スペ ー ス 
で 至近 で 撃っ た ら 、 爆 風 が 自分 の ほう に も 来 て 吹き 飛ば され て 


し まう だ ろう 。 


と は いえ 、 そ こ は さ す が に こだわ り の シリ ー ズ だ け あ っ て 、 
[ 1 」 で は 、 グ レネ ー ド 弾 を 撃つ と 、 そ の まま 敵 に 向かっ て 飛 
ん で いっ て 爆発 し て いた の が 、| 2 】 で は 、 床 で 爆発 し て 爆風 
が 相手 に いく よう に 演出 が 変更 され て いる 。 ま た 、 そ の 爆風 で 
ゾン ビ が 吹き 飛ば され る と 、 上 半身 だ け に な っ て 遣い ずっ て く 
る の も 、 風 圧 で ダメ ー ジ を 与え る グレ ネー ドラ ンチ ャ ー ら し い 


で も いい 0 よう つ 。 


な お 、 研 酸 弾 、 火 炎 弾 な どの 特殊 弾 も 基本 的 な 構造 に つい 
て は 、 通 常 弾 と 同じ に 考え れ ば いい だ ろう 。 た だ 、 両 者 に は 差 
異 が あっ て 、 硫 酸 弾 は 爆発 を 利用 し て 硫酸 を ば ら ま く 弾 薬 な の 
で 、 武 器 と し て の 発想 が 通常 弾 に 似 て いる が 、 火 炎 弾 は 爆発 で 
は な く 、 火炎 その も の を 使っ て 敵 を 焼く こと を 目的 と し た 弾 だ 。 
現実 に は 、 摂 氏 300 度 、 水 中 で も 消え な い 強 力 な 炎 を 出す 火炎 
弾 な ども ある 。 こ の 特徴 は 、! 2 」 で よく 現れ て いて 、 爆 発し 
た 後 、 炎 が し ば らく 床 に 残り 、 そ の 間 も 敵 へ の 当たり 判定 が あ 
る よう に な っ て いる 。 グ レネ ー ド ラン チャ ー に つい て は 、 比 較 
的 ゲー ム 的 な 嘘 が 多い と いっ た が 、 そ れ で も これ だ け の こだわ 


り を 見 せ て くれ る の だ 。 





ir ルー ニー レン 4 | っ 拓 り 4 と の 人 A ッ だ つ ) 
登場 作品 : 「 バ イオ ハザード 2」 
使用 キャ ラ : クレ ア / エイ ダ 





| た エコノ 】 コ ド ほ ルル アル ルル ん レル ニレ //2) 
社 製 の 大 型 拳 銃 。9mm パ ラベ ラム 弾 を 使用 。 
カス タマ イズ は 出来 な い の で 、 こ れ 以 上 の 
性 能 ア ッ プ は 見 込め な い 。 エ イタ の 横 撃 ち 
は 「 デ スペ ラー ド 」 に 端 を 発し て いる 。 


21. コル ト S.A.A、. 
(ツン クル アク ツ ョ ン アーミー) アー テイ ー ラ リー モテ ル 
登場 作品 : 「 バ イオ ハザード 2] 





が 、 ク イッ ク ド ロ ウ の モー ショ ン か ら 繰 り 出 
され る 敏速 な 攻撃 は 、 か な り 使 える 。 隠 し 
= ニレ と も と ゴ ペー : 11 プー- 





18. MP79 グレ ネー ドラ ンチ ャ ー 
登場 作品 : 「 パ イオ ハザード 2] 
ヒン 2 レス ラル 

2 で は 、 グ レネ ー ド ガン で は な く 、 ラ ンチ ャ 
ー と し て 登場 。 弾 泉 の 使い 分 けが 出来 る お 馴 
染み の 武器 、 射 程 距離 が や や 短く 感じ られ る 
も の の 、 上 方 に 向け て 撃つ こと で 、 広 範囲 の 
敵 に ダメ ー ジ 効果 が 得 られ る 、 





22. ロケ ッ ト ラ ンチ ャ ー (お まけ モー ド ) 
登場 作品 : 「 バ イオ ハザード 2] 
ヒエ レデ 4 有 レン レイ ルス アル 

お 馴 染 み の パ ズー カ 。 バ イオ シリ ー ズ に 於 け 
る 最終 最強 兵器 、「1」 か ら の お 約束 的 な 意味 
合い で 登場 対空 用 の 「 ス ティ ン ガ ー」 が モ 
チー フ と な っ て いる 。2 時 間 半 以内 で クリ ア 
し 、A ラ ンク 以上 で ある こと が 入手 条件 、 









さき ほど 、 サ ブ マ シン ガン の 魅力 は 途切れ る こと の な い 射 


買 に ある と いっ た が 、 こ れ を より 高い レベ ル で 実現 し て いる 
の が 、! 2 | で 隠し 武器 と し て 登場 し て くる ガト リン グ ガ ン 


(バル カン 砲 ) で ある 。 


数 カ所 の 銃口 か ら 間 断 な く 射 出さ れる 弾丸 の 数 は 、1 分 間 
で 約 6000 発 に 達する 。 も ちろ ん 、 対 個人 の 武器 な ど で は な く 、 
1 対 多数 を 前 提 に 作ら れ た 武器 で ある 。 す で に 原型 は 西部 開 
拓 時 代 か ら 見 られ 、 こ れ が 一 ] あっ て 、 そ れ な り に 壁 固 な 要 
害 に 立て 籠 も る な ど 、 和 群がる 敵 を 一 斉 掃射 で きる 環境 が あれ 
ば 、 た っ た 1 、2 名 の 射手 で 数 百人 を 相手 取る こと も 不可 能 


で は な い 。1969 年 の アメ リカ 映画 | ワイ ルド バン チ 』 で 、 ガ 
トリ ング 砲 を 所 持 し た 4 人 の 強盗 た ち が 軍 隊 を 相手 取っ て 血 
み ど ろ の 死闘 を 繰り 広げ ける シー ン が ある が 、 そ れ が お か し く 
な い ほ ど 絶 大 な 効果 を 持つ 集団 殺 銭 兵器 な の で ある 。 

この レベ ル の 武器 に な る と 、 反 動 が 大 きす ぎ て 、 も は や 人 
間 に 持 た せ て も 、 あ まり 意味 は な い 。| 2 」 の ガト リン グ ガ 
ン の モデ ル と な っ て いる の は アメ リカ 映画 『 プ レデ ター」 に 
登場 する 携行 用 の ガト リン グ ガ ン だ が 、 こ れ は 歴戦 の 特殊 部 
隊 と 宇宙 か ら 来 た 狩猟 を 好む 異 星人 と の 対決 を 描い て お り 、 
リア リズ ム よ り も 派手 さ が 優先 され る 映画 で ある か ら 、 あ ま 
り 現実 性 を どう こう いっ て も 始ま ら な い だ ろ う 。 『 2」』 で も 
ボー ナス 武器 と し て し か が 登場 し な い の は 、 こ の へ ん の 事情 を 
考慮 し て の こと だ と 思わ れる 。 ここ は うる さい こと を いわ ず 、 
一 斉 掃 射 の 楽し さ を 満喫 すれ ば それ で いい と 思わ れる 。 





19. ボウ ガン 

登場 作品 : 「 バ イオ ハザード 2] 
使用 キャ ラ : クレ ア 

一 度 に 3 本 の 矢 を 放つ こと か 出来 る 武器 、 ハ 
ン テ ィ ン グ を 目的 と し て つく られ て いる 、 離 
れ て 撃つ と 矢 が すべ て 命中 し な いこ と も ある 。 
「 フ ロム ・ ダ スク ・ テ ィ ル ・ ド ー ン 」 の ジュ リエ ッ 
ト ・ ル イス が カッ コ 良 か っ た こと か ら と か 。 





で 二 / 有 リル レジン ルレ 人 (7 とっ) 
登場 作品 : 「 バ イオ ハザード 2」 
ドロ ヒ ュー ニン ジブ ルン 4 プル 





一 度 に 大 量 の 弾丸 を ば ら ま く 武 器 。 隠 し 武器 
だ け に 、 そ の パワ ー は サブ マシ ン ガ ン と の 比 
で は な い 、。 和 気分 は 映画 の ヒー ロー で ある 。 モ 
4 シル ピン ルン: と コ ビュ コツ だま ジン ルリ ルレ エイ 
rr アル ん ルリ ル / 人 7 シル アン / ツ ツモ ココ | 
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20. 実験 動物 撃退 用 高 電 圧 銃 
登場 作品 : 「 バ イオ ハザード 2] 
使用 キャ ラ : クレ ア 

対 実験 動物 用 の 銃 、 ス パー クシ ョ ッ ト 弾 を 使 
用 、 小さ な 電極 を 敵 に 打ち 込ん で か ら の 放電 、 
と いう スタ イル を も つこ の 錠 は 実在 し な い 。 
その た め 、 電 気 の シ ョ ー ト し た 様 な SE を 出 
す の に 多く の 音源 を ミッ クス し た と いう 。 











WEPON 
COLUMN 


世界 の 有名 銃器 メー カー 


ここ で は 、 銃 器 界 を リー ド し て いる 世界 の トッ プ メ ー カ ー を 紹介 し よう (カッ ツッコ 内 は 本 社 の 国籍 を 示す )。 


コル ト ・ マ ニ フ ァ クチ ャ リン グ (USA) 人 @SIG/ ザ ウエ ル (SWISS-GERMANY) 
世界 の 銃器 の 歴史 を 動か し て きた と いっ て も る 過言 で な い ト ッ プ メー カー。 日 本 の 自衛 隊 や ドイ ツ 警 察 な どの 正式 採用 銃 を 生産 し て いる 国際 的 銃器 
コル ト SAA、 コ ルト ・ ガ バ メ ント 、M16 ア サル トラ イフ ル な ど 、 半 多 の 名 メー カー。 
Mc @ グ ロッ ク (AUSTRIA) 
の スミ スス ウェッ ソ ン (USA) 1990 年 代 初頭 、 ハ ンド ガン の 極度 な 軽量 化 に 成功 し て 大 ブレ イク を 呼 
S&W の 略称 で 知ら れ 、 リ ボル バー を 中 心 に し た ライ ン ナ ッ プ を 持つ 。 武 ん だ 。 そ の 人 気 は いま で も 健在 だ 。 
IN ti / の @ フ ァ ブ リッ ク : ナ ショ ナル (BELGIUM) 
人 , レ ミン トン (USA) FN 社 の 略称 で 知ら れる ヨー ロッ パ で も 最大 手 企業 。 
ライ フル 、 シ ョ ッ ト ガ ン の 世界 で は 他 の 追随 を 許さ な い 世 界 の トッ プ メ @ ベ レッ タ (ITALY) 
クー イタ リア 最大 の 銃器 総合 メー カー。 ベ レッ タ M92FS で 一 気 に 世 界 的 知 
る ヘッ ケラ ー& コ ッ ホ (GERMANY) 名 度 を 上 昇 さ せ た 。 
ドイ ツ 最 大 の 大 手 ガ ン ・ メ ー カ ー。 ドイ ツ な ら で は の 職人 気質 を 感じ さ 多 イ スラ エル ミリ タリ ー・ イ ンタ ストリー(ISRAEL) 
せる ユニ ー ク な 銃器 が 多い の が 特徴 。 IMI の 略称 で 知ら れる 。 デ ザー トイ ー グ ル 、UZI サ プ マ シン ガン 、 ガ リル 
る ワル サー(GERMANY) 軽 機関 銃 な ど を 生産 し て いる 。 
1938 年 以来 生産 され て いる ワル サーP-38 が な ん と いっ て も 有名 。 ド イ 
ツ の 銀 徴 的 銃器 メー カー だ 。 











殺傷 能力 十分 ! じつは 凶悪 な 武器 、 ボ ポ ボウガン 投 近 戦闘 の 主役 。 コ ン ノバ ッ ト ナイ ブフ の 税 め られ た 力 | 
ゲー ム に 登場 する 主 な 火器 に つい て ざっ と 眺め て きた が 、 ボウ ガン が 使え る 冷 器 な の に 比べ て 、!1』『 2 と も 堂々 ら 
次 に 非 火 薬 系 の 武器 (中 国 で は これ は " 冷 器 " と 表現 する 。 さ の 最 弱 武器 に 輝い て いる の が コン バッ トナ イフ だ , 補 
す が 、 中 国 の 意訳 の セン ス は さす が だ ! ) に つい て や も 見 て み 実際 、 ゲ ー ム で この 武 を 使う 人 は ます いな いた だ ろう 。 銃 上 
泡 あ 。 の 弾薬 が 切れ た と し て も 、 こ れ て 戦う の な ら 、 と っ と と 逃げ | ら 
冷 器 の 中 で 目立つ の は 、『 2』 を クレ ア で プレ イ し た と き て 弾薬 を 探し た ほう が いい くら い 、 ま る で 役に立た な い 武 器 「 コ 請 4 | 
に 交 場 する ポ ボウガン だ ろう 。 こ れ は 、 人 AM つ 
きど き 出 て くる クロ ス ボ ウ ( 符 ) の こ 十字 に 組み 合 で は 、 実 則 で は と うな の だ ろう か 7? ら 
4 0: 信和 提 放 し り T を 0 ナイ フ が 有効 に 使え る の は 、 自 分 の 手 が 届 く 男 囲 の み だ か 
武 番 だ 。 - ロ ッ パ で は 古く 中 世 初 期 か ら 使 われ て お り 、 相 ら 、 辛 近 距 離 の み で ある ,。 そし て 、 こ こ で の コン バッ トナ イ 
1 あげ て いる 。 発射 の シス テム な どか ら 見 る と 、 弓 フ は 、 こ れ 以 上 な い ほ と の 剣 呑 極まる 武器 に 変貌 する の で あ 中 
と いう より る 銃器 に 近い 。 目 の 位 置 ま で 上 げ て 撃つ た め に 狙 る 。 
いも 正確 で 、 か つ 玉 の 力 を 用 いる た め 、 威 力も が な り 高い の 銃 益 は 本 来 、 飛 び 道 具 で ある 。, 0 
が 特徴 た 定め 、 引 き 金 を 引く と いう 一 連 の 動作 を 行わ な けれ ば 武 問 
クレ ア が 使っ て いる シー ン な ど を ゲー ム で 見 る と 、 プ ジ ョ ッ 。 し て は 役 に 立た た い 。 こ 人 の た め 、 コ ンマ 1 MAMEs 
と 飛ん で いっ て 刺さ 2 な の で 貧弱 に 思え る が も 知れ な い で は 非常 に 扱い に くい うえ 、 攻 撃 ま で の プロ セス に 相当 の 時 
が 、 実 際 に は 閉 甲 を っ た 騎士 を 殺せ る ほど で 、1139 年 、 間 が か か っ て し まう の で ある , ナイ フ な ら 妨 先 を 袖 さ せる た 
時 の ロー マ 教 皇 イ 9 や ン テ ィ ウ ス 2 世 が | 神 と キリ スト 教徒 け で いい だ か ら 、 こ の 差 は か な り 大 きい と いえ る だ ろう 
の 団結 の た め に 有害 」 と し て 使用 禁止 令 を 出し た くら い 痛 力 な と は いえ 、! バ イオ ハ サ ザ サー ド !」 の 戦闘 は 、 基 本 的 に 近接 戦 
武史 だ っ た 。, 特に 14<15 世 紀 に 渡っ て 行わ れ た 英 仏 百 年 戦争 語 で は な い , 第 一 、 腐 っ た 死体 を Js 好 ん で 格闘 を 仕掛 け 
の 頃 ま で は 戦場 で 非常 に 重宝 され 、 ひ と た び 戦 争 が 起こ る と 、 る の も ナン セン スズ な 詰 だ 。 轄 局 の と こ 7 ヴイ プ 
全国 諸侯 が 欧州 ー ク ロス ボワ の 扱い に ント の 低い 評価 は 、 こ うし た 観点 か ら 人 た る 叫 ろ ろう 。 た 
ノバ の 備 兵 隊 を こそ っ て 許 い 入れ る の が 常 だ っ た の で ある , 百 だ 、 ダ メー ン が 低 す ぎる 嫌い は ある 。『 1 』 で は 『 の 
年 戦争 初期 に お い ~ へ 、 アグ ェ ノ バ 備 挫 隊 を 雇い 入れ た フラ ンス 王 ル ヒ ッ ト な ども あっ て 、 ま だ 使え た の が 、『 2』 で は 成 力 が 
が 、 全 軍 の 意志 の 不 統一 か ら イ ンク ラン ド の 長 弓 部 隊 ( ロ ンク 下げ られ た うえ に 、 障 害 物 が ある と 引っ か か っ て 使え な いと 
ボウ メン ) に 敗れ た た め 、 中 世 社 会 を モデ ル に し た ファ ンタ ン いう 攻 表 げ 表 で うい て し まっ る だ 。 ここ 移 で は 】11】4 降 当 シバ パッ 
ー ゲ ー ム な ど で ル ー ル 的 に 軽 ん じ ら れ 、 そ の 影響 力 の 残る コン ナチ イブ 和 交 ダブ ッッ し た プレ イヤ ー で も る 、。 ちょ っ と お お 補 
ピュ ー タ RPG な ど で も さほど の 効果 は 与え られ て いな い の だ 下げ だ る つう 。 生 所 て マー アック な アグ ク ション ゲー 雪 一 用 の 葉 
が 、 そ の 実力 は 傷 れ な い 。 特に 近 距 離 で は か な り の 威力 を 発揮 だ な っ で じ っ 6 の ナイ フ の 現代 戦 に お ける 位置 づけ 
する 。 か ら 考 える と いさ さか 残念 で ある , 
いか が だ ろう か 2? 次 回 の プレ イ で は 、 是 非 こ こ で の 話 を 思い 返し な が ら 遊 ん で みよ う 。 きっ と 、 今 ま 1 か な か っ た 制作 者 の こ だ 


わり の 凄 さ が 見 えて き て 、 一 層 ゲ ー ム を 深く 楽 し め る は すず だ 。 た だ 、 や それ (は ほ あ くま で 老 ゲ ー ム の 中 の こと 。 現実 に 振る えば も ちろ ん 犯 
罪 で ある し 、 基 本 的 に 所 持 す る だ け で 十分 犯罪 と な る 。 ま た 本 来 、 殺 傷 を を 目的 と し て つく られ て いる 武器 を 、 素人 が いい 加減 に 触る 
と いう 行為 自体 、 極 め て 危険 で ある こと も 忘れ て は な ら な い 。 
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。 入 YA ES 


全 世 界 で トー タル 300 万 本 以上 も 売れ た と いう | バイ オハ ザー 
ド 2j。 日 本 だ け で は な く 海 外 で も 人 気 が 高 いこ と は 、 発売 か 
ら 4 カ月 (日 米 同時 発売 ) が 過ぎ た '98 年 5 月 末 現 在 、 未 だ に アメ 
リカ 売り 上 げ ラ ンク の トッ プ 10 か ら 脱 落し て いな いこ と で も 分 
か る 。 その 裏 に は こん な 事情 が あっ た 。 「 バ イオ 2」 の 海外 版 
「Resident Evil 2」 は 海外 ユー ザー の 傾向 に 合わ せ て 、 各 種 フ ィ 
ー チ ャ ー に 調整 が 施さ れ て いる の だ 。 そ の 中 に は 日 本 版 か ら の 
大 幅 な 変更 部 分 も 見 受け られ る 。 ア メリ カ 版 | Resident Evil 2. 
を 例 に と っ て みよ う 。 

タイ トル は 「Resident Evil 2. と 訳 さ れ て いる 。 日 本 の ゲー 
ム が 海外 で 紹介 され る と き 、 た ま に 原 題 か ら 離 れ た 名 前 が つけ 
られ る こと が ある 。 例え ば タイ トー の 「 パ ズル ボブ フル.」 は 
「Bust A Move、 に な っ て いる 、 な ど 。 前 作 に 付け られ た 名 前 、 
“Resident Evil"” と は 「 居 住 し て いる 悪 吉 」( つ まり 、 い わ ゆ る 
「 地 縛 填 ] か ? ) と いっ た 意味 。 そ の 名 を 踏襲 し た 本 作 の パッ ケ 
ー ジ も 、 日 本 版 と は 異な る それ っ ぽい デザ イン (悪意 の こも っ た 
視線 で 覗く モン スタ ー) に な っ て いる 。 た だ 、 ゾ ン ビ に し て は 目 
の 力 が 強 過 ぎ 、G に し て は 腐り 過ぎ な の が 少々 気 に な る と ころ 
だ 。 さらに 、GameFan 誌 の レビ ュー の 抜粋 が 刷り 込ま れ て い 
た り 「 成 人 向け 」 の マー ク が 入っ て いる あたり 「 文化 の 違い ] と い 
う も の を 感じ させ る 。 パ ッ ケ ー ン ジ を 開け る と レー ベル 面 の デザ 
イン る 違う 。 日 本 版 が 赤 青 で 色分け され て いた の に 対し 、 レ オ 
ン と クレ ア が その まま ディ スク に 印刷 され て いる 。 日 本 の シェ 
ンタ ー は 通用 し な い の ね 。 





し か し 、 な ん と いっ て も 一 番 イ ン パ クト が 強い 変更 は ゲー ム 
オー バー 画面 の エフ ェクト が 存在 する こと だ ろう 。 主人 公 の 体 
力 が 尽き る と 画面 が 一 瞬 ホ ワイ ト ア ウト し 、 そ の 後 暗 転 。 モン 


スタ ー と 倒れ た 主人 公 だ けが 痢 の 中 に 取り 残さ れ 、 画 面 い っ ぱ 
い に 血 飛 涼 が 飛び 散る 。 そ こ に 被 さ る 血 文 字 の [ YOU DIED」。 
や が て ぐる ぐる と 回 りな が ら カ メラ が 上 に 引い て いき 、 た た だ 匠 
く の は モン スタ ー の 昌 只 音 だ け …。 横 の 写真 3 点 は 、 特 選 ・ 三 
大 嫌 な 死に 様 シ ー ン た 。 特に 即死 攻撃 の ある ゴキ ブリ の ゲー ム 
オー バー 場面 は 相当 と ん で も な い 。 写真 の モデ ル は エイ タ た だ が 、 
判別 が 付か な いく らい ゴキ ブリ に 覆い 尽く され て いる 。 ゴ キ フ 
リ が 四方 か ら 死 体 め が け て 飛ん で くる し 。 

また 、 タ イト ル 横 の 血 飛 洲 は ゾン ビ 犬 の 立て た も の 。 この 画 
面 は 連続 写真 が 載せ られ な か っ た の が 残念 な くら い リ アル な 仕 
上 が り に な っ て いる 。 頸 動脈 と お ぼ し き 部 位 に 噛み つき 、 頭 部 
を 左右 に 振る ゾン ビ 犬 。 肉 が 食い ちぎ られ る 度 に 血 飛 涼 が 立ち 、 
主人 公 が 力尽き る と ちゃ ん と 遠 咲 え スタ イル て 雄叫び を 上 げ 





ロン eS に SSISZCREOSSEKRPTTS ti EAI の 

NGK ES に なでる 
9 中 こく 由 ) 人 い 
層 ー 上 gi7 お ジ 
』 冬 】 きき が な な の R 隊 紅 8 
"4 デ 3 03 <: に ES 
0 / 昌 8 生 泊 R 6 隊 
2 い 加 RS は ト は な 2 の 4 






mRESIUEIINEMI 暫 


る 。 海外 だ け の お まけ エフ ェクト と は 思え な い 程 、 作 り 込 まれ 
て いる シー ン だ 。 

実は 、「 バ イオ ハザード ディ レク ター ズ カ ッ ト 」 に 添え られ た 
「2! の 体験 版 に は この 演出 が 存在 する 。 し か し 、 諸 事情 に よっ 
て 日 本 版 で は カッ ト さ れ 、 成 人 指定 を 受け た 海外 版 で は 残さ れ 
た わけ だ 。 く らく ら す る 程 凄惨 な 画面 、 こ れ が 削ら れ て し まっ 
た の は 少々 残念 だ 。 


室 人 三品 少 。 


に レゴ リオ を る / ロ ルッ 有 
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他 の 場所 で も 細か いと ころ で 難易 度 の 調整 が され て いる 。 
『 バ イオ ハザード 」 で は マス ター アッ プ 直 前 まで 標的 に オー ト で 
JMAyh な AN 
が 、 海 外 版 の 'Resident Evil 2」 の 初期 設定 は まさ に 手動 モー 
ド 。R1 ボ タン を 押し て も 英 を ター ゲッ ティ ンク し て くれ な い の 
KG レア = ンタ まく に ある ハ ミネ 7 ま 487』 に 1 の 8: に 導 ニ 交 の cg さす 
。 < 誠 。 ソン ヒ に 囲ま れ て 食わ れる クレ ア 。 

人 痛々 し い 。 


G-V の 殺さ れ 方 。 レオ ン が 鋭い 牙 に 買 か 
れ て いる 。 








ゴキ ブリ 嫌い で な く と も こう な り た 
く な い 死 に 様 た 。 





いけ な い 。 
は より シビ ア な 難易 度 が 求め られ て いる よう だ 。 


さす が に オプ ショ ン で 自動 照準 を 選べ る が 、 海 外 で 
コッ クシ を > だ ゴ /) 


配置 も 変え られ て ゾン ビ の 数 が 増え て いる 。 敵 の 体力 の 数 値 も 
増加 され て いる らし い 。 


| Resident Evil 2」 に 


は テキ スト 部 分 の 翻訳 に と ど ま ら な い 


様々 な バラ ンス 調整 が 施さ れ て いる 。 海外 の PS ソフ ト は 日 本 


で は 容 朝 に 遊べ な い の が 現状 だ が 、 
の 9 人 5 て っ 1 の ゆ 》/ 
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英訳 され た 説明 文 。 


ちな み に 会 話 の 字幕 は な く な っ た 。 せる KK, Germany、 


Resident Evil 2 は アメ リカ で は ど と の くら い 売 れ 

まし た が か? 

「 Resident Evil 2」 は 世界 中 で 300 万 本 以上 販売 され 

まし た 。 アメ リカ で ほ 、 この ゲー ム は 1 月 か ら 2 月 まで 、 
発売 後 6 週間 の 売り 上 げ で 110 万 本 以上 売れ て 、 プ レ 
イス テー ショ ン の 過去 の 記録 を 破り まし た 。 そ し て 、 
プレ イス テー ショ ン の NO.1 ゲ ー ム と し て 好調 に 売れ 
続け て いま す 。 


yy だ レイ セー キオ コウ の この xd テン ルル 

原題 は アメ リカ の 商標 登録 の 制限 の た め に 変え られ 
まし た 。「 Resident Evil」 と いう 名 前 は 1 作 目 の 内 容 に 
あと づい て いま す 。 


iResident Evil シン リー スズ は 世界 中 で 非常 に 人 気 が 
高い で す が 、 世 界 中 で は と の 位 の 売り 上 げ を 見 込ま れ 
て いま す が か? 

「Resident Evil と Resident EvilI2」 の 記録 破り の 成 
功 は 非常 に 嬉し いで すね 。 両方 を 合わ せ た 総 売り 上 
げ は 既に 世界 中 で 800 万 本 に の ぼっ て いま す 。 


この シリ ー ズ に 対す る アメ リカ の ファ ン の 反応 は どう 
で し た が か が? 

何 カ 月 も の あい だ 、!Resident Evil. は アメ リカ で 
NO.1 の ゲー ム で し た 。 ア メリ カ の ファ ン に は 非常 に 
愛さ れ て いま す 。「Resident Evil 2」 も 「1998 年 の 一 大 
事件 ] と 評 さ れる な ど 素 晴らし い 評 価 を 受け て いま す 。 


人 気 の あ る キャ ラク ター は 誰 で し ょ うか が ? 

2 人 の 主人 公 、 ク レア と レオ ン に は 非常 に 人 気 が あ り 
ます 。 ど ちら の キャ ラク ター を 好き な の か に ば は 武器 の 
好み も ある よう で すね 。 


1! パイ オハ ザー ド 2j ど Resident EviE 2」 で は と の 
よう な と ころ が 違う の で す が ? 

「Resident Evil2」 は 非常 に 挑戦 的 な 難易 度 に 変え ら 
れ て いま すね 。 





逆 輸 入 版 と し て ビ レイ も で 
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Manufaotured by R 


! 凡 分 か り づ らい が 、 こ こ で ゾン ビ が 日 
| 本 版 よ り 1 体 増え た 






当然 ここ で は 「 レジ デン ト ・ イ ー 
ウ ヴ ル 」 と し ゃ べ る 。 


1 ン 4 に は オリ ジ ナ ル と は 異な る 組 か い 仕様 調 東 が 衝 され て いる 。 そん な ロー カラ イ ウキ ネッ ル に こ ニ 
時 か ah Entertainment の トッ ド ・ ソ ー ソ ン 氏 に Resident Evil 2 に つい て お 話 を 伺っ た 。 


Q7. 移植 の 際 に と どの よう な こと を 心がけ まし た が か? 
A7. 日 本 の 開発 チー ム と 一 緒 に 難易 度 を 調整 し て 完璧 に 
な る よう に 気 を 使い まし た 。 


Q8. 他 に どの よう な ゲー ム を ロー カラ イズ し まし た が ? 

A8. カプ コン の ゲー ム は アメ リカ 向け に 少々 ロー カラ イズ 
され る こと が 多い で す 。 最近 で は 、! ブ レス オブ ファ 
イア 、」Mega Man Legends( ロ ッ ク マ ン DASH)」 
や 、 新 し いと ころ で [Rival Schools( 私 立 ジ ャ ステ ィ 
ス 学 園 )j な ど が そう で すね 。 普通 、 ロ ー カ ライ バズ は テ 
キス ト の 翻訳 だ な け に 限ら れ て いま す が 、 特 徴 が 多少 変 
わる こと も あり ます 。 


Q9. 今 ま で で 一 番 印 象 的 な ゲー ム を 教え て いた だ け ま す 
が か? 

A9. ワウ ! どれ か ひと つ を 選ぶ こと は 本 当 に 難し いで すね 。 
幸い に も カプ コン の ゲー ム に は 非常 に 印象 的 な も の が 
多い で すか ら 。 素晴らし い ゲ ー ム を 作る 日 本 の 開発 
チー ム に は 頭 が 下がり ます 。 


QG10.!Resident Evil2j を や り た いと いう 日 本 の プレ イ 


ヤー も 多い で す が 、 そ ん な 人 た ち に メッ セー ジ を ど と う 
二 。 

A10. 日 本 の ゲー ム フ ァ ン が アメ リカ 版 「Resident Evil 2」 に 
興味 が ある と 聞い て 嬉し いで す 。 デ ュ ア ル シ ョ ッ ク に 
対応 する な ど と 新しい 機能 が 追加 され た | Resident Evil 
2」 を ぜひ 遊ん で 欲し いで すね 。 

題名 変更 だ け で は な く 、 ' 人 





様々 な 修正 が 行わ れ て いる 
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AC シ ツル ルリ ニレ スタ アン 4P/2r4 


ゲー ム グ ッ ズ と 聞い て まず 最初 に 思い 浮か ぶ の は 、 ゲ ー ム 中 ーー Si 
に 登場 する キャ ラ が プリ ント され た 安易 な 商品 だ 。 だ が ここ で 較 2 | 


ee 


紹介 する バイ オグ ッ ズ は 、 そ うい う 既 成 の 枠 に と ら わ れ て いな 1 開 [ 還 
いも の ば か り で ある 。 キャ ラ が 前 面 に 押し 出さ れ て いな い の に 、 | に | | 
バイ オグ ッ ズ か ら は きち ん と 「 ら し さ 」| が 伝わっ て くる の だ 。 トト 2 | Bs [ | 
妃 の ゲー ム グ ッ ズ よ り パ イオ グッ ズ の クォリティ が 店 い の 。 | は 
は 、 企 画 段 階 の コン セプト ワー ク に よる と ころ が 大 きい 。 バ イ し TL 


オグ ッ ズ に お ける 「 ビ ジュ アル の 使用 を 控え る 」 と いう コン セ |  RPD 


プ ト は 、 こ れ ま で も カプ コン キャ ラ の グッ ズ を 企画 し て きた 、 | 悦 隊 に 
同社 の キャ ラク ター ライ ツ 事 業 部 か ら 発案 され た 。 こ の キャ | 剛 剛 

ラク ター ライ ツ 事 業 部 に 所 属す る 佐野 氏 は 「 ラ イト ユー ザー さ 
ん と いう の は 、 ゲ ー ム は や っ て くれ て も その グッ ズ ま で 欲し い 
と は 普通 思わ な い 。 だ か ら 単 に ソフ ト が た くさ ん 売れ た と いう 
の を 背景 に 商品 化 の 企画 を 下さ る と ころ は 基本 的 に お 断り し 


5.T シ ャ ツ (RLP.D. 
\Y8.5007S*M/ コ ッ ト ン 1 





誤っ た イメ ー ジ か ら 暴 力 的 な 発想 に 結び 付け て し まう こと を 
カプ コン 側 は 極力 避け る よう 努め た よう だ 。 制作 時 に は 、 グ 
ッ ズ が 消費 者 に 与え ん る イメ ー ジ や 影響 も 十分 考慮 され た 。 そ 
れ 故 バイ オグ ッ ズ に は 、「 恐 怖 そ の も の 」 より 「 恐 怖 の 一 歩 手 
前 | を 演出 する 工夫 が 随所 に 見 られ る 。 そ れ は ゾン ビ や クリ ー 
チャ ー か ら 醸 し 出さ れる グロ さ で は な い 。 キ ー ホ ル ダ ー は そう 
し た コン セプト の 試行 錯誤 の 末 に 完成 し た 商品 の 好例 だ 。 当 に トド 3 UBS3IE BBHRSHESSlg5 
初 こ の アン プル 型 の 商品 の 中 に は 、 血 管 を て イメージ し た 赤 と | 人 ( 商 肝 間 

青 の ワ イヤ ー を コイ ル 状 に 巻い て 入れ る 予定 で あっ た 。 だ が 試 較 較 器 

作品 は 「 恐 怖 の 一 歩 手 前 ]」 と いう 演出 と は 程 速 いも の で あっ た 
と 言う 。 そ こ で 中 身 を 全部 抜き 、 シ ンプ ル さ の 中 に 冷た さと 
無機 質 さ と を 同居 させ た イメ ー ジ だ け を 残す こと に し た の で あ 


の ( NM ) 必 1 リリ | 
補 | て いま す 。 ま た ゲー ム 自 体 が グロ テス ク な 表現 を 含ん だ も の で | - 】 間 間 
て うっ 有 に 4 1 』 
| すか ら 、 誤 解 を 生む 様 な 子供 向け の 商品 は 避け て いま す 」 と 、 | 幼 、 4 

三 | 的 確 な 分 析 の も と で 製作 され た バイ オグ ッ ズ の 姿 を 語っ て く 軸 | | 

電 。 

「 バ イオ ハザード 」 は 様々 な 意味 で 世間 を 騒が せ た ゲ ー ム で | に に し | 

ある 。 残虐 表現 の 意味 を 知ら ず に ソフ ト を 買っ た 特に 子供 が 、 | の 開 昌 

5 3 

ロ 

= 

で 〇 つ 

二 


る 。 現 在 発売 中 の キー ホル ダー に は 改善 後 の カ ラフ ル な 液体 | | 議 和議 粒 oohe nu ーー 
が 注入 され て いる が 、 既 に 完売 と な っ て いる 初期 バー ジョ ン し | | | | | | | 還 | 呈 敵 隊 
の キー ホル ダー の 中 身 が 空っぽ な の に は こう し た 背景 が ある の 

だ 。 し | | ei | | | | el 必 吾 


ゲー ム の 対象 年 齢 の 高 さ か ら 、 バ イオ グッ ズ は クォリティ を 
重視 し た も の に も な っ て いる 。「 例 えば ZIPPO で す が 、 コ レク | | 2 | | 叶 開 
ター さん に も 評価 し て 頂け る も の に し た か っ た の で 、 こ れ は ち 生 関本 mm 靖 開村 
ゃ ん と エッ ジン グ し て も ら っ た ん で す 。T シ ャ ツ 類 も 一 回 着 た | 9 0000/ ヤ ル 9 凍 語 肌 
ら ボ ロボ ロ に な っ た の が 『 バ イオ ハザード 」 の 商品 だ っ た ら 嫌 
じゃ な いで すか | と 、 ク ォ リ ティ へ の こだわ り を 佐野 氏 は 熱 っ 
ぽく 話す 。 確か に それ ら を は じ め 、 アク セ サ リ ー や 服飾 類 な ど 、 
バイ オグ ッ ズ に は 各部 に 細か な 配慮 が 感じ られ る 。 T ン シャ ツ が 
ダブ ル タ グ に な っ て いる の に 、 気 付い た 方 は いる だ ろう か 。 上 
の タグ に は 黒字 に 赤 で 『BIO HAZARD] の ロゴ が プリ ント され 、 時 
その 下 に メー カー の タグ が 縫い 付け られ て いる の だ 。 佐野 氏 が | 上 鞭 
選ん だ T シ ャ ツブ ラン ド は 、 そ の 素材 の 良さ と 丁寧 な つく り で 唱 、 


i の ボタ シ 
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定評 の ある 「FRUIT OF THE ROOM」。 こ うし た ステ ー タ ス の 
ある 会 社 と 組め ば 、 そ の ブラ ンド の ファ ン に も バイ オ を 知っ て 
も ら え 、 ひ いて は 次 作品 に より 多く の 人 間 の 関心 を 向け させ 
る 相乗 効果 も 期待 出来 る 。 

[ゲー ム の コア ユー ザー だ け に 向かっ て 商売 し て いる と 視野 
が 狭く な る ん で 。 新しい 切り 口 で グッ ズ 展 開 を 行え ば 、 ゲ ー 
ム を 知ら な い 人 に も る 商品 を 通じ て 興味 を 持っ て も ら え る し 。 
2WAY で 考え て いま す 」 と も を 佐野 氏 は 言っ て いた 。 その 言葉 か 
ら は 、 キ ャ ラ の 消費 に つい て 熱 慮 する カプ コン の 姿勢 と モノ づつ 
くり へ の プラ イド 、 そ し て イメ ー ジ の 定着 を 考え た 上 で ゲー ム 
グッ ズ 商 戦 に 臨ん だ カプ コン の 賢明 さ が う か が える 。 

こう し て バイ オグ ッ ズ は ' 97 年 の 9 月 末 に 発売 され た 。 カ プ 
コン は 約 1 年 か け て これ ら の 商品 を 「 バ イオ ブラ ンド 」| と 呼べ 
る 位置 に まで 引き 上 げた いと 考え る 。 小 ロッ ト で 製造 を お こ 
な っ て いる の も 、 グ ッ ズ ー つ 一 つ に 稀少 感 を 持た せる た め だ 。 
「 グ ッ ズ の 販促 に ゲー ム ソ フ ト は 使っ て いき た い 」 と いう ライ 
セン ス 担 当 者 の 逆転 の 発想 に よる 意気 込み が 、 バ イオ グッ ズ 
の 商品 そし て 魅力 に 繋が っ て いる の で ある 。 
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A と て に シル アク を し の ポ 尼 3、 


< 1 - | ァ ン ー 
商品 | 価格 | 発売 元 
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較 バ イオ グッ ズ は 98 年 1 月 より 全国 の タワ ー レ コー ド で 発売 中 で す 。 
上 記 の 商品 に つき まし て は 、 あ くま で も 企画 候補 に な り ま す の で 、 変 更 が ある こと を 御 了 承 
下さ い 。 


各社 問い 合わ せ 先 
東京 ファ ント ム :0424-72-6411 ザ ・ リ アル ・ マ ッ コ イズ ・ ジ ャ パン :03-3464-7090 
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1 イ ボ と が 2 実録 、 こ れ が パイ オハ ザー ド だ 


だ ア ペ 


みな さん 、 身 体 の どこ か に イボ が で きた こと 、 あ り ま すか ? 
ぼく は あり ます 、 也 ず か し な が ら 。 小学 生 の 頃 、 体 育 の 授業 中 
に ふと 気づい た の で す 、「 お や 、 こ の 膝 の 内 側 に ある か わい い ポ 
ッ チ は な に か な ? |」。 ころ ころ プニプニ し た 手触り が お も し ろく 、 
それ か ら 暇 な 時 と か し ょ っ ちゅ うい じ く っ て た の で す が 、 そ い 
つが 1 個 増 え 、2 個 増え 、 計 5 つの イボ イボ に な る の に さして 時 
|2 を y/42E ネ に の 時 「 

イボ 。 こ れ も ま た ウィ ルス の 仕業 で す 。 そ う 、 バ イオ ・ シ リー 
ズ で キー と な っ て いる 、 あ の | ウィ ルス 」。 最 近 准 で も や た ら 話 
題 に た っ て いる よう で す が 、 そ も そ も ウ ィ 
ルス と いう の は 一 体 何者 な の で し ょ う 
か ? | 
それ は と て も 小さ な 存在 で 、 電 子 顕微 
鏡 で し か 見 る こと が で きま せん 。 構造 は 
単純 で 、 遺 伝 情報 で ある DNA か RNA の 
どちら か と それ を 保護 する タン パク 質 の 
カプ セル に よう て で き で いま す 。 生 牧 な 
の が か 無生物 な の か 、 は っ きり し た こと は 
わか っ て いま せん 。 動物 だ け で は な く 植 
物 、 は た また 細菌 の 中 に まで も ぐり こみ 、 
そこ で 自己 増殖 を は か る の が 仕事 。 そ の 
結果 と し て 、 宿 主 の 体 に さま ざま な 影響 
を 及ぼ す の で す 。 

今回 [バイ オ 2 」』 に 登場 し た [Gー ウ ィ 
ルス | は 、 人 間 の 身体 を 劇 的 に 変化 させ 、 
見 る も 無残 な 生体 兵器 へ と 変貌 させ て し 
まう 恐ろし い ウ ィ ル ス で し た 。 で も 身近 
な ウィ ルス だ っ て か な り 怖 い 。 ウ ィ ル ス 
に よっ て 起こ る 病気 の 名 を ちょ っ と 挙げ て みた だ け で も 、 天 和 然 
、 は し か 、 風 疹 、 イ ン フ ル エ ン ザ 、 日 本 脳炎 ……: と か な り 目 
つき の 悪い 方 々 が ズラ リ 。 で も 、 こ いつ ら は ちゃ ん と 注射 で 予 
防 で きる か ら ま だ いい 。 イ ボ は 予防 も で きず す 、 ま た 一 度 で きた 
らし つっ こく 悩ま され る 、 実 に 性 悪 な 病気 な の で す 。 

イボ を 作る の は 、 パ ポ パ ウ ィ ル ス の ひと つ 、 ヒ ト 乳 頭 腫 ウィ 
ルス 。 大 き さ 5055 ナ ノ メ ー ト ル 、 正 20 面 体 球状 で 、 表 面 に 
72 個 の 小 突起 を 有する 粒子 で す 。 人間 以 外 に 感染 する こと は 
あり ませ ん が 、 人 間 、 と くに 自分 の 体 の あちこち に は バン バン 
うつ り ま す 。 し ば らく し た ら 、 膝 の 内 側 に あっ た 5 つの イボ イボ 
は 、 も う 片 方 の 膝 の 内 側 に 3 個 ば か り 転 移し て いま し た 。 年 が 








ら 年 中 半 ズ ボン の 馬鹿 な ガキ だ っ た せい で し ょ う 。 そ の うち 手 
足 の 指先 に も 飛び 火 し は じ め 、 さ す が に 親 も ヤバ イ と 思っ た の 
か 、 ぼ ぽく は 医大 の 皮膚 科 に 連れ て いか れ ま し た 。 

そこ で 先生 に 奨め られ た の が 、「 ナ ス の ヘタ 療法 ]」。 な ん と 、 
患部 に バン ド エ イ ド で ナス の へ ヘタ を 貼り つけ ろ と いう の で す 。 
お い お い 、 こ ちと ら 「 イボ コロ リ |」 と か だ っ て 一 応 試し て か ら 来 
て ん だ か ら 、 そ ん な 民間 療法 みた いな こと や ら す な よ 、 と 子供 
心 に 思っ た も の で す が 、 こ の 「 ナス の ヘタ 」、 こ いつ が また 全然 
0 業 を 煮やし て 再度 同じ と ころ へ 行く と 、 先 生 
_ は 仕方 な さそ うに 言い まし た 。「 で は 、 液 
_ 体 窒素 を 使い まし ょ うか 」|。 そ し て お も む 
ろ に 取り だ され る 怪し げ な ツボ 。 先生 が 鞭 
を 空け る と 、 そ こ か ら 魔 法 の ラン プ よ ろ し 
く 真 っ 白 な 煙 が 立ち の ぼり まし た 。 ぼ ぽく は 
本 能 で 、 は や く 帰 ら な きゃ 、 と 思い まし た 。 
液体 窒素 と いう の は な ん な ん で し ょ う ? 
それ は 気体 で ある 窒素 を ヤケ クソ に 冷や 
し 、 文字通り 液化 させ て し まっ た 、 摂 氏 
塞 下 196 度 の クー ル な 奴 で す 。 要 する に ド 
ライ アイ ス の 化け 物 み た いな も の で 、 そ い 
つ を 綿棒 に 浸し 、 そ の 超低温 で も っ て 愚 
部 を [| 焼い て ] し まお うと いう の で す 。 生き 
な が ら 肉 を 焼 か れる 。 それは 治療 後 、 帰 
宅 す る 途中 で あま り の ショ ッ ク に 脳 貧血 を 
起こ し 、 親 に また 病院 に 連れ て いか れ そ う 
に な っ た ほど の 痛み で し た 。 そ れ で も る 治療 
中 、 ジ ュ ウ ー と いう 自分 の 肉 が 焼け る 音 
を 聞き な が ら 、「 こ の 際 く た ば れ イ ボ ど 
も ! 」 と 歯 を くい し ば り 泣 きだ さなか っ た こと は 、 あ の 時 の 自分 
の た め に ここ に 書き 記し て お いて あげ る べき で し ょ う 。 よ く 頑 
張っ た よ 、 お れ 。 か くし て ぼく は ウィ ルス と の 闘い に 打ち 勝ち 、 
と MR< ら 1 と 87 の ニレ 2 の y/ お 

し か し 、 ぼ ぽ ぼく が ウィ ルス の 真 の 怖 さ を 知っ た の は その あと で 
し た 。 あ る 日 、 妹 と 遊ん で いる 時 ふと 彼女 の 定 を 見 る と 、 そ の 
甲 に ひと つ 小 さ な ボ ポッチ が …… ギャ ー! 幸い 、 そ れ は 「 イボ 
コロ リ 」 で 倒す こと が で きま し た が 、「 バ イオ ハザード 」 の 本 当 
の 恐ろし さ は 、 和 被害 者 が その まま 加害 者 に な っ て し まう 、 と い 
うと ころ に ある の で は な いか と 思う わけ で す 。 
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UpenInd 
MOVIe 


に じ ス スリ ア ルル ョ ピン ルン 0 スン 衣 生 うこ 
クレ ア と レオ ン 。 彼ら 二 人 が 静まり返っ た 
町 の 異常 、 ゾ ン ビ と 化し た 住民 た ち に 気 が 
つく まで に そう 長い 時 間 は か か ら な い 。 製 
いか か る 危機 か ら 逃 れる た め 、 安 全 を 求め 
警察 緒 に 向かう …。 

この 5 分 間 に も 及ぶ オー プ ニ ン クム ー ビ 
ー は 、 す べ て CG で 作ら れ て いる 。 そ の ク 
に に と キキ 1A 生 5762 た す リル:』 
ゾン ビ の 動作 や 、 足 下 に か ら み つく ソン ビ ピ 
を 撃つ レオ ン の 表情 な ど 、 ど れ を と っ て も 
驚く ほど の 出来 だ 。 こ れ に は 登場 キャ ラク 
と た コノ) に 3 ソノ に し ルウ 月 コモ エニ レン レレ エル 
チャ ー が 使用 され た そう だ が 、 そ の 役者 の 
演技 が よく 反映 され て いる 。 ま た 、 カ メラ 
ワー ク や アン グル も 映画 的 な 雰囲気 が 良く 
現れ て お り 、 テ ン ボ も 良い 。CG 制 作 ス タ 
の し で の ay 

ー ビ ー を 制作 し 、 演 出 の 参考 に し た 程 の 
よう で 湯本 メ み お 人 
ラッ シュ シー ン も 模型 を 使っ て 研究 され た 。 
ゲー ム へ の 移行 も スム ー ス で あり 、 尊 入部 
分 と し て の 役割 を 十分 に 果たし て いる と 言 
える だ ろう 。 














広大 な アメ リカ 大 陸 ら し い 広 く 長 い ラ クー ン シ テ ィ ー へ の 道 。 暗雲 立ち こめ る この 道 の 
こ 、 思 いも よら め ぬ 出来 事 が 待ち 受け て いる の で ある 。 
















つい さっ きま で 死ん で いた は ず の 人 間 が 自分 の 足 を つか ん で 離さ な い 。 異常 な 世界 、 未 
知 へ の 恐怖 に 居 え 、 初 め て 人 (すでに ゾン ビ で は ある が ) に 向け て 銃 を 撃つ 。 
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ここ に 収め られ た 絵 コ ン テ は すべ て 、 神 
谷 氏 自身 の 手 に よる も の で ある 。 こ れ ら 
は ゲー ム の 制作 上 、 彼 が 思い えがく 各 ン 
ー ン の イメ ー ン や 流れ を 具体 的 に スタ ッ 
フ に 伝え る 役目 を 果たし た 。 本 人 曰く 
| ノリ で 描い た | も の らし く 、 場 が 盛り 上 
が る に つれ 字 が 大 きく な っ た り 、| | マー 
ク が 増え た り 、 描 き 手 の 興 蒼 が 手 に と る 
よう に 伝わっ て き て 眺め て いる だ け で 楽 
し い 。 し か し 、 こ れ ほ ど 勢 い の あ る 絵 コ 
シン テ な が ら 、 カ ッ ト 構 成 が 和 密 に 計算 さ 
れ 、 ご く 細 か な 演出 まで な され て いる 点 
は さす が 。「 バ イオ 2」 名 シー ン の 原石 、 
じっくり と 御覧 に な っ て いた だ きた い 。 





僕 、 ホ ラー も の が 苦手 な ん で す ( 笑 ) 
圏 


編 $ 月 並み な 質問 で す が 、 ま ず 、『 バ イオ ハザード 2J 
の 0 の の は どん な も の だ っ た の で し しょうが? 
神谷 閉 そ う で すね 、 や は り | 恐怖 ] と いう こと を 大 切 
必 し まし た ね 。 [| バ イオ] ン リ ー ズ が 広く 受け 大 れ ら 5 
れ た の は 、 な に より も 「 恐 怖 ] を 描い た と いう 斬新 さ 
の た め だ と 思う ん で す 。 そ の 部 分 だ け は 失わ な いよ う 
を ルル まし た 。 

編 多 た だ 、 同 じ 『 バ イオ 』」 シ リー ズ と いっ て も 、 や は 
同上 さん が 昌 仙 な っ で 作 られ だ た 1 ド と 人 6 
今回 は 神谷 さん の 色 が 強く 出 て いる と 思う ん で す が 。 
神谷 は い 。 前 作 が 正統 派 ホ ラー だ っ た と する な ら 、 
[ 2 」 で は アク ショ ン 映 画 の 雰囲気 を と り い れ た つも 
り で す 。 ス ケー ル ア ッ プ を 表現 で きる し 、 よ り 広 い 客 
層 に も アピ ー ル で きる 。 単純 に 僕 が や り た いこ と で も 
あっ た ん で す が ( 笑 ) 。 ハ リウ ッ ド 映画 的 な 、 エ ンタ 
ー テ イン メン ト 色 の 強い も の が 昔 か ら 好 き で し て 。 
編 $ 聞 いた と ころ に よる と 、 実 は ホラ ー 映 画 な ど は あ 
まり お 好き じゃ な いと か 。 

神谷 ~ 実は 好き じゃ な いん で す ( 笑 )。「1』 の 制作 中 、 
三 上 が 主要 な ホラ ー 映 画 を 30 て 40 タ イト ル 紙 に さら 
さら 書き だ し まし て 、[「 こ れ を 観 て こい 」 と 。 彼 は 学 
生 時 代 か ら マニ ア だ っ た ん で す よ 。 で も 僕 は 、 ア クン 
ョ ン 映 画 と か 感動 も の が 好き で 、 ホ ラー 映画 と か は 苦 
手 だ っ た ん で す 。 仕方 な く 家 で IDAWN OF THE 
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ー プ ニン グ シ ー ン 。『「1」 の カッ ト を うま く 流 用 、 
前 作 を 振り 返ら せ て くれ る 。 





DEADl」 を 観 た ん で す が 、 そ うし た ら 非 常に ブル ー 
に な まじ C ( 突 )6 

編 多 いわゆる 、 ロ メロ 監督 の 『 ゾ ン ビ 』 で すね 。 
神谷 考え え 、 あ れ っ て ハリ ウッ ド 映 画 と は 違い ます よ 





ね 、 ハ ッ ピ ー エ ンド じゃ な く て 。 見 終わ っ た あと 、 す 
ご く 絶 望 的 な 気分 に な っ た ん で す よ 。 も ちろ ん 非常 な 
ショ ッ ク を 受け た の で 観 て お いて 良かっ た と は 思っ て 
いま すけ ど 。 あと 、 サ ム ・ ラ イミ の 「 死 霊 の は ら わ た 』 
シリ ー ズ と か も イヤ で し た ね え 。 





神谷 
く 血 や ら 内 臓 や ら が すご く て 。 グ ロ テ ス ク さ を ギャ ク 
に な る まで 強調 し て 、 面 白 お か し く 見 せる と いう 。 あ 
あい う の は も う 本 当 に 駄目 な ん で す 。 


編 多 [バイオ 2 」 だ っ て スゴ いじ ゃ な いで すか 、 ゾ ン 
ビ が バカ ッ と 割れ た り と か 。 

神谷 二 そ う で すね 、 そ の 辺 は 割り 切っ て や り ま し た 。 
本 当 は 僕 も 「 夢 の ある ゲー ム が や り た いな あ 」| と か 選 
っ て る ん で すけ ど ね 、 な ん か 『 バ イオ 』 に な っ ちゃ い 
まし て ( 笑 ) 。 

編 ( 笑 ) 。 で も 逆 に ホラ ー 嫌 い だ か ら こ そ 、 居 さと 
いう も の が よく わか っ て 、 そ れ を 作品 と し て 出せ た ん 
4808 

神谷 評 そ う で すね 。 実際 、 チ ー ム の 人 間 に も ホラ ー が 
好き と いう 者 は と くに いな か っ た ん で す 。 だ けど 、 ど と 
う や っ た ら 遊 ん で る 人 間 を 怖がら せる こと が で きる の 
か 考え る の は 楽し か っ た で すね 。 ア イデ ィ ア を 思い つ 
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に 楽し そうですね 。 

| の 
で す が 、 み ん な 自分 の 考え た 部 分 の プロ グラ ム を 作る 
の は 異常 に 速い ん で す よ 。 け っ こう 手 が か か る ん で す 、 
恐怖 の 演出 と いう の は 。 カ ッ ト や 音 、 発 生 の タイ ミン 
グ な ど 何 度 も 繰り 返し チェ ッ ク し な く て は な ら な い 。 
G お も で つい いう の る も 目 分 の ら こ る だ けり は サル サ ソ とら やう て し 
まり ON ま 9 


細部 へ の こだわ り 
圏 


編 る 区 居 の 演出 と いえ ば 、 個 人 的 に は 窓 か ら た くさ ん 
手 が 出 て くる と と ころ で は 、 居 只 を あげ て し まい まし た 
( 笑 ) 。 

神谷 ああ 、 あ そこ 、 た ま に 僕 で も ビッ クリ する ん で 
ボ よ (和美)。 ハ クチ エック の と きど と か 、 出る と わか っ 
GUVG や 流し く ア レイ し で いる の る と 19 お ぉ っ う | と な う ( 
し まう 。 で も 手 っ て 怖い で す よ ね 。 以 前 聞い た 話 で 怖 
いと 思っ た の が 、 基 有名 女性 歌手 が カレ ンダ ー の 撮影 
を ずる と いう こと で 海外 に 条 つ だ た らし いん で す よ 。G、 
どこ か の 湖 を 背景 に 写真 を 撮っ て いた ら 、 そ こ が 目 殺 
の 名 所 で 、 後 ろ の 崖 か ら ひ と が 落ち て いく と ころ が 連 
続 写真 で 写っ て た らし いん で す 。 で 、 そ の 最後 の 着 水 
する 瞬間 の 写真 で 、 水 面 か ら 無 数 の 手 が ド バー ッ と … 














編 錠 うわ ー。 そ れ 本 当 の 話 な ん で し ょ うか ? 
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較 庄 レ オン 編 、 動 力 室 で の タイ ラン ト と の 死闘 。 
この 後 、 エ イダ と の 熱い キス シー ン へ 続く 。 





こ 話 っ ぽい で すけ ど ね 。 で も る 作り話 だ 
と し た ら 、 すご い の 作 っ た な ぁ と 。 ち な み に 、 あ の 手 
の 仕掛 け は 発想 と し て は 単純 な ん で すけ ど 、 結 構 こ だ 
わっ て 作っ て ある ん で す 。 通常 ゾン ビ の 手 っ て 指 四 本 
が 一 体 化 し て いる ん で す 。 で も や は り 、 指 に 表情 が な 
いと 怖 さ が 出 な い の で 専用 の 手 の モ デル を 作り まし 
2 

編 信 や は り そ こ まで し た か ら こ そ 、 あ の 居 さ は 出 て い 
0 0 こ 細 か く 捕 写 さ 
CGN ます よね お UM G の 、 表 周 じつに 答 6 の 
て 同じ よう に 手 を 突き だ し て いる 、 NO 
この も より リア チア ル に 

神谷 そう で すね 。 腕 な ど は 最初 か ら 突 きだ し て いる 
より も 、 は じ め は 下ろ し て 歩い て き て 、 人 間 が 側 ま で 
来 た ら 伸ばし て くる ほう が 真実 味 が あっ て イヤ だ ろう 
5 

編 人 を 他 の キャ ラク ター 達 の 挙動 に 関し て も か な り 力 が 
EN5MG い る な 思う だ ん で C す 9 か 
神谷 ええ 、CG ム ー ビ ー 部 分 に 関し て は モー ショ ン 
キャ プチ ャ ー で 撮っ た も の を 使っ て いる ん で すけ ど 、 
アマ チュ ア の 役者 の 方 に モデ ル を お 願い し て 。 素 人 が 
や づる. と 、 や (まり て それなり の 動き に な うし まう の 
と ど 呈 か が 陰 す か し そう だ つた り 送 天 げ さだ っ たり. レ 
オン に は レオ ン 役 、 ク レア に は クレ ア 役 な ん で てい うべ 
うに 、 ち ゃ ん と 担当 も いる ん で す よ 。 

編 多 素人 考え な ん で すけ ど 、 モ デル さん に は や は り 雰 
囲 気 の 似 て いる 方 を 選ん だ りす る ん で すか ? 








HIDE に | K 人 AMIIY 人 人 





BlilolnlAlzlAlRlpl Hz2l lllohlohl lelilellchl loll lilelbh 


証 2 ゴウ / ル まみ) / 『「 キ 、 ] Wake 
WC 金 2 し 時 ・ ンー ゲン ! 0 


ググ 7 
ンク 靖 ア へ 、] X -A み He る て (人 の 25 Er 
~ を し 79 人 9 人 9 癌 人 弘 0 
ANY びり EC で て う て ( た 、 で も すず X だ た 5 昔 ょ 34 が 
=A7 カ 。 ト C 9( カ H4 (9 と 2 が 7 る 計 3p 


NN 0 


ヽ T 5 2 6 J 


ィ 9⑨c 走り 劣る し カル 
も 5 7 (KS っ いい 


ここ で ーー 


y 1(X き 志 名 鈴 47 イ サーF. 


| X。 生 痛い 96 小 


の WW ( 和信 [- ゴ D 移 き 、 


MM 胡 MM 
奈 w 和 OS EAN “ 
0 生 2 4 ZTTI RW 
\ 6 
N 
数 つみ と る sg 74 放 2 Wa Re 1 // 


5 
AU (1 
8 六 , の 時 ー3 訪 か 人 ト し 罰 ま 6: 
、Uf< 関 も か ぐ ( 朗 2 


らら pecial LOn In も PVIW 





神谷 う で すね 、 あ る 程度 は 影響 する の で 。 

編 そ う 言 え を ば 、 な ぜ エ イダ だ け は CG ム ー ビ ー が な 
いん で すか ? 

神谷 は は は (苦笑 )。 

編 多 非常 に 残念 だ っ た ん で す が ! せめ て あの キス シ 
0 クウ だ (で きき に し て < 欲し じ か う た と 、 全国 の 
07 アデ ョ ン 0826SSD (GUY の ん で まな いで し よう が 。 
神谷 開い や ぁ 。 ま あ 単 純 に 言え 々 ば 、 エ イダ の モデ ル を 
作る だ け の スケ ジュ ー ル 的 な 余裕 が な か っ た 、 と いう 
が ん ぐす ゆ ど 。 で も あの シェ ン 、 チム の 申 で は 
[業界 初 の ポリ ゴン の キス シー ン 」 と か 言っ て 喜ん で 
大 た で ぐす よ 。 









あつ た で すり 。 ポテ デン ラ ンク グ と エン ディ ンク 、 あ と 
掴み と な る リッ カー の 登場 シー ン で すね 。 あ と は ぜん 
ぶ 人 形 劇 に し よう と 。 レ オン と エイ ダ の あの 辺 の か ら 
み は 、 最 初 は あん な に 激しい も の じゃ な か っ た ん で す 。 
だ か ら 充 分 ポリ ゴン で いけ る だ ろう と 踏ん で いて 。 た 
だ 実際 シナ リオ を ゲー ム の 中 に 盛り 込ん で いっ て 、 カ 
ッ ト 割 っ た り コ ン テ 描 いて みた り の 演出 を し て いっ た 
ら 、 最 終 的 に は あん な に 派手 な 長め の イベ ント に な っ 
Gil ま 2598 の BIG 9 

編 多 な る ほど 。 で も いい シー ン で す よ ね 、 レ オン が 
[エイ 、 ダ ーッ | て 叫ぶ と と ろ 。 

神谷 わり と 僕 も お 気に入り で す 。 

編 多 と ころ で 、 声 優 さ ん は どの よう に 選ば れ た ん で す 












皆 カ ナタ の 方 だ ちな ん で すけ ど 、]1 キ ャ ラク クタ 
ー に つき 10 人 ぐら い ず つ 候補 を あげ て 、 デ モテ ー プ 
を 送っ て も ら っ て 。 こ っ ち で 聴い て 選ん だ ん で す 。 た 
だ アネット 役 の 方 は 、 声 優 さ ん で は な く 、 テ レビ に 出 
た り し て 活躍 され て いる 方 で し た 。 

編 る 声優 さん た ち は 苦 労 さ れ て いま せん で し た か 、 ゲ 
き メ の 吹き 込み お いう こと で 。 

神谷 生 そ う で すね 。 ま だ 映像 が で き て いな い 段 階 で 録 
る の で 、 そ の 場 に は 台本 し か な か っ た ん で す よ 。 こ こ 
は 早口 で 言わ な くち ゃ いけ な い 部 分 、 と か そう いう 細 
が く で 大 事 な と ころ が な か な か 伝わら な く て 。 だ か ら 
一 発 目 は 自由 に や っ て も ら っ て 、 こ ちら の 考え と 違っ 
た 場合 は 、|[ い や 、 そ こ は も っ と 緊張 し た 感じ で 」 と 
か 「 も っ と 穏やか に 」 と か 注文 し て 、 こ ちら で 作ろ う 
と し て いる 絵 の イ メー ジ を その 場 で し ゃ べ っ て 伝え た 
ん で す が 、 や は り 難 し か っ た らし く て 、 リ テイ ク が 何 
度 坦 上 二 @⑯ し まい まし た 。 

編 を ゾン ビ の 声 な ど は よく 聴く と 非常 に 種類 が 幅 富 で 










- ゾン ビ の 声 に は 、 結 構 ス タッ フ の 声 を 使い まし 
た 。 み ん な で 「 う 一 | と か 言っ て 。 僕 は ちょ っ と 取 ず 
か し か っ た ん で や り ま せん で し た けど ( 笑 )。 あ と 、 
レオ ン と か クレ ア の 声優 さん に 、 自 分 の ライ ン の と こ 
る が 終わ る た らら つの いで に | ツン ピ の 声 も や も やら. 」 と 
か お 願い し た り 。 そ れ に いろ いろ と 加工 を 加え て 使え 
と CX ゆ lP9/594D ぐ SC 
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ィ す な 了 有 a 机 で 六 笠 補 a 
ye 和 を tu 


エイ ダ と アネット の 遭遇 シー ン 。 


航 8 了 オ ) カト 


| X ②⑫4W 叙 xs を 5 急 4 ト 


作る すす 
宴 C は で 、「 ーー ん ?」2S05. 7 キト 9 
大 き ぁ 則 外 色 で 9 


い / 
In000(ONE 」 


の 「 好 か て 32 よ 」 
て (⑬ . て 79 


6 癌 場 人 ag 件 7 
と (すか ぅ 


て が ぁ 
9 ルス は る 克 

) イ し 入 と すす リタ ) rc 26: 破 を 下 に 
き %。 0 な ua)9 ト と 0 C の (中 
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5 シリ イレ 先 全 < ク し 7 


ンク 


2 ウト に らい 2 の 3 ニー リ 





個人 的 な 送 怖 体験 
問 


編 金 今回 『 2 か ら は プレ イヤ ー を 飛び 上 が ら せ て や 
ろう 、 と いう 意識 を 強く 感じ ます ね 。 | 陽性 の 居 さ 」 
で いう ん で し ょ うか が 。 上 1 上 と いう の は ほ 注 ら 突き 
と か 気味 の 悪 き と いう も の が 前 面 に 出 た 魅力 が あっ た 
eS CM きつ UN で ほ は の る とく エン タテ 
2 グリ Ne な つじ で C きく る と 。 

神谷 確か に そう か も 知れ ませ ん ね 。 


で す が 。 神谷 さ ん に お ける | 居 さ 」 と いう の は 、 ど うう 
MS ちこ や の だ つた ん で し ょ よう 。 

神谷 "うー ん 、 そ う で すね ぇ …… 8 

編 @ た と えば 、 ご 自分 が 生き て き て 一 番 怖 か っ た シ チ 
ge コン 6 うつ .MN つ だ (600 ぐし だ た 7 

神谷 。 僕 は 結構 勝 病 な の で 、 わ り と な ん で も 怖い ん で 
C 届 jigaad。 そう いえ ば 先日 、 部 屋 に 空き 巣 が 入っ た ん 
@⑥ の より 。 

編 侍 空き巣 で すか ! 

神谷 ええ 。 い つも と おり 会 社 の 寮 に 帰っ て き て 、 ノ 
フ に 鍵 を 差し た ら も う 開 いて いた ん で す よ 。 | あれ 
2 所 思 うつ 0G。 ド る 開 は た だ たら 、 て の と さき さ 星 だ つた 
GUN で / 褒 恒 が フウ ウ ーッ と 吹き つの くさ で クニ ラ 
二 つ け っ ぱな し で 出 て し まっ た の か 、 と 最初 は 思っ た 
ん で す 。 中 は 真っ 暗 な ん で す が 、 や た ら と 散ら か っ て 
いる の が わか る 。 前 の 晩 か た づけ た は ず な の に 、 な ん 








ウン ト ょ 7 
5 9 ト て De 4 


の と の ww が y 人 w 
emwy wf 


-o9g 区 シッ ー 


で こん な に 散ら か っ て いる ん だ ろう と 。 一 瞬 こ ん が ら 
が っ て 、 部 屋 を や た ら 汚 くし て いる 友達 の うち に 来 た 
の が な 、 な ん <G 選 うつ で し U ま うだ た だく らい だ っ た ん です 。 
で 、 電 気 つ け て みた ら も の すご い 散 乱 ぶ り で 、 そ の と 
さ は ちょ っ と 守 け が 走り まし た 。 

編 を 怖い で すね ぇ …… その ドア を 開け た と き に フー っ 
且 が の 60N う ンチ チュ エー マン ショ ン が 。 

神谷 ” 警察 呼ん で 、 い ろ い ろ 調 べ て も ら っ た ら 、 ま あ 
大 し た も の は 盗ま れ て いな か っ た ん で す が 、 そ れ か ら 
あの 部 屋 に 入る の が 少し 怖く な り ま し た ね 。 い ま 住 ん 
で いる と ころ で も 、 帰 っ て きた と き ド ア を 開け る の が 
怖い ん で す 。 開け た ら 、 中 に 誰か いて 襲い か か っ て く 
る ん じゃ な いか が 、 と か 。 と りあ えす 、 ド ア を ソー ニッ と 
開け な が ら 、 こ う 中 を の ぞい ちゃ っ た り は し ます ね 。 
編 移 そう 言え ば 、『 バ イオ 』 も ドア 開け る と き 怖 いで 
す よ ね 。 今回 、 一 度 だ け 扉 開け る 隊 に ゾン ビ が いき な 
り 旧 で くる じゃ な いで すか 。 あ れ の お が け で 。 ド ア を 
開 る と きい つも る 、 な に か また だ た 上 て で く る の G ほ 、 と 緊 
GII2 ま りう 6 

神谷 あれ は 最初 か ら 、 や り た いな ぁ と 思っ て 入れ ま 
し た 。 | 

編 @ 誰 か に プレ イ し て も ら っ て 、 そ の 反応 を ご 覧 に な 
りす る ん で すか ? 

し ます ね 。 面白 か っ た の は 、 う ちの スタ ッ フ で 
『「 ロ ッ ク マ ン DASH] の ディ レク ター や っ た 人 間 に 
や ら HG み 太ら 。 ビック しく 1 の も わら つて で ョ ント 
ロー ラー を 投げ ちゃ っ て ( 笑 ) 。 他 に も コン トロ ー ラ 









つど DCi 引 LOng ロ In も t@PVi 呈 ww “ 














と 物 す 593 人 4 
綴 を の 棚 和 2 ょ 
っ うし 宴 八 (WC て ( い 和 


[付く の 2 が 


46 に 作 人 け あ … 1 


多 取り s 7, 
放り 表 8 多 ?/ 


2 
(cl 
ー を 抜い て し まっ た 、 な ん て 話 も よく 聞き ます 。 あと 、 


ぼく 躍 が 駄目 な ん で す よ 。 
編 $ ざ 「 2 」 に も 出 て ます ね 、 虫 が 。 ゴ キ ブ リ 、 野 昧 、 






芋虫 は 僕 本 当 に 苦手 な ん で 、 ぜ ひ 出 そう と 。 芋 
虫 っ て 学校 の 理科 の 教科 書 に 載っ て る じゃ な いで す 
か 、[「 ア ゲハ の 幼虫 」 と か いっ て 。 あ の ペー ジ な ん か 、 
折っ て 重ね て 封印 し て まし た も ん 、 絶 対 開 か な いよ う 
に 。 も う 芋 虫 。 イヤ で イヤ で だ ま ら な いか ら 由 し た ん 
で す 。 あ と 、『 1 』 で キメ ラ と いう 名 前 の 敵 キ ャ ラ が 
出 て きた ん で す が 、 あ いつ を 倒す と ウジ 虫 が 飛び 英 る 
ん で す 。 あ れ も 僕 の 発案 な ん で す 。「 も う あ れ は イヤ 
だ お れ は 1 イ Y/ だ から あれ や 2 の う 9 | | と 09。 

編 胸 な る ほど ( 笑 )。 

神谷 ゴキ ブリ は 別に 怖く な いん で すけ ど 、 他 の スタ 
ッ フ に ゴキ ブリ 大 嫌い な 人 間 が いま し て 。 彼 に と っ て 
の ゴキ ブリ は 僕 に と っ て の 芋虫 や ウン 虫 な ん だ な 、 と 
思う と 彼 の 気持 ち が 非 常に よ に くわ か る ん で す 。 そ れ じ 
ゃ あ ゴ キ ブ リ も や っ て も ら お うと 。 で も 、 や は り 嫌 い 
な 人 間 が 作る と めちゃ くち ゃ イヤ な も の に な り ま す 
ね 。、 画 面 信 向 か つら で 飛ん で くる の が イヤ だ イヤ だ た だ 、 と 
か 言い な が ら 作 っ て る ん で す よ ( 笑 ) 。 





家 の 中 に ちょ っ と 大 きめ の 胸 昧 が 入っ て き て 、 テ ィ ッ 
シュ で つま ん で 、 悪 いん で すけ ど プ チュ っ て 殺し ちゃ 
7570G で 9 の の し 75 ら N 2 の 克 連 きつ (いう 漬 れる 
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感触 が 指 に じかに 伝わっ て きた ん で す よ 。 テ ィ ッ ン ュ 
の 量 が 少な く て 。 ち ょ うど と 和 世 攻 を 潰す 感触 と いう か 。 
編 - 6 
神谷 それ 以来 、 昧 を 見 つけ た ら ソ ーッ と 包ん で 、 
外人 民 捨 3 ぐる 上 うに し で まず けど と ね 

編 多 英 キ ャ ラ は 和気あいあい と 作ら れ た わけ で すね 。 
陸 (SU や だ | と の 言い な か の 

神谷 う 3Cde ね SN ほ く ら の ク 自 光 が な りう ② の さか 
っ た で す よ 。 他 の チー ム か らし ょ っ ちゅ う 苦 情 が 来 た 
くら いで す ( 笑 ) 。 


カッ ト の 美 し さ と ゲー ム 性 へ の リン ク 
嗣 


編 る 神谷 さん は 、 バ イオ ハザード に は 『1』 の と き 











編 ざ 最初 バイ オ ・ チ ー ム と いう の は 地道 に 研究 に 研究 
を 重ね て いて 、 傍 目 か ら は 何 を や っ て いる の か わか ら 
3 ポポ UI ショ チー ムル 選 呼 ば れ で いた な どき 5 半 
| だ コ し た が 。 

神谷 還 え え 、 い ろ い ろ 試 行 錯 誤 な ども あり まし て 。 
編 金 そう いっ た 中 で 『 バ イオ 』 と いう も の が 固まる ま 
で に 居 の くら いか か うた ん で すず が? 

神谷 うー ん 、2 年 ぐ で らい で すか ね 。 当 時 は まだ プレ 
ス 寺 が 軸 で いな く で て 、 ス ーー ハー ノア ミコ ロン が 許 浅 (。 
プレ ステ に 向け て な に か 開発 する と いう と き に 、 現 在 
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スワ ウィー ト ホ ー ム ② 〇 


〇 類 < 電 <@ 了 て を 
7 


ン ま 湊 て CK て 7 


この 2 っ 綱 信 ゆめ 6 と 5 
BN  、 
… うす 9、 (上 庁 く 電 溢 る 
カ W を か 737 2 た 7 
O we と と 同 CX. 
員 7u を 思 - 半 6 
に ォ . し 9 うけ 対 


イ ビ ー の 攻撃 パタ ニン マイ デア スケ ッ チ 。 


可能 な 技術 で ホラ ー と いう も の を どこ まで 表現 で きる 
9 がく と もい の こと で 研究 が 始ま うた だ ん で すま よ 。 で それ は 
も う 僕 が 入社 する 前 の 話 で すけ ど 。 で 、 そ の 後 、3 人 
いる 企画 の 内 の 1 人 と し て 入れ て いた だ いた ん で すけ 
(の 主 正 に 全員 【 ス ウィ デ ト ト ホー ム | を や ら さ れ 
大 0G の 、 昨 れれ | っ で 売 々 を W オ 1 と いう 
の は 、 あ の ゲー ム に 基本 コン セプト を な ら っ て いる ん 
で す 。 主人公 が それ ぞ れ 違っ た 特技 や 個性 を 持っ て い 
る と いう と ころ と か 、 ア イ テ ム を 持て る 数 に 限り が あ 
る 、 と いっ た 要素 な ど は 『 ス ウィ ー ト ホー ム 』| か ら 受 
け 継 が れ た も の な ん で す よ 。 あ と 、『「 バ イオ 』 と いう 
の は 立ち 上 げ 当 初 、 背 景 が ぜん ぶ フ ルポ リ ゴ ン の | プ 
レイ ヤー 主観 視点 ] で 表現 する 企画 に な っ て いた ん で 
す よ 。 最終 的 に は 、 フ ルポ リ ゴ ン で は 当時 ディ レク タ 
7827E=mEO0 イ メー ジン する よう な クオ リティ を 邊 3 


つ レ ズ コ が な 吉 多 | > 


し 3 到 も っ て 今 と ご さく で て 





つ 品 CI 引 | LOn ロ 1 ロモ 呈 VI 馬 WW 


ジャ ン ル : RPG プ メー カー : カプ コン 
機種 : フ ァ ミ コン グ 発 売 日 : '89 年 12 月 15 日 


人 な だ か 姜 ら 凄い 人 かしら 。 
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。 を ーーーーーーー ナ ーー /。」 


で サリ 4 本 6 
0 


ES 
MP 


※ 9 無線 の 内 窪 1 、「 市 民 刀 り 救助 り 声 上 変 


※ の 時 、 半 開き 確 段 WF7 め 刀 込 6 72 





ma が 中 じい どい うと な う C で 、 今 の 形 に な ちゃ ら た ん 
46 の 

編 る 固定 カッ ト の 、 い わ め る 客観 視点 で す よ ね 。 
神谷 は い 。 で も テー マ が | 恐怖 ] で ある こと に 変わ 
りな い の で 、 固 定 カ ッ ト な ら 固 定 カ ッ ト の 長所 を いか 
で の で ぞ 。 





NG が れれ 

神谷 較 は い 。 あ と 「『2』」 で は 「 見 られ て いる カッ ト 」 
な ど で す ね 。 真 佑 賊 や 長 ロ ング ショ ッ ト な ど は 、 キ ャ 
ラク ター が 遠く に 離れ る の で 、 そ れ を 操作 し て いる プ 
レイ ヤー の 不安 感 を うま く 引 きだ すこ と が で きる ん で 
すず 。 だ らら え ほ 示 さこ ル に 入っ た と ころ の カッ ト と が 、 広 
い 空 間 に ポ ツン と 立つ キャ ラク ター と いう 構図 は 孤 独 
感 を あお る た め に 使い まし た 。 と に か く 、 プ レイ ヤー 








'88 年 に 訪 ヨ コ ヨン が 発売 し た だ ファ ミョン 用 ソラ 
ト 。 呪 われ た 屋敷 に 閉じ 込め られ た 男女 5 人 が 、 そ 
れ ぞ れ の 特技 を 駆使 し て 様々 な 謎 を 解き 明か し つ 
つ 、 脱 出 を 図る と いう 傑作 ホラ ーRHPG。 仲間 が 死 
ん で も 復活 させ られ な か っ た だ たり 、 解 く 手 順 を まち が 
えた 際 八 マ り が 起き る よう に な っ て いた り と 、 な か 
28802 医 浪 ル ス テ ム な 持つ う 。 お どろ お きる し ゆい 
BGM も 相まって 、 プ レイ 中 の 軸 張 度 は か な り 高 い 。 
2 ミル が の 00eG い で 、 ク で も で こそ で ぐ の 件 段 が 9 
る の は 名 作 の 証 。 ち な み に 原 作 と な っ た 故 ・ 伊 丹 十 
三 監督 の 同名 映画 は 「 駄 作 ] と の 呼び 声 が 高い が 、 
言わ れ て いる ほど ヒド く は な い の で は 
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表 ク レア 編 。 ア ネッ ト と 、 怪 物 と 
化し た ウィ リア ム と の 遭遇 シー ン 。 


の 手元 か ら キ ャ ラク ター を 引き 離す 、 と いう 手法 は 頻 
筐 に 使い ま し 38 

編 コ ン テ な ど を 拝見 させ て いた だ く と 、 か な り カ ッ 
2 ラガ シク グル な びに は と だ わら れ た 上 う です 





すず 「 構 図 の 美 し さ ]」 と いう こと で す 。 ゲーム 
中 の 背景 は CG で モデ リン グ さ れ て いま し て 、 か な り 
作 則 大 ん ん で ある ん で す 。 た と えば 壁 ひ と つと う て る や 、 
テク スチ ヂ チャ ー を 一 枚 貼 っ て も CGCG く さい ノッ ペリ し た 
感じ に な る の で 、 小 さ な テ クス チャ ー を 10 枚 も 20 枚 
も 貼り つけ て ある 。 で も 、 こ の 作り 込み を 生か する も 殺 
92 ツ ト 火 第 な ん で す よ ね 。 

編 と な る ほど 。 構図 が よく な けれ ば 、 せ っ か く の 作 り 
込み も 無駄 に な っ て し まう と 。 

神谷 はい 。 そ れ か ら 「 空 間 の 把握 の し や すさ 」。 プ 
レイ フィ ー ル ド の 中 を 歩き まわ る 遊び 手 に 、 そ の 空間 
の 構造 や 邊 キャ ラ の いる 位置 を わか りや すく 伝え な く 
て は な り ま せん か ら 。 で も な に より も 優先 させ た の が 
の 全 ム 性 べ の リン ク | と いう こと で し で 。 | ソン に と 
戦い に くく な いか ? | 「 恐 怖 を 醸し 出す 死角 が 効果 的 
に 描か れ て いる か ? | | 移動 し づら く な いか ? | 「 敵 と 
の 戦い を 効果 的 に 演出 し て いる か ? | な ど 、 あ くま で 
| ゲーム]」 と し て きち ん と 遊べ る か どう か を 優先 させ 
中 L/ 7 ね 6 
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アイ ト を X ラ 人 す 前 42.2 
半 う 
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編 信 た と えば 「 画 面 の 美 し さ ] だ け を 追求 する と いう 
こき (な さら な が っ た わけ で すね 。 

神谷 二 それ は 絶対 に 避け まし た ね 。 そ れ で も この 3 つ 
の 要素 を すべ て 満た す よ う 、 カ ッ ト に 関し て は か な り 
呈 だ わる だ つや 宮 で す 。 

編 $@ ボ ス と 戦う 場面 で は 、 わ り と アイ レベ ル に 合わ せ 
5 ら 67G GUN まま よね お 、 

神谷 はい 、 そ れ で ボス の 大 き さ や 威圧 感 を 表現 で き 
治ら な 僕 、/ オ リ が 天 好 き な ん で す よ 。 

/ オ リ と よい えば タイ ラン ト で すず よれ ね 、。 

神谷 ええ 、 僕 タイ ラン ト が か な り 好 き で 。 今回 シナ 
リオ の 先生 が いら っ し ゃ っ た ん で すけ ど 、 は じ め の う 
ち は タ イラ ント っ て あま り ゲ ー ム に か らん で いな か っ 
だ ん 0G す 。 で も 完 入 語り し で いる と さき さ 、 と うし < る も 
タイ ラフ ント を 出し た いと 僕 が 言い 張り まし て ( 笑 )。 
編 》 る や っ ぱり 。 タ イラ ント の 登場 シー ン に は 並々 な ら 
ぬ 愛 を 感じ まし た 。 [ 

神谷 あそこ も ば っ ちり アオ リ で と っ て 。 あ と 神々 し 
い 雰 囲 気 を も た せ て あげ た か っ た の で 、 聖 歌 み た いな 
ジン グル を 流し て 。 突飛 な 曲 で は ある の で 、 一 応 い れ 
WV で スタック が か がら | これ な に 7 | う で < で 突 ぅ 込み が 
火 つ 太ら | うそ うつ て | つう て で 言う C で 取り や め よ うと 上 思う 
07/DNG 2927Y6 

編 多 うま くい っ た ん で すね ( 笑 )。 

神谷 "はい ( 笑 )。 本 当 は アオ リ は も っ と 使っ て みた 
か っ た ん で す が 、 遊 び 易 さと の 兼ね あい も ある の で 多 
用 は ほ は で さき さ な く で < ぐ 。、 や つば ぱり ボス うう < カッ ド 、 アオ リ に 



















4 梓 % (- 艇 次 4 で 紀 ワ 


こっ こす ライ スコ . 
こ - か く 一 旨 プレ ガル に . 


] 7 ツ E 画 て の. 人 東 E-- 


し た ほう が 迫力 で る じゃ な いで すか 。 だ か ら 個 人 的 に 
隊 貞 Wi る 沈 要 し た いん で すり と 、 それ だ この 
ー ム に な ら な いん で す よ 。 そ こ が 映 画 の よう に は いか 
な い ゲ ー ム の つら さ で し た ね 。 

編 を % で も 、 そ うし て いろ いろ カッ ト 的 に 凝っ て 映画 的 
な 演出 な ど が で きる と いう の も 「 客 観 視点 ] な ら で は 、 
MC Pt GA 6 
神谷 言 そ う で すね 。『「 1 』」 の と き 、 フ ルポ リ ゴ ン か ら 
路線 変更 する と いう 話 が 出 た と き に は 、 ス タッ フ 内 で 
は 不満 の 声 ち も あっ た ん で す 。 僕 自身 も 当初 そう いう こ 
と を 感じ て いた ひと りな ん で す が 。 で も 実際 に 画面 を 
用 で みる と 、 ご れ ( は が な り い いで と 。 

編 ダ メー ジ に よっ て モー ショ ン が 変わ る と いう の も 
上 手 い な ぁ 、 と 思っ た ん で す が 、 あ れ を も 客観 視点 な ら 
上 2 師 GSC 

相 谷 ええ 。 ll 目 が から や り た から た ん で ずり と ね 。 
足 ひ きず っ た り 、 腹 を 押さ えた り し て いる ほう が この 
非常 事態 の 中 に いる 人 間 と し て は し っ くり 来る の で 。 
編 多 ショ ッ ト ガ ン を 装備 し て いる と き に は それ を 杖 代 
わり に お ② と か 、 偉 う くま みよ ね える 、 

神谷 生 プ レイ し て いて 自分 で 自分 を 演出 で きま す も ん 
ね ( 笑 ) 。 「 お れ は いま こん な 大 変 な 状況 で 戦っ て いる 
だ なあ 1 | みた だ た いな 。 

編 信 は は ( 笑 )。 

神谷 議 だ けど 、 そ うい うこ と や っ て る と ゾン ビ の 一 路 
み で 死ん だ りす る ん で 仕方 な く ハ ー ブ で 直し た りす る 
ん で す 。 回復 し た 途 端 に その 演出 が で き な く な っ て 、 














7 し 個 | が か な ト . 


と 4 ( 〇 て ① も 


\ い IN B 今 と 初 り 換 ぇ て 湧 


ョ ョ ー 有 ング の アア 人 人 





チェ ッ と か 思っ た り ) ( 笑 )。 

編 金 で も 、 あ れ で ゲー ジ を 見 な く て も 大 体 の 体力 が わ 
が か る と いう 。 う まい 具合 に グー ム 作 らく の らん 00 6 
呈 KMG き 2C ま の 

い ゲ ー ジ と か は 出し た く な いと 言っ て まし て 。 格闘 ゲ 
ー ム みた だ たい に 、 こ れ だ け タ メー ン を 喰らっ た だ た 、 な ん 6 
いう の が 見 えな い ほ う が よ り 怖 いん で す よ ね 。 


今回 は 血 を 吐き まし た ( 笑 ) 


華 
編 「 2 」 発売 後 、 半 年 経つ わけ で す が 、 振 り 返 られ 
G の で い が が で まま が 7 

神谷 者 う ー ん 、 初 め て の ディ レク ター と いう こと で 、 
それ な り の 苦労 は や は りあ り ま し た ね 。『 1 』」 の と き 
は 企画 の ひと り で 、 三 上 に ギャ ー ギ ャ ー 言 っ て 噛み つ 
いて いた わけ で す が 、 そ れ が 今度 は 噛み つか れる 側 に 
が 0 お 60 

編 る 三 上 さん の つら さがわ か っ た わけ で すね ( 笑 )。 
神谷 侍 え え 。 い ま 思 い 返 し て みる と 、 本 当 に つら か っ 
た 時 期 と いう の は 僕 、 毎 晩 お 酒 を 飲ん で いま し た か ら ね 。 
@ [や っ て らん ね ぇ よ !」 系 の 。 

神谷 壮 は い ( 笑 ) 。 自 分 の 部 屋 に 帰っ て くる な り 飲 ん 
で まし た 。 仕事 が 忙し い の で 、 帰 っ て くる の が 夜中 の 
1 時 2 時 に な る わけ で す 。 で 、 次 の 日 に 9 時 に 会 社 に 行 
か な くち ゃ な ら な い の に 寝 つ け な いん で す よ 。 

編 移 神 経 が 高ぶっ て で すか ? 
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表 レ オン 編 で の エイ ダ の 最後 。 





神谷 神経 が 高ぶっ て いた り 、 気 持ち が 落ち つい て い 
て も ベッ ド に 横 に な る と 心配 事 が いろ いろ 出 て き て 。 
あの 企画 は どう する の か と か 、 こ この 演出 は どう する 
の が か が が か 、 明 の 申 ⑯ き エ ・ ミ ラテ メ ィ ンク が 始ま う で し 
まう ん で す よ ( 笑 )。『 2 』 っ て 毎週 2 回 、 チ ー ム 全員 40 
犬 信 め が で く ミ ニテ ィ ン ク を や うる で いた ん 0.《 す 。 で C、 て と こ 
GN ス グ シ ンロール は と うな うっ (いる ん だ | と か ト 
の 部 屋 作 り た い の に マッ プ が 来 て いな い 」 と か 、 企 画 
に 突き 上 げ が ガン ガン 来る わけ で す 。 そ うい う の が 夢 
うつ つの 時 に 始ま る ん で す よ 。 あ あ 、 あ れ も や っ て な 
いれ も や うっ つて で て ない 、 と か 考え は ほ は じ め る と 、 も う 虹 れ 
な く な つちや つう ん G、 も う ラウ ラン テー る ロッソ クノ ク < く カカ 
ッ と 飲ん で 、 バ ー ン と 寝る ん で す よ 。 そ うす る と 朝 ま 
で 気持 ちよ く 寝 れ て 目 が 覚め な い 。 そ れ を 毎日 や っ て 
まだ ね え 8 

編 飲 それ で お 身体 の ほう は 大 丈夫 だ っ た ん で すか ? 
神谷 いい つ で し た か ね 、 友 達 と 焼き 肉屋 に 行っ た ん で 
す 。 食べ 放題 だ っ た ん で すけ ど 、 貧 逐 性 な も の だ か ら 
食べ た くも な い の に 食べ る じゃ な いで すか 。 それで お 
腹いっぱい に な っ て 「 こ ら あ か ん わ 」 と トイ レ 行 っ た 
ん で すず よ 。 で 、 吐 いて みだら 、 息 が ド バ パパ パッ て 測 で 
き て ( 笑 ) 。 

編 移 うわ ー、 そ れ は ひど い …… 

神谷 はじめ 信じ られ な か っ た ん で すけ ど 、2 回 3 回 
中 NG いく うち 尽 、 こ され は どう 見 〈 も 鯉 由 だ と 。 
の 日 すぐ 医者 に 行っ て 、 い ち お う 検 査 を と いう こと で 
胃 カ メラ で 診 て も らい まし た 。 結局 結果 は 聞き に いっ 
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6700/DiGH90 お 8 

編 金 そん な ……。 で も 問題 が ある ん だ っ た ら 向 こう か 
ら 電 話 が 来 ま す よ ね 。 

補 谷 う & だ か ら 天 し た だ と な か うた ん だ ろう な 、 
ど は 思う て る ん で すず すけ と)。 

編 多 以前 、 確 か 「1]」 の と き ニ 上 さん も 同じ よう に 、 
上 に W つ で 下 を まとめ る と いう の は 天変 だ た 、 ち お うし 
858 (GE BS 

細谷 え 。「 ゲ ー ム を まとめ る 」 っ て いう の は 結局 
[ひと を まとめ る 」 と いう こと で 、 そ れ が 一 番 大 変 で 
し た 。40 和 以上 スタ ッ フ が いる 中 で 、 み ん な る それ そ て 
れ 表 現し た いこ と が あっ て 、 ク リエ イタ ー と し て 強く 
主張 する ん で す が ……。 

編 多 当然 切り 捨て な けれ ば いけ な い ア イデ ィ ア も あ 








い 。 み ん な が 的 外れ な 意見 を 持っ て いる と い 
うわ け じ ゃ な く て 、 い くつ も ある 方 法論 の 中 か ら ど れ 
な を 遂 ぶ が 、 と いう こさ と で 9 ね 。 

編 信 そう いっ た 中 で 、 ど の よう な 基準 を も っ て 取捨 選 
択 を 行わ れ た ん で すか ? 

神谷 とにかく 「 バ イオ 2 の 世界 観 に 合っ て いる か 
戸 う か 、 で すね 。 今回 の 佳 事 で ば ほ 、 シナリオ 、、 吉 
器 、 プ レイ ヤー の 動き や イベ ント シー ン 、 ム ー ビ ー な 
ど 、 ひ と つの ゲー ム と し て 一 貫 さ れ た 、 美 し くま と ま 
っ た 作品 に し あげ る と いう こと が 一 番 大 変 だ っ た よう 
(ENUN ま 498 

編 る スタ ッ フ の 方 々 は 、 や は り 皆 さん 圭 い も の を 持た 
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( // 
US 


GS の 262 ま の:。 
神谷 生え え 。 ディレク ター を 任 さ れ た 当時 は 、 自 分 も 





まだ 未 地 で 、 ぶ つか る こと も し ば し ば あり まし た 。 最 
終 的 に は 皆 の 中 で 良い 信頼 関係 が 生ま れ て き て 、 全 員 
の エネ ルギー が プラ ス の ほう に 動い て いっ た よう な 感 
DI し 500 の MeeMV の が ee ま で C 肖 うる ん た だ たか が ら 
任せ て みよ う 」 みた いな 関係 に 、 お 互い が な れ た と 思 
0W ま 9a で 公表 力 迷 づつ (や られ だ ささ どの あり ます 
か ? 


移 い え ヽ な ICO 

神谷 あれ 、 最 悪 で す よ 。 内 視 鏡 っ て の を 食道 か ら 入 
れ て いく ん で すけ ど 、 人 間 の 生理 反応 で どう し て も 吐 
いち ゃ う の で 、 前 の 晩 か ら 食べ 物 は 駄目 。 次 の 朝 は 食 
べ 物 は も ちろ ん 水 を 飲ん で も いけ な い 、 と 。 で 、 胃 を 
空っぽ に し て いく ん で すけ ど 、 ま ず 喉 の 麻酔 を する ん 
3G あ よ 5 

編 今 注射 で で すか ? 

神 る \ え 、 ン シェ ル 居 の 水 ア メ みた いな や つ な ん で すず 
と 。 で れ を 還 還 含ん で 、 ち ょ っ と す つ 喉 に 三 ら し て 
いく ん で す よ 、5 分 間 か け て 。 そ うす る と 喉 の 感覚 が 
全然 な く な っ て くる ん で す 。 で 、 た と えば 嘩 液 飲み 込 
む の だ っ て 喉 の 筋肉 使っ て る じゃ な いで すか 。 あ の 辺 
の 感覚 まで 失せ る の で 、 ツ バ が 飲み 込め な く な る ん で 
kot つう 氏 部 で に 遇 し ちゃ っ <!G、 その うち 呼 
吸 す る の さえ 不安 に な っ て くる ん で す 。 む せ た ら 息 が 
詰まっ て 死ぬ ん じゃ な いか 、 と か 。 

編 飲 麻 酔っ て 結構 ひと を 不安 に させ ます よね 。 
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1 の ((③) 圭 75 


了 MM と 9- そ 息 く とく 3 て ⑯) ア ネ - ト も 双 


2f た いる 
が 






レオ ン 編 、 ア ネッ ト と の 遺 遇 シーン 。 


神谷 護 え え 。 で 、 台 の 上 に 寝 か が され て で すね 、 口 に プ 
ラス チッ ク の 輪っか を 噛ま され る ん で す よ 。 歯 で 内 視 
鏡 噛 ん じゃ わな いよ うに 。 苦し く て も 、 そ れ で 歯 を 食 
いし ば れ と 。 そ の プラ スチ ッ ク の 輪 の 間 か ら 内 視 鏡 を 
ズル ズル っ て 入れ て いく ん で す が 、 星 液 は 全部 出る し 、 
モニ ター に は 自分 の 内 臓 の 中 が 写っ て いる し 、 も う 最 
吉 で すず よ 。 し まい に ほ 腸 の ほう まで 見 よう と し て 、 腸 
の 凡 り 自 ど か も こじ 開け まう と する ん で すけ ざ ぞ 、 それ 
が また 痛く て 。 

人 ベ 宅 人 全 G 必 に な っ て し まう ん で が ね 
神谷 廊 ず っ と [ウエ エ ウ エ エ | っ て 言っ て まし た ね 、 
看護 婦 さ ん に な だ め ら れ な が ら 。 も う 酒 は 飲ま ん と 思 
いま し た ね …… 飲 ん で ます けど ( 笑 )。 


課題 の 践 る ザッ ビ ピング ク ・ シ ステ ム 
菩 


幼き き ほ ど | 宙 怖 | と | エン タキ テイ シメ ンド 任 | 
が テー デー マ だ っ た と お っ しゃ いま し た が 、 今 回 は る う ひ 
つみ ビング ク と いう デー マ も あり まし た よね 、 

神谷 う で すね 。 ザ ッ ピ ング と いう の は [1 1 開発 
の 終盤 辺り か ら ア イデ ィ ア と し て あっ て 。「『 バ イオ 』 
を シナ リオ 面 か ら も も っ と 進化 させ られ な いか な 、 と 

















部 分 も あっ うた よう な 気 が す る ん で ず が 。 だ と えば 、 表 
プレ 人 0GVG だ の だ 必 ノア ラク を 見 ぐ G8W な くく (は 
KN な MS5 と か 生き aae 
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裏 レ オン 編 、 電 気 機関 車内 で G の 奇襲 に 倒れ る エイ ダ 。 










神谷 "クサ ッ 。 

編 信 すい ませ ん ( 笑 )。 

神谷 導 う ー ん 。 リ アリ ティ だ け と っ て 、 表 な り 裏 な り 
の フラ グ を どちら か 削る と いう の は 、 そ れ は 現実 的 に 
ば 理 届 に 適う で いる ん で すず けど 、 ゲ ケ ゲーム と し て てき 面 自 
く な か っ た の で …… 5 

編 多 新しい ミッ ショ ン を 作る と いう の は 、 や は り 、 も 
う ひ と つ ゲ そそ ム を 介 る よう な も る の で 可能 に 授かっ うた 
AG し AS の.2、 / 

神谷 さす が に ちょ っ と 無理 で し た ね え 。『 バ ッ ク ・ 
トウ ・ ザ ・ フ ュー チャ ー』 で 、 第 1 作 目 の 裏側 を 2 作 
目 の 視 点 か お ら 見 て いた り し ます よね 。 見 て いて 、 ああ 、 
つう こと だ つた だ た ん だ ら < く 和 面 邊 か うだ た の で 、 せ ひ や 
っ 《 の み だ い と 思う た だ た ん で 9 す だ だ | パイ オト は あく ぐま 
で ゲー ム な の で 、 シ ナリ オ だ け の 映画 と は 違う じゃ な 
G す 3 が か が 。 実際 、 実現 ずる と な る と 天変 な 作業 で 8 
編 る 具体 的 に 言い ます と ? 

神谷 ^ う ー ん 、 た と えば シナ リオ や イベ ント の 操作 を 
ゲー ム の 上 で 行わ な く て は な ら な いこ と が 、 非 常に 厄 
介 で し て 。 こ こ で 取ら せ た だ 鍵 を ここ で 使わ せる と か 、 
ここ で この 敵 を 登場 させ 戦闘 させ る と か 、 そ うい っ た 
と を 考え つつ サッ ピン さゆ な くら ち ゃ いない 。 こ 
ちら を いじ くる と 、 あ ちら が 駄目 に な る 。 た と えば イ 
ベン ト が 起こ ら な く な る 等 の 問題 が 起こ っ て くる ん で 
す 。 か と 言っ て 、 シ ナリ オ が スル スル 進む よう な も の 
に し て し まう と 、 今度 は ゲー ム と し て 面白 く な く な っ 
Gi まい ます 9 から 。 
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7y の 人 動 和 か 移 . 
XX XS ャ 3 更 ホ 335 た 、 


2 人 N ラ ウリ と 後 7737 


(0 か. ト で て 0 ト MO 
DP トラ 窟 、 人 4 泡 $ を て 







/ 散 作る 間 を AM 
立 う あ ぅ 人 有 動 








編 
まく 読 っ て いっ て も ら え れ ば いい ん で すけ ど 、 そ の 手 
が 見 え ち ゃ うと 自 け て じまい ます か ら ね 。 い わ ゆ る 
二 妥 が い 欠 ー ム | に な っ う 《 し まう と いう 

神谷 ~ 頭 が 痛かっ た こと は 確か で すね 。 

編 金 た だ 他 の 部 分 が よく で き て いる だ け に 、 逆 に そう 
いっ た と と ろ が 気 に な っ ちゃ いま し て 。 

神谷 そう で すね 。 だ か ら そ れ は 大 き な 課 題 で も ある 
ん で す よ 。 ま だ 粗 削 り で 、 今後 考え る べき 余地 が た く 
さん ある と 思い ます 。 も っ と 磨き を か け て いき た いで 
すね 。 


続編 と し て の 王道 











編 $ る あと も う ひ と つ 、 突 っ 込ん だ 質問 を させ て いた だ 
きた いん で す が 。 





( 笑 ) 。 

編 人 る |「1」 好き の ひと か ら 言 わせ る と 、!『 2』 は 居 く 
SR うだ 必 計 お ん だ た りあ し ます まい 久 た らん 8 | 
人 2 の ON と (の 人 だ 0 が の 太 MG コン クノ 
ポチ イン メン ト に は な つた けど 怖く な い 、 ど で うい 
9 所 時 どう 思わ あれ まう 9 の 

神谷 壮 う ー ん 、 そ う で すね ぇ 。 一 番 大 きい の は 、1 1 
の 時 うう < くだ だ ソン が いる だ け <G 頂 が か うだ た し じ し ゃ な いび い ぐ 
す か が 。 今回 は も うそ の 辺 が 通用 し な い の で 。 それなら 
2 は |2 の カク CC い いや 。 と まさ に る の 
E 生 リア ン | の よう に 、 エ ンタ ー テ イィ イン メン トド ト 色 る 








HIDE に 1 KA 人 IMIIY 公 














濃く し て 続編 と し て の 王道 を 行こ うと 思い まし て 。 
全体 の ノリ と し て 「1』 の 恐怖 が 陰 で 「2」』 の 直 怖 
が 陽 に な っ た と いう の は 、 そ うい うこ と で すね 。 あ 
と 、 難 易 度 の 問題 も ある で し ょ う ね 。 前 作 は それ な 
り に 上 級 者 向け の 調整 が され て いた ん で すけ と ど と 、 や 
は り ラ イト ユー ザー の 方 か ら は | 難し すぎ る | と か 
| クリ ア で き な い | と いっ た 声 も 結構 寄せ られ た ん 
で す 。「 2 』 で は 更に 多く の 新しい ユー ザー が 購入 
際 7C だ さる だ ろう と | 想 で きま し た し 、 て そう いう 
た 方 た ち へ の フォ ロー も 考え た 上 で 調整 に あたる 必 
要 が で て きま し て 。 

編 人 金 た だ 、 へ ビー ユー ザー 向け の ビタ ー な 雰囲気 が 
オド の 称 導 の め ひ と つと し で あう た わり で す よ 
ね 。 

神谷 ええ 、 だ か ら 両 極端 な ファ ン を 常に 意識 し て 
制作 に あたら な くち ゃ な ら な い 、 と いう こと が と に 
か くい つも 悩み の タネ で し た 。 だ か ら 「 商 品 性 |] と 
いう 視点 か ら は 『 バ イオ 2 』 は 優れ て いる と 思い ま 
す が 、「 作 品 性 ] と いう 点 で は 正直 、 多 少 の 不満 が 
ある こと は ある ん で す 。 そ も そ も 「1』 の 時 は 、 目 
標 が 30 万 本 と いう 数 字 だ っ た り 、 始 めか ら コ ア ・ 
ユー ザー 向け と いう こと で 、 こ っ ち も 楽 し みな が ら 
作れ だ ん で す 。 や り た い 放 題 ど と いう が か が 。 で ぐも | ハイ 
オオ | が これ だ け メ ジャ ー な も の に な っ た か ら は 、 も 
う 自 分 た ち だ け の も の で は な い 。 

編 金 ちょ っ と 寂し く は な いで すか ? 

神谷 え 、 若 干 の 寂し さ は あり ます ね ( 笑 ) 。 た 
炉 四 ど ②9U0 ぁ だ 作り に せよ 、 今回 スタ ッッ ク が と 
と ん 尽力 し た こと は 確か で す 。 





神谷 言え え 。 今 ちょ っ と 悩ん で いる ん で すけ ど ね 、 
0 ウ U い つた の 思 還 性 0 だ ご と と か で 。 

編 人 12] が | アン プレ ラ を ぶっ 潰し に いく ぜ ! 」 
と か | 見 を 助け だ さ な き ゃ ! |」 と か いう 勇ましい 終 
わり 方 だ っ た の で 、 オ ー ル キャ スト が 総出 演 し て 、 
完結 まで 行く と いう よう な 感じ に な る ん で し ょ よう 
か 。 

神谷 ああ 、 そ うい っ た 話 も ちょ こち ょ こ 出 て き て 
ます ね 。 で も 「 こ れ か ら ア ン ブ レ ラ を ぶっ 潰し に い 
II な ん で 言わ せ で み ま し た けど と 、 天 ば な ん に る 
考 2 で て な か つた ん で す よ ( 疾 )。 ま さか |3」 も 人 
が や る と に に な る と は 思う で な か っ た の で 。 

編 金 あ 、 そ うだ っ た ん で すか 。 

神谷 ある じゃ な いで すか 、 ち ょ こっ と 物語 を ひき 
ずる こと で 心地 よい 余韻 を 残す 、 と いう の が 。 あ れ 
を 狙っ て いた だ け な の に 皆 、| あれ は 続編 が ある 、 
続編 が ある | っ て 言う ん で す も ん 。 ま た や る こと に 
な り ま し た ( 笑 ) 。 








(聞き 手 : 斎藤 亜 号 (株 ) カ プ コ ン に て ) 
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WWW-Z77「 


ーー ーー で AIN S 


クレ アテ 飛び 渡 る 11 選 を 、] | ケレ ア 飛 び 化 る 11 


脱出 成功 … 人 


… 上 と 皿 い ぎ や 7 7 


スタ ッ プ ロー ル 


l n 
ISMUIRNRNRS 

5 G の 最期 、 長 の 脱出 4 
4 パタ ー ン の エン ディ ング 。 と ころ で 「 ど っ 間 較 
と は らい | っ て どう いう 意味 か 知っ て ます ? 








Y 加 紀和 | に | 


加 回 回 回 加 回 思 2 
株 式 会 社 カ プ コ ン 開 発 本 部 本 部 長 岡本 吉 起 氏 


[大 き な ス ケー ル の 話 を 


すべ て 見 せ て 
あげ た いん で す )」 







at 


岡本 氏 が 発売 直前 の | バイ オ ハザード | に ダメ 出し を し た 話 は 、 少年 マ 
ン ガ 誌 に も 取り 上 けら れる 程 に 有名 だ 。 氏 の ゲー ム 制 作 に 対す る 哲学 と 
[バイ オ ハザード | の 選 逝 は 、 シリ ー ズ を と どこ へ 導い て いく の だ ろう が 。 








な ぜ 、 「 バ イオ 」 は 

クソ ゲー だ っ た の か 了 
編集 部 (以下 編 ) 矯 |1」 の 時 は 、 い ろ い ろ 
0 遇 人 伺 の の NR イス を し た と も 聞き し じ し ま し 
に 

岡本 吉 起 氏 (以下 岡本 ) 、 アド バイ ス と いう 
より テー ブル を ひっ くり 返し た だ け な ん で す 
けれ ども ね 。 重かっ た ん で 手伝わ せま し た け 
ど 。「 そ っ ち 持 て や | と か いっ て ( 笑 )。 

編 久 そう な ん で すか ( 笑 )。 





に AMOTO 





岡本 計 そ れ ま で アー ケー ド 専 門 で や っ て た ん 
で コン シン ュー マ は 全 伏 見 で な か っ た 069 
よ 。 そ れ が いろ いろ と 社内 の 状況 が 変わ っ て 、 
で 、 て ろ そ うろ 発売 する っ て 言わ れ で いる | パ が 
イオ ハザード 」| を 見 せろ 、 と 。 見 た ら 僕 の 
中 で は 全然 気に入ら な い 。 期待 で きる 作品 で 
ある が 故に 余計 気に入ら な い 。「 こ こま で も 
っ で いっ G お さき さながら 、 こ と こと で や の め る の 
WV つて 机 < く |e こ は イヤ ここ UN 
ご ここ は ほこ う や う て で くれ | つて いう の と 同時 (6N 
大 ホー ムラ ン に な る か も し れ な い の で 、 営 業 
に は 「 何 と か 販売 時 期 を 遅らせ て くれ へ ん 
か ? 」 と 頼ん だ ん で す 。 

編 る 具体 的 に は どう いっ た 調節 を し た ん で す 
か ? 銃 を 構え る と 自動 補正 する と か 。 
岡本 塵 そ う で すね 。 最初 は 周囲 360' を 270 分 
割 し て 、 そ の 角度 に ボタ ン を 押し た 時 間 だ け 
回 る だ いう シス テム で 、 て 机 だ さこ ソ ツン 紀 の ⑳ 廊 
を 向い て いる つも り で も 向い て いな か っ た 
り 、 動 いて いる ゾン ビ に 銃 を 連射 し て いる と 
弾 が 外れ て し まっ た り し た 。 あ と イン クリ ボ 
ン 1 個 捨 うと 3 回 セー ヲ プ で きま すけ ど 、、 1 回 
レ じ か が セ ーッ で き な か っ た だ ん で ず よ 。 る れ < 
遊ん で いる と 不安 に な っ う て 、 何 より イン クリ 
ボン を 探し ちゃ う 。「 イ ンク リボ ン を 探す ゲ 
ー ム | に タイ トル 変え よう な ん て 思う くら 5 らい 
に ( 笑 )。 

編 信 イン クリ ボン 1 つ で か な り 違 う も の な ん 
で あま ね 。 

岡本 “100 円 コン ティ ニュ ー み た いな 感じ で 
す よ ね 。 コ ン テ ィ ニ ュー し て 3 機 自 機 を 増 や 
そう 。 次 の イン クリ ボン を 拾う と 3 機 エ クス 
デジ ンド し た よ 。 て の 9 いう 形 ( ぐ GOV ほれ は いい 
ね っ て 。 他 に も 申し 入れ て 、 採 用 に な っ た こ 
と も 没 に な っ た こと も あっ た 。 











岡本 吉 起 
(お か も と .・ よ し き ) 

株 式 会 社 カ プ コ ン 開 発 
本 部 取締 役 本 部 長 。 
1961 年 6 月 10 日 生ま 
れ 。 カ プ コ ン の アー ケ 
MISS は ジッ ンー の ) 
開発 を 統括 的 に プロ デ 
maG0U の つら 


編 人 $@ ど うい う も の が 
没 に な うた ん で 
か ? 

岡本 二 大 きい の は 操 
作 系 395 ウン コン 
操作 の と ころ を 「 ロ 
ッ ク マ ン DASH」| み 
た いな 操作 に し た か 
の だ ん 6 6 の ボボ G も 
| ソン ビ と 相対 し て 撃 
| ちな が ら バ ッ ク す る 
ii の の うし (くも 
| 処理 し きれ な く て 。 


二 侍 表 な いう CO つの | 


、 あ の 操作 で すね 。 あ れ は 十 中 八 九 受け 入 
UNA 
MC 
編 飲 それ も 札 愛 に 終わ り ま し た ね 。 
岡本 ~- 本当に た また まい けた と いう 感じ で す 
ね 。 他 の 部 分 が 良かっ た の で あの 操作 で 許さ 
れ た 。 あ れ が 許さ れる 可能 性 な ん て 10 パ ー 
セ ジ ドド く 5UV だ つら 思 つく る ん 69 。 
編 移 か な り 上 厳し いで すね 。 
岡本 義 最 小 限 押さ えて 欲し か っ た と ころ が た 
くさ ん あっ て 。 自 分 の 方 で 向き を 変え な か っ 
だ ら 多 分 ライ トヨ ヨー ザー ば つい て こら れ な か 
う 半 だ の る うな あと 。 カカ の | が の チャ 自 ン | 
で も パッ と 飛び 上 が っ て 降り る と 、 敵 の ほう 
向い て 降り て くれ る じゃ な いで すか 。 あ の ジ 
ャ ンプ っ て あの 為 に ある ん だ ろう な と 僕 は 思 
っ 1 で る ん で すま や で うい う 使い 方 うく 〈 な いと 
ダメ じゃ な いで すか 。 

編 久 確か に そう で すね 。 

岡本 畔 | バイ オ | に は それ が な く て 、 そ れ を 
指 じ て ト タ ソ ゲー | だ っ で いう だ 。 パラ ンス 
の 悪さ を 指し て クソ ゲー だ っ て 。 例 えば 動物 
園 に 行っ て 象 を 見 な が ら 粘 土 で 象 を 作る 時 
に 、 部 分 部 分 を リア ル に 作っ て 後 で それ を く 
っ つけ た ら 「 あ れ 、 頭 が 小さ いや 。 パ ー ツ の 
出来 まい いん だ けど な | っ て 。| パ イオ ハ サ ザ 
ー ド ト ほそ う や ら 5 で 作 つ だ た だ 家 に な か つっ C だ 。 
編 ゅ で も クソ ゲー と いう 言葉 は か な り キ ツイ 
扇 本 9 ず よね 

岡本 僕 が いう クソ ゲー っ て 、|「 バ イオ 」 の 
時 は 、 パ ー ツ の 出来 は いい ん だ か ら 、 全 体 が 
上 手 く 働 いた ら 良 い ゲ ー ム に な る よ 、 と いう 
吉 味 8 志 久 MC まつ と 旭 縛 に や つう で つる メ 
ン バ パー に は 、 そ うい うた ュ ア ンズ が 伝わり 
易 が つた ん で お が 、 ョ ヨン ショ ー マ の 学 は そう 





いう よう な 表現 は 使っ て いな か っ た らし く 
Co な か ら 若 い 手 だ た ち は 疲 つう 《 だ た らし WW で す 。 
で も 見 込み が な か っ た ら そ ん な こと は 言わ な 
いで す ボ 。 

編 多 それ を 三 上 さん が 間 に 入 っ て 上 手 く 伝え 
て いた と いう 感じ で すか ? 

岡本 一 生 懸 命 や っ て まし た ね 。 か わい そう 
に 。 だ か ら 三 上 っ て 大 金持ち に みえ る じゃ な 
いで すか 。 で も 全然 な いん で す よ 。 

編 多 それ は 何で な ん で し ょ うか ? 

岡本 その 間 を 埋め る た め に 飲み に いっ て る 
NGO おら 

編 多 ご 馳走 し て あげ て る ん で すね 。 

岡本 : だ か ら チ ー ム は し っ くり いっ て ます 
よ 。 明る いで す 。 


[ディ レク ター スズカ ッ ト 」 が 
本 当 の 意味 で の 「 バ イオ 1 」 


編 $ 幸 い に も 操作 系 が ユー ザー 
だ の OS で 2 | も その まま @。 
岡本 受け 入れ られ る 、 ら れ な い に か か わら 
9 打 作 は 変え な いで すま よ 。 だ っ 特に ン リ 
ー ズ も の 遊ぶ ば とき マニ ュ ア ル 読 まな いで し ょ 。 
編 信 そう で すね 。 

岡本 マニュアル 読ん で な ん ぼ 、 と いう ン リ 
ー ズ も の は いら な いん で す よ 。 覚え た 感触 の 
まま 続編 に 入っ て いけ る と いう の が 続編 の ウ 
引 な ん で 。 

編 移 な る ほど 。 

岡本 二 今 回 も 聞き に 来 ま し た よ 。 | 操作 系 触 
が 和 ま じ ま よう が 7 っ つて 。 骨 らん で い ゆ うつ ちゅ 
うれ ね の ん ) う :C 6 

編 金 それ は 「 2」| を 作る 時 に で すか ? 

岡本 国 | 2」 も 相当 クレ ー ム くる と 思っ て た 
ん で すね 。 自信 は ある ん だ けれ ども 、 で も 岡 
本 は また 何 か い うん じゃ な いか と いう 不安 が 
あう た みた だい で そう じゃ な いん で まけ と ね 。 
そん な 意味 で いえ ば [ディ レク ター ズ カ ッ ト 」 
いう の が 軸 た ん で みり けれ と ど と も 、 も うち ょ っ 
と 高い 評価 を 得 NR 

編 信 それ は どう いう 部 分 

0 
か ら こ うし た か っ つ だ よね 、 と いう 部 分 と 、 甘 
売 後に 、 や っ ぱり こう し た 方 が 良 か つ た ね 
と いう 部 分 を 盛り 込ん だ も の だ か ら な ん で 
SM 2 だ や つて で や も 59 て も 、| ラ フラ ィ レ ク 
ター ズ カ ッ ト 」| を 遊ん で も ら わ な いと 分 か ら 
な い 。 

を | | SA の (レク タク 人 ん の) ) 


関 
に 受け 入れ ら 














ト 」 じゃ な いと 分 か ら な い ? 
岡本 それ は [ディレク ター ズ カ ッ ト 」 が 
了 及 XY パ T オ | の 1 だ か ら と いう の が あう <。 だ 
か ら や っ て な い 人 に は デュ アル ショ ッ ク 対 応 
版 「[ デ ィ レ クタ ー ズ カッ ト 」| を や っ て 欲し い 。 
今度 の は コン トロ ー ラ ー が 振動 する し 、 曲 も 
を えん で みよ うど か 考え ん (みた だ ん で ぐす よ 。 


幻 と な つて し まっ た 
「 パ イオ ハザード 1.5」 


編 @ || | と |/| の 間 し 0 と いう の 
も あり まし た 。 

岡本 。 画面 だ け 見 る 分 に は すご い 格 好 良 か っ 
た ん で す よ 。「 1 」 の 時 の 技術 で は 画面 内 に 
ツン EE.3⑤、 く いつの 0 が |/ つい る ね | と 
いう と ご こ さろ まで ハー デー ド の 特性 る 理 衣 で くさ た 。 
だ の 56 NEINU ア メン | が | TU/ ノ 2 (5 
な る ぐら い の 進 化 を 遂げ た と 思い ます 。 

編 @ 「1.5] の 時 点 で ? 

岡 同 .5| の 時 吉 ぐ G。 で も で それ が 、 ユ ー 
ザー の 期待 と 違う 方 向 に 進化 を 遂げ て いて 。 
それ が 良く な か っ た の で 、 チ ー ム の 主 立 っ た 
メン バー と ウラ クン ッ ツア の 杉村 介さ ん を ぐっ 
つけ て 何 日 も 打ち 合わ せ し て も ら っ た 。 杉村 
さん は シナ リオ ライ ター な の で 非常 に 弁 が 立 
つ 。 三 上 る も 達者 で すけ ど そ れ を 説得 し た 。 同 
じ 事 を 僕 が や る と 、 圧 力 か か っ て 「 イ エス 」 
っ 下 ら て し まい ます の 。、 上 語ら 部 I ド が の で ) 
それ が 三 上 と 杉村 さん な ら 平 等 な 気持 ち で お 
い 代 気 持ち を ぶつ け 合 える 。 それ で 、 三 上 
が か がら 、 ご ん な 鳳 に 直し だ いん で 、 て れ に よっ 
て これ だ け 開 発 期間 が 延び ます 、 と 言っ て き 
7 

編 @ 会 社 と いう 立場 か ら 見 れ ば 、 開 発 期間 が 
延び る の は あま り 嬉 し く な い 話 で す よ ね 。 
岡本 “長い 目 で 見 た 時 に 、 カ プ コ ン が どれ だ 
け 評 価 に 値する 企業 な の か 、 と いう の が 大 事 
な が ん ( ぐ G あ よ 。、 イオ ハリ モー ド ト | と いう クイ 
トル を 偶然 に も 上 手 く 立ち 上 げた の に 「 2 ] 
で 外し て いて は 企業 と し て 信用 が お け な い 。 
エー ス を 中 2 日 で 登板 させ て 肩 を 壊す な ら 、 
中 4 目 に な ろう が 5 目 に な ろう が エー ス は エ 
ー ス と し て 登板 させ て 必ず 勝ち 星 を あげ る 。 
そう いう 使い 方 を し た いん で す 。 

編 ぐ る 今回 ディ レク ター が 三 上 さん か ら 神 谷 さ 
ん に 変わ り ま し た が 、 そ の 点 は どう 感じ て ら 6 
2582SSUUNI ま SN の 

岡本 映画 監督 が 代わ る こと が 問題 な ん じゃ 
な く て 、 大 事 な の は シナ リオ の 部 分 。 絶 対 的 

















NeelNKS KS 正人 回 


に 同じ シナ リオ で 追っ か ける こと が 大 事 。 だ 
から ドイ リア ン | が | イリアン 2 | に な 
っ うた よう な 変化 を 本 当 は や う て で ほしく な か っ 
だ SM2NIG 条 く 必 選 の まく WW つう 〈 し まう る 6、 
5 で や ④② る こと が か なく な うつ 〈 し まう か ら 。 
僕 は そう いう 方 向 性 で は 進め た く な か っ た ん 
9G986 


た いと お 考え な ん で し ょ うか ? 

岡本 義 ど っ ちか っ て いう と 「007」 みた いな 
感じ 。「007」 の 敵 っ て 、 な ん か すご い 大 富 
豪 で 、 猫 と か 抱い て て 、 ど こそ この 島 が 吹 っ 
飛ば され て も 、 指 が 1 本 吹っ飛ん だ みた いな 
感じ で 。 そ ん な スケ ー ル の 大 きい 敵 み た いな 
も の が 、 た また ま 本 気 で 取り 組ん で いた 陰謀 
みた いな も の の 尻尾 を つか ん で 、 バ タバ タ し 
いる 。 El と 12 1 の 物語 も 、 も ⑳09 こ 
く 大 き な ス トー リー の 中 の 一 部 分 、 そ ん な 感 
じ で 進め て いき た いと 。 

編 人 る それ は 「 1 | の 頃 か ら の あっ た も の ? 
岡本 者 な い ( 笑 )。「 1」 が あっ て 「1.5| が 
見 え 始 め た 時 に 「 お 前 らち は 『 1』 が 良かっ た 
ら その 先 の 話 の 「 2 』」 を 作っ て 、 そ れ が 良 か 
っ た ら さ ら に その 先 の 話 の 「『 3 』 を 作ろ う 』 
UiGUV る だ ろう 2 それ は 思う | う G。 
| 1 」 の 時 点 で その 世界 を 全部 作る 。 そ し て 
[| 1 」 は この 部 分 の お 話 、| 2 」 は この 部 分 の 
お 話 と いう よう に 進め て いこ うと 。 

編 人 W | ガン ダム | みた いな 話 で すね 。 
岡本 、 そ う 。 あ れ で す 。 ま す 世 界 を 作っ て し 
まっ て 絶対 に そこ か ら 出 な い 。 だ か ら 監 督 が 
代わ っ て も OK な ん で す 。 

編 人 そう する と |3」 だ け で な く 、 そ れ か ら 
も すず っ と 続い て いく と 。 

岡本 』 そう で す 。 で も 世界 の 中 は 狂わ さ な い 








で す よ 。 そ れ で 、 例 えば 「 5 」 ま で 出 た と し 


て 、 そ の どれ が 最高 傑作 に な る か 分 か ら な い 
けど 、 仮 に 国内 で 300 万 本 いっ た の が 1 本 あ 
っ た と し た ら 、 そ れ を 遊ん だ プレ イヤ ー が 他 
の シリ ー ズ の も の も 遊び た いと 思っ て 買っ て 
みる 。 そ れ で その 300 万 本 の ヤツ と 他 の も の 
と の 本 数 の 差 を 埋め て いっ て 欲し いと いう の 
は 、 僕 の 気持 ち で す よ ね 。 そ うい う 形 の シリ 
ー ズ 化 を 図り た い 。 お 人 金 の 話 じ ゃ な く て 、 大 
き な ス ケー ル の 話 だ か ら 、 そ の スケ ー ル を 全 
部 見 せ て あげ た いん で す 。 

編 だ う も あり が と う ざ ご ざい まし た 。 


(聞き 手 : 斎藤 亜弓 (株 ) カ プ コ ン に て ) 
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稲船 散 ニ 
(いな ふ ね ・ け いじ ) 
株 式 会 社 カ プ コ ン 開 発 
本 部 第 2 制作 部 部 長 。 
の 6 の 22 の 55 
3 回 ッ ク マシ ン 小 の の 
国学 生 5 のだめ 
る AN ネオ ホ に に は 2 

か ら 参 加 。 


胃 加 回 上 日田 了 明 回 細 3 


株 式 会 社 カ プ コ ン 第 2 制作 部 部 長 


| バイ オハ ザー ド 2 | プロ デュ ー サ ー 稲船 敬 ニ 


ー 番 売れ て いる 
ゲー ム の さら に 


上 を 目指 し た い ]」 








| ロッ クマ ン | シリ ー ズ の プロ デュ ー ス か ら | バ イオ 2 | プロ デュ ー ス へ 。 
新しい シリ ー ズ を 定着 させ る こと の 苦労 と は いっ た いと うい う も の な 


の だ ろか が 。 その : 
っ た の だ ろう が か が 。 





プラ ス oc の 部 分 の 

フォ ロー を 考え る い 
編集 部 (以下 編 ) 移 | バイ オハ ザー ド 2」| と 
いう 失敗 で き な い ビッ グ タ イト ル を プロ デ 
ュー ス さ れる 際 に 、 ど うい うと ころ に 基本 を 
お か れ た ん で し ょ よう か ? 
MURAURNTT LU os 
品 を つく る だ け で |「 バ イオ | が 本 当 に 売れ 

の か の いろ の この が あう だ の < 生 夫 2 
ラス 他 の 部 人 久 で の ツ ォ 一 や 、 ノ 上 自 モニ ン ョ 
ン 的 に 売っ て いく こと を 課題 と し て 考え まし 
た 。「 バ イオ ハザード 」 の 為 に P S を 買っ た 
と か 、 女 性 が PS を 買っ < | パイ オ ハ ザ サー 
ド 」 に ハマ っ て る と いう 話 か ら 、「[ 1 」 が 余 
り ゲ ー ム に 興味 が な い 人 た ち に も 支持 され た 
と いう 実感 ば あり まし た の で 。 で も 、 そ うい 
大人 たち が 買っ つく くれ て や も 110 有 万 本 だ うた 。 
110 万 本 の 売り 上 げに 更に 上 乗せ する と いう 
の は 、 も っ と 多く の ライ ト ユ ー ザ ー に 訴え か 
ない と ど と 壮 じ し いらい 9 感 D 2 っ うだ ん で 9. で 
すか ら 、 ゲ ー ム 誌 以外 に も 情報 を 載せ て 、 普 
段 ゲ ー ム に 触れ な い 人 た ち に も |「 バ イオ ハ 
ザー ド 」| と いう 名 前 を 知っ て も ら え る 様 な 展 
開 が で きれ ば 良い な あと 。 デ ザー トイ ー グ ル 
も 東京 マル イ さ ん に こち ら か ら 伺 っ て 、 お 互 
い に 新 規 の 層 に アピ ー ル で きる の で は な いか 
どい うこ と で 提 束 させ くい だ だ さま し た 。 
編 と CM も 特徴 的 で し た ね 

稲船 年 今 回 は CM を つく る だ け じ ゃ な く て 、 
その CM を 使っ て 違う 場所 で アビ ピー ル が で き 
な いか な あと 思っ だ た ん で す 。 特に | パイ オ 
ハザード 」| は 映画 的 な ゲー ム で す の で 。CM 
に は 「 バ イオ 」 ら しさ を 出 す た め に | ソ ゾンビ] 


過激 と も いえ る 表現 内 容 を 巡っ て 、 どの よう な 葛藤 が あ 


の ロメ ロ 監 督 を 起用 し た り 、 女 性 に アビ ピール 
お る 部 分 で ツウ ラッ ド ・ レ ング 回 を 迄 ん だ り 。 
か な り の お 金 は か か り ま し た けど ( 笑 ) 。 
編 多 | 一 ディ レク ター ズ カ ッ ト 」| の 人 気 も る 高 
の 3 の 7 6NO4Us 

稲船 寺 古 い タ イト ル の 焼き 直し みた いな 形式 
に 不安 が る 人 も いた ん で す が 、50 万 本 も 売 
柳 ま だ ね 8 

編 信人 気 作 の 移植 で も 売れ な い 状 況 で 、50 万 
本 いう は 天 きい で も そ も | の パレ クタ 
= スカ ツ ド ボ どい つの (まな だ の 企画 活 う た 
0 


AN NN 
0C みた だ いと いう コー サザ サ ゴ の 言 こ る 考 庫 
じ な た 上 で の 企画 だ つ 六 ご 思 W ま すず よ 、 ン リ ギー 
ズ も の は 途中 か ら 観 る と 、 全 部 観 た く な る じ 
や な いで すか 。 ト パイ オ ハリ サード | ほす べ て 
に お いて 映画 的 な 形 で つく られ て いる ゲー ム 
だ っ た の で 、 プ ロモ ーション 的 に も ゲー ム 以 
外 の 部 分 を 意識 し まし た ね 。 カ プ コ ン と し て 
も ゲー ム 業 界 と し て も 初め て 尽く し の 試み が 
多かっ た の で 、 い る いる な 壁 が あう て 、 か な 
り 戸 惑う 部 分 は あり まし た 。 

編 多 例え ば どう いっ た 壁 が ? 

稲船 例え ば 商品 を 展開 し て いく 際 に も 、 当 
時 は いろ いろ な と ころ に 声 を か けさ せ て いた 
だ いた ん で す が 、 大 抵 が 良く な い 返 事 な ん で 
di 洲 し よ 世 ん の 当 同 GUN2I と か 、| ウチ 
は ゲー ム と は や り ま せん か ら 」 と いわ れ て し 
まっ た 。 | 2 」 が これ だ け 売 れ て 話題 性 も 出 
た の で 、 現 時 点 で は 変わ っ て いる と は 思い ま 
すけ ど 。 だ か ら 、 一 般 の 人 に も |「 バ イオ 」 を 
知っ て も らい た いと 考え て いた 部 分 は 十分 に 














まで G き < く な か っ だ た ん G9⑨ す で も |2 | る 発 完 
し て か ら は 動き 易く な っ た の で 、 そ の 部 分 は 
3.| に 向け て 覚え で 〈 く お こう と 思っ て いる ん 
で すけ ど ね 。 


「 パ イオ 」 は 更に 上 を 目指 し ます 
華 


編 多 今回 200 万 本 売れ た と な る と 、| 3 」 で は 
時 電 千 還 あ 人 月 の に なる ん でしょ うか ? 
稲船 重 た だ 「 バ イオ 」 の 場合 は 、 怖 い の が 苦 
手 な 人 に は 手 を 出せ な い ジ ャ ン ル で すか ら 、 
を 選 居 ハシ ジン デ は ある ん で す よ ね 。 スク の ウェ / 
さん の 中 イナ ル ワ ア ンタ ン みた い '( に 、 
誰 で も プレ イ で きる 内 容 で は な い 。 で も る 今 、 
PS で トウフ アァ イナ ルフ アァ ンタ ンーVI が 大 
売れ て ます か ら 、 そ の 上 は 目指 し た いん で す 
けど ね ( 笑 ) 。 

編 @ る ハン デ が あっ て あの 数 は 驚異 的 で すね 。 
稲船 者 それ に 関し て は 純粋 に すご いと 思っ て 
ます けど 、 や っ ぱり トッ プ を 目指 し た いで す 
か ら ( 笑 ) 。 

編 多 確か に 怖い けれ ども 、 そ れ が 売り 上 げ の 
本 数 に 結び 付い て いる と いう の も ある ん じゃ 
な MANGG9D が 6 

稲船 装 普 通 、 カ プ コ ン で は 「 面 白い 」 と 言っ 
て も ら え る ゲー ム を 目指 し て いる ん で す が 、 
[バイ オ ハザード 」 の 場合 は 、 あ くま で も 
[怖い | と 言っ て も ら え る ゲー ム を 目指 し て 
いま し た 。 そ うい う 意 味 で は 成功 か な ぁ と は 
思っ て いま す 。 

編 タ | ロッ クマ ン | シリ ー ズ も 稲船 さん が プ 
ロ デ ュ ー サ ー を され て いる と 聞き し まし た 
が その いう 作 仙人 則 ペ の 0 7 衝 ン と ョ ン 
の 住 方 が 全然 韻 いま す よ ね 。 グロテスク 表現 
が あっ た り し て 難し い 部 分 も ある と 思う ん で 
す が ? 

稲船 それ は あり ます ね 。 ゲ ー ム を 理 艇 し て 
いた だ いて か ら 、 遊 ん で いた だ く と いう 様 な 
形 を と っ て は いる ん で す 。 表 現 部 分 で の 規制 
は 、 自 主 的 に も か け ま し た し 。 

編 信 パッ ケー ジ に 「 グ ロ テ ス ク な 表現 が 含ま 
れ て いま す 」| と いう 注意 書き が 貼っ て あり ま 
すけ ど 、 ゲ ー ム が 始ま る 前 に そう し た 警告 が 
画面 に 表示 され る の は 「 バ イオ ハザード 」 
だ け じ ゃ な い が な と 思う ん で す よ 。 

稲船 者 ゲー ム を 一 個 の 作品 と し て 考え た 時 、 
そう いっ た 表示 は 見 た 目 も 余り 良く な い 。 開 
発 側 と も ズレ る 部 分 な ん で す よ 。 規定 と し て 
は 、 パ ッ ケ ー ジ に シー ル を 添付 する だ け で 良 








いん で す が 、 カ プ コ ン と し で は その 辺 を きち 
ん と 考え て いる 姿勢 を 見 せ た い と いう 部 分 が 
あり まし た の で 、 自 主 的 に や る よう に 心掛け 
た し 、 開 発 側 に は 納得 し て も らい まし た 。 
[バイ オ | に 限ら ちら ず 、 そ うい っ た 表現 の 入る 
ゲー ム に は 、 必 ず 入 れ て いか な けれ ば な ら な 
いと は 感じ て ます 。 特に | バイ オ 」 に 関し て 
カク ョ ルン と し G CG き の つら な や つの GU 
うと 考え て いま し た が 、 今後 の 表現 規制 も 、 
た だ 締め 付け る だ け じ ゃ な いも の に な っ て い 
(けい な あ 、 と は 思う で くま う 2 

編 金 いろ いろ な メー カー や 制作 者 の 方 か ら 
[ゲー ム 内 の 表現 規制 が 上 厳しい] と いう お 話 
を よく 聞く ん で す が 、 い か が で すか ? 
稲船 寺 |「 バ イオ |」 は 、 む お やみ に ス プラ ッ タ 的 
だ っ た り 、 グ ロ テ ス ク な シー ン を 見 せ て 怖 が 
ら せ よ うと いう ゲー ム で は な く 、 内 容 的 に 
[必然 性 の ある 表現 ] で ある と 、 ソ ニー さん 
理解 し で いた だ け ま し た の で それ ぐも 、 
クリ エイ ター の こだわ り が ある 個所 を 削除 し 
た 場合 も あり まし た ね 。 

編 人 クリ エイ ター の 反発 も ある で し ょ う が 、 
| や め よ う 避 | っ て 言う 側 も つら いで すず よね 。 
稲船 衝 僕 と し て は 、 入 れ た 方 が 怖い と いう の 
は 分 か っ て いま すか ら 、 余 計 に つら いで すね 。 
で も 、 そ れ が ある と より 面白 く な る の は 分 か 
る 者 いい イ オハ リー ド | と いう クム 
の 面白 さ は それ だ け じ ゃ な い 、 と いう こと で 
削除 を し て も ら っ て いる ん で す 。 

編 多 お話 を 聞い て いる と か な りき び し い 立場 
⑳ 肖 9 あら 思 を ま の 0。 

稲船 諸 い え 。 今回 は 三 上 の 方 が 大 変 だ っ た と 
思い ます よ 。 か な り の プレ ッ シ ャ ー が あっ た 
と 思い ます か ら 。 そ の 分 、 目 標 値 の 200 万 本 
と いう 売り 上 げ は 達成 で きた の で 、 立 派 に や 
れ た な あと は 感じ て ます けど 。 で も 200 万 本 
を 達成 で きそう な 時 期 に は 、 目 標 値 は 300 万 
本 に な っ て まし た か ら ね ( 笑 ) 。 

編 人 | 3 」 は 300 万 本 で すか ? 目標 本 数 が 
100 万 本 ずつ 増え て いく ん で すね 。 
稲船 者 僕 は 一 応 、100、200、400 と 倍々 で 
考え で くい る ん G ( 笑 )。 だ た だ 、 さ うさ や 人 言う 
た 様 な ハン デ が ある じゃ な いで すか 。 こ うい 
っ た 類 の 映像 が 苦手 な 人 も いま すか ら ね 。 で 
る 、400 万 本 ほ 目 指 り し だ いと 思う て いま す 
( 笑 ) 。 

編 多 ありがとう ござ いま し た 。 





(聞き 手 : 斎藤 亜弓 (株 ) カ プ コ ン に て ) 


っ 」 


す 計 ご 9 で て 棋 細 ゆ 絆 うま だ テー キロ ツ パー 中 口 
。 が かど へ きび 人 へり へ 寺 党 等 圏 党 へ >T 尋 | テー 寺 こ キス 











ーー 人為 、 明 還 回 日 了 申 丁目 思 4 


品 洒 rl 


三 上 真司 
(みか み ・ し ん じ ) 
株 式 会 社 カ プ コ ン 開 発 

本 部 プロ デュ ー サ ー 

「 バ イオ ハザード | を 
送り 出し た 立て 役者 。 
関本 5 ば 時 クタ 
ー を 務め る 。 現在 は 新 
た な ゲー ム を 企画 中 。 


株 式 会 社 カ プ コ ン 
[「 バ イオ ハザード | ディ レク ター 
2) ああ ハ リョ ト 2 ノア リ テ 


「 カ フ プ セ ル 6 個 が 


神谷 の 味 な ん で す 」 串 ア 


三 上 真司 氏 





| パ バイオ ハザード | 成功 の 立て 役者 で あり な が ら 、 そ の 続編 で は プロ デ 
ュー サー と いう 一 歩 退 い た 立場 に 立っ た 三 上 氏 。 自 ら 育 て た シリ ー ズ 
を 離れ た と ころ か ら 眺 め た 、 そ の 心境 は いか に 。 


[主観 |] が な い ゲ ー ム は 
作り た く な い に 


編 金 今回 、 三 上 さん は プロ デュ ー サ ー と いう 
NICOO 2 が 4 

三 上 今回 は は じ め に 大 ま か な 方 向 性 だ け を 
決め て 、 あ と は ほとん ど デ ィ レ クタ ー の 神谷 
に まかせ まし た 。 神谷 は 分 岐 な ど が ある より 
も 、 一 本 筋 で スッ と まとめ て 話 の 流れ を 盛り 
上 げた り 、 キ ャ ラク ター た ちの 表情 を 描写 し 
守り さい つと こだわり を 持 ③CU2⑥ る て 
れ が うま く 前 面 に 出 た か な 、 と 。 

編 飲 |1」] か ら 「2」] に 至っ て 完成 度 は あ が 
っ て きま し た が 、 同 時 に 恐 居 の 論理 と いう の 
も 変わ っ て き て いる と 思う の で す が ? 

三 上 雇 | 1」 の と き に こだわ っ た の は 、 恐 怖 
は 流れ の 中 で 作る 、 と いう こと 。 い ちば ん 怖 
い の は 、 実 際 に 敵 と 対 財 す る まで じゃ な いか 、 
と 思う ん で す 。 自分 の 頭 の 中 で 「 い ま 来 る か 、 
も う 来 る か | と 恐怖 を どん どん 膨らませ て い 
ける よう 信ずる の が 望ま あま しい 、 | 2 で は ほそ 
の 辺 、 派 手 さ と いう と ころ に 力 の 注ぎ 方 が 変 
お わっ て いう だ ん で すね 。 

編 移 そこ は 神谷 さん の 考え 方 と ニモ 上 さん の 考 
え 方 の 違い だ っ た わけ で すね 。 

中 織 ええ 。 太 ど と え ば ほ 、 タ イラ ンド か ベリ コ ョ 
プ ダ ーー か ら 投 下さ れる ンー ン が あり ます みよ 
ね 。 タ イラ ント が 入っ て いる 容器 が 6 個 つ い 
て いま すけ ど 、 僕 に 言わ せる と あれ 、| な ん 
で 6 個 や ね ん 、1 個 で いい じゃ ん | と な る ん 
で す よ 。 僕 だ っ た ら あ あ は な ら な い 。 そ うい 
うと ころ が 神谷 の 味 な ん だ な ぁ と 。 僕 だ っ た 
ら 多 分 、 一 体 し か 出さ な い 。 そ し て カプ セル 
で 投下 は させ な い 。 僕 な ら あ る と き 突 然 ひと 
り の 男 が 入っ て き て …… | 誰 や ね ん 、 お まえ 」 





っ て 言っ た と き に 、 い き な り 何 も 言 わ ず に 銃 
を ぶっ 放す な り 、 ガ ァ ッ と つか みか か っ て く 
る な りす る 。 遊び 手 と し て は |「 な ん で 、 な ん 
@GV ド と パッ ク に 有 る る ゆい う 。 リア ル 三 と 
か 不条理 感 の 怖 さ で す よ ね 。 だ か ら 僕 が や る 
と 地味 に な る か も 知れ な い 。 僕 が 、 ど うし て 
も と 言っ て 入れ て も ら っ た 演出 に 、 タ イラ ン 
ト が 壁 を 突き や ぶっ て 出 て くる と ころ が ある 
ん で す が 、 や は り 細 か な その 前 後 の 流れ は 、 
僕 が 思っ た 通り に は で だ き て いな い 。 た だ だ 、 て 
こ で 僕 が 自分 を 出し 過ぎ る と 、 今 度 は ゲー ム 
か ら 制 作 担当 者 | 主観 ( 味 と いう も の が 失わ 
れ て し まう 。 や は り 主 観 と いう も の が 何ら か 
の 形 で 入る てき さて 、 貞 来 上 上 が うた も の に 第 王 
者 が どれ だ け 惹 きつ けら れる か 。 そ れ が 面白 
さ の 度合 いと いう こと に な る と 思う ん で す 。 
編 一 歩 退 いた と ころ に 身 を 置く と いう の は 
邊 じ く は な が っ た で す が ? 

三 瞳 それ は も う 、 ご っ つう 寂し いで すね 。 
僕 個 人 と し て は 、 プ ロ デ ュ ー サ ー と いう の は 
金 を 作る の が 主 な 仕事 、 も の を 作る の は 現場 
だ 、 と 考え て る ん で す 。 僕 自身 が 現場 で ディ 
レク タタ と し て や っ で の いで て 、 ア デュ ーー サー 
が ああ し ろ こ うし ろ と 言っ て きた ら 、「 面 白 
いも の に する か ら 任 せ と け 、 い らん こと ゴチ 
ルチャ 当 わ ん と いで ソ 自 パン は じい と は け ョ 
償い う タ イア な ん で やはり 目 外 が ダ 自 
デュ ー サ ー に な っ て も 、 現 場 に は あま り 口 出 
し 馬 六 く な か っ うた で 9 ね 8 

編 信 作品 制作 に は 、 具 体 的 に どの 程度 か か わ 
られ た ん で すず が 7 

三 上 蘭 今 で は 「1.5] と 呼ば れ て いる バー ジ 
ョ ン が あっ た ん で お が 、 実 を 言い まず と その 
と き 僕 、 ち ょ くち ょ く 現 場 に 口 を は さん で い 
た ん で す よ ( 笑 )。 で 、 そ こ で や は り 神 谷 と 














僕 の 意見 が 食い 違う ん で すね 。 そ うし た 時 に 、 
どっ ちの 意見 を 聞い た らい い の か 、 と いう 問 
題 が 四 で て き て 、 じ ゃ あ 俺 が 退く わ 、 と 。 で 、 
退き は し た も の の や っ ぱり 不安 で 、 月 に 一 度 
R OM 焼き で チェ ッ ク さ せ て くれ と 。 で も 結 
局 ま た 意見 の 食い 違い に な る か ら 、 も う 本 当 
に まかせ る 。 素材 だ け は 結構 いい も の が 揃っ 
て いた ん で 、 そ れ を 鍋 に 入れ れ ば 後 は 調理 次 
第 で 何と か な る だ ろう 、 甘 あけ て 味わっ て み 
て 不味く て も 3 カ月 くら いあ っ た ら 結 く な る 
だ ろう 、 と 。 で 、 い さ 医 あけ て 味わっ て みた 
ら 、 す ご く 不 味 く て 真っ 青 に な っ た ん で すね 。 
あ 、 こ れ は 塩加減 が どう こう と いう 間 題 で は 
な く て 、 根 本 的 に 不味い 、 と 気づい て 。 それ 
で 一 か ら 人 作り直し て も ら う こと に な っ た ん で 
す 。 で も る その後 、 僕 が 深く 関わ り 始め た と い 
う 中 る な ぐ く C、 あ ぐま で 寺 示 退 い 信 と ころ る 
か ら 見 て いま し た ね 。 


自分 の 娘 を 嫁 に 出す 心境 が 

わか っ た 了 
編 金 は じ め は 15 万 本 いけ ば いい 、 と 言っ て い 
た 作品 が シリ ー ズ に な り 、.| 2 」 で は 200 万 本 
タイ トル に 育っ た と いう こと で 、 な に か 感 尼 
の より の な やぶ の は 

三 上 うー ん 。 振り 返る と 、 な ん か バイ オ 遠 
くに 行っ ちゃ っ た な ァ と いう 。 た ぶん 、 自 分 
の 娘 が 他 の 男 に と られ て 嫁 に 行く の っ て 、 こ 
ん な 感じ な ん じゃ な いで すか ね 。 血 は つなが 
っ て る ん で 間違い は な いん だ けど 、 も う 親 が 
に 9 の 0 還 2 の ら の (SOV な 98 

編 多 じゃ あ 、 幸 せ に は な っ て いる と 。 

三 上 午 そ う 、 幸 せ に は な っ て いる 。 で も 、 諦 
世 居 な っ で くい る が ら 、 そ れ で ぐい い の か 、 と も 
思う ん で す よ ね 。 だ か ら 、 い ずれ 現場 に 戻っ 
て 、 ま た ゼロ か ら ゲ ー ム を 作っ て いき た いな 
っ て いう 風 に は 思っ て いる 。 

編 @「 バ イオ 3 」 を や ろう と いう 風 に は お 考 
え に な ら な い の で すか ? 

三 上 閉 あ り 得 な く は な いで す が 、 や る と し た 
ら [| 3 | で 完結 か な 、 と 。 | 2」 を 僕 が や っ 
て いた ら 、 今回 で 終わ り に し て いた か る も 知れ 
ませ ん ね 。 作品 と し て は そこ で 終わ ら せ る の 
が いち ば ん 美しい と いう か 。 あ と 、 や は り 
恐怖 も の | と いう の は 刺激 物 な ん で す よ ね 。 
クス リ と いっ し ょ で 、 飲 ん で いる うち に 段々 
効か な く な っ て くる と ころ が ある 。 ホ ラー 映 
画 を 何 本 も 観 て いる と 、 お お よそ パタ ー ン が 
DNSNGNUGNSNRG 2 し Ge (6 ドン 








も 
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どう 避 き に 、 旧 あこ ここ ご は 50 パ 富 5070 二 た | 
と か 分 析 し て る ん で す よ 。 隣 に いた 女の子 が 
飛び あがっ て る の に そう いう 機能 が 働い て し 
まう 。 学生 時 代 に ホラ ー も の に は まっ て た 時 
期 が あっ て 、 飽 きち ゃ っ た ん で すね 。 ホ ラー 
も の の オー ソ ド ッ クス な パタ ー ン が 出 尽 し 
て 、『 バ タリ アン 』 の よう に 笑い を 取り いれ 
た コミ カル な も の が で て きた 。 そ れ で も 駄目 
に な っ た か ら 更 に は ず し て は ず し て 、 最 後に 
は 「 ブ レイ ン デ ッ ド 」 の よう な 、 存 が ブチ ュ 
チュ 由 ま くう て で 、 も う 笑 うじ か な い 、 み た 
(な や の が で だ 。 て 貴 まで 人 肝 う だ ら 、 お し ま 
いな ん で の よ 。 

編 確 か に 、 あ そこ まで 行く と ホラ ー じ ゃ な 
SIGOSS の DI28。 

三 上 痢 そう 、 み ん な 慣れ ちゃ うん で す よ ね 。 
た だ 、 4 て 5 年 の スパ ン で や る と 、 新 し い 世 
代 る 遇 ' で G《 る の で 、 ま だ 作 が っ (くれ る 。 フ 
ー ム だ か ら と 言っ て 、 ど ん どん 出し て いっ ち 
ゃ 0 け な い ん で まま 。 あど 、 クリ エキ イタ と 
いう の は 基本 的 に は サー ビス 業 な ん で す 。 
編 多 いわ め る 芸術 家 と は 違う と いう 。 

三 上 凍 そ う 。 投 摩 師 みた いな も の で 、 こ こ 気 
持ち いい の ? こう し た ら 気 持ち いい の か 、 
みた いな 。 漫才 師 と か 投 摩 師 な ん か と いっ し 
ECO の を らら 0G こ て きか な ん で 9 だ が ら 、 
ひと つの ネタ が 大 目 に な っ た と き に 、[ じ ゃ 
あこ れ な ら ど う ? | っ て 別 の ネタ を 持ち だ し 
て これ る か 、 が 大 事 な ん で す 。 そ の た め に は 
や は り 商 品 性 云々 と いう 価値 を どこ か 頭 の 了 
に 追い や っ て 、 あ くま で も 作品 その も の に カカ 
を 注い で いか な けれ ば な ら な い 。 そ う で な け 
れ ば 、 面 白い も の は で き あ が ら な い 。 
あま り [| 2 」 に 自 軸 し を し な か っ た と 
いう の は 、 新 し く 育 っ て き て いる 芽 を 
あした だく な が っ 大 か ら 、 と いう こと 
で も あっ た ん で す 。「 恐 怖 ] が 『 バ イオ 』 
の テー マ の 大 前 提 と し て ある 、 と い 
うこ と を 神谷 も 頭 で わ か りつ つ 、 
いろ ん な と ころ で 彼 の 地 が 出 て 
い ② の 。 や っ ら ぱ きり クリ エイ タク 
の 匂い が し な い ゲ ーー ム っ で い 
う の は 、 な ん た だ たか イヤ Y な ん 
Co 

編 人 あり が と う ご ざ いま 
貼 。 
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カプ コン の ピッ クタ イト ル で ある 「 バ イオ ハザード 
全国 で 230 万 枚 以 上 販売 され 、 そ の 人 気 







様々 な 視点 か ら 見 る こと で この 作品 を より 深く 掘り 下げ て み 


前 作 |「 バ イオ ハザード 」 は 発売 当初 、 さ 
ほど 注目 を 集め た わけ で は な か っ た 。 ゲ ー ム 
条 誌 の 評価 が 悪い か ら で は な い 。 例え ば 「 フ 
ァ ミ 通 ] で は 、9・10・10・ 9 の 合計 38 点 
と 非常 に 高い 点数 を つけ 、 コ メン ト も 「 怖 が 
ら せ る 演出 が 、 映 像 、 音 声 と も に 秀逸 ]、| へ 
た な スプ ラッ タム ー ビ ー よ り は る か に 恐ろし 
い | と 、 む し ろ 高 く 評価 され て いる 。 他 の ゲ 
ー ム 雑誌 も 同様 だ 。 

[バイ オ 」 は 、 そ の タイ トル や 、 ホ ラー と 
いう ジャ ン ル に 実績 が な か っ た た め に 、 注 目 
さき 4 な が つた 0 で ある 。 し か し 、| パ イオ | 
は プレ イ し た 人 の 口コミ に よっ て 長く 売れ 続 
け 、 最 終 的 に は 115 万 枚 を 超え る 大 ヒッ ト 作 
と な っ た 。 後に 発売 され た グレ ー ド アッ プ 版 
[パイ オ ハザード ディ レク ター ズ カ ッ ト 」 
も 55 万 枚 を 記録 する 。 高 い 完 成 度 や 優れ た 
“ 誤 怖 "の 演出 が 、 ユ ー ザ ー に 評価 され た 結 
果 で ある 。 

その 続編 と し て 登場 し た 「 バ イオ ハザード 
2 」。 前作 と は 異な り 、 発 売 前 か ら 非 常に 注 
目 さ れ 、 ゲ ー ム 雑誌 で は 「 バ イオ 2 」 の 開発 
状況 や イン タビ ュー な ど 、 そ の 動向 が 逐一 掲 
4 た 8 が が で も トド ハイ ハー テン レイ ステー 
ショ ン Remi x| は 、 現在 |1.5] と 呼ば れる 
[バイオ 」 の 体験 版 CD を 用 意 し た こと が あ 
うら た 。 今 と な っ て は 買 宣 な も の だ ろう 。 ま た 、 
ユー ザー の 期待 も 高く 、 発 売 日 に は 久しぶり 
に 量販 店 に ゲー ム を 求め て 並ぶ 客 の 列 が 見 ら 
れれ だ イン ター ネッ トト 上 で も 、 ホ デム ペー ニン 
や BBS (掲示 板 ) な ど が 多数 立ち 上 が り 、 
大 変 な 盛り 上 が り を みせ た 。 

発売 後 の ゲ ー ム 雑誌 の レビ ュー は 、 ど こも る 
非常 に 高く 評価 し て いる 。[「 フ ァ ミ 通 ] で は 
9・9・9・10 の 合計 37 点 。 前作 より も 1 
点 少 な い が 、37 点 を 越え た PS ソフ ト は 
「FF | | 鉄拳 || リッジレーサー」| な ど 数 
少な い 大 型 タ イト ル の み で ある 。「 演 出 は さ 








す が 。 怖がら せ て ぐれ る | [オープニング ム 
ー ビ ー は 良質 な 映画 の よう 」 な ど 、 練 り 込ま 
れ た 演出 、 グ ラフ ィ ッ ク や ムー ビー の 完成 度 
が 呈 メ ンド の 申 必 で あっ だ また サッ ンク 
シス テム に つい て も | 同じ 物語 を 別 の 視点 で 
プレ ー す る 楽し さと 不思議 さ 、 パ ズル が 完成 
する 快感 が ある | 「 最 低 4 回 楽し め る | と 好 
評 だ 。 最 も 評価 の 辛かっ た の は 「 電 撃 プ レイ 
ステ ーション 」 で ある 。「 最 初 か ら ゾ ン ビ が 
た くさ ん 出現 する の は 初心 者 へ の 配慮 に 欠け 
る | 「 前 作 同 様 、 操 作 性 に クセ が あり 、 持 て 
る アイ テム 数 も 少な い | | 忍者 屋敷 か 、 あ の 
警察 署 は !?| と な か な か が 手厳しい 。 

[バイ オ 2 |」 を 取り 上 げ る メデ ィ ア は 、 も 
は や ゲー ム 雑 誌 だ け に と ど ま ら な い 。「 モ 
ンド マガ カシ ジン | 他 、 呈 般 陸 まで | パイ オ 2 
の 特集 を くむ ほど で ある 。「 週 刊 少 年 マガ ジ 
ン 」 で も 、 プ ロ デ ュ ー サ ー の 三 上 氏 を 主人 公 
避 必 ただ た が パイ ネネ ハリー ド る 作っ た 男 た ち ( 
と いう 読み 切り 浸 画 が 掲載 され た 。 世間 の 
「 バ イオ 」 に 対す る 注目 度 の 高 さ が よく 現れ 
て いる と 言え る だ ろう 。 

し か し 、 作 品 の 残酷 性 、 暴力 性 だ け を 捉え 、 
や り 玉 に 挙げ られ る こと も あっ た 。「 週 刊 新 
潮 ] で は 、 栃 木 県 黒磯 市 の 女性 教師 刺殺 事件 
を 始め と する いく つか の “キレ た " 中 学生 
の 事件 を ふま えて 、 彼 ら の 日 常 生活 に スポ ッ 
ト を あて る 特集 を 掲載 し た 。 そ の な か で 「 バ 


ー イ オ ハザード | 等 の テレ ビ ゲ ー ム が 中 学生 


を 熱狂 させ 、 悪 影響 を 与え て いる の で は な い 
か と 記し て いる の で ある 。 

すでに 全国 で 販売 枚数 230 万 枚 を 突破 し ユ 
ー ザ ー に 広く 受け 入れ られ て いる | バイオ 2 」 
だ が 、 そ の 評価 は 個人 に よっ て 変化 する も の 
で ある 。 今回 、 様 々 な 業種 の 著名 人 や メデ ィ 
ア に | バイオ 2 | の 感想 を 聞く こと が で きた 。 
自分 と は 違う 視点 か ら 見 た | バイオ 2 」。 何 
か 新しい 一 面 が 見 える か も し れ な い 。 











ゾン ビ の いる 空間 
僕 が 尊敬 し て や まな い 映 画 監督 の 一 人 に ジョ ー ジ ・ 
A・ ロ メロ が いる 。 何故 尊敬 し て いる か と いう と 、 役 
の 哲学 に 共感 し て る と か 、 血 の 美学 に 魅せ られ て いる 
と か 、 素 晴らし い 演 出 を する か ら と か で は な い 。 も ち 
ろ ん そ れ ら る 尊敬 し て いる 部 分 で は ある 。 が 、 一 番 大 
きい の (まや 人 はり 、 ソン ピ で ある 。 な ん と いっ で も ソン 
ビ な の だ 。 そ し て ロメ ロ の 作っ た ゾン ビ は 僕 の 魂 の 映 
画 コ ー ナ ー (も ちろ ん ココ ロ の 中 に ある ) に 搬 然 と 輝 
いて いる の だ 。 で 、 バ イオ ハザード で ある 。 ざ の 作 
品 も 僕 の 魂 の ゲー ムコ ー ナ ー に 1、2 と も に し っ か り 
と 置い て ある 。 さ て 僕 を 虜 に し た ロメ ロ ゾ ン ビ 部 作 
らら バイ オ の 具 肖 上 な か / ソン 7 2 ツ 和 < ある 
る 。 ま あ そ れ る 当然 ある が 正しく は “ゾン ビ の いる 空 
間 "” な の だ 。 も っ と 細か くい うな ら “ゾン ビ の いる 空 
間 に 自 分 が いる こと の 恐怖 と 快感 ” だ ろう 。 つ まり ソ 
ン ビ と いう キャ ラク ター は 、 彼 が いる 空間 と ワン セッ 
ト で は じ め て 輝き を 増す の で ある 。 そ こ に 自分 が ま ぎ 
れこ ん で し まっ た 時 の 恐怖 、 そ し て 彼ら を 撃つ 時 の 快 
感 が ある の た だ 。 

映画 の 世界 観 や キャ ラク ター を 拝借 し て 作ら れる ゲ 
ー ム は 山 ほ ど あ る が 、 映 画 の 中 で 実証 され た 恐 怖 の 構 
造 を より 完成 させ た オリ ジ ナ ル と 呼べ る ゲー ム は 少な 
い 。 し か し バイ オ は 違う 。 バ イオ は あの ロメ ロ が つく 





映画 監督 款 避 万 大 


ろう と し た 物 の その 先 に た どり つい て し まっ た か ら た だ 。 
例え ば 長い 廊下 に 立っ て 次 は どちら の 角 を 曲 が ろ うか 
と か 、 今 、 目 の 前 に ある 扉 を 開け る か 開け まい か と か 
の 緊張 感 は 映画 で は 観客 に 伝え る の は 難し い 。 ま あ そ 
ん な 所 は みん な が 指摘 し て いる の で よし と し よう 。 

さて 2 で ある 。 ア ナ ザ ー シ ナリ オ は まだ 完全 制覇 し 
て いな い が 1 より も さら に 進化 し た の が うれ し い 。 た 
ぶん 1 と 同じ レベ ル の ゲー ム 内 容 で も ユー ザー は 許し 
た と 思う の だ が 、 そ こ に 甘んじ る 事 な く 恐怖 の 体感 を 
純度 の 高い も の に し よう と する カプ コン チー ム の ココ 
回 意気 が と て で も カッ ヨイ イ の だ 。 

この 作品 を 雨宮 が どの よう に 捉え て いる か と いう 
と 、 ゲ ー ム の スタ ッ フ と 映画 の スタ ッ フ の 理想 的 な 融 
合 に つき る 。 え 7 バイ オ 2 の 映画 スタ ッ フ う C 7 と 
いう 人 が いる か る も 知れ な い が い る の で ある 。 そ の 名 は 
杉村 井 。 シ ナリ オラ イタ ー だ 。 和 杉村 さん は 僕 が 監督 し 
て いた 「 仮 面 ラ イダ ーZ O」 の 脚本 家 だ 。 僕 は 氏 が テ 
レビ ゲー ム に は まっ て いく 過程 を 知っ て いる の で ( 確 
か 最初 は マザー か キン グ オ ブ キ ン グ ス だ っ た と 思う 
が ) も し この 人 が 将来 ゲー ム の シナ リオ を 書い た ら 、 
きっ と 洋 い 所 に 手 が 届 くも の に な る に 違い な いと 確信 
し て いた の だ 。 て そし て で て パ イオ 2 は 憎い ほど プレ イヤ 
の 泊 い 所 に 手 が 届 く 作 品 に な っ た 。 


回 回 回 目 回 自 回 (回 回 固 回 回 


生ま れ て 初め て ゲー ム を 並ん で 買う ーー ツン セタ テー 飛鳥 明 大 


お か げ さ まで 、 開 店 前 の 家電 屋 さ ん に 並ん で ゲー ム を 
買う と いう 、 生 まれ て 初め て の 体験 を させ て も ら っ た 。 

[ディ レク ター ズ カ ッ ト 」 に 付録 で 付い て いた 「 体 
験 版 | を プレ イ し た と き に も 思っ た が 、 待 た され た だ 
け の こと は あっ た 。 芸 の 細か さ は 果 れ る ば か り だ 。 倒 
し た 後 も 油断 せ ず に 敵 を 確認 し な が ら 通 りす ぎる 念 の 
いり よう 。 一定 の ダメ ー ジ を 受け る た びに 危う く な る 
足取り 。 こ ころ な し か 表情 まで 痛 そ うだ 。 し まい に は 
「 ヨ タ ヨ タ 君 | に な っ て し まい 、 そ の 「 ヨ タリ っ ぷり ] 
の 見 事 さ は 、 あ えて 回 復 ア イ テ ム の 使用 を た め ら うほ 
ど だ 。 プ レイ ヤー の 恐怖 心 を 煽る 「 い い 意味 で の ハッ 


タリ | も な か な か 効果 的 だ っ た 。 
前 回 に 引き 続き 、 ゲ ー ム クリ ア 
の ご 褒美 と し て プレ イヤ ー・ キ ャ 
ラ の 着替え ん が で きる が 、 今 回 は 着 
替え る と 銃 の 構え 方 に 変化 が 生じ 
る と いう 進化 を 見 せ た 。 こ れ は 楽 
MM の め だ 。 

まさ に 文句 な し の で き ば えな の 
だ が 、 ヨ イシ ョ する し か が 能 の な い 
お 調子 者 と 思わ れる の も 人 不 本 意 な 
の で 、 苦 労 し て 重箱 の 隅 を つつ く 
0 

まず 武器 の チュ ー ン ナッ プ 。 わ 


回 回 折 釧 四 | 回 各回 所 





が つつ ス キ 6 的 に 





ら よ く で き て いた 。 


妥協 点 な の か も し れ な い 。 


か りや すく て よかっ た が 、 反 面 、 単 純 す ず ぎる よう な 気 も 
する 。 チ ュー ン し た 銃 を 撃っ た リア クシ ョ ン は 地味 な が 


プレ イヤ ー・ キ ャ ラ の チェ ンジ に も 物足りな さ を 感 
じ た 。 も う 一 歩 本 筋 に 突っ 込ん だ イベ ント を 作れ た は 
すず だ 。 才 力 賞 と いっ た と ご ろか 。 ザッ ピン クン スラ の 
も 同様 で 、 表 シナ リオ と 裏 シ ナリ オ の クリ ア 条 件 が 半 
分 以上 重複 し て いる の は いた だ け な い 。 が 、 以 上 の 問 
題 を ある 程度 充実 させ る と な る と 発売 が 半年 以上 延び 
る こと は 予想 に 難し く な い の で 、 こ の あたり が 最善 の 


敵 キ ャ ラ も いい 線 は いっ て いる が 、 こ こ 一 番 と いう 
と ど 司 で の イン パク ド は 欠け る 8 た 
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満足 し た 。 


だ 、 タ イラ ント は 最初 本 気 で 怖かっ 


隠れ ステ ー ジ 「 第 4 の 生存 者 ・ ハ 
ンク | も 、 苦 労 し た 割 に あっ け な く 
終っ て し まっ た の が 残 訪 だ 。 

で 、 結 論 。 い まま で 私 が プレ イ し 
た ゲー ム の ベス ト 3 に 入る 傑作 な の 
は 間違い な い 。 正直 言っ て 、 か な り 


ちな み に 、「 豆 腐 ] に 挑戦 する ほ 
ど 、 私 は ヒマ な 人 間 で は な い 。 


Social assessment for BIOHAZARD 2 





自 回 名 日 回 名 白 回 回 白 急 回 回 


殴 沢 を 言わ し て も ら え れ ば … 


| バイ オ ハザード | を 最初 に や っ た と き は 、 怖 す 
きす ぐに や め て し まい まし た 。 夜 申 に ペッ ド ホ ン で 
や っ た せい も あり 、 マ ン で 怖かっ た 。 

や が て その 索 怖 が 至福 の 快感 に 変わ る こと も 知ら ず 
に 、 恋 の ほう が いい や と 「 と きめ き メ モリ アル 」 に 戻 
り 、 遅 れ ば せな が ら 去 年 「 デ ィ レ クタ ー ズ カッ ト 版 ] 
@⑥、 め あら だ た めく < 手取り 。 ま よう や く ハ マリ ご ん だ と い 
ね @ す 。 

で 、| 2 」 で す が 、 一 応 主 人 公 2 人 の 裏表 を プレ イ 
し て 、 タ イム 縮め も 23 回 挑戦 し て 、 文 句 な ん か つ 
け よ う も な いく らい 楽し ませ て も ら っ た こと を 承知 の 
上 で 、 少 し だ け 感 想 と いう か 、 昔 沢 な イチ ャ モン を 述 
べ さ せ て も らい ます と 。 

それ は どう し て も 、 シ リー ズ も の の 宿命 と いう か 、 





sms 吉田 戦車 
| 1 ] と の 比較 に な る の で す が 、「| 1 | で 感じ た 恐怖 。 
それ は 単に 「 ゾンビ に 噛ま れる |」 と いう だ け の も の じ 
や な か っ ら だ た なあ 、 と いう こと で す 。 

あの 洋館 その も の の 持つ 、 不条理 な 恐怖 。 [シャ イ 
ニニ ング] 的 と で も いう か 、 館 全体 が 、 呪 われ 、 狂 い 、 
絶 思 し て いる 感じ 。 霊 的 な 演出 を 一 切 排除 し て いる の 
に 、 な に が 最 先端 の バイ オ な 怖 さ だ け で は な い 、 ゴ シ 
ッ ク な 興 怖 感 を 、 ゲ ー ム 全体 が 持っ て いま し た ね 。 建 
物 そ て の も の の 、 悪 魔 的 な 魅力 。 そ うい う 怖 さ を 愛 し て 
いた だ け に 「 2 | で は いさ さか ガッ カリ 感 が あっ た こ 
と は 否め ませ ん 。 著 長 の 悪 趣 味 、 と か 近い も の は ある 
ん だ けど 、 独 自 の 世界 を 形成 する に は いた っ て いな い 、 
と 感じ まし た 。 

制作 サイ ド の 「 前 作 は ヨー ロッ パ 調 ゴシック 風味 だ 
っ た か ら 、 今度 は 現代 アメ リカ ポリ ス ア クシ ョ ン だ ]」 
と いう 変化 の つけ 方 は 当然 だ と 思い ます し 、 そ の 新 し 
い フ ィ ー ル ド を 楽し み も し た の で す が 、 も っ と 「 世 界 」 
その も の に 戦 選 し た か っ た 。 

トド 2 の は ほ はい ろ い ろ と すこ いん だ ゆ ひど 、 その べ ん だ たけ 
人 ほ 割 放 苦 通 だ っ だ な 、 と いう 即 包 (6 す 。 これ は もう 
に あ で こ の ラー メン すご くう 9 まい けど 、 ド ンプ フリ の 模 








ある 種 不幸 の 始ま り だ っ た 


編集 サイ ド か ら “カメ ラマ ン の 視点 で ”" と いう オフ 
ァ ー が あっ た 時 、 真 っ 先 に 思い 浮か ん だ の は 警察 署 内 
め 暗 室 だ うた 。 と いう の も 、 ア ソ ョ に 行く たび 、| さ 
あ 、 お 仕事 、 お 仕事 と 独り 言 を 言っ て た の で …。 
と まあ 、 の っ け か ら さ むく な る よう な 事 を 書い て し ま 
eg が vc の 0) 2 ハイ オッ サテ ド 2 に つい て は 取り 
CC グ ホオ トド クラ ファ だ か ら ど う の こ う の と 言わ な 
く て も 、 こ と 絵 作 り に 関し て は 皆さん 周知 の と お り 
| 不 ・ 気 ・ 味 ] に よく 出来 て いる 。 カ ッ ト 割 り に し て 
も | な ぜ 、 こ こ で …」 と いう 所 で 上 手 く 切り 替わる 、 


絶妙 の 意地 悪さ だ と 思う 。 そ し て 特に ムー ビー 画面 で 


の あの トリ ッ キ ー な 見 方 は すご い セ ンス を 感じ る 。 あ 
と 銃 の 構え か た な ん か も と っ て も リア リティ が ある 。 
た また まつ い 先 頃 受 講 し た | 対 テ ロ 戦 」 で 教わっ た 構 
え か た て その も の で は な いか 。… と いう よう に 、 い ろ い 
ろ 偉 そう な 事 を 書い て は みた が 、 実 は 僕 が プレ イス テ 
ーション を 購入 し た の は 今年 の 1 月 8 日 の こと 。 た ま 
_ たま 仕 事 で 知っ た “グル ー フ ブ 地 獄 V" と いう ソフ ト が 
や り た く て 購入 を 決意 見 (と いう ほど 大 的 呆 な も の で 
も な い が …) テク ノ 好 き の 僕 に は ヒジ ョ ー に 面白 く 、 
ムチ ャ クチ ャ は まっ た が (現在 進行 形 だ けど ) 、 せ っ 





うい いう の も あり まし た 。 


ころ な っ て いる の は 確か で す 。 


フォ トグラフ ァ ー 殿村 誠 士 


か く PS を 買っ つた ん だ か ら 「 他 の ソフ ト も 」 と 思い 白 
羽 の 矢 を 立て た の が この “バイ オハ ザー ド 2” だ っ 
た 。 カ ク し て 、 こ の すご い CG 全 開 の ソフ ト が 僕 の 中 
で 基準 に な っ て し まっ た 。 そ れ は ある 種 不幸 の 始ま り 
で 、 そ の あと に 購入 し た ソフ ト た ち が 貧 相 に 思え て し 
が だ が な が で し (ソノ ツー の 人 と は 送 の 形 で ハイ 
オハ ザー ド 2" の ス ヨ さ を じん わり と 思い 知ら され た 
の で ある 。 と いう わけ で 前 置き ? が 長く な っ て し ま 
っ た が 、“" カ メラ マン の 視点 ” 改め “ゲー ム 初 心 者 の 
カメ ラマ ン の 視点 ” で この すご い 作 品 に あえ て 言う 事 
が か のめる ② る と し り 寺 ら 、 せ っ かく こと まで ん ム ビ き し で る ん 
だ か ら 、 次 回 作 は ぜひ ぜひ オー ル シ ネ サイ ズ で も っ と 


Se で る 映画 らし く 他 5 う ( 飲 UW で も 5(4 ネ 


ー プ ニン グ ム ー ビ ー な ん か は ダー キー な ブル ー の モノ 
トー ン に する と か し て ゲー ム 画 面 と 差 を 付け る と か … 
そし (の テム 申 の カメ ラ ワ ー ク (あえ で そう 言 の が か が ) 
な ん か も 、 も っ と も っ と トリ ッ キ ー な 視点 か ら 見 て 谷 
MM BE わな い の 本 度 に に と 、 サ ナン ノ カン ノン 汗 っ (< 
も = 目 移 れ じ く し まう た だ この パイ ハリ リド 2 
索 中 ウラ ボー と 言い た の い て し < 603 に 期 
全 ラ つつ < 


様 が ちょ っ と …| と か 言っ て る の と いっ し ょ で す が 。 
あと 、 さ わ や か だ けど 色気 ね えな クレ ア 、 と か ( 笑 ) 


と は いえ 、 今 年 度 ゲ ー ム 自分 内 ベス ト 1 に 、 今 の と 


回 回 日 自 名 白 回 回 | 回 回 固 回 罰 


も っ と 身勝手 で 不 条 


私 は 今 ま で 20 年 以上 映画 を 見 て きま し た が 、 今 
で 映画 で “怖い” と 思っ た こと が 無い ん で す 。 好 き な 映 
画 の 中 に は ホラ ー 映 画 も あります が 、 そ れ は 怖い か ら 好 
き な の で は な く 、 映 画 と し て 好き な ん で す 。 で も 「 バ イ 
オ ハザード | は 怖かっ た 。 面白 か っ た 。 あ の ダサ い オ 
ー プ ニン グ の 実写 ムー ビー と ラス ト の 主題 歌 は どう し て 
も いた だ け ま せん が ( 笑 )。 廊下 の 角 を 曲 が れ ば 、 何 か 
化け 物 が いる ん じゃ な いか と 、 い つま で た っ て も 異常 に 
怖かっ た で すね 。 日 本 人 は ホラ ー 映 画 を 意識 し た っ て ロ 
ク な や の を つく れ な いと すう と 思う くい た ん で すか が 。 
MX イネ | は 伏 き 人 ム と ヨー サー が 向き あっ 《、 グ ケー ニム し じ 
ゃ な いと で な いよ うな “ 怖 さ ” を 持っ て いま し た 。 

それ で 今回 の 「2| で す が 、 凄 く 簡 単 で 謎 解き も 親切 、 
グラ フィ ッ ク も 派手 で きれ い に な っ て いま すし 、 演 出 
も 良く 研究 きれ て いる と 思い まず 。 し か し 、 こ れ は ホ 
ラー じゃ な い 。 た だ の 中 シン ター テイ ン メ ント で し ょ う 。 

ゲー ム に お ける エン ター テイ ン メ ント が 良く な いと 
は 言い ませ ん 。 確か に 前 作 と 全く 同じ 事 を する 必要 は 


不条理 な ゲー ム を 


前 和音 楽 家 ・ 文 筆 家 中原 昌也 


無い の で す が 、[「 バ イオ | な ら で は の “ 怖 さ ” が 忘れ 
られ て 違う 趣向 に する と いう の は 、 ず る い 逃 げ 方 され 
た よう に 思う ん で す よ 。 目指 し た 方 向 性 と し て 凄く 良 
く で きた 作曲 だ と 思い まず し 、 エ ンタ ニー テイ ン メ ント 
に な り タ ー ゲ ッ ト を 広く 設定 し た こと で 新規 ユー ザー 
獲得 に も 成功 し た と は 思い ます が 、[ 1 」 の 人 は 置い 
で て け ぼ り に され た よう な 気 が し て 。 ビ ピン ュ ア ル が 凄く 
な っ て 驚き は し まし た が 、 エ ンタ ー テ イン メン ト で ゲ 

ー ム は 映画 に や っ ぱり か な わな いわ け で すか ら 。 
そう いっ た 大 多数 に あわ せ て 作っ て る ゲー ム よ り も 、 
制作 者 の 色 が 強く 出 て いる 個性 的 な ゲー ム こ そ 、 奥 が 深 
く て 面白 いと 私 は 思う ん で す 。 洋 ゲ ー ぐ で らい 身勝手 で 不 
条 理 な 方 が 。「1| に は 洋 ゲ ー に 通ずる よう な 無理 矢 理 な 
謎 解き が あっ た り 難 易 度 だ っ た の に 、「2」] は 凄く 優等 生 
な 感じ が し て 。 一 般 の ライ ト ユ ー ザ ー の こと や 、 会 社 の 
利益 を 考え れ ば 仕方 な いか と は 思い ます が 、 も っ と も っ 
と 意欲 的 に 個性 を 出し た ゲー ム を 作っ て 欲し いで すね 。 
(98 年 4 月 28 且 ' イン タ 世 ユー に て) 





回 回 回 白 回 回 四 白 回 回 回 名 回 自 


回 目 回 白 思 折 回 回 自 罰 白 回 回 


恐怖 を 描く と き の 表 現 方 法 


ふだん ゲー ム を 取り 上 げ な い 新 聞 ・ 雑 誌 の ゲー ム 関 連 
記事 に は 、[「 ホ ント に 遊ん で 、 書 いと る ん か いな 」 と い 
う の が 多い 。 無理 も な い 気 は する 。 本 や 音楽 、 映 画 や 演 
劇 な ど 、 ほか の 芸術 と 比べ て も 、 作 品 を 見 聞き する の に 、 
これ ほど 時 間 が か か る も の は な か っ た 。 奉 い 、| バ イオ 
Ap 1 4 ue 2 


ンチ ャ ー ゲ ー ム 」。 比重 は 残酷 な 描写 に 置か れ て いる 。 

実際 に 遊ん で みれ ば 、 残 酷 な 描写 や ゾン ビ を 殺す こと 
は あく まで る 恐怖 を あお る 演出 な ん だ な 、 と わか る 。 そ 
めぐ SUW つ 遇 (くる か ね か ら な い ソ ン や モン スク ミミ だ た 
ち に お び え な が ら 、 謎 を 解い て いる 自分 に 気づく は ず だ 。 
私 の 場合 、「 バ イオ |」 は 「 ウ ィ ザ ー ド リィ | に は まっ 
GOD 思 の の UNA 出さ 選 ( で くれ た だ ウイ ヤー ッ レ さよ ム の 
ダン ジン ショ ン で 、 い いき な り フ ラッ ク や マイ ルフ フィック が 邊 
て きた 時 の 恐怖 に お び え な が ら 、 一 歩 一 歩 進 ん で いた 十 
数 年 前 の 自分 を 。 今 か ら 思 えば 、|「 ウィ ズ 」| の 方 が よっ 


Lー マー リッ プー ひえ て さ ー 
年 9 9 ッ ーー と か (て! たく 
な ね し いみ ゅ 只 一 キー か の いり 夢 











朝日 新聞 学芸 部 日 皮 健 祐 


ぽ ど 残酷 だ っ た 。 た いし た 大 義 名 分 も な い の に 、 わ が バ パ 
ー テ ィ ー は モン スタ ー を 殺し 、 略 奪 の 限り を 尽く し て い 
た 。 こ うな っ て くる と 、 ゲ ー ム の 残酷 表現 な ど と いっ て 
も 、 所 診 、 視 覚 だ け の 話 で し か な い の か も し れ な い 。 

人 間 は 暴力 的 な 衝動 、 残 酷 さ へ の 憧れ を 内 蔵 し て いる 。 
いわ ゆる 暴力 表現 な ど へ の 規制 は 、 内 蔵 し た 意識 を 発動 
させ る こと を 恐れ る 発想 か ら 生 まれ て いる 。 言い か えれ 
ば 、 「 寝 た 子 を 起こ す な 」 と も いえ る だ ろう 。 

人 が 人 を 、 心 身 両面 で 、 傷 つけ る と いう こと は 、 生 き て 
いく うえ で は ある 程度 、 避 けら れ な いこ と だ 。 こ の 「 宿 命 」 
を どう 乗り 越え る の か 、 と いっ た テー マ を 描く 際 に 、 表 現 
と し て の 過剰 な 暴力 、 残酷 さ が 許さ れる の だ と 思う 。 栄 
た し て 、「 バ イオ 」 に は 表現 の 必然 性 は あっ た だ ろう か 。 

「1」 と 「2| と を 終え て 気 に な っ た 点 が ある 。 シ ステ 
ム の 目新し さか ら か 、 | 1 | は 、 何 か が 潜ん で いる 送 怖 、 
それ で る 前 に 進ま な けれ ば な ら な い 衝 動 を 起こ させ る 演 
出 が 新鮮 で 、 名 作 と 感じ られ た よう に 思う 。 

[2」| は どう か 。 パ ッ ケ ー ジ 裏 に は 「 新 し い 敵 、 新 し い 武 
器 、 新 し い シ ステ ム 、 新 し い 恐 怖 ] と ある 。 前 の 3 つ は 確 


- か に その 通り だ ろう 。 し か し 、 新 し い 恐 怖 は あま り 感 じ な 


か っ た 。 む し ろ 、 武器 や 敵 の せい で 、 類 雑 さ が 増 し 、 途 中 
で 、 謎 と き に 少々 飽き て し まっ た と いう の が 正直 な 感想 
だ 。 シス テム に 慣れ て し まっ た か ら 、 と は 思い ただ く な い 5 
お し ろ 。、 ン シス テム など 、 ら の まま で CU Ve の 
テー マ を 押し 通す な ら 、 い た ずら に ゲー ム 的 要素 の バリ 
エー ショ ン を 増やす の で な く 、 シ ナリ オ や 視覚 的 演出 、 
そし て 音 ( 音 は | 2 」 も 良かっ た ) を 総 動 貞 し て 、 怖 が 
ら せ て ほし い 。 映画 に 変わ る べき 、 総 合 芸 術 で ある ゲー 
な ら 、 G⑥G さ る 思う 。 


Social assessment for BIOHAZARD 2 








映画 の 不 文 律 に に と ら わ れ な い ゲ ー ム の 魅力 - *:-*e 金田 裕美 


の の くし た だ 。 ケ は ここ まで 来 く <② の か 、 と 思 
gas | バイオ ホ ハ ザー ド 2 | が 映画 . ド ソン ピ | の 多大 
な 影響 を 受け て いる 、 と いう より オマ ー ジ ュ を 捧げ て 
いる こと は プレ イ す る 前 か ら 知 っ て は いた 。 ま ず 設 定 
が 似 て いる し 、CF の 監督 に ジョ ー ジ ・A・ ロ メロ が 
起用 され て いる こと か ら も うか が える 。 だ が 、 ゲ ー ム 
が これ 程 近年 の アメ リカ 映画 に 迫っ て いる と は ! オ 
swe ランク グ パシ ショク エンス で は ほ 、 車 か ら 降 り 立 うた 区 
官 の 足 を 後ろ か ら 捉 えた カメ ラ が (お っ と カメ ラ じ ゃ 
な か っ た 。 視点 ? ) で る っ と 正面 に 回 り 込 ん で レオ ン 
を 映し 出す 。 典型 的 な ヒー ロー の 登場 ショ ッ ト だ 。 そ 
Mi ドラック と パ バド カー の カー・ ア クシ ョ ン 。 細かい 
ウド る テン ボ ポ 良 <〈 買い だ 迫力 の チョ イス は ほ は 、 ア クン 
ョ ン 映 画 を 徹底 的 に 研究 し た の だ ろう 。 映像 だ な け で は 
な い 。 車 が 止ま っ た 後 、 レ オン に | 大 丈夫 か ?」 と 聞 
が れ た クレ ア は 、“Yes" で は な く "Still in one piece" 
[何と か ね 」 と 応え る 。 さ り げ な い 台 詞 だ け で 、| クレ 
ア の キャ ラク ター に | スピ ー ド |」 の サン ドラ ・ ブ ロッ 
ク の よう な イキ の 良さ を 感じ させ る シナ リオ 。 

だ が | 映画 みた い 」 と いう 思い は 、 ゲ ー ム が 進む に 
つれ て 薄れ て いっ た 。 勿論 、 自 分 の プレ イ が 物語 を 左 
NO の en と や ツウ ビ ピンク 機能 が ある こと な ど 、 メ デ 
ィ ア の 違い も 当然 ある が 、「 普 通 、 映 画 で は や ら な い 」 


が ce ie( ま 条 わ われ ( い た だから た だ た) 
映画 に は 百 何 年 の 間 に 出来 た 不 文 律 が あり 、 そ れ を 
守ら な いと 観客 も “ 何 か ヘ ン "” と 感じ て し まう こと が 
ある 。 例え ば 映画 な ら 、 レ オン の 視点 か ら 一 人 称 で 描 
か れ て いる 物語 は 、 通 常 最後 まで それ が 変わ ら な い 。 
7 だ の が eee レオン が から キイ タ ベ 。 ニ ミク レル ア か ら シ ャ ェ リ 
ー へ と 一 時 的 に せよ 、 い と る 簡単 に "自分" が 変わ っ 
て し まう の だ 。 ま た 、 例 えば ホラ ー 映 画 な ら 途 中 で 他 
の 要素 が 入る に し て る も 最後 まで ホラ ー と いう の が お 約 
束 だ ( 因 に 、 ク ライ ム ・ ア クシ ョ ン と 思い き や 突 然 吸 
血 映 画 に な る |「 フ ロム ・ ダ スク ・ テ ィ ル ・ ド ー ン 」 
は 次 否 真 っ 二 つ に 分 か れ た ) 。 だ が この ゲー ム は 、 ゾ 
ン ビ ・ ホ ラー か ら 「 イ ン デ ィ ・ ジ ョ ー ン ズ | の よう な 
宝探し の 冒険 活劇 へ 、 は た また 巨大 グモ や ワニ が 登場 
する SF ホラ ー へ 、 さ ら に は 研究 所 か ら 5 分 以内 に 脱 
出し な けれ ば な ら な い | エイ リア ン | を 思わ せる 密室 
アク ショ ン へ と どん どん 変化 し て いく 。 そ れる も 、 違 和 
感 よ り は むし ろ 新 鮮 な 驚き を 与え て くれ る の だ 。 
"ケー ム と は こう ある べき も の " と いう 先入観 が 確 
立 し て いな い 分 、 ゲ ー ム は 映画 より 自由 な の で は な い 
か 。 映画 の 影響 を 受け な が ら 独 自 に 発展 し て きた ゲー 
ム は 、 今 度 は 逆 に 映画 に 影響 を 与え て いく の か る も 知れ 
な い 。 


回 回 回 折田 回 回 回 回 自白 回 


[パイ オ ハザード | を 大 人 の 手 に 取り 戻せ ! smswx 織 茂 洋介 


回 白 自 団 回 回 回 回 恨 折 回 回 


か つ で ども の オモ チャ で あっ つた は ず の テレ ビ ゲ テ 
ム は 、 ハ ー ド ・ ソ フト と も に 、 飛 躍 的 に その 表現 力 を 
向上 させ 、 幅 広い 年 齢 層 を カバ ー で きる 娯楽 に 発展 し 
た 。 と は いう も の の 、 残 念 な が ら 、 全 体 的 な 割合 か ら 
見 れ ば 、 フ ァ ン シー キャ ラ や 美 少 女 アニ メ て ん こ 盛 り 
の 子ども 向け ソフ ト に 比べ 、 大 人 が 違和感 な く 楽 し め 
る も の は ほ ま だ 少な い 。 そ の 点 1! パ イオ ハザード | は 、 
僕ら が 本 気 に な っ て 取り 組む の に 十分 な クオ リティ を 
備え た 数 少な い 貴 重 な タ イト ル と 言え る 。 

と に か く 怖 さ が 、 人 迫力 が 半端 じゃ ない! まず キャ 
ラ 設 定 。 お な じみ の 死 肉 を 食らう ゾン ビ を は じ め 、 わ 
さわ さと 間 く 毒 グ モ な どの キャ ラ た ち は 、 鳥 肌 の 立つ 
ツボ を 実に よく 抑え て いる 。 次 に 演 
出 。 ゾ ン ビ や リッ カー が 窓 を 破っ て 
襲 っ て くる タイ ミン グ の 絶妙 さ 、 何 
発 弾 丸 を ブチ 込ん で も し ぶ と く 復 活 
し て くる |1G」 な ど 、 数 々 の 周到 な 
仕掛 け に は た だ 感服 する の み だ 。 

不満 が 残る と すれ は ば 操作 性 の 悪 
さだ た が か 、 品 れ も や も も し か し た ら 、 所 
ンチ の 際 に 緊迫 感 を 高め る 効果 を 
狙っ て の 仕掛 け か も 知れ な い 。 う 
ん 、 そ うに 較 い な い 。 き っ と わざ 
呈 居 決ま う G で WV る 


(CAC 7 ッ 2・ で 
4 オヤジ だ ) た の 條 





NG さき な だ の AS だ が か が ら 、 つい つい の 0 のめり こん で し 
まう ぉ ある 週 利 誌 まれ ぼ ば 、 | パイ オハ ザー エド 21 は 、 
[キレ る 中 学生 を 熱狂 させ る ゲー ム | な の だ そう だ が 、 
絶叫 し つつ 、 ゾ ン ビ の 頭 に マシ ン ガ ン を ぶっ 放す 快感 
に は バタ フラ イナ イフ を 振り 回 す 少 年 も る 、 そ う で な い 
少年 も る 、 大 人 も 、 プ レイ し て みれ ば 、 み ん な が みん な 、 
[バイオ 』 の トリ ヨ に な っ て し まう は ず だ 。 

緊張 に 包ま れつ つ 食 い 入 る よう に 画面 を に ら み 、 夢 
中 に な っ て また 夜 は 更け る 。 で 、 翌 日 は 睡眠 不足 で 頭 
が クラ クラ 。 | バイ オ 2 」 を 手 に し た 230 万 人 の ユー ザ 
ー の 多く が 、 一 度 は こん な 経験 を し て いる の で は な い 
だ ろう か 。 そ うい う 意 味 で は た し か に 困っ た ゲー ム で 
ある 。 困 っ た ゲー ム な ら 子 ども に 与 
える な うつ で て で? な る ほど 、 そ れ も い 
\。 こん な イカ し た ゲ ケー ム を カキ に 
楽し ませ る の は ほ は も る つた だい ない しね, 
『「 バ イオ 」』 は 僕ら キレ た 大 人 だ け で 
楽し わこ と に し よう じゃ な いか が 。 

子ども の 犯罪 増加 と テレ ビ ゲ ー 
ム の 影響 を こじ つけ た 強引 な 議論 
は いか が な も の か と は 思う けど 、 
大 人 だ け に 楽し む 資 格 が ある ゲー 
な と いう の る や 、 だ た だま 民 は あっ で る 
いい か な と いう 気 は する 。 


回 回 回 切 回 回 捉 白 | 自白 名 回 回 回 回 


ホラ ー 映 画 を 研究 し 尽く し た 「 パ イオ 」 "2 コッ クッ ッッ 長崎 渦 


僕 は ホラ ー 映 画 マ ニア で ある 。 ま っ た く 自 慢 に な ら 
な い が 、 あ り と あら ゆる 訳 の わか ら な い 映 画 を 見 て い 
る 。 その 手 の マ ニア の 条件 は 、 平 然 と 見 る の で は な く 、 
da 届か が る さだ 思 う 。 

た と えば 、 誰 も が 怖がら な か っ た | スク リー ム 」 で すら 、 
(パロ ディ ー と わか りつ つ ) 顔 を 手 で 導 っ て いた ほど だ 。 

と いう わ 人 で | バイオ ハリ ニ ド | る 友人 に 勧め 5 
れ て 始め た 時 の 感想 は 、 恐 怖 以 外 の 何者 で も な い 。 初 
め て ゾン ビ が 登場 し た 廊下 で は 、 パ ニッ ク を 起こ し 
あっ と いう 間 に ジ ル は 食べ られ 、 次 に 挑戦 し た クリ ス 
も あえ な い 最 後 を と げた の だ っ た 。 

冒頭 シー ン を どう に か クリ ア し た 人 後 も 、 何 度 、 こ の 
まま 安全 な 部 屋 で 主人 公 を じっと させ 、 種 や か な 生涯 
な お (くら まう り と 思う る か 

[バイ オ ハ ザ ー ド 」 の 凄 さ は 、 カ プ コ ン の スタ ッ 
フ の 徹底 し た ホラ ー 映 画 研究 に つき る 。 最初 に 例 と し 
て 挙げ た 「 ス クリ ー ム 」 冒頭 シー ン の 原型 で ある | 夕 
暮れ に ベル が 鳴る | を 、 僕 は 今 で も 最も 恐ろし い 映 画 


い 切 っ て 開け る か 否 か で ある …。 

[バイ オ ハザード | は この 恐怖 の 王道 方 程 式 を 見 
事 に 用 いた の で ある 。 [ 

さて 、「 バ イオ ハザード 2」 だ が 、 す べ て の 続編 の 
ご 多分 に 漏れ ず 、1 より つま ら な いと か 、 た ま に 最 低 
だ と いう 感想 すら 聞か れ た 。 

これ に 対し て 僕 は 、 ほ っ と し た も の で ある 。 駄作 = 
や る 必要 が な いつ まり あの 緊張 を 味 あ わな く て よ 

SOUNDGB eb が RIOD7 だ 6 

だ が 一 旦 ト ライ し て みる と 、 そ の 予想 は くつ が えさ 
れ た 。 カ プ コ ヨン は こ 選 で も ホラ ー を よく 研究 し 、 ず ぐ 
れ た 続編 に は 恐怖 より スト ー リ ー と アク ショ ン を 加味 
する 事 が 必要 だ と 割り 切っ て いた の で ある 。 

2 は 1 と 同様 傑作 で ある 。 3 が ある な ら 、 僕 は 迷わ 
ず 、 し か し イヤ イヤ な が ら つ いて いく だ ろう 。 


も 。ldyl ポス 2X V の BZ 和 A 到 








の 一 つ だ と 思っ て いる が 、 こ の 映画 の 索 怖 は 、 主 人 公 
の 2 く 選 仁 4 MIN MNO 
尋ね る 変態 電話 


に 悩ま され る シー ン か ら 始 まる 。 


観客 は 、 2 階 の 子供 部 屋 を 主人 公 に 調べ て ほし い … 

が そこ で 何 が 起こ っ て いる か 、 主 人 公 に 何 が 起こ る か 
了 、 見 導く な い 。 老 え る だ た に 下 の し じい 見 た い 、 
… こ の 堂々 めぐ り の ポイ ント は 、 扉 を 思 


見 だ く な い 。 


「 パ イオ 2」 で 削ら ち れ て し まっ た も の 


誤解 を 恐れ すず 宣言 する な ら ば 、「 バ イオ ハザード 」 
(以下 BH) は ずばり 、 ナ ル シ ス ト の た め の ゲ ー ム で ある 。 
カプ コン は この ゲー ム の ジャ ン ル を 「 サ バイ バル ホ 


ラー」 と 銘打っ て いる が 、 一 般 的 な 分 類 で は 「 ア ド ベ 


ンチ ャ ー 十 アク ショ ン 」 と 言え る 。 ア ド ベ ンチ ャ ー は 
知恵 を 、 ア クシ ョ ン は 反射 神経 を 要求 する 。 と いう こ 
と は すなわち 、BH は 知恵 と 反射 神経 の 両方 を 要求 す 
る 高等 な ゲー ム と いう こと に な る 。 や りこ お む お に つれ 、 
以前 より も た くま し く な っ て いる 自分 が 強く 感じ られ 
る 8 れれ が だ ま ら な い 。 

も し あな た が 初心 者 で 、 周 囲 に た BH を や りこ ん だ 人 が 
いた な ら 、 質 問 や 相談 を 持ち か け て みる と いい 。 カ フス 
の 部 屋 の 絵 の ボ タン の 順番 で も 、V 一 JOLT の 製法 で 
も 、 タ イラ ント の 倒し か た で も 何で も 構わ な い 。 お そら 
くそ の 人 は 懇切 丁寧 に 、 そ し て 鼻 の 穴 を 広げ つつ 自慢 げ 
に 「 語 っ て 」 くれ る だ ろう 。 程度 の 大 小 こ そ あ れ 、 彼 は 
自分 が 知恵 と 反射 神経 を 兼ね 備え た 選民 で ある こと を ア 
ピー ル し 、 再 確認 し 、 陶 酔 し て いる の で ある 。 

旧 呈 の が 、 (に こ 存 知 の よう に ) で や りこ さん だ 人 に も に 
エラ ルキ ー が 存在 する 。 ジ ル よ り も クリ ス で プレ イ し 
た 人 の ほう が 、 さ ら に 、 自 分 だ け 助 か る より も 全員 を 





KK 


じゅ げ む ・ ラ イタ ー ノ 爪 林 宗 明 


救出 する ベス ト エ ン デ ィング を 迎え た 人 の ほう が 偉い 





の で ある 。 3 時 間 ク リア や 、 さ ら に その 先 に 待っ て い 
る 別 の フィ ー チ ャ ー も 言わ ず も が な だ 。 

上 を 望む と キリ が な い が 、 そ う せ すず に は いら れ な い 。 
まさ に 人 間 の 「 業 ] で ある 。 こ う 書 く と 否定 的 に と ら 
れる か も し れ な い が 、 適 度 な スト レス が 向上 心 を 刺激 
し 、 自 己 鍛錬 を 敵 進 させ る と いう の は 、 非 常に 素 晴 ら 
MO 呈 ど と だら ど 思 つく いる 。、 そ で れる ケム が 担う 、 ら ゆい 
う の も また 喜ば し いこ と で は な いか 。 

が な が ら 、 で ぐ あ る 。 ハード 2 で は ミ う いっ た 部 
分 が 、 す いぶ ん 消 れ ぐ じ まっ た よう に 思え て ならない 。 
5 段階 の ウラン キン グ が ある に せよ 、 プ レイ 自体 の 敷居 
が 低い ( 裏 モ ー ド は 別 だ が ) た め 、 リ アル タイ ム に 目 
身 の ス キル アッ プ を 実感 で きる 、 と いう 一 番 の 醍醐 味 
が 肖 え で くし まう っ だ 。 アン クニ ー ド 等 ぐ | の う ド 1 は 組 し 
すぎ る | と いう 意見 が 多かっ た と か 、 パ ー ト 2 で は 物 
語 性 を 重視 し た な どの 話 は きい た が 、 そ れ に し て る 越 
える べき ハー ドル を 削り すぎ だ 。 こ の 世紀 の 傑作 の 大 
ファ ン だ け に 「 玉 に 下 」 的 な 不満 を 感じ て し まう 。 

そし て これ が 次 作 以 降 も 継承 され る か 否 か 、 非 常に 
無 M な る と ころ で は ある 。 


Social assessment for BIOHAZARD 
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ザッ ピン クシ ステ ム に 不満 あり 


い 0 > 
ゾン ピ と 過ごす 昼下がり 

数 ある ゾン ビ ピ 映 画 の 中 で も ジョ ー ジ ・A・ ロ メロ の 
[ゾン ビ 』 が 一 番 好 きだ 。 こ の 映画 で 僕 は ゾン ビ フ ァ 
ン に な っ た 。 デ パー ト に 籠 城 し た 人 間 達 と ソン ビ の 攻 
防 を 描い た この 作品 は 、 濃 厚 な 黄 紅 気 分 に 満ち て いる 
と ころ が ミソ 。 人間 の 非力 さ が 強 調 さ れる の と 対照 的 
に ゾン ビ 達 は 妙 に 楽し げ 。 カ ー ト を 押し て いる 主婦 ソ ゾ 
ンジ 世 る 腕 ら し い 。 ちら か と いう と ソン ヒ に 肩入れ じ 
て し まう 。 お そら くそ れ は この 映画 が 作ら れ た "70 年 
代 後半 の 世 的 な 気分 が 反映 され て いる た め だ ろ う 。 
スピ ン ア ウト へ の 誘惑 。 大 量 消費 社会 が 映し 出す 虚無 。 
や る せな い 捧 折 感 と 虚脱 感 。 

その 後 の フ ィ ル モグ ラフ ィ ー を 観る か ぎり で は ロメ 
口 は 天然 性 の 強い 作家 な の だ と 思う 。 天然 性 が 全開 し 
いく つか の 偶然 が 重なっ た 結果 、 作 品 は 最強 状態 に 強 
まる 。 か くし て 1 ツン ノビ は 休 作 な うた 保 作 介 
度 も 何 度 も 蘇る も の だ 。 姿 を 変え 時 代 を 超え て 。 

ド ツ ン E ビ F と | パイ オハ サド | (MR I バ イオ |) に 
登場 する ゾン ビ の 大 き な 差 異 は 発生 の 原因 に ある 。 ロ 
メロ 版 で は 宇宙 か ら の 放射 線 飛来 だ っ た の に 対し |「 バ 
イイ オド CGC は パイ オ テ ク ノロ ンー 守 験 の 打 走 だ 。 て で れ 以 
外 は ロメ ロ 版 の スタ イル を 中 襲 し て いる 。 も っ さり と 
し た 動き 、 動 くも の に 近づき 食 お うと する 単純 な 行動 
原理 、 頭 を 破壊 する と 動き が 止ま る こと 。 ゾ ン ビ の 恐 
怖 (魅力 ) は 因果 関係 に ある の で は な く 、 伯 まい その も 


の に ある の だ か ら 「 バ イオ 」 は!'90 年 代 最新 形 の | ゾン . 


眉 馬 で いえ る だ ろう 。 1 バイ す | は トノ ソン と 過す 生 








バー ラム 飯田 和 拓 


下がり | を 映画 と は 別種 の リア リティ ー で 味わう こと 
が 出来 る ゾン ビ フ ァ ン に と っ て は 夢 の ソ フト だ 。 

た だ 残念 な こと に 、 ゲ ー ム が 進行 する の に 従っ て ゾ 
ン 世 の 影 が 薄く な っ で て いく 。 こ れ は ソン フアン に と 
っ て ちょ っ と 寂し い 。 し か し 、 ゾ ン ビ ー 本 栓 で は 線形 
居 ス カレ ーション し て いく サバ パパ バル ホホ ラー ケム 
と し て の 盛り 上 が り は 期待 出来 な いし 、『 バ イオ 』 は 
ミリ オン ヒッ ト を 要求 され る メジ ャ ー 作 品 で プロ グラ 
公民 錠 チャ と し で 制作 され だ 【 ソ ン ピ | と は 違う の 
だ か ら 正 し い 判 断 だ と 思う 。 で も で も で も で も お 願い 。 
今後 『「 バ イオ が シリ ー ズ と し て の 広がり を 見 せ て い 
く 中 で 、 ぜ ひと も ゾン ビ を メイ ン に し た バー ジョ ン を 
思 り ニス し で くれ な いで し ょ うか が か? 


私 は 2 も "6《 和 一. が ya あ 3 
5 は 団 令 に 行 < " ヤ z9 の 2 そ 。 
と いう 生 っ の 5 サイ 4 が か っ か ぃ の も 次 [ 
U36 い Qu … イル ダダ な 









(株 ) トレ ジャ ー 前 川 正人 


[バイ オ ハザード | は 、 私 が 何 度 も 繰り 返し 遊ん 
誤 欠 々 の ゲー ム で ある 。 で れ は 何故 な の が 7 まず すず 、 
ホラ ー ア ド ベ ンチ ャ ー で あり な が ら 、 ア クン ション 性 が 
高い ゲー ム だ と いう こと が あげ られ る 。 似 た 様 な ゲー 
人 が は た くさ ん あう た の だ が 、| バ イオ | の タイ アプ は 以 
前 か ら あ っ た 様 で 、 実 は 「 バ イオ | で 完成 され た も の 
だ と 思う 。「 恐怖] と いう 感覚 が 、 ア クシ ョ ン を 加味 
する 事 に よっ て 引き 立っ て いる 。 ムービー 垂れ 流し の 
アド ベン チャ ー で は 、 ホ ラー 映画 を 見 て いる の と 同じ 
3@ 売 釜 に だ 妥 け 号 の | 恐怖 | に な っ て し まう が 、 ア クン 
ョ ン を 取り 入れ る と 、 か な り | 恐怖 ] の | 質 ] が 違っ 
て くる 。 壁 か ら 突 然 敵 が 飛び 出し た 時 に 、 ぴ びっく りす 
る の と 同時 に 、 コ ント ロー ラー を 握り し め て 銃 を 撃ち 、 
すぐ さま 襲い か か る 敵 を 倒す 。 そ の 後に ホッ と 一 息 つ 
さき 、 手 に 握っ た 汗 を 拭う の で ある 。 正 に 手 に 汗 握 る サ 
バイ バル ホラ ー で ある 。 そ こ に ある 世界 と 一 体 化 で き 
で し まう 。 これ そ VR で ある 。3D 空 間 で ボリ ヨン を グ 
リグ リ す る 事 を VR と 呼ぶ の で は な い 。 

次 に あげ られ る の は 、 全 体 が 醸し 出し て いる 雰囲気 で 
ある 。 英語 の セリ フ に 和訳 の 吹き 出し 、 と いう の も 良い 
感じ で 見 逃 せ な い 。「 ベ ェ ア ァ ル ウゥ イィ (バリ ー)」、[ ク ウル 


ィ ス (クリ ス )」 等 の 呼び 合う 発音 が 、 何 か 独特 の 雰 囲 
気 を か も し 出す キー ポイ ント の 様 な 気 が し て な ら な い 。 
これ が 、 も し 目 本 語 で | みゆ き て |」 と か | ゆう た 一 」 と 
か 呼び 合っ て いた ら 、 こ の 雰囲気 に は な ら な い は ず で あ 
る 。… お っ と いけ な い 、 今 回 は |「2] の 原稿 依頼 で し た 。 

結果 か ら 言 うと 、| 1 」 を 人 逢 か に 超え る 作品 で は な 
か っ た 、 と いう の が 率直 な 感想 で ある 。 勿論 |1」 で 
感動 し た 分 、 今 回 の 感動 が 薄れ た だ け で 、 作 品 は す ば 
ら . し い 山 来 で ある 。 だ だ し 、 ザ ッ ピ ンク ンス デム は 消 
化 不 良 で ある 。 レ オン 編 と クレ ア 編 の 2 枚 組 と 聞い た 
時 に | ニヤ リ | と し 、 レ オン 編 を 終え た 後に クレ ア 編 
を 遊ん で 、 ヘ リ の 墜落 を 見 た り 、 見 た 事 の 無い 敵 に 遭 
過 し た 時 は 、| な る ほど 」 と 感心 し て いた の だ が 、 結 
局 イ ベン ト が 少し 変わ る 程度 で 、 後 は パズル 的 要素 の 
組み 合わ せ の 違い だ け で ある 。 ザ ッ ピ ング シス テム と 
うた うく いる わり に は ほ 、 マ ン シ ンカ ント ・ ア リグ ケ ョ クラ 
電気 コー ド ・ 指 紋 照 合 く らい の も の で 、 表 で 何 か を す 
る と 裏 で 大 幅 に いろ ん な 事 が 変わ る と いう 経験 は それ 
ほど 感じ な い レ ベル だ っ た 。 結果 的 に 満足 は し た が 、 
少々 残念 だ っ た と いう の が 「 バ イオ ハザード 2」 の 
感想 で ある 。 上 
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実は 僕 拳銃 好き な ん で す 


バイ オ ハザード と 言え ば 何 度 も 遊べ る お 得 感 が あ 
る 上 に 、 自 分 自身 を 極め る スト イッ ク な 楽し み 方 も 出 
来る と 言う 、 ま こと に 魅力 タッ プリ な ソフ ト 。 と は 言 
っ た も の の 、 な か な か “ハンク モー ド “* "豆腐 モー 
ド ” な ん て と ころ まで 極め られ る も の で は 無い 。 そ こ 
で 思う バイ オ ハザード の 潜入 と は な に か .、 て れ は 
大 /N 徹 0 だ 。 

昔 か ら ゲ ー ム の キャ ラク ター が 持つ 武器 は 合 が 主流 
だ つら た 。 仮に 軸 く < くさ だ と し で も 、 レ イカ ン や わけ の 誕 
ら な い SF 銃 、 世 の 中 に 結構 いる で あろ う 銃 大 好き っ 
子 ” 達 に は 何 か 物 足り な い 状 況 で ある と 言え る 。 ま あ 
最近 は セガ の “バー チャ コッ プ ”" や N64 で 出 た “ゴー 
ルデン アイ ” な ん て の が あっ て 結構 燃え た が 、 ゲ ー ム 
と どい の の た ヨリ トド と うし (で も ョ ン パ ッッ ト ド トン ョ ティ イ 
ング に な うっ で し まう っ て 、 久 その ちの の チチ ティ ー ル や 和 存 
在 を 追求 し た モノ で は 無い 。 も ちろ ん それ で も 大 満足 
な ん だ が 、 銃 好き に と っ て は 装弾 数 を 気 に し た り 、 マ 
ガ ジ ン チェ ンジ の タイ ミン グ を 見 計ら うと いう 事 だ け 
で な く 、 何 より 求め て いる の は 実在 する 銃 を 登場 させ 
て 欲し いと いう 事 な の だ 。 実在 する ハン ドガ ン や アサ 
ルト ライ フル を 状況 に 合わ せ て 使い 分 けた い ! これ 
が 銃 好 き が 長い 間 求 め て や まな い 事 な の で ある 。 

そし て さら に 使い 分 ける と いう 意味 で コ ユ い 事 を い 
うな ら “ 弾 " の 存在 。 銃 と は あく まで も る 発射 装置 で あ 
り 大 切な の は 弾 の 種類 、 意味 無く 銃 を 替え る より 弾 の 
存在 を 考え た 上 で 使い 分 けた い 。|45ACP の スト ッ ピ 
ング パワ ー と 、 臣 通 力 と 多 弾 数 が 魅力 の 9 mm パラ フラ 、 こ 
の 場合 どちら が 有効 な の か …」 な ーー ん て こん な 雰囲気 
を 味わい だ い の で ある 。 そ こま で ぐ 言 うん な ら リバ パイ 
バル ゲー ム ” を や っ と きゃ イイ じゃ ん と 思え な くも な 
い が 、 基 本 的 に 6 mnBB 弾 の エア ガン を 使う サバ ゲー 
は 、 け っ し て 銃 好 き が 求め て いる モノ で は 無い 。 さ ら 
に 場所 と 人 数 の 間 題 か ら そ うそ う 気 軽 に 出来 る も の で 
も 無く 、 ス トイ ッ ク な 人 が 多い 銃 好 き と し て は メン タ 
ル な 体感 が 出来 る ゲー ム に 期待 し て し まう 。 

そう 、 そ こ で 登場 する の が バイ オ ハザード な の だ 。 
実は に の ゲー ム こ そ 、 そ うい っ た 欲求 を 満た し て くれ 


モノ だ っ た の で ある 。 こ の ゲー ム は サバ イ バ ル 、 と 言 


うこ と は 必然 的 に 生き 残る た め の 道 具 と し て 武器 の 存 
在 が 重要 視 さ れる 。 し か も ゲー ム で ある 以上 は “リス 
ク と 達成 ” を 成り 立た せな けれ ば いけ な い 。 そ の 人 為 に 
は 武器 の 強弱 が 必要 で 、 加 えて 現代 モノ と いう 世界 観 
で ある 事 を 考え れ ば 、 実在 する 銃 を 出し て 、 し か も そ 
の スペ ッ ク を その まま ゲー ム バ ラン ス に あて は め る 事 
が 出来 る の だ 。 銃 好き の 同業 者 と し て は くやし い 事 し 
さり で ある 。 

し か も また 、 登 場 す る 銃 の 選択 が シブ い 、“ ブ ロウ ニ 
ング HP” に “デザ ー ト イー グル ” 銃 好 き と し て は タマ 
ラン 名 前 が 続々 困 で くる 。 まあ テリー ドイ ニーク ル 
了 避 あ よっ つと ベタ な 気 る する けど 、 マ クム オニ ト と じ 





(株 ) ア トラ ス 雀 子 一 馬 


て は ゲー ム 上 必要 不可 欠 だ か ら 仕方 な い だ ろ う 。 そう 
いう 意味 で は 、 ト ド メ を ささ れ た の が レオ ン の 持っ て 
いる “VP70” で 。 日 本 で は モデ ル ガ ン が 出 て いる せい 
も あっ て 比較 的 メジ ャ ー な 銃 だ が 、 俗 に 言う 第 三世 界 
の 軍 や 警察 と いっ た 公用 向け ピス トル と し て 開発 され 
た も の 。 特筆 すべ き 機 能 と し て 、 シ ョ ル ダ ー ス トッ ク 
を 装着 する 事 で 3 バー スト (1 回 の トリ ガー 操作 で 3 連 
射 さ れる ) する 事 が 出来 る が 、 そ の 機能 の わり に は ノ 
ッ ペ リ し た 外観 の せい も あっ て か 、 あ まり 人 気 の あ る 
銃 で は 無い 。 そ の “"VP70" が イベ ント や バラ ンス が ら 
み で 上 手 い 事 演出 され て 出 て くる で は あり ませ ん か 。 
本 来 パ ッ と し な い ハ ズ の この 銃 が 妙 に カッ コ 良 く 見 え 
て くる か ら ホ ント に 不思議 。 逆 に 考え れ ば 、 途 中 の パ 
ワー アッ プ を 考慮 し て この 銃 を 選ん だ の か も し れ な い 
けど 結果 と し て 演出 の ウマ さ が 印 象 に 残る 。 こ うい っ 
た ウマ さ が 銃 好き に は コタ えら れ な いわ け で 、 ま さ に 
銃 好き が 待ち こ が れ た ゲー ム と 言え る の だ 。 

そこ で 要望 な ん だ けど 銃 好 き と し て は リボ ル バ ー の 
扱い が イマ イチ な 気 も する ん で 次 が ある な ら ぜ ひ リ ボ 
ル /N を ツイ デー チャ あし で 傘 し い 。 | ン ッ ソック スン ョ テ 
ター は も う 古 い | な ーー ん て 言わ な いで ね …。 
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Ed 引 り 和 【 り 1 
は 「 バ パイ オハ ザー ド 2 専用 掲示 
6 6 板 ]」 と いう 、 ネ ッ ト 上 で バイ オ 
ID『eSSIOI1 2 の 意見 交換 が で きる 場 を 設け て いま 
す 。 そ の 掲示 板 で 特に 盛り 上 が っ た 話 
題 と 言え ば 、 な ん と 言っ で も 隠し レン ナ 
リオ の こと で し た 。 発売 し て 3 カ月 た 
っ て も 、 こ の 話題 だ け は つき る こと が 
あり ませ ん で し た 。 隠し レン ナリ オ を プア 
レイ し た い が た め に ゲー ム を 何 度 も ク 
リア し 、 そ の シナ リオ が 出現 する と 出 
現し た と き の 条 件 を 掲示 板 に 書き 込み 、 
それ を 見 た 人 が 自分 で も や っ て みて 、 
新た な 発見 が ある と それ を 掲示 板 に 書 
き 込 むと いっ た こと が 繰り 返さ れる う 
ち に 、 人 徐々 に 隠し シナ リオ 出現 条件 が 
細か い 部 分 まで 絞り 込ま れ て いき まし 
た 。 ゲ ー ム 雑誌 の 情報 を は る か に し の 
ぐ 時 さき 5@G し た 。 

短 時 間 で クリ ア で き て し まい 、 や や 
不満 赴 と いう 意見 も 若干 あり まし た が 
批判 的 意見 は ほとん ど な く 、 プ レイ ヤ 
ー は 満足 の 様子 で し た 。 

また 、 ゲ ー ム で わか ら な い 個 所 を 書 
き 込ん で お け ば 次 の 日 か 、 そ の 日 の う 
ち に は 誰か が 返事 を 書い て くれ て いた 
こと か ら 、 こ の ゲー ム の プレ イヤ ー が 
いか に 多い か が 実感 で き 、 正 直 驚 きま 
し た 。100 万 枚 を 軽く 超え た ソフ ト と 
いわ れ て も 、 数 字 で は あま り 実 感 が わ 
きま せん か ら ね 。 

前 作 を や り 込 ん だ 僕 と し て は ゲー ム 
面 に 関し て 多少 不満 が 残り まし た 。 前 
作 と 似 た よう な 謎 解き が 多く 、 バ イオ 
の コツ を つか ん で し まっ て いる 人 に は 
あま り 頭 を 使う 必要 が な か っ た た め 、 
謎 解き に 関し て は 少し 不満 が 残り まし 
た 。 た だ 、 初 心 者 に と う て は ほど よい 
間 易 度 だ だ よう に 思う の で 。 で どの 年 
備 の G る も や 楽 め る 6 し よう 。 まだ 、 
前 作 の よう な ドア を あけ る 恐怖 、 ゾ ン 
ビ に お そ わ れ る 恐怖 の 演出 が あま り 変 
更 さ れ て いな いせ いか 、 前 作 で 慣れ て 
し まっ て いる 人 に は あま り 恐 怖 を 感じ 
な かう た よう な 気 が じ ます 9 。 し か し 、 
全く 予期 で き な い " 驚き "の 演出 が 非 
常に 凝っ て いて 、 前 作 を プレ イ し た 人 
で も バイ オ 独 特 の 恐ろし さ を 十 分 楽し 
お 0 ちの 0 でき 54 し よ つ ら 

< 柳沢 和 思 > 
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導 


に は と も あれ 豆腐 で ある 。 実は 
に 問 か な り 早 い 時 期 に その 存在 に 気 
付い て は いた の だ が 、 他 人 の 話 を 聞く 
限り で は 正直 あま りや る 気 は 起き な か 
っ た 。 な ん だ か よく 分 か ら な いり 物体 が 
ナイ フ 1 本 と ハー ブ 3 つ で 一 体 何 を す 
る ん だ 、 と いっ た 感じ で あえ て 無視 し 
て 本 編 の タイ ム ア タ ッ ク に 本 格 的 に 取 
り 組 も うと し て いた 時 期 で も あっ た か 


a 。 
人 
が 思 
の ) 
ユ ュ た 
ザ 
| 
に 
司 
を 合 
い 魅 
P/| 
り を 
ら 韻 
し ) る 
た 


ら だ 。 ハ ンク の 暫定 的 な 攻略 を イン タ 
ーネット 上 で 公開 し 、| 豆 腐 も お ね が 
い | と 言わ れ て も や る 気 が な か っ た の 
で 一 度 は 断 わ っ た くら い だ 。 し ば らく 
し て 「 と りあ え ず クリ ア で きれ ば いい 
や | そん な 軽い 気持 ち で 豆腐 を 始め た 
結果 … 本 編 の タイ ム ア タ ッ ク を 放棄 し 
て いた 自分 が いた 。 

バイ オ 2 の オマ ケ と し て 登場 し た 豆 
廃 だ が 、 そ の 難し さか ら 敬 速 し て し ま 
う 人 も 多い 。 ス トー リー は 一 応 存在 す 
る が 、 そ れ を 楽し む の で あれ ば ハン ク 
で 十分 で ある 。 果 た し て 豆腐 は 外見 や 
声 で 笑い を 誘う だ け の 本 当 の 意味 で の 
単なる オマ ケ な の で あろ うか ? 
豆腐 に は 本 編 と 比べ て も 人 肛 色 の 無い 、 
お じ る | ゲー ム と し て で の パイ オキ オ 2 1 の 
面白 さ が 凝 縮 さ れ て いる と 言っ て いい 
だ ろう 。 本 編 で は 銃 で 敵 を 倒す こと に 
より 先 べ 進む お 刀 と が で 〈G さ る 。 され は ば は パ 
ンク に お いて も 同様 だ を 。 つ まり 危 険 な 
状況 に 遭遇 し た ら 飛 び 道 具 に 頼れ ば い 
い 、 と いう 考え 方 を する こと が で きる 。 
も ちろ ん 本 編 で も それ を 放棄 し た プレ 
イ は 可能 だ が 、 豆 腐 は その 選択 肢 す ら 
用 意 さ れ て いな い 。 先 へ 進み た けれ ば 
敵 を か わす か ナイ フ で 倒す し か な い 。 
し か も 回 復 手 段 の 少な さか ら ミ ス す る 
こと も 許さ れ な い の だ 。 ス トー リー を 
排除 し 、「 和 失敗 を せ ず に 先 へ 進む ] と い 
う 目 的 計 け 選 絞る こと ど に より 、 そ に 
存在 する の は 純粋 な | 攻略] の み と な 
る 。 本編 が 豪華 な ムー ビー や 演出 な ど 
で そう いっ た 部 分 を 濁し が ち に な っ て 
し まう 中 で 豆腐 を オマ ケ と 位置 付け て 
し まう に は あま り に も っ た いな い 。 

ちょ っ と 大 交 疲 か ち も し れ な い が 、 豆 
腐 に は 本 編 で は な か な か 味わう こと の 
で き な い 感動 が ある 。 ス トー リー や 演 
出 に 感動 する の で は な く 、 難 所 を 乗り 
越え る た め に あら ゆる 可能 性 を 模索 
し 、 実 践 する 。 そ し て 努力 の 未 に それ 
を 克服 し た 時 の 「 ゲ ー ム 本 来 の 感動 ] 
は 普通 に 本 編 を クリ ア し た 時 の 比 で は 
な いぶ 由 な ん で さん な 呈 苑 し い の ?」 
ど と まぐ 下 わ れる が 、 き さ う ちり と し た 骨 
法 (? ) は 存在 する 。 恐らく 開発 者 が 
予期 し て いな か っ た も の も る 含め て 。 そ 
れ を 探し 出し 、 実践 する こと の 面白 さ 
を 見 い 出 すこ と が で きた ら 他 の 人 より 
も 「 バ イオ 2 を 楽し ん だ | と 胸 を 張っ 
で も いい の で は な い だ ろ うか 。 

<chamil (ちゃ みる )> 


ず 一 般 雑 誌 に 書か の れ て いる 批評 
な ど を 読ま れ て いる 方 も 多い と 
還 う の 8G、 そ れ ら を 中 まえ ん だ 上 ぐ 、B 
H2 を ある 程度 や り 込 ん だ 事 で わか っ 
た 事 が 幾 つか あり ます 。 それ は 2 作 そ れ 











ぞ れ の 良い 点 ・ 悪 い 点 や 、 そ し て 前 作 
で 自分 は な ぜ こ うる も 長期 間 ハ マッ た の 
か な ど …。 今 まで 前 作 は 怖く て 面白 い 
か ら と いう 事 で 他人 に 勧め た り し て き 
た けど 、 自 分 の 巡 怖 感 が 薄れ て いる か 
か わら すず これ だ け 長 い 間 遊べ た 理由 が 
今ひとつ 見 つけ られ な か っ た ん で す 。 
よう や く BH2 の お か げ で 前 作 と 比較 で 
きる よう に な り 、 そ れ を 見 つけ られ た 
よう な 気 が し ます 。 

BH2 は 結果 と し て 歴史 に 残る 作品 に 
な っ た と 私 も 感じ て いま す 。 し か し 、 
これ で すべ て 満足 の いく も の で あっ た 
と 思っ て いま せん 。 前 作 を や り 込 み 過 
ぎ た 故 の 昔 沢 な 注文 な の か も し れ ま せ 
ん けど ね 。 け れ ど 前 作 で 良かっ た 部 分 
が 無く な っ て し まっ た り し て いる の も 
ある の で (部 屋 各 の BGM の 有無 な ど ) 
BH シ リー ズ に は まだ まだ 改良 し て 谷 
し い 点 が いく つも あり ます 。BH2 は 良 
か っ た 部 分 と 残念 な 部 分 が 大 きい ん で 
ず ボ よ ま ね 。。 無 胞 。 マニ ミア 層 に と う で パレ 
ー ア ッ プ し て 欲し い 部 分 が 、 逆 に 一 般 
層 を 確保 し に くく な り 足 柳 に な る と い 
うこ と も 事実 で すけ ど 。 

今回 や り 込 ん で いく うち に 気付 いた 
幾つ か の 事 で 1] つ だ け 上 げ る な ら ば 、 
前 作 の よう に 作り の 粗い 部 分 が 少な か 
うた よう (感じ ます 。 つ まり 綺麗 に 、 
完璧 に 近い 作り に な り 過 ぎ て し まっ た 
と …。 確か に 作り 手 と し て は 完璧 な も 
の を 目指 し て 作る こと は 当たり 前 だ と 
思う の で す が 、 前 作 は 最近 の ゲー ム に 
は 珍し く 昔 の ゲー ム の よう に 色々 と 粗 
が あり まじ た 。 

長期 間 遊 ぶよ こ と が で きた の は その 粗 
を 授 じ 出し じ 、 目 分 の テク ニッ ク の 入る 
に し て いっ た こと で す 。 (例え ば 前 作 
の ヨー ン の 緒戦 で は クレ スト を 取り 、 
ノー ダメ ー ジ で 脱出 可能 ) 今回 の 場合 、 
その 粗 が ほとん ど な い 為 に 予想 で きる 
範囲 内 の 遊び し か で き な く な っ た こと 
が 残念 だ な と 思う 原因 の 一 つ で すね 。 
長期 間 や り 込ん で いく と 最終 的 に 作り 
手 が 想 像 で き な い 遊び 方 を 見 つけ て 、 
新た な 世界 を 見 つけ る と いう 楽し み が 
あり ます 。 今回 は それ を 見 つけ る 為 の 
材料 が ほとん ど な か っ た … こ れ っ て 最 
近 の ゲー ム の 傾向 な ん で し ょ うか ? 
次 作 で は BH シ リー ズ で は いつ も 2 つ 
以上 の シナ リオ が ある の だ か ら 、1 つ 
は シナ リオ 演出 重視 の 一 般 向け 、 も う 
ー つ は テク ニッ ク や 前 作 の 様 に 粗 を 残 
し つつ チャ レン ジ ・ 実 験 ( 置 険 ? ) を 
兼ね た マニ ア 向 け と いっ た 方 法 も いい 
の jG( な NG し まう か が 。 <〈Ken 十 > 


A( イオ ハザード 2 は いろ いろ な 
楽し み 方 が 出来 る ゲー ム だ と 思 


う 。 普通 に ン ナ リオ を プレ ー す る 以外 
に も 、 タ イム アタ ッ ク や 、 自 分 で 条件 
を 課 し て その 条件 の 下 で プレ ー し た り 
する の で ある 。 そ ん な 中 で 、 僕 は バイ 
オ 2 を ナイ フ の み で 攻略 する と いう こ 
と に 惹か れ た 。 通常 ナイ フ と いう 武器 
は その 弱 さ と 扱い に くさ か ら 即 アイ テ 
ム ボ ックス 行き と いう 悲し い 武 器 で あ 
る 。 し か し あえ て そこ に 着眼 し 、 や り 
込ん で みる と と に か く 面 白い の だ 。 ナ 
イフ 攻略 と いっ て も ナイ フ を 使う の は 
ボス 戦 の み で 、 そ の 他 の 敵 は すべ て 逃 
げ る か 、 そ の まま や り 過 ご す 。 中 に は 
逃げ る こと が 非常 に 難し い 、 ま た は 不 
可能 な 所 も ある 。 そ の 逃げ 方 を 試行 錯 
誤 し な が ら 研 究 し 、 見 つけ だ す 。 そ の 
過程 が ます 面白 い 、 そ し て その 逃げ を 
達成 し た と き は と て も 爽快 な 気分 だ 。 
と は 言っ て も 、 ボ ス は 逃げ る こと は 出 
来 な いか ら 、 こ こ で いよ いよ ナイ フ 登 
場 と な る わけ だ 。 2 の ボス は 、 1 の ボ 
ス に 比べ て ナイ フ で 倒す の が は る か に 
難し い 。 特に アリ ゲー ター と G 第 4 形 
態 は 、 そ う 簡 単に は 倒せ な い だ ろ う 。 
ここ で も や は り 、 試 行 錯誤 し な が ら あ 
ら ゆ る 可能 性 を 模索 する の だ 。 ボ ス 直 
前 で 、 回 復 ア イ テ ム を た くさ ん 持っ た 
セー ブ デ ー タ を 作り 、 何 度 も 戦う 。 よ 
り 良 い 攻 略 法 は な いか と 普通 あま りや 
ら な いよ うな いろ いろ な 方 法 を 試し て 
みる の で ある 。 ナ イフ は 必然 的 に 接近 
戦 に な る の で 、 そ うい っ た 過程 の 中 で 
飛び 道具 を 使っ た プレ ー で は わか ら な 
いよ うな 敵 の 新た な 面 が 見 えて くる こ 
と も ある 。 例え ば 、 攻 撃 を し た と き の 
敵 の 反応 や 、 敵 が どう いう 時 に どん な 
行動 を し 易い か 、 な ど だ 。 こ の よう に 
し て 攻略 法 を 練り 上 げ て いく の で あ 
る 。 し か し 、 い くら 攻略 法 を 作っ た か 
ら と いっ て も 、 敵 、 ノ 特に G 第 4 形態 の 
動き は ラン ダム 性 が 大 きい の で 、 勝 率 
100% ど は ほ い かない 。 タイ バア タッ ク 
を や る と き は タイ ム 短 縮 の た め に 当然 
セー プ は し な い の で 、 ラ スポ ボス と 戦う 
直前 は か な り の 緊張 感 だ 。 1 時 間 半 近 
く プ レー し で て でき て いる の で 、 さ ら に プ 
レッ シャ ー も か か る 。 そ て そこ で ゲ が デム バム オ 
ー バ ー に な っ て し まう こと も 何 度 も あ 
る し 、 か な り の 悔し さ で ある 。 し か し 、 
そこ を 乗り 越え 、 自 分 の ベス ト プ レ イ 
を 達成 し た と き の 感 動 は 、 そ れ を 達成 
じ だ 者 で な けれ ば ぼ わ か ら な いい だろ う 、 
パイ オ 2 を 一 通り クリ ア し た という 
は 、 そ こ で 終わ ら せ な いで 、 ぜ ひ 自 分 
な り の 遊び 方 を 見 つけ て 欲し いと 思 
う 。 そ し て それ を 達成 し た 時 に は きっ 
と バイ オ 2 の 新た な 楽し さ が 見 えて く 
る の で は な い だ ろ うか 。 <KORO> 


プ 選 の) ゲー ム を プレ イ し て 感じ た 事 
いこ 雪 は 、 前 作 よ り も 長く 遊べ る よう 
に 作ら れ て いた が 、 ゲ ー ム の 難易 度 は 
か な り 下 が っ た の で は な いか と 思い ま 
す 。 そ れ は 、 ノ ー マ ル モー ド で も る 簡単 
に クリ で きる よう に な う )CO0 た だ た 
な ぞ 解 きも 表 の 方 は 簡単 すず た 。 少 な 
く と も 、 裏 クレ ア の シナ リオ の よう に 
少し 迷う よう に 作っ て ほし か っ た 。 今 
回 の 作品 で 気 に な っ た の は 、 警 察 署 内 
に トイ レ が 無かっ た り 色 々 と 初め の 設 
定 と 変わ っ て いた と ころ も 気 に な り ま 
し た 。 例え ば デブ ゾン ビ や 射撃 場 な ど 
が カッ ド さ れ で くい た と ご な ど ) で ず の 。 で 
れ に ザッ ピン グ シ ステ ム が いま いち の 
住 上 が り だ っ た 。 起 器 庫 の イベ ント や 
壁 の 爆破 や 指紋 周 合 な ど で は あま り い 
い シ ステ ム と は 言え な いよ うな 気 が し 
ます 。 例え ば 表 で 特定 の キャ ラ し か 出 
来 な いよ うな イベ ント を 作っ て その イ 
ベン ド を クリ ア し な いで 行け る よう な 
事 を すれ ば より 完成 度 が 高かっ た の で 
は な いか と 思い ます 。 今回 の イベ ント 
は 強制 的 に させ る の が 多かっ た 。 ザ ッ 
区 シグ クシ ステ な に つい で は 、 次 回 作 選 
期待 し た いと ころ で す 。 他 に 、 ム ー ビ 
ー が すべ て CG に な っ て いた と こ が 気 
に な り ま し た 。 前 作 で は 実写 ム ニ ビ ピー 
な ん か が あり な か な か 現実 味 が あっ て 
良かっ た 。 実写 の 方 が キャ ラ の 個性 が 
出 て な か な か 楽し め た の で す が 今 回 の 
作品 は CG に し た と ころ で 演出 の し 易 
さ が 上 が り 結 構 辿 力 は あっ た 。 前作 が 
良 す ず た た めか 慣れ た の か 、 恐 怖 感 が 
少な か っ た よう な 気 が し ます 。 はじ め 
に 書い た よう に 簡単 に 感じ た の は 敵 の 
強 さ が 下がっ た り 、 敵 キャ ラ が 少な く 
な っ いた り し だ た だ め だ ど 思い ます 。 
で も 、 武 器 の こだわ り 方 は 、 か な り の 
も の だ と 思い ます 。 武器 を 強化 で きる 
と いう シス テム は な か な か 良かっ た け 
ど 、 で きれ ば 、 普 通 の 銃 用 の 弾 も 増 や 
し た ら 、 良 か っ た の で は な いか と 思い 
ます 。 例え ば ダム ダム 弾 な ど が 前 作 で 
ほ カ ツ ド され だ らし いり けど そう いつ だ 
物 な ど を 使っ て みた か っ た 。 こ こま で 、 
悪い 点 を 書い て きま し た が 、 そ れ だ け 
前 作 の 完成 度 が 高かっ た と いう 事 で 
す 。 で る 今回 の 作品 に も 良い と ころ は 
だ ぐさ ん あり) まず す 。 それ は ミク リク 後 
に 出る ラン キン グ で の 評価 が 良かっ た 
ど 司 W ま すみ 。 て の タイ ム と ラン キン ク 
を 記録 で きれ ば も っ と 良かっ た と 思い 
ます 。 お まけ の 方 も な か な か 作り 込ま 
れ て いま し た 。 ハ ンク モー ド や 豆腐 モモ 
ー ド は 、 意外 に 難し く 作 られ て いま し 
た 。 特に 豆腐 モー ド は か な り の 技術 が 
必要 で し た 。 こ の ゲー ム な ら で は の 状 
怖 感 や 操作 性 が ほとん ど 変 わっ て な く 
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次 回 作 に は 更 な る 恐怖 を 味 合わ せ て く 
れる 事 に 期待 し た いと 思い ます 。 
く Yasu/ 













































う や っ て 短 時 間 で 解き 、 ど う や 
っ て すばやく ゾン ヒビ 君 達 を 避け 


て バイ オ を 解く か が 問題 な の で すっ 」 
と いう ゲー マー さん も 、「 無類 の 怖 が 
り で 、 ア クシ ョ ンダ メダ メ 人 間 な ん で 
す 一 」 と いう 初心 者 さん も ここ まで や 
り 込 む 事 が 出来 て し まう の だ か ら 、 も 
う 凄 い お も し ろ い ゲー ム で は な い の で 
ポ プ が 7 

映画 で 見 れ ば B 級 ホラ ー 映 画 な 内 容 
六 の だ と し で も 、 ケ エム と な れ ば 話 は 
別 で す 。 周 り の 演出 や 魅力 的 な キャ ラ 
クタ ー 達 が それ を アカ デミ ー 賞 も の の 
内 容 に 盛り 上 げ て くれ ます 。 怖い けど 
続き が 気 に な る … 気 に な る けど 怖い 、 
そん な 楽し さ を 教 えて くれ る ゲー ム で 
だ 8 

プレ ー ヤ ー は プレ イ し て いく ほど に 
何と な く パ ター ン が 見 えて くる も の で 
す 。 そ し て 閉ざさ され た 空間 で の 孤独 、 
いつ 現れ る か 分 か ら な い 敵 、 そ れ ら に 
対す る 恐怖 も お か し な も の で それ ほど 
持続 する も の で は な い の で す が … で も 
分 か っ て いて も 驚か され て し まい ます 。 

それ と は 対照 的 に マシ ン ガ ン で ゾン 
回 あつ 必 じ 、 回 クッ ドラ ンチ て で 
敵 を 苑 ぎ 倒す っ ! そん な 爽快 感 も 味 
わ え 、 そ し て わざ わざ ナイ フー 本 で 勝 
負 を か け て みた り 、 回 復 ア イ テ ム を 一 
度 も 使わ な いよ うに し た り 、 自 分 を 窮地 
の 状態 に し て プレ イ す る バイ オ も 楽し 
か つっ たり し ます 。 それ で ぞ で れ が 同じ ゲー テム 
の は ず な の に 他人 と は また 違っ た 別 の 
ドラ マ が 味わえ る 。 そん な と ころ も 魅力 
の ひと つ で は な いか と 私 は 思い ます 。 
感情 的 に も 相手 が 生身 の 人 間 で は 無 
いと ころ が 罪悪 感 も 起き な いで すし 、 
反対 に 襲わ れる の は 自分 た ちと 同じ 生 
身 の 人 間 な の で 主人 公 達 に 感情 移入 も 
し や すい の で す 。 

惜しむ べき は ザッ ピン グ シ ステ ム が 
一 応 ウ リ の ゲー ム だ っ た は ず な の で す 
が 、 あ まり 生か し きれ て な か っ た と こ 
の ⑥ し よう か が 7 も う 少 し クレ ア と レ 
オン が 同じ 場所 で 別々 に 戦っ て いる 、 
お 互い が お 互い の サイ レン ト パ ー ト ナ 
ー で ある っ と いう フイ ン キ が あれ ば も 
っ と 楽し め た の で は な いで し ょ うか ? 
と は 言っ て みた も の の それ を は る か に 
上 回 る 出来 で お も し ろか っ た の は 確か 
6 の MMN 晃 企 な 人 の n ム で は な か うた 
分 、 続 き に 期待 し て し まう も の な の で 
次 回 作 の バイ オ 3 で も 次 回 作 4 に 期待 
し て し まう … そ ん な 作品 に な っ て ほし 
いも の で す 。 < きゃ さり ん > 












と 2 な が か つの 72NT 2 し 
手 に 入れ た その 日 に 即 プ レイ し た 。 ま 
ず は 「 レ オン 表 」。 目 標 は 死な な いこ 
と ! と いう の は 、 私 は 前 作 も 一 通り 
プレ イ は し た も の の 、 3 時間 クリ ア も 
出来 な い ほ ど 貧 弱 な 腕 だ っ た か ら だ 。 
トド 2 で ほや うき で や る ! と ば がかり 
に コン トロ ー ラ ー を 握り 締め 、 ひ た す 
ら ス トー リー を 進め て いっ た 。 何 時間 
か 経過 し た 後 、 途 中 ワニ に よっ て 昇天 
し た り し た が 、 死 亡 回 数 1 回 で クリ ア 
達成 ! 面白 い ! 敵 の 数 は 増え た 
が 、 キ ャ ラ の 体力 が 前 作 よ り ア ッ プ し 
て いる し 、 武 器 も 強力 な の で 難易 度 は 
易く な うた だ よう だ ご これ ぐ | 更 も 
楽勝 だ ! そう 思っ て 始め た | クレ ア 
裏 ] だ っ た が … 序 盤 か ら 恐 怖 の 連続 だ 
うた 』。 な ん な ん だ 7? | 表 | と 全然 連 
う ! あの コー ト 男 は 何者 な ん だ !? 
いく つか の 「 違 い 」 に 戸惑い な が ら 私 
は 必死 に プレ イ し た 。 会 いた くも な い 
の に 何 度 も 対面 し て し まう コー ト 男 が 
怖く て た ま ら な い 。 気 の せ いか 敵 も 多 
く な っ て いる よう な … し か も ボス が 違 
9 いな ん だ か ん だ で G な ん どか が クア し 
た が 、 心 臓 に 悪い … と 若い くせ に 思っ 
で しま うつ 六 5 中 表 由 ば | 生 | を アレイ 
する た め の 練 習 モ ー ド か ? と さえ 思 
える くら い | 裏 」 は 怖かっ た の だ 。 も 
う や り た く な い … で も スト ー リ ー は 気 
に な る 。 特に レオ ン 編 の 「 裏 ]。「 裏 」 
と どい うこ と は ほ は 、 ま た あの ヨー デー ド 男 が 測 
汐 す る 。 怖い が で それ が | パイ 8B オ | だ 。 
覚悟 を 決め て | クレ ア 表 」 を クリ ア し 、 
クリ アデ ー タ を 作っ た 。 い よい よ 更 な 
る 恐怖 へ 挑む 。: と 、 そ の 前 に 、 コ ー ト 
男 の 出 現場 所 を 思い 出し て お こう と 思 
っ た 。 出 て くる 場所 が わか っ て いれ ば 、 
それ ほど 怖く は な い だ ろ うと いう 安易 
な 考え か ら そ う 思 っ た わけ だ が … そ の 
考え は 甘かっ た 。 な ぜ な ら 出 現場 所 が 
| クレア 裏 ]」 と は ほとん ど 違 っ た か ら 
だ 。 予測 が つか な い 場 所 か ら イ キナ リ 
現れ て くる ! 地下 か ら 戻 っ た 後 な ん 
か は 連続 し て 出現 し 、 何 度 私 の 体 を 硬 
直さ せ た か わか ら な い 。 で も こう し て 
プレ イ し て いる と 、 や は り 制 作者 は プ 
レイ ヤー の 思い の 裏 の 裏 を 読ん で いる 
な と 思う 。 怖 さ を 実 感じ し つつ も な ぜ か 
や め ら れ な い 。 す で に 私 は 「 怖 さ 」 を 
E 楽 じ や お] よう に な うっ う て し まっ た 事 に 
気づい て いた 。 あ の コー ト 男 が 出現 す 
る た びに 「 怖 さ ] と と も に 「 楽 し さ ] 
を 味わっ て いた だ の だ 。 こ うな っ て し ま 
うと 、 も う 止 ま ら な い 。 も し か する と 
コー ト 男 の 存在 自体 が この ゲー ム を よ 
り 楽 し ませ て いる の か も 知れ な い … そ 
2 の /。 < ダー クレ オン 文 > 





に かく 発売 日 が 待ち 遠 し く て し 





画 を 「 演 じ る ] こと が で きる の 
1 が 「 バ イオ | の 魅力 で ある と す 
る な ら ば 、 そ の 雰囲気 を 盛り 上 げ て く 
れる 重要 な 要素 で ある 、| 英語 の セリ 
フ と 日 本 語 字幕 ] も その 魅力 の 一 つ で 
ある こと は 言う まで も な い だ ろ う 。 
字幕 は 「 英 語 一 日 本 語 ] の 単純 な 曽 
き 換え 作業 で は な い 。 表 示 時 間 に 制 限 


が ある た め 、 す べ て の 情報 を 伝達 する 『 


の は 不可 能 な の だ 。 し た が っ て 、 物 語 
全体 の 流れ に 気 を 使い つつ 、 各 場面 の 
状況 に 応じ て 「 伝 えた いこ と 」 を 字幕 
に に で くく こと に な る 

で は 、「 バ イオ 2 | の 字幕 の 出来 は ど 
な の だ ろう か ? 、 和 杖 ほ よ く で き で い 
る と 思う 。 技術 的 に 感心 させ られ る と | 
ころ も 多い が 、 何 より も 「 バ イオ 2 」 
と いう 一 つの 物語 に 対し て の 思い 入れ 
と 、 深 い 洞 察 が 感じ られ る 字幕 な の だ 。 
その 宇 幕 の 「 素 (も と )] で ある セリ フ 
に 話 を 移 そ う 。 デ ィ レ クタ ー 神 谷 氏 が 
明言 する に は 、| バ イオ 2 」 の 見 所 は シ 
りり 池 それ 目 体 だ と いう そく の まう な 
捉え 方 を し て いる 人 は 多く は な いか も 
し れ な い が 、 前 作 よ り も シナ リオ に 奥 
行き が 出 た と いう 印象 を 受け た 人 は 多 
まず お で ある 。 だ いう こと は 、 そく の ウラ 
ナリ オ を 紡い で いく セリ フ 自 体 の 奥行 
きも 広がっ て いる と いう こと に な る 。 

シナ リオ の 奥行 き と は どう いう 事 だ 
ろう か ? それ は 人 物 関 係 の 描き 方 ( 
最も 顕著 に 見 られ る 。 前 作 で の 主人 公 
以外 の キャ ラク ター (NPC) は 、 進 行 
上 の 単なる 置物 で あっ た 。 つま り 、 「 こ 
の 地点 に 到達 すれ ば 現れ る | だ け の キ 
ャ ラフ で あり 、 そ れ 以 外 の 時 点 で は 何 を 
し て いる の か 全く わか ら な いこ と が 多 
か っ た の だ 。 そ の た め 、 主 人 公 と の つ 
な が り は 薄かっ た と いえ る だ ろう 。 

し か し 、 今 作 で は NPC と 行動 する 
時 間 の 増加 だ け で な く 、NPC が 「 登 
場 一 失 貴 一 捜索 一 発見 ] と いう 手順 で 
描か れ て いる た め 、 行 動 を 共に し て い 
な いと き で も る 常に NPC の こと を 意識 
し な けれ ば な ら す ず 、 そ の た め 深 いつ な 
が り を 感じ る こと が で きる の た だ 。 

「 つ な が り ]| と いう 点 で は 、 寺 人 人 公 
2 人 が 同じ 時 間 軸 上 に いる た め 、 常 に 
も う 片 方 の 行動 が 気 に な っ て し まう こ 
と が 最も 大 き な 要 素 だ と いう こと は 言 
うま で も な い だ ろ う 。 こ れる も 前 作 に は 
な が つた こと で ある 8 

この よう な 背景 か ら 、 キ ャ ラ 同 士 の 
会 話 も 質 ・ 量 共に 前 作 よ り も 深み を 増 
し て いる 。 ど の キャ ラ に も 必ず 一 つ は 
印象 に 残る 場面 が ある こと が それ を 証 
朋 請 5G い る と 言う GUOUMe ろ 9 

シナ リオ や セリ フ と いう 面 で も 前 作 
を は る か に 凌ぐ 「 バ イオ 2 」。 次 回 は 































その 方 向 性 を どこ まで 引き 延ばし て い 
ける の か 2? 注目 し て みた い 。 
〈 く まあ こじ > 





























( 発 売 前 は 「 怖 いか ら や らん ! 」 と 言 


っ て いた は ず な の に 、 気がつい 

た ら 手 が 勝手 に 豆腐 を 動か し て いた 帝 
怖 の ゲー ム ( 笑 )、『 バ イオ ハザード 2』。 
主人 公 ご と に 違う 表 ・ 裏 の 濃い シナ 


リオ に 加え 、 や っ ぱり あっ た コス チュ 


ー ム チェ ンジ & 種 類 の 増え た 隠し 武器 。 
そし て それ ら を 制覇 し た と 思っ た 途 端 
の 隅 し シナ リオ 、 ハ ンク & 豆 腐 。 数 ヵ 
月 間 [オレ の 睡眠 時 間 を 返し て っ! 」 
と 何 度 叫ん だ か わか ら な いで ぐら い ( 笑 ) 
中 味 の 濃い ゲー ム で し た 。… し か し 、 
[実は 1 は 怖い か ら 2 年 間 も 封 印 し て い 
た (おいおい )」 自分 か ら 見 る と 、2 は 
1 まり 舌 さ |」 が バウ ダウ ン し で くい 
る と 思え る ん で す 。 交 の 数 が 大 幅 に 増 
えた の は いい の で す が 、 そ れ に よっ て 
敵 が [立ちはだかる 威 」 か ら 「 た だ 
の 障害 物 ] に 変わ っ て し まっ た 感 が あ 
りり ます (特に ソン ピ )。 あ と 、 ス トニ リ 
ー そ の も の に 凝り すぎ た せい で 、1 の 
[ 自分 の 行動 に に っ て (わずか な が ら も ) 
変化 する スト ー リ ー と パー ドナ ー の 年 
死 」 の 要素 が 無く な っ て し まい まし た 。 
その 代わ り ( ?7 ) の ザッ ピン グ も 、 恐 


| 怖 を 盛り 上 げ る 演出 と し て は や や 物 足 
| りな か っ た で す 。 そ し て 、 ラ イト ユー 


ザー 向け に 全体 の 難度 を や や 下げ た こ 
と 。 こ れ が 一 番 の ミス (と 言う か 時 足 ) 
だ っ た か も し れ ま せん 。 

死線 ギリ ギリ を いか に し て 生き 延び 
5 の だ いう 汰 パイ バル | と ど 、 見 
な い 敵 に 対す る 「 恐 怖 ]。 こ の 2 つが 
沈 実 し 《 こ て | サバ パイ バル ボラ ー|】 で 
す 。 確か に 2 も 十分 すぎ る ほど 怖かっ 
た で す が 、1 の 恐怖 と は どこ か 違う と 
sc228 つ 8 の 2( ま VN1 バ ル ルポ ボラ 二 上 G 
ほ は なく [アクション ホラ ー| に な っ た 
よう な 気 が し ます 。 ま ぁ 、 あ まり 怖い 
と こっ ち が プ レイ すら で きま せん が 
( 笑 )、3 は (出る な ら 5) し っ か り 「 サ 
バイ バル ホラ ー」 し て ほし いで す 。 | 
の に じみ 出る よう な 「 帝 怖 ] の 再来 を 
期待 し ます 。 

し か し それ で も 、 現 時 点 で ここ まで 
の 完成 度 を 維持 する カプ コン の 制作 次 
勢 に は 頭 が 下がり ます (スク ウェ ア も 
少し は 見 習っ て ほし い ワ ) 。 これから 
も この 姿勢 を 買い て くれ る こと を 祈り 
ます 。 で は 、「 ほ な 、 さ いな ら ~」 ( 笑 ) 。 
(PS I は 完 目 よう や ぐ く クリ ア の いた 
し まし た …) <〈 ペ ガ フ レア > 


が の の 人 ム を 語 通 り ノ レレ し 
終わ っ た 時 、|「 裏 シナ リオ 最高 」 





















と 思っ て いた 。 正直 言っ て 表 ン シナ リオ 
は あま り 楽 し いと は 思っ て いな か っ 
だ 。 理由 は シナ リオ が 短く 《、 あ う 
け な く 終わ っ て し まっ た 事 と 、 や け に 
簡単 だ っ た 事 。 そ れ に 比べ て 裏 シ ナリ 
オ は 、 イ ベン ト も 増え て いて 、 難 易 度 
も か な り 上 が っ て いる 。 そ れ に 居 さ も 
パワ ー ア ッ プ し て いて (特に タイ ラン 
ト ) どう し て も 替 シ ナリ オ ば っ か り プ 
レデ し で し まっ て くい だ 。 で そし < 僕 ほこ 
の ゲー ム に 一 種 の 快感 を 覚え て いた 。 
最初 の うち は ロケ ッ ト ラ ンチ ャ ー 等 
の 最強 武器 を 使用 し て の プレ ー だ っ 
た 。 ど ん な 敵 が 出 て き て も 秒殺 し て し 
まう 強 さ 。 僕 は その 「 最強] に 惚れ て 
いた 。 恐怖 等 は は と ん ど な く 、 敵 を 条 
っ た 時 血 が 出 て き て それ と と も に 沸い 
て くる あの スカ ー っ と し た 感じ が 好き 
で 、 快 感 に な っ て いた 。 し か し この ゲ 
ー ム を や り 込 ん で いく うち に 僕 は この 
ゲー ム の 「 恐 怖 ] に 気が付い た 。 き っ 
か け は よく 分 か ら な い が 、 ど ん な 敵 も 
恐れ な い 「 最強 ] と は 反対 に 、 ゾ ン ビ 
に 囲ま れ て ギリ ギリ の と こ て で 逃げ 切る 
こと や 、 瑠 い 武器 で 戦法 等 を 自分 な り 
に 考え て な ん と か し て 倒す 。 い つの 間 
に か それ ら が 楽し く な つて いた 。 僕 が 
それ に 気が付い た 時 は 今 ま で あま り 興 
味 が な か っ た ナイ フ プ レー を し て い 
だ 。 が 、 ど うし て も 僕 の 腕 で は き は ク リ デ 
出来 な か っ た 。 い くら や っ て も 死ん で 
し まう … し か し 僕 は 飽き ず に 何 度 も 何 
度 も 挑戦 し た 。( 今 まで 簡単 だ と 思っ 
て いた 表 シ ナリ オ に て こ ず っ て いる 自 
分 が 悔し か っ た の か も し れ な い ) それ 
に よっ て 今 ま で と は 違っ た 視点 で ゲー 
ム を プレ ー す る こと が 出来 た 。 例 えば 
敵 。 バ イオ 2 の ナイ フ は 前 作 の ナイ フ 
に 比べ て か な り 玉 体 化し て いる 。 ゾ ン 
ビ す ら も る も 倒す の は 困難 だ ろう 。 し た が 
っ て ほとん どの 敵 か ら 逃 げ ける こと に な 
り 、 ゾ ン ビ すら も 「 強 敵 ] と な っ て し 
まう 。 狭い 通路 を 歩く 時 は |「 出 て きた 
ら ど うし よう 」 と いう | 恐怖 | が 自分 
を 襲っ た 。 こ れ は 今 ま で の | 最強 ] で 
は あり えな か っ た こと で 、 す ご く 新 鮮 
な 感じ が し て いた 。 そ こ に 生じ る 「 帝 
怖 ] が いつ の 間 に か | 快感 」 と な っ て 
いた 。 そ し て また 違っ た 形 で この ゲー 
AS まう で WO だ いま だ に の 1 フク 
リア は 出来 て いな い が 、 も し も クリ ア 
出来 た ら ま た 違っ た 楽し み 方 が 見 つか 
る か も し れ な い 。 そ ん な 希望 すら も 持 
た せ て くれ る 、 こ の ゲー ム は 無限 の 可 
能 性 が 秘め て いる と 僕 は 思う 。 <〈J> 


ー ム は 起動 し た 瞬間 か ら 、 す で 
に 評価 が 始ま っ て いる 。 


陸 司 用 121 カク ョ ン | て それ か 最 
















初 の 感動 。 な ぜ っ て 、 ス ター ト 画 面 が 
ちゃ ん と 改良 され て いた か ら 。 起動 し 
て すぐ に 現われ る 企業 ロゴ が ボタ ン キ 
ャ ン セ ル で きる 、 そ ん な 気 前 の いい 会 
社 は 好き だ 。 し か も 、 最 初 の 選択 が 
< く ロー ド ゲ ー ム > に な っ て いる 、2 回 目 
以降 の プレ イ は この 方 が 断然 楽 ! た 
っ た それ だ け の 気配 り が 、 何 度 で も ト 
ライ し よう と いう 気持 ち に させ て くれ 
まだ 8 

それ 以降 の 評価 は は や や 停滞 。 そ の 
要因 は 幾つ か ある けれ ども 、 い ちば ん 
大 きい の は 思っ た 程 に 怖く な か っ た こ 
と 。 も っ と ホラ ニー ニ な 部 分 に ソ ク ッ と いし 
た か っ た の に 、 殆 ど が アク ショ ン で の 
ドキ ドキ だ っ た 。 街 中 や 警察 著 と いう 
日 常 的 な 舞台 が 、 見事 に 閉塞 的 な 空間 
に 住 表 で 上 が っ て いる の に は 、 地 種 の 
心地 良さ を 感じ る 程 。 け れ ど 、 ゾ ン ビ 
の 格 が 下がっ た こと で 、 恐 怖 感 は 半減 
以 G0007 だ 8 

何と いっ て も バイ オシ リー ズ の 主役 
は ゾン ビ だ 。 続編 の 主役 が 誰 で あっ て 
も 誰が 出 な く て も 支障 は な い 。 け れ ど 、 
ゾン ビ の 存在 が 無く な っ て し まえ ば 、 
それ は も う バ イオ で は な い 。 別 の も の 
に な っ て し まう 。 そ ん な 重要 な 位置 付 
け に あり な が ら 、 バ イオ 2 で の 彼 等 の 
扱い が 、 ザ コ に 成り 下がっ て いる の は 
な ん だ か 悲し い 。 残酷 シ ー ン を 増やせ 
と いう の で は な い 。 あ か ら さ ま に 酸 鼻 
きわ まる シー ン を 見 せつ けら れ て も 、 
沸き 上 が る の は 嫌悪 感 だ け 。 あ くま で 
も 、 恐 怖 の 演出 を も り 立 て る 為 の 役者 
と し て の 格 を も う 一 度 、 向 上 し て 飲 し 
い の だ 。「 彼 女 が 出来 まし た ! | な ど 
だ 小さ いる と で ぐ は な く 、 ソ ン ビ を ラズ 
ボス に も っ て くる 位 で あっ て も いい の 
に と 、 半 分 本 気 で 思っ て いる 。 

バイ オ が 心底 怖い の は 最初 の プレ イ 
だ け で 、2 度 3 度 と 慣れ くく る と モン 
スタ ー に も 愛着 が わく 。 ゾ ン ビ 達 を 翻 
弄 し つつ 、 上 蔵 れ た り も 出来 る 。 足 下 の 
お ぼ つ か な い 彼 ら は まる で 小さ い 子 供 
の よう に か わい い 。 あ の 無惨 な 姿 の ど 
こ が !? と 良識 ある 大 人 は 言う の だ ろ 
う 、 け れ ど る 慣れ て くる と 、 あ の 姿 形 
も 単に “ゾンビ” と いう 役割 を 表す 記 
号 に し か すぎ な く な り 、 そ こ に は 血 生 邊 
さ は 存在 し な い 。 そ ん な 彼ら と も っ と 
色々 遊べ た ら 、 ど ん な に か 愉し い だ ろ 
う 、 と も 思う の だ 。 た ぶん この 程度 の こ 
と は 開発 の 方 々 は と っ く の 昔 に 考え て 
いて 、 ハ ー ド の 技術 的 な 壁 な ど で 、 実 
現 で き な い だ け な の か も し れ な い 。 

し か し 、 無 知 な ユー ザ は 残酷 で 貧 欲 
な や の だ 。 て それ さそ ソン の よう に パ | 


イオ に 喰い つい て 離し ませ ん よ 。 
< 谷川 ゆみ 子 〉 


Description of user's impression 
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EKVIE W 議 W3 維 席 


明々 


し Np/ リ >7A て ショ ピンク くく 
PA オ '" シ リー ズ が 辿っ た 軌跡 


[バイ オハ ザー ド 2 (以下 『2」 と 略す )』 は 、 表面 だ な け 
を 見 る か ぎり 、 紛 れ も な く 『 バ イオ ハザード (以下 「1)』 
の 続編 と いう こと 放 紀 。 脱出 を 目的 と する 物語 、 男女 
ふた り の 主人 公 、 リ モ 半 操作 に よる キャ ラク ター 操作 な ど 
は 、 そ の まま 前 作 の 流れ 括 絆 承 し て いる 。 し 
と し て 前 作 で お 馴染 み の 守 シス ター が 用 、 牙 部 も 火器 

を 中 心 と する 現代 兵器 が 軸 で 、 Ph 

に も か か わら . 康 「2』 か ら 受 ける 印象 は 『 
違う 。 そ れ は 主として 、 シ リー ズ の 根幹 と も いう 議 
の 演出 」 が まっ た く 方 向 性 を 変え て いる こと に 起因 
[ 帝 怖 ] に 
つの 演出 方 法 が ある 。 サス ペン ス は 、 カ メラ アン グル 、 映 像 、 
人 Ia 
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0 ウン 1 
よっ て 迷 怖 を 与え る 演出 だ 。 不 意 共 


キッ と させ る こ ErC ら る の 13 

引 炊 ペン ス と ショ ッ ク を 比べ た さき どちら が 難し いか と 
いえ ば 、 そ れ は も う 格 段 に 前 者 で ある 。 実際 、 サ スペ ンス は 
繰り 返し に 強く 、 二 度 三 度 と 新鮮 な 緊張 感 を 味わえ る が 、 ン 
ョ ッ ク は 極め て 一 過 性 で 、 相 手 に 覚え られ て し まう と 二度と 
惑 怖 を 与え る こと が で き な く な っ て し まう の た だ 。 

全編 に 施さ れ た 恐怖 の 演出 を 見 れ ば 、| 1 」 が サス ペン ス 重 
視 、「 2」 が ショ ッ ク 重 視 に な っ て いる こと が 分 か る だ ろう 。 
ホラ ー と し て 作ら れ て いた 『「1』 に 比べ て 、『 2 』 で は 、 最初 
か ら 街 に ゾン ビ が 溢れ 返っ て いる か ら 、 と い 葬 設 定 が ある せ 
いか 、 あ まり 恐怖 を 組み 立て よう と せ ず 、 お ぞ ま し さ を 前 面 
に 押し 出し て 、 不気味 さ を パ ワー に よっ て 排除 ず を と いう 
「 1 」 に あっ た ひと つの 側面 を 著しく 大 きく 膨らませ て いる 。 
従っ て 、 演 出 は 全般 的 に 派手 に な り 、 敵 も より 怪物 性 が 高く 
な っ て 、 か な り S F っ ぽ さ が 目立っ て いる 。 動 紅 物 gw ビー 
や 、 も の 凄い 変型 を 送 び る な ど が その 端的 な 倒 庄 あ 参 。 
演出 の 方 向 性 の 変更 は 、 作 品 に 大 き な 影響 を 且 居 府 。 こ 
れ に より 、" バ イオ "は サバ イ バ ル ホラ ー か ら S NT レン ス 
アク ショ ン に 変わ っ て いっ た の で ある 。 て そし 生生 1 に あう 
た 独特 の まとわりつく 恐怖 感 は 消え 去り 、 ヒ ー ロ ー 物 か と 見 
間違う ほど の 豪快 な ゲー ム に な っ た の で ある 。 


世界 観 設 定 や 物語 構成 に お いて 、 
随所 に 粗 さ が 目立つ の が 残念 

[ 2 」 に お いて 、 も う ひ と つの 大 き な 問 題 点 が 、 世 界 観 的 
な 煮詰め の 粗 さ だ 。 例え ば 、 前 半 の 舞台 と な る 警察 署 だ が 、 
この 建物 は リア リティ が な さす ぎる 。 狭 すぎ る 廊下 、 不 必要 
に 多い 曲がり 角 、 や た ら と 閉 さ され た 扉 、 奇 妙 な 仕掛 け の 
数 々 な ど を 見 る と 、 さ す が に いく ら ゲ ー ム と いえ ども 違和感 





水野 隆志 (みず の ・ た か し ) 
の ゲー ム デ ザイ ン を 手がけ る 。 麻 雀 、 花 札 な どか ら 、 
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は 、 大 きく 分 け て サス ペン ス と ショ ッ ク と いう ふた 
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WO ざ 商 生 V べ 介 


・ ゲー ム 関 連 の ライ ティ ング を 大 量 に こなす ほか 、 

瞳 調 ョ ボー ド ゲ ー ム 、 コ ンピュータ ゲー ム に 至る まで 遊び 事 は と に か く 大 好き 。 ま た 、 無 類 の 映画 好き で も あっ 
て 、 黒 澤 、 ヒ ッ チ コッ ク 、 キ ュー ブリ ッ ク 、 ゴ ダー ル な どの 大 御所 か ら 、 知 る 人 ぞ 知 る Z 級 映画 まで 、 暇 が あれ ば いつ で も スク リー ン を 見 つめ て いる 。 
の SI ドン ジリ 三 AGE 2 と くに 「 デ レク ター ズ カ ッ ト 』 の アレ ンジ モー ド が 一 番 の お 気に入り 。 





。 し て いる ソフ ト が 少な く な い 。 





らし た か 


こ ラ サ ・ は 免れ な い 。 


宜 ミ 合 


無論 、 こ の 点 で は } も 同じ な の だ が 、 あ ち 
ら は 個人 の 館 で ある ぶん 、 wan ロビ ーー 
こと が で きる 。 実際 に 昭和 初期 に 東京 の 深川 に あっ た 二 笑 亭 
や 、 映 画 「 悪 魔 の 棲む 家 」 で 有名 に な っ た アメ リカ ・ ロ ンク 
アイ ラン ド 州 アミ ティ ビル の 邸宅 餅 と 、 個人 宅 に は 一 風 変 わ 
っ た 、 と いう より も 狂気 の 産物 と し が 思え な い 家 が ある し 、 
こう し た 屋 襲 妊 舞台 に し た 、 い わ ゆ る | 館 物 |] と いう ジャ ン 


ル も AVG を 中 心 に 確立 され て いる か ら 、 多 少 の 違和感 な ど 
5 し まう の で ある 。 し か し 、 舞 台 が 公共 施設 と な る 








。 いく ら 著 長 が 常軌 を 逃し た 人 物 で あっ た と し 
は 、 や も は や 警察 著 と は 思え な い 。 こ れ は 、 リ ア 
る 程度 意識 し て 作ら れ て いる "バイ オ " に は 、 大 き 
0 ド / だ で いえ る だ の 2 う 

物語 的 に も 、 細 部 の 甘 さ が 目 立つ 。 置 頭 、 な ぜ 、 主 人 公 た 

。 は 生 衝 に 由 25 Co し 下り うし で 衝 表 寺 が 
安全 な の か が 示さ れ な いし 、 登 場 人 物 も 物語 に お ける 必然 性 
が 乏しい 。 と くに 著 長 と フリ ー の 記者 で ある ベン な ど は 有効 
に 使わ れ て いる と は いい が た く 、 警 察 署 内 の 捜索 を 不 必要 に 
冗 舌 に し て し まっ て いる 感 が 否め な い 。 ま た 、 新 シス テム と 
し て 注目 され た ザッ ピン グ シ ステ ム も 明らか に 未 整備 だ っ た 。 


_ 裏表 で 同じ フラ グ を 立て させ られ る の は 、「 same t ime, 
= 放 : u: 妥 EKX-B 時 コ の シル 。 ッ セ ー ジ に 矛盾 し て いる と いえ 


る だ ろう 。 


原点 に 回 帰し つつ 、 新 た な 可能 性 に 
向け て 道 を 開く こと が 必要 

「 2」 は パワ ー を 持っ た 作品 で ある 。 一 度 完成 し か けた ソ 
フト を 作り な お し た と いう エピ ソー ド ひ と つと っ て も 、 そ れ 
は 間違い の な い だ ろ う 。 だ が 、 悲 し いか な 、 ス タッ フ の 中 で 、 
1 ] を 意識 し な が ら 自 分 た ちの オリ ジ ナ リティ を 加え る と い 
う 点 に 関し て 、 明確 な 答え が 出 な いま ま 完 成 し て し まっ た と 
いう 印象 が 拭え を な い 。 ク リエ イタ ー が や り た いこ と を 叩き 込 
ん で いく の は 悪い こと で は な い が 、 そ れ が 世界 観 と の 調整 な 
し に 行わ れれ ば 、 作 品 が 空中 分 解 を 起こ し て し まう の は 確実 
KG ルル 記 

最近 、 と くに シナ リオ の 低 さ か ら 、 あ た ら 凄 い ク ラフ ィ 
ッ ク や サウ ンド の 表現 技術 を 有 し つつ も 、 ゲ ー ー ム と し て 破 
だ が 、| バ イオ ハ ザ ニ ド ] ( 
陸 、 そう し た 且 百 な 悪 例 と 同じ 輸 を 踏ん で は 絶対 に も らい た 
く な い 。『2』」 の ラス ト を 見 る か ぎり 、『 3 』 が 作ら れる の は 


間違い な い だ ろ う が 、 次 作 は 、 ホ ラー と いう 、" バ イオ "を 支 
えて きた 原点 に 立ち 返り 、 世 界 観 や スト ー リ ー に お いて 目 立 


っ て いた 粗 さ を 削り 取っ た より 完成 度 の 高い 続編 を 見 た いと 
思う 。 ま た 、 ク リエ イタ ー た ち が " バ イオ "と いう 看板 に 拘束 
を 受け な いよ うに 、「 3 』 で 完結 編 と する べき で は な い だ ろ う 
か 。 も し 続け る に し て も 、 い っ た ん 世界 観 か ら 何 か ら 作 りな 
お し た 新 シ リー ズ を リリ ー ス し て いく ほう が 賢明 だ ろう 。 そ 
も し (、 そ こま で し て で も 、[1』 が 打ち 出し た 、 ホ ラー と し て 
の 『 バ イオ ハザード 』 と いう 作品 の 個性 を を 守っ て いく べき 
な の で は な いた だ ろう が 。 





ゲー ムスク ー ル の 講師 、 プ レイ ・ バ イ ・ メ イル (手紙 を 媒体 に し て 行う RPG) 
"バイ オ 















人 の 心 に 潜む 恐怖 の 形 。 そ れ は 、 犬 で あっ た り 、 躍 で あ 
っ た り 、 魚 の 目 で あっ た りな ど 様 々 で ある が 、『 バ イオ ハ ザ 
ー ド 2 が 感じ させ る 恐怖 の 形 と は 、 人 に 似 て 非 な る モノ 
で ある と 私 は 考え る 。 

この ゲー ム を プレ イ す る 中 、 様 々 な 敵 が 襲い か か っ て く 
る 。 遇 昧 や 賊 、 そ し て ワニ 。 現実 より も 伯 か に 大 き な 姿 と 
な っ て 驚か せる も 、 そ の 行動 は プレ イヤ ー の 認識 し て いる 
現実 と 同じ で あり 、 ぴ っ くり 箱 的 モノ で ある 。 も ちろ ん 、 
その 驚き に は 、 胸 昧 や ゴキ ブリ な ど 、 苦 手 意識 か らく る 嫌 
悪 感 を 持ち や すい 奴ら を 、 敵 と し て 想定 し て いる こと か ら 
くる と いう こと も 加え られ る 。 だ が 、 こ れ ら 巨大 化 系 に 属 
さ な い 死体 ・ フ リー クス ら が 襲い か か る 時 、 そ れ は 前 者 の 
時 に 感じ た 一 瞬 の 驚き と は 違う 、 見 た く な い 、 記 憶 の 中 に 
残し た く な い お ど ろ し さ が あ る の で ある 。 

この 、 死体 で ある ゾン ビ と 、 奇形 で ある Gー ワ ウィ ルス 生 
物 (タイ ラン ト も る 含め ) ら は 、 元 々 は 人 間 で あっ た 。 そ れ 
が 、 ウ ィ ル ス に 感染 し た こと に より 体 に 変化 が 起き 、 身 体 
の 各部 が 崩れ た り 、 肥 大 化し た り 、 ー 部 の 能力 (リッ 
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カー の 聴覚 の 発達 に 伴っ た 視力 の 欠如 な ど ) が 特 化し た 事 
に よる 変形 な ど に よっ て 、 二 目 と 見 られ め ぬ 異形 の モノ と な 
っ た の で ある 。 ウ ジ が わき 出 て いそ うな 醒 い 姿 の 異形 の モ 
ノ 達 が 、 人 と し て の 命 こ そ 絶 た れ て は いる も の の 、 ズ ルズ 
ル と 遣い ずり 動き 回 り 、 襲 いか か っ て 来る 。 そ の 常識 で は 
計れ な い 理 解 不能 な 生命 力 と 、 元 が 人 間 で あっ た こと が と ど 
こ か に 見 える その 姿 、 そ し て 撃退 する 際 、 同 じ 人 の 血 の 色 
が 飛び 敵 る 肉片 に 、 右 脳 は そこ か ら 連 想 さ れる 不快 な イメ 
ー ジ の 記憶 を 次 々 と 呼び 起こ す 。 加え て 、 そ の イメ ー ジ を 
画面 に 見 る 架空 の 異形 の モノ に 付加 させ 、 よ り 気 持ち 悪い 
モノ と し て 感じ 取っ て し まい 、 そ こ に 恐怖 を 見 て し まう の 
で ある 。 この 麗 怖 心 は 、 対 象 物 が 人 と し て の 姿 に 近い ほど 
高い 。 そ れ は 、 見 慣れ て いる 人 間 と いう 生物 が 、 壊 れ て し 
まっ た こと で 、 あ り 得 な い 現 実 が 展開 され 、 も し か し た ら 
自分 の 身の回り に も 起き そう な 、 起 きた ら イ ヤ だ と 思わ せ 
る 紙 一 重 な 部 分 か らき て いる と 思わ れる 。 そ れ 故 の ゾン ビ 
で あり 、 フ リー クス で ある と 思う 訳 で 、 逆 に 四 つ 足 の G や 、 
列車 の 中 で の G ま で 変形 し すぎ た モノ に な る と 、 怖 さ な ん 
て ほとん ど な い に 等 し か っ た (あの 場面 は 、 大 きく な っ て 
いこ うと も 人 の 姿 が 感じ られ る モノ で いて 欲 し か っ た )。 
話 が 少し それ て し まう が 、 今回 の よう に 実際 、 造 型 を 起 
こし て みる と 、 そ の 次 の 持つ グロ テス ク さ や 重量 感 な ど 、 
信 ぐ 感じ られ る 下 ノ な る た と 思う で いる 。 その キヤ ラク ク 
ター が た どっ た 成長 の 過程 を 想像 し な が ら 、 そ の 過程 の 上 
で 、 体 が どう 変化 し た の か を 突き 詰 まめ て いき 、 肉付き や 鍼 、 
体 家 な ど を 頭 の 中 に 決め て いく 。 剛 EIR 
め 、 デ ィ フ ォ ル メ す る 事 に よっ て シル エッ ト や 皮膚 感覚 
UM UP PP PBP 
た モノ に 仕上 げ て いる 。 彩色 に 関し て は 、 フ リー クス で あ 
る こと を 強調 する よう な 感覚 で 塗り 上 げ て ある 。 苑 に 関し 
て も 、 分 泌 物 に よっ て テカ テカ し て いる だ ろう と いう こと 
か ら 、 結 構 グ ロス な 感じ に な っ て いる 。 こ れ ら が 、 言 葉 で 
表現 する こと の 苦手 な 私 の 抱い て いる 、 恐 怖 の 形 で ある 。 
演出 か ら 見 て 、 私 の 心 に 深く 残っ て いる 場面 は 、 初 め て 
リッ カー が 窓 越し に 現れ た と ころ か 。 ガ サガ サ と 何 か 動い 
て いた は ず だ が 、 も う 一 度 見 直し て も いな い 。 こ の 先 に 行 
く と いる こと は 容易 に 想像 で きる が 進ま な けれ ば な ら な い 。 
で も 、 進 みた く な い 。 出来 る こと な ら 別 ルー ト は な い の だ 
ろう か 。 あ の 張り つめ た 緊張 感 に 、 コ ント ロー ラー を 持つ 
手 が た め ら っ て し まう ほど ビク ビク させ られ た (その 人 後 、 
リッ カー に お 約束 通り 殺さ れ て し まい まし た が )。 他 の 部 分 
は 、 お 化け 屋敷 や 、 最 近 の 軽 め の ホラ ー 映 画 の よう な ドッ 
キリ 部 分 の よう で 、 ハ ッ と は する の だ が 、 そ の あと ビク ビ 
ク す る と いう こと は な か っ た (私 が ホラ ー 映 画 ず れ し て い 
る こと も あっ て か も し れ な い が ) 。『 バ イオ ハザード 2』 と 
いう ゲー ム が 見 せ た 、 映 画 に は な い 体 感 する 恐怖 は 、 多 く 
の 人 々 の 脳裏 に 悪夢 の 一 夜 を 焼き 付け た 。 そ の 時 間 の 中 に 
まだ 結末 は 見 えな い が 、 こ の 先 の 展開 に よっ て 明らか に な 
る の だ ろう 。 そ の 時 また 、 新 た な 恐怖 の 形 が ある こと を 期 
待 す る 。 人 は 一 度 味わっ た 恐怖 に 麻痺 し が ち だ か ら 。 
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% 坦 調教 師 っ ぽい 風貌 を 見 て 、 
心 の 中 で 瞬時 陽 | を 成 衣 さ れる こと が で きた の " 
な ら 、 訟 う 何 も い 革 - と は な い 。 該 当 者 は 立派 な 「 マ ゾ ヒ 
スト 」 で あり 、 こ の ゲー ム の 真 の 存在 価値 を 認め て いる ユ 
ザー で ある 。「 タ イラ ント Al| と の 対決 の と き が きた ら 、 
を 向け る の を ヤメ よう 。 こ の シー ン で は 、 ヤ ツ を 倒す よ 
ヤラ れ た ほう が 正しい に 決ま っ て いる 。 そ し で て 息 が 絶 
前 に 「 イ エス 、 マ スタ ー…」| と 服従 の セリ フ を クチ 
[ マテ ィ ッ ク で ある 。 

が う 、 0 


いま 、 国 民 の 多く が 、 ラ クー ン ン ティ ー だ は び こ る 
の 化身 (ゾン ビ な どの 敵 ) か ら 身 を 紀 る め 、 コ ント 四 
ラフ を 汗 で ビン ョ ビン ョ に MI 


呈 また 、「 タ イ 























抜い て プレ イ し な い の 大 ろう か 前 に 立 生 か も の 
その 前 向き な 姿勢 こ 宅 、 電車 の 中 で 携帯 電話 を 使用 
el 1 ルリ ンコ 悪い 特 旋 だ 
ヘタ に 抵抗 玉 | に : 

と いう 考え を 次 MW て いる よう で は 
「 プ レイ U で 8 だ け 」 人 ヨ 
に は 認め で いな いこ と に 大 全 還 | 押上 一 
噛み つか れる 悦び 、 喰い ちぎ られ る 嬉し き 作 
悪夢 の よう な フィ ー ル ド で | プン の エサ | と な る の が 、 
プレ イヤ ー と し て も っ と も 美しく 、 で て し て 正しい 。 で 
そん な 思想 を 抱き な が ら プ レイ し で いる の は 、 ワ タン だ あ 

の 】 











































放り し ょ けれ ば な ら な い が 、 て れ は も 暫 下水 
道 や 研究 所 の 奥 な ど で お 腹 を 空 か せ て 待っ て いる モン スタ 
ー た ち に 遭遇 する た め の 過 程 に 過ぎ な い 。 

し た が っ て 、 プ レイ ヤー の 行動 の すべ て は 、| 生還 」 | 攻 
略 | と いっ た 常識 の キー ワー ド と は 無縁 の も の な の で ある 。 
ゆえ に 、 こ の 『 バ イオ 2 1」 に 限り 、[ 最 短 ル ー ト | で クリ 
ア す る 」 と いっ た 正式 目的 で 攻略 本 を 眺め な が ら プ レイ す 
る と いう の は 、 ボ ルド ー 産 の 赤ワイン を 検尿 用 の 紙 コ ッ プ 
で 飲む の と 同じ くら い 誤 っ た 接し 方 で ある 。 

結局 の と ころ 、|「 マゾ 度 」 が 高い ユー ザー ほど 、 こ の ゲー 
ム の 本 当 の に 魅力 に 遭遇 する こと が で きる の で ある 。 ゲー ム 
クリ ア 後 に 出力 され る ラキ ング 評価 が 高 い ユ ー ザ ー が いい 
醒 悪 な バケ モノ た ち に 犯さ れる の は 、 と て も 屈辱 的 な こ と いう ワケ で ( ま 姜 誰 の だ 。 仮 に 評価 が 最 高 ラ シク の |S 邊 た 
だ が 。 し か し 、 こ れ は 、ー 種 の コミ ュ ニ ケー ンション だ と 思 と し で も 、 そ て それ ば ンス テム 的 な ジャ ッ ン な の で あっ で 、 コー 
えば いい 。[ ド ラク エ 」 な ども そ うだ が 、 良 作 と は 、 敵 と の ザー 自身 が 正しい 遊び 方 を し た と は 限ら な い 。 逆 に 、 ラ ン キ 
、。 コミ ュ ニ ケー ショ ン が どん な カタ チ で あれ 、 重厚 に 仕上 げ ング 評価 が 低い ユー ザー ほど 、 モ ンス ター た ちと 正しく コミ 
。 られ て いる も の だ 。 こ の 「 バ イオ 2 』 を お も し ろ い と 感じ ュ ニ ケー ショ ン を と っ て きた と ゃ 言え る 。 
る の は 、「 プ レイ ヤー が 敵 に 貧 り 喰わ れる | と いっ た 、 極 め 『 バ イオ 2 』 の よう に 、「 ス キ の な い パ ー フ ェクト な 作品 」_ 
_。 て トー ン の 高い コミ ュ ニ ケー ショ ン が 導入 され て いる か ら を フツ ー に プレ イ し て どこ が お も し ろ い の だ ろう 。 生 選 す る 


け ? いや 、 き っ と 他 に も いる ハズ だ 。 隠さ な く た っ て いい 。 
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リオ の 冒頭 、 
UE いさ な り ソ フン ピ 
で 、 ヤ ツ ら に 喰わ れ よ う 。 と いう か 、 レ オン を 食べ させ で 
あげ よう 。 こ れ は スタ ー ト 直後 か ら 「 エ サ | と し て の 自覚 
を 得る た め の 大 事 な 行 為 だ 。 言う なれ ば 、 逆 の 意味 の 「 レ 
ベル 上 げ 」 で ある (レベ ル 下 げ ? ) 。 





は uvーNli ん Si 









に 違い な い 。 | こと だ け に 一 点 集中 し 、 「 喰 る キモ ナチ よさ 」 を 感じ る こ 
この 冒頭 に お いて 「 ゾ ン ビ の エサ 」 と し て の 自覚 に 目覚 と が で き な い ユー ザー に 、 個 内 的 に は な り た く な い 。 と い 
め た アナ タ は 、 か な り カ ッ コ いい 。「 オ レ は 、 喰 われ る た う よ り 、 な れ 次 議 @ な WW5 ケー ム の 楽し み 方 は ヘア スタ イル 





め に 「 バ イオ 2 | を や っ て いる ん だ 」 と 知人 に 自慢 し て も 同様 、10 名 の 人 間 が いれ ば 、10 通 り 存在 する が 
恥 い だ ろう 。 と いう か 、 お し ろ る 言い 振る 差 み さだ 。 の 余談 だ が 、 イ メー ジ ク ラ ブ ( 邊 護 婦 と 患者 な ど 、 い ろ ん 
絶望 的 な 運命 や 境遇 を クチ に する こと は 、 決 し て 奇行 で は な 設定 に 拐 装 し て 、H な こと を する フー ゾク の 総称 。 通 称 
な いい 。 イメ クラ ) に 、「 バ イオ 2 プレ イ 」 と いう も の が あっ で る 





シナ リオ 後半 に な る と 、 醍 さ ヘ ビー 級 の モン スタ ー が さそ うだ 。 い や 、 も うす で に ある の か も し れ な い 。 女のコ 
続々 と 出現 する 。 「G 幼 体 ]1Gー 4 」 な ど 、 容 次 的 に 放送 は 、 ゲ ー ム 中 に 登場 還る 女性 ソン ビ 、 そ し て お 客 は レオ ン 


コー ドス レス レ と 思わ れる バケ モノ が 出 て きた ら 、 嘱 吐 や と いう 設定 。 女 性 ソン ビ は 、 レ オン の | 敏感 な 部 分 | を 求 
失禁 を 併発 させ つつ 、|[ コ イツ ら に 喰わ れる の か …」| と 苦痛 め て 迫っ て くる 。 レ オン 、 必 死に 抵抗 する が 、 や が て 取り 






の 中 で 歓喜 する の が カッ コ い い 。 こ の と き 、 レ オン (クレ 0 な 部 分 」 は 女性 ソン ピ の クチ の 中 へ 。 そ 
ア ) が ズタズタ に 食い ちぎ られ る の を 目の当たり に し な が 最後 は 、 レオ ン O [和議 較 






- 。90 分 コー ス 8000 











ら 、 チ ョ ッ ト 薄 ら 笑 い を 浮か べ る と 、 な お さら サマ に な る の 
(この 笑い は 、 サ ディ ステ ィ ッ ク な 感情 の 表れ で は な い )。 門 飲 6 ウツ) 


くす) 






イワ タカ ヅ ト : ゲー ム の シナ リオ ライ ター。 代 表 作品 「 ゴ ルピー の パイ プラ イン 大 作戦 (F C)」『 オ ー ル ワン (F C)』『 ラ ブ ク エ スト (SF て )』 


真奈 美 
へ きる 


『 
| E C)』」『「 ジ ・ ア ン ソ ル ブ ド (PS、SS)』 他 。 現在 は 『 ア ナ ザ ー メ モリ ー ズ 2 (P S )』」 の シナ リオ を 制作 中 。 ま た 、 と も さか りえ 、 相 川 七瀬 、 椎 名 
の プロ モー ショ ン ビ デオ に も 出演 し て いる 。 信久 前進 の パフ ォ ー ー マ ン ス ユ ニッ ト 「 セ ルロイ ドジ ャ パン | の メン バー と し て 、 2 00NNU SE 


am へ 妥 へ 妥 了 有 ぺ 妥 ぴ 有 uunun 
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悪 趣味 バイ オ 紀 行 






J ず 、 弾 が な く な る まで 撃ち 続け ちゃ いま し た けど 、 し か し こ 
』 少 の ケー ム 、 道 理 っ ちゅ ー の が 分 か ら な いう ち は 敵 味方 の 区 別 
つか な いか ら 、 と りあ え ず あっ た も の に は 攻撃 し ちゃ いま 
7 プ すず す よ ね 。 言 う 事 ちっ と も 聞き ゃ し ね え 開 シェ リー に 、 こ の ガ 
人 K キキ か に な ん ね ー が な っ て 何 度 か 硫酸 弾 撃ち ませ ん で し た ? 
。 イヤ いい で す 。 言っ て みた だ け で すか ら 。 で も 剥製 や 著 長 に 
まで 全 弾 撃ち 込ん で し まう の を 見 た 、 僕 の 後ろ の 百 太郎 が 
[チキ ン 野 郎 …| と 咳 い た の が 聞こ えた の は 僕 の 気 の せ いか 
。 し ら ね 。 ち な み に 獅 子 丸 、 か な り 中 盤 ま で アイ テム ボッ クス 
を 知ら ず 、 お 陰 で いつ 使う と も 知れ な い 四 角 ク ラン ク 
/ ! や ら バ パル ブ ハン ドル や ら で 持 ち 物 が いっ ぱい に な り 、 脇 腹 押 
た きえ 6 不 再 の レオ ン が 救急 スプ レー を 目前 に し て 、 持ち 物 
いっ ぱい 、 弾 は な し 、 隣 の 部 屋 で は ピッ チョ ン ピ ッ チョ ン 音 
いう 泣き た く な る よう が 絶望 的 状況 が 何 度 と な く あ 
た 。 巨 大 遇 が 中 坊 ヤ ン キ ー の よう に 小 を 垂らし て く 
、 命 か ら が ら 応 戦 し 、 と りあ え ず 壁 か ら 落っ こち て き て 
あら や だ 、 ま だ 足 が ピ ク ピ ク し て る じゃ な い の 。 「 手 負 
晶 が 一 番 人 居 エン だ | と ば か り に 無駄 弾 を 撃ち まく っ た 直 
体 杜 12 メー トル は あり そう な 巨大 角 に 軽く カプ っ と や ら 
くら 僕 で も 壁 に これ 見 よ が し に つい て いる ボン 
ん いと 思い まし た けど 、 こ の 段階 で 僕 の 持ち 
居 し の 間 悩 ん だ 後 、 ポ ー ル ホー ガン の ご と 
きま し た が 、 そ ん な こと 阿呆 し か 
間 は か か り ま せん で し た 。 
『 る 内 に 、 い つや 得体 の 知れ な いこ と を 口 走 
の 邪魔 を する 白衣 着 た 糞 バ バア が 、 エ イダ に つい 
こと も 知ら な いで …」 と が 勝手 な 事 を 言い 始め 
いで すか 。 そ の 時 僕 っ たら コッ プ を 倒し て 床 に こ ぼ 
し まい 、 ア リャ リャ リャ と 床 を 拭い て 画面 か ら 目 を 離し 
で いる と 、 何 や ら 聞 き 取れ な い 英語 で 緊迫 し た よう な 紛 囲 所 
の 会 話 が 続い て お り ま し た が 、 一 体 何 じゃ ろ な と 思っ て 顔 を 
上 げ 綴 と 、 狼 狼 し た レオ ン が 「 嘘 だ ! 」 っ て アン タ 。 え 、 な 
う て ナ ニ が ? 僕 全然 聞い て な い の に よ ぉ 、 お 
て 。 結局 エイ ダ の 正体 も 分 か ら ず 、 超 重要 
は 空しく プレ イヤ ー で ある 僕 を スル ー し て い 
日 本 の ゲー ム な ら 日 本 語 喋 れ エ ! いい じゃ ね え 
K 郎 と 小宮 和 江 が 声 ア テ て りゃ あー ! 」 と 、 す っ 
と 明け て きた 日 曜日 の 朝 、 一 人 画面 に 叫ん で い 
鹿 で すか ? ん で 、 結局 エイ ダ も 死ん じゃ っ て 、 ブ 
6 の つら うつ うか が かり ラス ポス ん と こし 入っ つ で カウ ンド タ 
始ま っ ちゃ っ た じゃ な いで すか 。 必死 で ドア を ど つ い 
きゃ し ね え 。 え ーー と 、 確 か 最後 に セー ブ し た の は あの 
鎧 の 手前 。 
角 と や る の は 2 度 と 嫌 じ ゃ アア アア ア ! ! 」 どう や っ 
っ た の か 全然 覚え て お り ま せん が 、 そ ん な こん な で と り 
何と か レオ ン 表 、 ク レア 裏 を クリ ア し た その 旨 、 編 集 
長 様 に 報告 し た と ころ 「 あ レー? マニ ュ ア ル 入 っ て な か っ 
た シ デ ス が 一 ? ン も 電話 し て クレ れ ば 良かっ た ノ に イィ 
| 誰か お 願い で す 、 マ イク ロビ ル 襲 撃 し ます か ら 、 僕 
吊 固 ロケット ラン チャ ー を 下さ い 。 


いや 、 良 い ゲ ー ム っ す よ ね ー「 バ イオ ハザード 2」。 怖 く 
て 面白 く て 軽く ハマ っ ちゃ いま し た よ 僕 は 。 え 7 「11 
方 が 難し く て 面白 か っ た ? 「2』 は ヌル い !? うる せ コ 本 
喋る ん じゃ ね ー よ 。 イ イ ん だ よ 。 俺 、 や っ て ね ー の 。 知 
の NMM tn " 較 ヽ 
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や っ た 事 あ り ま せん 。 は た で 誰か が 遊ん で いる の は 見 た こと 
あっ た ん で すけ ど 、 拳 銃 で ドー ベル マン を 撃ち 殺し 衣 い る : 
ー ン し か 見 て な か っ た の で 、 今回 ゲー ム を 編集 部 で 
頂い て 、 獅 子 丸 初め て 遊ぶ こと に な っ た の で し た 。 
攻撃 ボタ ン は ドコ じゃ いな と ケー ス の 中 を 探し て みて 
こ に も マニ ュ ア ル が 入っ て な いじ ゃ な いで すか ! 一 
集 部 に 対し て 強烈 な 殺意 が 芽生 えま し た が 、 そ れ は それ 僕 
も いい 年 齢 を し た 大 人 で すか ら 、 編 集 意図 は 良く ワカ らん 
つま り そ う いう こと な ん で す ネ と ポジ ティ ブ に 納得 させ で 頂 
きま し た 。 従 いま し て 、 こ れ か ら 始 め る の は 他 の 通 の 方 々 の 靖 還 介 2 
様 な 思い 入れ た っ ぷり 愛 の レビ ュー で は な く 、 え 、『 バ イオ が は 
ハザード ? 何で すか それ ? と いう よう な 、 何 か の 間 違 ら  、 
いで 偶然 『 バ イオ ハザード 2 を 手 に 入れ て し まっ だ 、 ノ ェ の 
スキ ル 野 郎 の 単なる ゴミ 記録 で す 。 の 
と いう 訳 で 早速 バイ オ 、 ゴ ー!! あ 、 こ の ゲー ム 虐 
ャ ラク ター 選べ る の 。 と りあ え ず 男性 キャ ラ 、 レ オ 
て こそ 漢 まだ よ な 。「 ド ラク エ 3 』 あ た りか ら 、 男 の くせ 
人 公 を 選ぶ シー メー ル 野 郎 が いる けど 、 そ ん な 奴 は 大 
的 に 深刻 な 欠 (以下 14 行 略 ) 。 キ ャ ラク ター が そこ は か ガ 
く 「 プ リン プリ ン 物 語 』 臭 が する の と 、 ト レー ラー が 
を 吹っ飛ば す シ ー ン が ちょ っ と 挙動 が 軽い か な 、 と いう 序 ks 
以外 は 80 年 代 A B 級 ホラ ー ム ー ビ ー 的 雰囲気 の 、 見 て いで て 気 
色 の 良い 導入 ムー ビー で し た が 、 と ころ で クリ ス っ て 誰 で す と 
が? ゲー ム が スタ ー ト する と 移動 方 法 も わか ら ず 、 始め て し ! 
2 秒 で いき な り ゾ ン ピ 君 た ち に 輸 厩 さ れ ゲ ー ム オー バー。 口 つ 
ム を 取り 出し て 中 華 鍋 に 放り 込ん で や ろう か と いう 衝動 を 抑 後 
ろ 
品 



























































さえ 、 ま あい いで し ょ うと 、 と りあ え ず 一 通り いじ くっ て 計 
体 の 操作 方 法 を 理解 し 、 気 を 取り 直し て 再 ス ター ト 。 ア レ ? 
何 こ の 銃 。 弾 が な く な っ ちゃ っ た じゃ な い の 。 倒れ て も また 
起き 上 が っ て き や が る し 。 冒 頭 の ガン ショ ッ プ も ろく 調べ 
ず に その まま スル ー し て し まっ た 自分 は 、 中 盤 ま で ず ー と 
ハン ドガ ン 。 よ っ て 何 度 か の 惨殺 の 後に 身 に 付い た テク 講 
ク は 、 ナ イフ で 成 帳 し て ゾン ビ が ん だ と ころ で ダッ ショ 甘 
げ 。 大 量 の ゾン ビ に 囲ま れ た 場合 、 出来 る だ け 中 央 に 誘導 世 請 
わざ と 一 度 に 襲わ れ て まとめ て 振り 落と し て ダッ シュ 逃 衣 5 
いう 、 後 ろ 向 き な 攻撃 方 法 を 発見 し まし た 。 尚 、 銃 は 弾 が 
っ た いな い の で 、 殺 さ な い と 先 に 行け な 場合 の 最後 の 武器 
NN TWO0O0OOOO00O0O0 jj 
ML 。 言い つく ば っ て 攻撃 し て くる いわ 大 

レ (名 前 な ん で すか ? ) に 青春 ダッ シュ を 敢行 し 、 何 度 
BOD em お の 
ら に ゅ っ と 出 て くる 大 量 の 腕 が 、 実 は まっ た く 無 害 と は 知 
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「 パ イオ 3| に 求め られ る 
ゲー ム 的 な 仕掛 け の 9 



























最初 に 断っ て お く 
ー マ ー で 、 特 に 3 D@ 
大 の お 気に入り で あ 町 請 周 囲 
な っ て も 、「 あ ん な 細 

人 孤高 を 保っ て い 尊 二 細 9 誠 9 
ルター ー が か か っ て 則 座 語 を 
けれ ば 幸い だ 。 、 







































さて 、 今 回 編集 部 か ら の 依頼 が 「 ア ロー ン | ファ ン か ら 見 た 


「 バ イオ ハザード 」 KN② み 趣旨 だ っ た の で ぐ で 、 こ れ ま で の 交 い を 
破っ て 「 バ イオ 1 夫 2 の 初 体験 と な っ た 。 編集 部 に 1 週間 徹 
夜 し て クリ ア 科 、 改め て 『 ア ロー ン 」』 を 遊び 直し て 得 た 結論 。 
それ は 両者 が 画面 構成 こそ 似 て いる も の の 、 本 質 的 に 別 の ゲ 
ー ム だ と いう 還 具 2 いで に し うと | アー ニン の 方 が 作 い 、 
個人 的 な 見 散 で いえ ば 、『 バ イオ ハザード | は 嫌悪 感 の ゲ 


ww ah 0 





きれ る 、 と 奇妙 な 安 壇 感 を 覚え た こと を 白状 し て お く 。 

、 位 悪 感 は プシ ビ と の 遭遇 二 即 死 を 意味 し な い 。 そ の た め 何 
。 皮 か ゲー 疫 を 繰り 返す うち に 、 人 は の ろ ま な ゾン ビ の を か 
く よ う 候 概 宏和 起 う な る と 分 一 ム の 恐怖 感 も 薄 ま る 。 ゲーム 
も 後半 居 な 弾 如 に 作 容 が 出る と 、 出 会 っ た ゾン ビ は 皆殺し 。 
「 デ ィ レ クズ カッ ト 』 に 至っ て は 、 ク リア まで の 最短 時 
間 を 競う レー スゲ ー mw 0 な や @ ま っ た 。 こ うな る と ゾン ビ 
は 敵 車 、 又 は コー ス 上 の が イロ シン 扱い 。 ゾン ビ の 悲哀 は すっ 
か り 上 其 紀 落 ち 、 逆 に 主人 人 ぷ の ずる 皿 き だ けが 浮き 彫り に な っ 
て 人 軒 も いり る れ が 制作 者 の 意図 な 天 内 し た も の だ が 、 恐 ら 
< 許 う で は ある まい 。 ちょ っ と 待て 、 裕 息 で 良い の か 「 バ イ 

オハ ザー ド 」、 品 何 度 も 自問 自 答 し た の 功 ら た 。 

。 一 万 「 ア ロ 以 シ ・ イ ン ・ ザ ・ ダ ー ク ] 司 、 恐 怖 小説 家 の 大 
家 、 記 .P . ラ 用 ラッ ト の クト ウゥ ルフ 神 語 秦 パ ー ス に し た ホ 

ンー。 

る と 上 う 目的 改 同 じ だ が 、 主 人 公 と 世界 の 赤 か わ りあ い が 異 
な っ 言い る 。 LN イオ ハザード 』」 で は 、 主 馬 公 の 活躍 で 狂っ 
た 世界 が 浄化 部 尊 @、 か も し れ な いと いう 募 望 が 、 ま だ 残さ 
れ て いた 。 し 大 議 還 好 ロ ー ン 」 で は 、 敵 は 央 間 の 存在 な ど 歯 
牙 に も か け な い 店 詩 四 和 規 模 の 古き 神々 と ぞ の 手下 た ち 。 胃 
人 公 に 可能 な 尊 較 、 せい ぜ い い つか 来る 破 減 の 日 を 、 少し 
遅らせ る こ と た ほ 





の 設 忌 を 中 実央 本 表し た の か 、 は た また 洋 ゲ ー 特 有 の 劇 
キキ な 其 易 度 と 大 揚 作 性 の た めか 、「 ア ロー ン 」 は 世 が 凶 


、 悪 で 怪物 が 手 厳し Wa 
いち うな ず と 2 計 ki 


し 


まち が っ て も 怪物 に 正面 か の ら 立 ち 向 か 
機転 を 利 か せ て 立ち 回 り 、 あ 






1971 年 生ま れ 。 


に 未来 を 感じ て いる 。 


た 上 で 読み 進め て いた だ 


4 5 見 を 開け で 交 の 部 屋 に 逃れ た 時 、 人 は 評 し も 安 壇 の た 
の 息 ぬ lp く の だ 。 ら ちなみ に 筆 者 ぽ 連 束 く ゲー ム オ ー7 語 還 林 | 請 
| る 刻 、 朝 さと 同時 に 、 あ あ 、 こ れ で この ゲー ム か ら 解 放電 


怪物 や 思 で 満ち た 悪魔 の 館 か ら 脱出 す | 


WW 


ン の 
片山 隆 (か た や ま ・ た か し じ し ) ー ム ライ ター。 主 に D 
MM の L 上 や RPG、 レ ー ス ゲー ム な ど と 琶 合 し 、 真 の 「 冒 険 ゲ ー ム 」 と な る と と を 到 想 。 最近 


。 | バイ 】 は 狂 革 感 の ゲー ム と 述べ た が 、 


0。 し POe 
怖 感 を 醸し 出す 、 世 界 観 醒 利 の 演出 法 を と っ て いる 。 作物 に 
0 。 2 示 で は 、 扉 を 閉め よう が 部 屋 か ら 還 よ う が 、 
、 第 


> 了 まあ 、 朝 


- パイ ス を 加え た 方 が 、 


穫 》- ク | 2 ポル と るい と うっ の た 。 鹿 デ 











で 紅 み は 、3 _ の 

作品 中 の ケー ム と 物語 の 関係 も 、 対照 的 だ 。 先 に 
それ 以前 に 、 こ の 

上 百 性 が ある 。 随所 に 

] で 状況 を 語る お 馴染 み の 手法 

が 、 物 語 、 問 MR ど 


。 細 た 、 


2 「 ^ は 仙 を 海 






て こ に 歴然 と 







ィ ye 議 
人 二条 交 
。、 す MAMAL 旨 詳 ド り も 、 よ り ゲ ケー ム 的 な 
骨 806。「 バ イオ | 5、 較 全 |/ ロ ー ン ] 的 な ス 
より 面白 く な 大 避 で は な いた ろう か 。 
そ も そ 天 AN イオ ハザード 」 を 夕 普 安 し た 人 の 何人 が 、 
あの 物語 に 感動 した だ ろう 。 そ れ よ り 名 還 パ ッ ド を ぎゅ っ と 
握り し め 、 ゾ ン ビ を 避け つつ 研究 所 を 駆け 回 る こと に ドキ ド 
キ し た ユー ザー の 方 が 多い は ず だ 。 物語 諾 あく まで プレ イ の 
ご 褒美 的 な 存在 だ 。 だ っ た ら 、 も っ と ゲ が 講和 的 な 仕掛 け で 恐 
が ら せ て も 良い だ ろう 。 た と えば タイ ラ 議 5 
ト 的 な も の に 留め ず 、 プ レイ ヤー を 付け 狙 g 
由 に 御 個 させ た 方 が より 怖い 。B GM る 頑 9 
PAPER 





うと 、[ ア ロー ジン 


詐 の イシ タラ ク ァ 2 演 に 矯 る と 凡 6 
調 た 、 正直 な 庄 革 筆者 は |21 の 表 画 を 終わ らき 
車内 で レオ ン が [ 訂 細 まっ た ば か 


し て 回 る の か 。 秩 し た 。 科 ソ ン ビ を バシ バシ 層 
ゃ つた お 、 何人 馬 陳 られ な あ 、 さ す が ザ ッ ピ ング シ 
ム 恐 れ 入っ た ぜ 古 鞭 科 に 胸 を 膨らませ つつ 。 と ころ が 裏 箇 
を 始め た と と ろ 。 雇 開 が 一 者 変わ る だ け の 同じ ルー ト に が 
か り し た の 放 欄 
多少 世 罪 観 が で も 、 建 物 の 構造 に 現実 感 が な く て も 、 ゲ 
*。 0 中 も っ と 怖がら せ た 
ュー 人 ED 
7 <  。 っ っ 2k る ルル コッ で 4 













OS ノ V の 洋 モ ノ 3 D ポ リ ゴ ン ゲー ム を 好む 。 ア ド ベ ベンチャー ゲーム が シュ ー テ ィング 
で は 『0 0 7 ノ ゴ ー 雪上 ムレ イダ ー ス 」]「 マ リオ 64』 な ど 


村人 そっ 
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INTERMI 


Can you take from me? This is my husband's 
ぉ S.T.A.R.S. team member has disappeared. 


every la 


ate bio-weapons. Dont shoot! Tm a human! Chris, Ji 山 , Barry.… 


誤 則 mbrella have destroyed my beautiful town! It's the agent that can turn humans into the ultim 


Tm fjnally here. Im sorry 1 bother you. Are you jistening? Ju 


eseape everything..… Ada, wait! 1 told you my job is to 1ook after you. Hey, take it easy. Too bad! 
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お 


プ ぢ dont'come any closer! We lost contact with 
monsters from Umbrella have destroyed my 
humans into.the ultimate bio-weapons. Dont 
every last S.T.A.R.S. team member has 
into a zombie within the hour like all the 


[バイ オ 』 シリーズ の 会 話 シ ー ン は な か な か 凝 
っ て いる 。 前 作 に お いて 個人 的 に 一 番 び っ と きた 
の は 字幕 十 英語 と いう スタ イル だ っ た が 、「 2 
で は ムー ビー が 増え て 、 会 話 が より 味わい 深く な 
っ た 。 と 同時 に 、 日 本 語 と 英語 で 文章 表現 が だ い 
ぶ 異 な る 部 分 も 多く な っ た 。 そ こ で 赴 わ に な る キ 
ャ ラ の 性 格 、 新 事実 な を ど を いろ いろ 面白 が る た め 
に 、 宇 幕 の 奥 を 読む ワン ポイ ント を 伝授 し よう 。 


hello を 聞き 分 け よ う 


例え ば 冒頭 ムー ビー、 ク レア が バー に 入っ て ゾ 
ン ビ と 初め て 遭遇 する シー ン 。 こ この 会 話 は 聞き 
取り 易い 。 同 じ 単 語 3 つ な の で 、 お 気軽 に 字幕 と 
英語 の 違い が 参照 出来 る 好例 だ 。 

Nasle2N の 2 ウ 。 

セリ ブフ: Hello. 字幕 : こん ば ん わ 

クレ ア 、 怪 許 そ うに あたり を 見 回 す 。 

セリ フ : Hello? 字幕 : 留守 か し ら ? 

物音 ( 唱 喉 音 ) を 聞き つけ る 。 

セリ フ : Hello!? 字幕 : そこ に いる の ? 
微妙 な ニュ アン ス が 字幕 に 反映 され て いる 。 英語 
圏 で は 、hello は 結構 汎用 性 の 高い 単語 。 昼 夜 を 
間 わ な い 普 通 の 挨拶 、 ち ょ っ と し た 呼び か け 、 電 
話 で 「 も し も し 」 な ん て 時 に も 使わ れ て いる 。 レ 
オン が 無線 で 「 お い ク レア ! | と 呼び か ける シー 
ン も hello だ 。 


クレ ア の 愛情 

ラク ー ン シテ ィ ー か ら 脱 出す べく 疾走 する 電 
車 ま その 中 で 、 ク レア か シェ リ 三 に | これ か ら は 
おう と 寺 還 ま 」 と 言う 。 こ れ ば 、 シ ェ リ 三 を クレ 
ア が 引き 取る と いう こと だ 、 と 思っ た 人 は 結構 多 
いと 思う が 、 英 会 話 を 聞く と 新 事 実 が 浮か ぶ 。 

セリ フ : Ah, my god Ss protected VOU. 

字幕 : お 守り 効い た の ね 

ジジ の ド の 昌 シ ジウ レバ に を 人 ベ 

セリ フ : twill be always with yOu. 

ON の つ 語 お 
後半 の セン テン ス の 主語 は it で 、 ジ ャ ケッ ト ( 
myig6d) を 指す 。 つ まり 、 ク レア が シェ リー に 
あげ た ジャ ケッ ト が ずっ と 一 緒 な の で あっ て 、 ク 
レア と シェ リー が 一 緒 に 住む こと で は な いら し 
い 。 淡泊 だ な 、 ク レア 。 


上 級 編 

レオ ン の ぼや き 

= 訪 レ オン シン 村 iG で は ほ は 、 レ オン は 2 度 ほ ど | 女 っ < 
…| と ぼや いて いる 。 "Ada!" と "Wait!" に 続き 、 
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装 弄 時 ユーロ 
| テー 寺 こ せ へ 


っ | 


。 の vgt 当 人 部 北上 催 き 二 雇 は さき 0X 味 敬 へ 部 也 洋 (Y 押 判 ③ や デー 寺 っ せ 


regacy! You know what talkimg about 1.…really 
What happened? She wi turn into a zombie 


him over ten days ago. Not bad, girl! Those 
beautiful town! It's the agent that can turn 
shoot! Im a human! Chris, Ji Barry.. 
disappeared. What happened? She will turn 
others. You murderd my husband! 1 Know 


彼 の 口癖 と いっ て も いい 印象 的 な セリ フ だ 。 し か 
し 、 英語 で は 実は 女 と いう 言葉 は 入っ て な い の は 
知っ て いた だ ろう か 2? 例え ば 、 宇 屋 の 前 で エイ 
ダ に 去ら れ ク レア に 無線 を 切ら れ た 時 。 字 幕 は 
[全く 女 っ て や つ は …」。 英語 の 方 は 、"Man,why 
doesn't anyone ever listen to me!?"。「 お い 、 俺 
の 言う こと は どう で も いい の か ! ? 」 と いう 意味 
で ある 。 似 た よう な 趣旨 の 「 女 は 皆 勝手 な こと 
を 中 は 、 軸 傷 し て | 一 人 で 送 げ で 1 る いう エイ 
ダ に 向かっ て レオ ン が 言う セリ フ だ が 、 原 文 は 
[みん な 俺 の 言う こと を 無視 し や が っ て | くら い 。 
「 女 ] と いう 人 生 経 験 を 物語 る 単語 が な い 分 、 レ 
オン の 青 二 才 ぶり が 存 分 に 発揮 され て いる (? )。 
これ 以外 の 推奨 シー ン と し て は 、 レ オン 表 の エ 
イダ の 最期 や 、 喋 りす ぎる 女 ・ ア ネッ ト 絡 み の セ 
リフ が ある 。 特に アネット は 英語 で は 修辞 疑問 や 
付加 疑問 の よう な ひね り の 入っ た 用 法 を 駆使 し て 
いて 、 嫌 み で 独善 的 な キャ ラク ター が よく 出 て い 
る 。 こ うい う 人 は 、 端 で 見 て いる 分 に は 面白 い 。 
当事者 に な ら な い 限 り は 、 だ が 。 


[パイ オ 2 1 計 誰 雑言 王 決定 ! 

ホラ ー 映 画 に 付き 物 な の が 汚い 言葉 。 英語 に は 

品 な 単語 と し て 4 文字 言葉 と 呼ば れる も の が あ 
り 、shit (クソ ) と か damn ( 生 ) 、 fuck ( ヤ る ) 
な ど が それ に 当たる 。「 バ イオ 2』 は 案外 マイ ル 
ド で 、 た ま ー に レオ ン が こっ そり 「 畜 生 ] と 愚痴 
っ て いる けれ ど 、 強 い 女 達 の 前 に か き 消 され て 印 
象 は 薄い 。 そ れ に 比べ た ら 、 ク レア が 裏 で T を 溶 
鉱 炉 に 落と し た 時 に 咳 く セ リフ 、"sucker (マヌ 
ケ ! ) "は 少々 あれ か な 、 と 。suck 自 体 は 原 意 の 
「 口 に 含む ・ 吸 う 」 か ら 転 じ て 4 文字 言葉 の 中 で 
も へ ヴィ ー な ニュ アン ス で 使わ れ て いる 。-er が 
つく と 「「 (未だ に 愛 離 れ 出来 まい) うぶ な 奴 ] く 
らい の 意味 に な る けど 、 そ れ で も うら 若い 女の子 
が 喋る の は あま り 聞 か な い 。 淡々 と ゾン ビ を 倒し 
て 先 に 進ん で いく と いう 印象 が ある クレ ア な ん だ 
が 、 も し か し た ら エ イダ より も 、 本 性 の 知れ な い 
お ね いさ ん で ある 。 

し か し 、 野 置 雑言 で は も っ と 上 を 行く 奴 が いた 。 
それ は ずばり 、 冒 頭 の ムー ビー に 出 て くる トラ ッ 
ク の 運 ち ゃ ん だ 。 ゾ ン ビ に 腕 を 噛ま れ て "That 
guy's a maniac!" と 叫ぶ 彼 、 字幕 で は 「… 畜 生 ! 」 
と 訳 さ れ て いる けど ちょ っ と 違う 。 こ の maniac 
と いう 言葉 、『 釣 リキ チ 三 平 ]」 の 「 キ チ 」| に 当 た 
る 部 分 その まま の 意味 。 直 訳 な ん て ここ で は と て 
も 書け ませ ん 。 と いう わけ で 初代 『 バ イオ 2』 時 
言 雑言 王 の タイ トル は 、 放 送 禁 止 用 語 を 吐い た 運 
ちゃ ん に 贈呈 ! (編集 部 松平 ) 
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| 幽霊 | が 実 天体 の な いも の へ の 麗 和 の 和 損 を 則 s 枯 人 ワンピ 0 
は 実体 その も の へ の 恐怖 の 象徴 と 言え る 園 尊 題 詳 刀 し た 肉体 は 、| ょ の ゥ ァ ン シュ ・ 
その 徹底 し た 即 物性 に よっ て 我々 を 総 毛 立た せる …… 古来 よ | ヶ に る 

り 、 我 々 ゲー マー の 前 に は 数 多く の ゾン ビ た ち が 立 ち ふ さ が っ て | さ に ゾン ビ c 

さ た 。 あ る と き は 数 で 押し 、 あ る と き は 打 た れつ よい 肉体 で 押し 、 
ある と き は 様々 な 特殊 攻撃 で 押し て くる | 奴ら | と 、 我 々 は 飽く 
な き 戦 い を くり ひろ け げ け て きた の だ 。 こ こ で は そん な 、 テ レビ ゲー 
ム に 登場 する ソン ビ た ちの 姿 を 順次 紹介 し て いき た い 。「 バ イオ 
ハザード 2] に お いて 、 あ る 種 頂 点 を 極め た 感 も ある ソン ビ 表 現 。 
だ が これ か ら も 、 奴 ら の 姿 が 我々 の 前 の モニ ター か ら 消 えて な く | オー バー オー ル を 着 こ ん だ 現場 の オ 4 
な る ご と は な いた だ た ろう 2 2 の 、 ソン ビ は 死な な い の で ある 。 | ン 型 ソン ピ ビ 。 チェ ー ン ソー を ぶん 回 

略号 /PS( プ レイ ステ ーション )・SS( セ ガサ ター ン )・64( ニ ン テ ン ドウ 64)・FC( フ ァ ミ リー コン ピュ ー タ )・SFC( ス ー パ ー フ ァ ミ | | に 


リー コン ピュ ー タ )・GB( ゲ ー ム ボー イ )・MD( メ ガ ド ラ イブ )・GG( ギ ー ム ギア )・NG( ネ オジ オ )・PC-En(PC エ ンジ ン )・ 
Mac(Macintosh) ・Win(Windows)・SNES(Super Nintendo Entertainment System) 
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バイ オ の ゲー ムシ ステ ム の 原形 と し 
て 有名 な 10 年 近く まえ の RPG。 も ちろ 


パソ コン 用 アド ベン チャ ー・ ゲ ー 
ム 。 ち な み に 副 題 は 「 死 霊 の 叫び ・ 


補 観 視点 で ポリ ゴン ・ キャ フ を 動か 
し 、 ゾ ン ビ と 戦い な が ら 不 気味 な 洋館 


の 中 を 探索 する ゲー ム 、 と 言え ば や は 
り 「 バ イオ 』 だ が 、 そ の 元祖 と も いえ 
る 人 NZ 同 ポ シ ッ イ シャ サトー タダ ョ ク | 
が フラ ンス の イン フォ グラ ム か ら 発 売 
され た の は 、 そ れ に 先立つ こと 4 年 前 。 
当時 の 粗い ポリ ゴン で 描か れ た ゾン ビ 
た ち は 、 い ま 見 る と 怖 さ や 不気味 さと 


いう より も 、 ど こ か ユー モラ ス な 風情 
を 漂わ せ て いる 。 酒 に 酔っ て 油断 し て 
いた り 主 人 公 と 出くわし て ビッ クリ し 
た り と 、 表 情 も な か な か 豊か 。 倒 す と 
シャ ボン 玉 に な っ て 僅 げ に 消え て ゆ 
5 


DAY OF THE LIVING DEAD」。 こ れ だ 
け で この ソフ ト が どう いっ た 内 容 の も 
の な の か 、 大 体 う か が い 知 れ よ う 。 ス 
ー リ ー 的 に は 、 科 学者 の 作っ た | 北 
生薬 ] に 人 間 を 凶暴 化 さ せる 副作用 が 
あり 、 そ れ が 街中 に 広がっ て 辺り リー 面 
ゾン ビ だ ら け 、 主 人 公 た ち は 建 設 中 の 
ビル に た て こも る の だ が …… UN うた 
感じ 。 と に か く ゾ ン ビ 映画 に 対す る 無 
邪気 な オマ ー ジ ュ に 充ち 満ち て いて 、 
ゾン ビ の 両目 に 親指 突っ 込ん じゃ っ た 
り 、 死 に か け の 友人 に | 撃ち 殺し て く 
れ 」| と 頼ま れ た り 、 実 に 微笑 まし い 。 


ん ジン る だ くさ ん 還 ぐ くる 用 さか 
さ ゾ ン ビ 」 や 「 癌 男 ] | 腐乱 死体 ] な 
ど 種 類 も 豊富 だ が 、 注 目 は こい つ 、 
「 半 身 男 」。 名 前 どおり 腰 か ら 下 が な い 
の で 手 で 抱き つい て 攻撃 し て くる 。 カ 
プ コ ン の ゾン ビ に は 昔 か ら ガ ッ ツ が あ 
っ た 。 ち な み に 原 作 と な っ た 映画 で は 
古館 伊知郎 が この 役 を や っ て いた 。 悪 
圭 の 呪い で こん な 姿 に され て し まう の 
だ が 意識 は まだ 残っ て お り 、| 助け て 
くれ ェ ……」 と 仲間 の 女 に すがり つい 
て いく る 猛烈 に いや が られ て 、 ス パナ 
で 頭 を が ん が ん 殴ら れ て いま し た 。 
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ナイ トメ ア ・ ク リー チャ ー ズ ヴァンパイア ・ シ リー ズ ドラ ゴン クエ スト ・ シ リー ズ 
'97 年 /SCEI/ 発 売 機種 :PS '94 年 ー/ カ プ コ ン / 発 売 機種 :PS・SS '86 年 / エ ニッ クス / 発 売 機 種 :FC・SFC・MSX 


日 1 は 9 H23 ミ Hi130 H136 
silN SD H 0 Mii7 Hi21 
ゆ ぇ ジス せ :2 さ そ :23 ま :23 ま 





この 日 本 全国 が ハマ ッ た RPG に も 
褒 の た 死体 | や | リピ ンク テッ トド 
と いっ た 名 前 で ゾン ビ が 登場 。 な ぜ か 


言わ ず と 知れ た カプ コン の 対戦 型 格 
闘 ア クシ ョ ン 。 ザ ベル は 足 に チェ ー ン 
ソー を 仕込 ん で いた り 、 何 本 も の 助 骨 


ホラ ー 的 を な ムー ド 漂 う 3D ア クシ ョ 
ン ・ ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム 。 ゾ ン ビ は ギ 
…… と 枢 の 蓄 を 開け て 登場 。 服 の 


破れ 目 か ら の ぞい た アバ ラ 骨 が いい 感 
じ だ 。 し か し 正統 派 な 外見 と は 裏腹 に 、 
こい つら 身 の こ な し が 異常 に 鮮やか 。 
軽快 な フッ トワ ー ク で こち ら の 懐 に 飛 
が こん で ぐ でき < うら か り し くる と アッ 
パー を か まさ れ た りす る の で 要 注 意 だ 。 
世に も 珍し い ド ー ピ ング ・ ゾ ン ビ 。 







マザー2 


RPG。 主 人 公 た ち が 三 番 め に 訪れ る こ 
ど に な る スリ ー ク の 町 に 、 ソ ン ピ た ち 
が ウヨ ウヨ 池 沙 し て いた 。 み ん な な ぜ 
か パン ツー 丁 だ っ た り 、 戦 闘 中 と つ ぜ 
ん 笑い だ し た り と か な り 共 動 不審 。 
る の る の つき ウン ピ | | / ニ バン ソン ビ 」 
の 他 に | ソン ドッ ツク | な ん G の ちい 
た が 、 最 後 は 秘密 兵器 | ゾンビ ホ イ ホ 
イ 」 で 一 網 打 尽 に 。 


真 ・ 女 神 転生 シリ ー ズ 


'92 年 ー/ ア トラ ス / 発 売 機種 FC・SFC・PS・SS・GB 





悪魔 絵師 ・ 金 子 一 馬 氏 の 描く ソン ビ 
た ち は 皆 、 個 性 的 。 ボ ディ コ ニ ア ン ( ボ 
2 シン の ソン ピ ) ペ や ツン ピコ ッッ 、 ソ 
ン ピ ち ゃ ん 、 ソ ノン ビ 先 生 な と どこ か 情 
め な い 愛 婚 の よう な も の が ある 。 


を 槍 の よう に 伸ばし た りす る 、 全 身 こ 


き で 、 自 分 で も ギタ ー を バリ バリ 弾く 
が 、 実 は パン ク と ヘビ メタ を 少し 混同 
し ちゃ っ て る フン あり 。 


MYTH~ 間 の 破 圭 神 ~ 


'97 年 / ラ ビッ クス / 発 売 機種 IMac・Win 






。 ^ 2 
ネッ ト 対 戦 も で きる リア ル タ イ ム 戦 
略 シ ミュ レー ショ ン 。 ユ ニッ トド ト の ひと 
つ で ある 「 ワ イト 」 は 死体 に 爆 楽 を 詰 
めこ ん で 縫い 合わ せ た 後 、 魔 術 に よっ 
て 蘇生 させ た ゾン ビ 。 動き は 鈍重 な が 
ら 、 こ っ そり 敵陣 の 背後 に 及 びより 、 
雄叫び と と も に 切腹 、 大 爆発 し て 相手 
を 吹き 飛ば す 。 い っ し ょ に 飛び ちっ た 
膜 や 腐 汁 も まわ り の ユニ ッ ト を 麻痺 さ 
せる と いう 、 恐 る べき 一 発 屋 だ 。 


邪 避 合 ネクロ マン サー 


'88 年 / ハ ド ソ ン / 発 売 機種 :PC- En 


ロロ 





キシ 4 


ライ ム は 、 な ぐり リガ ガ っ た ! 
の リー パー イ に 、1 の メー ジ を あたえ た ! 


PC エン ジン 初期 の RPG。 序盤 、 ゾ 
ン ビ が 腸 を ウネ ウネ くね ら せ な が ら 枢 
の 6 くる 名 株 ク リバ 散 克 
し た グロ テス ク ぶ り で 、 倒 す と 血 し ぶ 
きま で あがる オマ ケ つ き 。 


れ 武器 の 高 性 能 戦 闘 型 ゾンビ だ 。 ゾ ン 
ビ の くせ に や た ら イ キ が よく 、 画 面 内 
を 縦横 無尽 に 暴れ まわ る 。 ロ ッ ク が 好 


ヨダレ を 垂らし て いる の が 特徴 。 防 御 
力 が 低く 、 こ ちら の 攻撃 は バシ バン シ 当 
る の だ が 、HP が 高く て な か な か 倒れ 
な い 。 そ うし て る うち に 仲間 が 集まっ 
て きた りす る の が 非常 に |「 らし く 」 て 
イヤ だ っ た 。 特殊 攻撃 は 「 あま いい き 」 


ノスフェラトゥ 


'94 年 / セ タ / 発 売 機種 :SFC 





『 プ リン ス ・ オ ブ ・ ペ ル シ ャ 』 系 の 
アグ クン ョ ヨン ケー ニム 。 大 措 ツ ソン いい 9 
の は 身体 が 腐敗 し て いる も の だ が 、 こ 
いつ は 腐り 過ぎ て 溶け ちゃ っ て る ゾン 
ビ 。 気迫 と か 気 枕 み た いな も の が あま 
り 感 じ ら れ ず 、 主 人 公 と 重なる と も つ 
れ あ っ て 一 緒 に ベタ リ と 倒れ て し ま 
う 。 や る 気 を そ を が れる こと 実に 物 し い 。 
倒す と ゲル 状 に な り 、 面 倒 く さそ うに 
地 に 還っ て いく 。 


ぶよ ぶよ シリ ー ズ 





お る と 、 こ ん な どこ の (や ソン 区 が 6 
ゾン ビ の くせ に 「 ぷ よぶ ぷよ 」 は 結構 う 
まく 、 腕 前 は 中 の 上 。 登場 する な り 、 
アル ル に | うっ 臭い !| と 鼻 を つま まれ 
(に 382 
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Zombies Ate My NeighDpors 


衝 を 6 


くも 


[ゾン ピ ビ が 隣人 を 食っ た 」 と いう イ 
労 す タイ トル の ゲー ム 。 池 江 す る ゾン 
ビ や ら ジ ェ イ ソン (?⑫ や ら を 銃器 で 倒し 
な が ら 、 市 民 を 救助 し て いく コミ カ 
ル ・ ア クシ ョ ン だ 。 可笑し い の は 助け 
た 市 民 に よっ て 貰え る 点数 が 違う と こ 
2 の 85 キン 075 の 100 点 な (の に 、 双 ア ガ 
テリ レル だ ど 1000 点 だ うた りす ずる 。 


ウォ ー ロ ッ ク 


'94 年 / ア クレ イム ジャ パン / 発 売 機種 :SFC 


am 


同名 の カル ト 映 画 を 基 に し た 横 ス ク 
回 二 北 光 ク ショ ン 。 この の べ の ウン 
ビ た ち は か な り 小 獲 で 、 通 常人 間 の フ 
リ を し て お り 、 こ ちら が 近づく と 正体 
を 現す 。 あ まり ゾン ビ ら し く な い 。 そ 
れ よ り 画 面 上 部 、 ダ メー ジ を 受け る と 
肉 が 削 げ て いく 主人 公 の 顔 を 模 し た 体 
カラ ョ ン の 万 が よう (まる ツン だ 8 


Flesh Feast 
'97 年 / セ ガ ソ フ ト / 発 売 機種 :Win 


おれ ます し れ で て 
E け お お CK 





トー I1 デー「 ヾ で 1 ロロ 


呈 中庄 か と ュ プ こ * 
池 方 八 放 がら 札 レ "/ 難 





スト ー リ ー オフ ト ア 、 光 を 秋 < 者 > 


'94 年 / セ ガ / 発 売 機種 :MD 


'92 年 / ナ ムコ / 発 売 機種 :MD | "89 年 / ナ ムコ / 発 売 機種 : 


スプ ラッ ター ハウ ス PART Te タル ん 5Ay ル 滞り く シ ルケ アセ は 


む Z7 ま お 


た ペペ シン シメ スペ ニン シン ペペ ペン シシ シン ムル ン シン スム ジン ン ンス ムン シシ ンズ た メ シン ンー ム スン ン ン スム ニンニン 








骨 友 筋 夫 ラ イク な ソン 
誌 ま だ 歩い る うち 迷宮 内 の 罠 に ひっ > 身 水 膨れ 
か か っ て 勝手 に 燃え た り し て くれ る 。 


| mm と 】 ジア / 
'86 年 / カ プ コ ン / ア FC '84 年 / ナ ムコ / 発 売 機種 :FC 


を ひび ひび 




















・FC・MSX・Mac 他 


トレ トー パパ パー ーー ーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
Mo4 年 /AE ビ ソフ ト / 詳 志 炎 双 :Pn-Qg へ 選 | | ! コ =E 柚 を 年 ・ | 4 年 / フ アス キー/ 室 
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死 と 再生 、 魂 と 肉体 。 


ソン ビ に は 様々 な イメ ー ジ が 付与 され る 。 
| 生き て いる 死体 ] に 関す る 神話 と ホラ ー の 小諸 。 





東洋 に お ける 死 と 再 庄 


人 間 が か つて 闇 を 周 ら す 科学 の 力 を 持っ 
て いな か っ た 時 代 、 死 は 理不尽 で 無慈悲 な 
専制 者 主 だ っ た 。 人間 の 生活 に は 死 が 暗い 
影 を 落と し 、 死 と は どん な も の か を 説明 す 
る こと が 宗教 の 重要 な ファ クタ ー だ っ た 。 
死 か ら の 再生 に は 、 洋 の 東西 を 間 わ ず タ ブ 
の EUN が ま の わり つく 

た と えば ギリ ン シ ア と 日 本 に 伝わる | 黄泉 
返り (よみ が えり ) | の 語 。 キ リン ア の 方 
の 話 で は 壁 琴 の 名 手 オ ルフ ェ ウ ス が 、 日 本 
の 古事 記 で は イザ ナギ キ 神 が 、 そ れ ぞ れ 亡 く 
な っ た 妻 を 黄泉 の 国 か ら 地 上 へ 連れ 戻 そ う 
と 試み る が 、 タ ブー に 触れ た た め に 妻 を 死 
か ら 取 り 返 すこ と は か な わな い 。 死 へ の 諦 
観 と も 受け 取れ る この エピ ソー ド 、 日 本 版 
で は イザ ナギ の 妻 イ ザ ナ ミ は 埋葬 され て 体 
が 腐り 虫 に 食わ れ て し まっ た 体 に な り 、 イ 
天天 寺 は こう そり 見 CC し まっ た 天 の 、 あ ま 
り に も 醒 い 姿 に 驚い て 黄泉 の 国 か ら 逃 げ 出 
NG まう と に な っ GU いる ( 目 林 に お の 
る 伝承 上 初 の ゾン ビ 化 事例 と いっ て いえ な 
くも な い 。 言い 過ぎ だ が 。 

た だ し 、 日 本 で は この くだ り 以 外 に 復活 
し た 死者 の 肉体 は 描写 され て いな い 。 現世 
に 恨み を 残し た 者 が 死ん だ 当時 の 姿 で 魂 と 
な っ て 現われ る 、 こ れ が 普通 で ある 。 つま 
り 、 魂 と いう 概念 的 存在 の み で 死者 が 語ら 
れ 、 物 質 的 な 肉体 に は 重き が 置か れ て いな 
い の で ある 。 古事記 の 成立 後に | 輪廻 転生 」 
思想 を 含む 仏教 を 受容 し た た め に 、 魂 と 肉 
体 の 概念 上 で の 分 離 が 計ら れ た 。 

生命 は すべ か らく 生ま れ か わる 。 肉体 と 
は 現世 に お ける か り そ め の 宿 で あり 、 前 世 
の 行い で その 宿 の 善 し あ し が 決ま る 。 行い 
が 悪けれ ば 畜生 道 や 鍼 累 道 に 落と され 、 善 
けれ ば 輪廻 の 道 を 解脱 し て 極楽 へ 行け る 。 
現世 に 執着 すれ ば 道理 に 逆行 し て 魂 が さま 
よっ て し まう こと に な る 。 生命 が 繁殖 し や 


すい 高温 多湿 の 気候 は 、 東 洋一 帯 に 概念 論 
的 な 仏教 と アニ ミズ ム 的 な 精霊 信仰 の ゆる 
や か な 統合 を も た らし 、 日 本 で は 、 乱 暴 に 
くく れ ば 前 者 は 幽霊 、 後 者 は 妖怪 を 生む 土 
壌 に な っ た 。 し か し 、 肉 体 を 備え た 亡者 の 
話 は ほとん ど 聞 か な い 。 こ れ か ら 語 られ る 
の は 東洋 に は それ ほど 見 られ な い 概 念 、 復 
活 す る 肉体 に つい て の 話 で ある 。 


ツン ヒ 放 


カリ ブフ ブ 海 に 浮か ぶ 島 国 、 ハ イチ 。 こ の 地 
が ゾン ビ と いう 存在 を 生み 出し た こと は あ 
まり に も 有名 で ある 。 し か し 、 そ の 母体 と 
な っ た ウー ドゥ 大 教 と ツン ピ ビ の 六 刺 ほほ と 
ん ど 知 られ 〈《6 いない 。 も とら も と パイ ば シク 
ラン ス の 植民 地 で 、 ロ ー マ ・ カ トリ ッ ク 信 
仰 が 推奨 され て いた 。 酷使 され た た め に ほ 
と ん ど 絶 えて し まっ た 原 住民 に 代わ っ て 西 
アフ リカ か ら 連 れ て こら れ た 奴隷 も 例外 な 


まほ 
文 。 松 平 し の 





神話 の 力 

ジョ ー セ ゼラ フ ・ キ ャ ン ベ ル 、 ビ 
ル ・ モ イヤ ー (飛田 茂雄 訳 ) 
早川 書房 プ 1992 年 プ \2,913 


神話 学 の 名 を 一 躍 た か らし め た 学者 、 
ジョ ー ゼ フ ・ キ ャ ン ベ ル が 贈る 神話 
学 入門 。 アメ リカ で 有名 な 司会 者 ピ 
ル ・ モ イヤ ー の 番組 で の 対話 を その 
まま 文章 に 起こ し 直し た た め 、 大 変 
読み や すい 本 に な っ て いる 。『 ス ター 
ウ 2 ラボ の 放 記 22 以 モー 
カー と 神話 の 英雄 の 比較 な ど 、 面 日 
いと ころ を つい て いる 。 


真 ・ 女 神 転生 
デビ ル サ マ ナー ワー ルド ガイ タダ ンス 








成沢 大 輔 & C B's Project 編 

ソフ トバ ンク ノ 1996 年 /\1.942 

神話 と いえ ば 「 メ ガテン | を 外す わけ に は いか な い 。 ゲ ー ム 本 編 も 
そう だ が 、 ガ イド ブッ ク も 代々 相当 マニ アッ ク 。 当 代 一 の 電脳 絵 
師 ・ 金 子 一 馬 氏 の 美 豚 な 絵 と モン スタ ー の 解説 、 膨 大 な 参考 文献 も 
あり 。 ゾン ビ や ゲー デ も 載っ て いる 。 最近 の 『 女 神 転生 」 攻略 本 は 、 





蛇 と 虹 一 ソン ビ の 謎 に 挑む 

ウェ イド ・ デ イヴ ィ ス (田中 昌 太 郎 訳 ) 

草 思社 1988 年 /\1.602 

洋書 で は それ な り に ヴー ドゥ ーー 研究 書 も 出 て いる が 、 日 本 で は ほ と 
ん ど な い と 言っ て いい 。 本 書 は 若い 文化 人 類 研究 者 が ハイ チ の ヴー 
ドゥ ー 教 に 踏み 込ん で 、 ゾ ン ビ 研究 の 解明 を 目指 す 過程 を 描い た ノ 
ン フ ィ ク ショ ン で ある 。 最近 同 療 者 の 『 ゾ ン ビ 伝説 】 と いう 本 も 出 
た 。 こ ちら は 本 書 の 内 容 の 論文 バー ジョ ン 。 


神話 関係 に つい て は どう も 食い 足り な い の で 、 こ れ を 挙げ た 。 





京 軸 社 


* 書 籍 の 値段 は '98 年 7 月 現在 の も の で す 。 






神秘 家 列 伝 マカ ンダ 
ルー ゾン ヒビ 伝説 
水木 し げ ける 

角川 書店 ・ 季 刊 「 怪 ] 第 弐号 / 
1998 年 ノ \1,.000 


京極 夏彦 や 荒俣 宏 な ども 編集 に 関わ 
っ て いる 角川 書店 の 宗教 系 雑誌 で 、 
水木 し げ る が ヴー ドゥ ー 教 と ゾン ビ 
の 謎 を 解説 。 ハ イチ に お ける ヴー ド 
ゥ ー の 大 枠 を 定め た と され る 伝説 の 
人 物 、 マ カン ダル と ハイ チ の 独立 を 
中 心 に 描い て いる 。『 虹 と 蛇 】』 の 焼き 
直し と いわ れれ が その 通り だ が 、 入 
手 し や すく 読み や すい 。 


( 仙 < 

地獄 の 辞典 

C. ド テ プラ ン シ ー ( 床 鍋 剛 彦 訳 ) 
講談 社 ( 十 o 文 庫 ) 1997 年 / 
\1.200 


] 8 世紀 に 書か れ た 悪魔 の 列伝 。 辞 
典 と いう より は 短い エピ ソー ド 集 。 
キリ スト 教徒 が どの よう に 悪魔 を と 
ら え て いた か 、 と いう 事項 に 関す る 
一 級 の 資料 で あおり 、 か つ 、 か の 「『 女 
神 転生 ]『「 タ クティ クス オウ ガ 』 の 重 
要 資 料 。 現 在 の 日 本 語 版 は ダイ ジェ 
スト な の で 、 完 訳 が 待ち 望ま れる 。 


く キ リス ト 教 に 改 家 させ られ た 。 し か し 、 
彼ら の ルー ツ で ある 精霊 信仰 は や が て カト 
リッ ク と 習合 し て ヴー ドゥ ー 教 へ と 発展 し 
た 。 カ トリ ッ ク の 特徴 の 一 つ は 聖人 信仰 で 
ある 。 キ リス ト 教 は 唯一 神 の 存在 を 教義 の 
軸 と し て いる が 、 拡 大 の 際 に 対抗 する 宗教 
勢力 の 神 を 吸収 し て いっ た 。 そ ん な 存在 に 
用 意 さ れ た 地位 が 聖人 で ある 。 も ちろ ん 全 
員 が そう で は な い が 、 代 表 的 な も の が 聖母 
マリ ア そ の 人 で あり 、 聖 書 原典 で は 単なる 
イエ ス の 母 に 過ぎ な いも の が 、 エ ンジ ンプ ト の 
女神 イシ ス や ヨー ロッ パ の 原 住民 族 ケ ルト 
人 の 地 母 神 の 個性 を 受け 継い で 、 多 様 な ペ 
ル ソ ナ を 持つ 母 神 と な っ て いる 。 ヴ ー ド ウゥ 
ー は ハイ チ 単 独 で 発生 し た の で は な く 、 そ 
の 起源 と な っ た 西アフリカ と アメ リカ 南部 
に も 同様 の 宗教 が 見 られ 、 ア メリ カ の も の 
は フー ドゥ ー と 呼ば れ て いる 。 ヴ ー ド ゥ ー 
教 に 関し て は 、 角 川 書店 の 季刊 | 怪 」 第 弐号 
選 お NG 水 示 し ける が 、 おそ らく の ウ 告 イ 
ド ・ デ イヴ ィ ス の 著書 中 、 ハ イチ の 独立 過程 
を 記述 し た 部 分 を 元 に 、 マ ン ガ に し て いる 。 

さて 、 ハ イチ に 連れ て 来 ら れ た 黒人 奴隷 
は 一 様 に カト リッ ク を 受け 入れ た よう に 見 
えた だ しかし 、 そ で それ は 表面 民 の 話 ' で あり 、 
「 職 業 の 数 だ け 守 護 聖 人 が いる | と も 言わ 
れる ほど の 人 数 が いる 聖人 達 に 故郷 を 起源 
と し た 自分 達 の 部 族 の 精霊 を な ぞ ら えた と 
言わ れる 。 精霊 は ロア と 呼ば れ 、 オ ウン ガ 
ン と いう 神官 に 使わ れ て 世界 に 様々 な 作用 
を 及ぼ す も の だ っ た 。 オ ウン ガン は その 職 
務 上 の 立場 か ら 、 社 会 的 に 大 き な 力 を 持っ 
て いた 。 ゾンビ の 語源 は 西アフリカ の | 蛇 
の 神 | に 由来 する と いう 。 そ れ が 意味 する 
と ころ は 「 神 官 の 持つ 大 き な 力 ]」 で は な い 
だ ろう か 。 オ ウン ガン は 生き た 人 間 の 魂 を 
抜き 、 操 る こと が 出来 る と され て いた 。 オ 
ックス フォ ー ド の 植物 学者 ウェ イド ・ デ イ 
ヴィ ス に よれ ば 、 一 旦 人 間 を 仮死 状態 に 陥 
ら せ る た め に 、 フ グ 毒 の 成分 と し て 有名 な 
テト ロ ド ト キシ ン が 用 いら れ て いた と いう 
(*「『 凌 と 虹 一 ゾンビ の 謎 に 迫る] より) 。 
彼 は 、 ゾ ン ビ と は 社会 的 制裁 の た め に 生み 
出さ れ た 処刑 法 で ある と いう 。 フ グ 中 毒 の 


症状 に お いて は 、「 僅 怠 感 、 肌 色 の 青 さ 、 
目 ま い 、 唇 と 舌 の 感覚 異常 、 運 動 失調 と い 
う 諸 症状 は 必ず 現れ る 」。 テ トロ ド ト キ シ 
ン は 、 完 全 に 身体 が 動か せな いこ と を 特色 
と する 深い 麻痺 状態 を 引き 起こ し 、 そ の 期 
間 は 、 訓 練 を 受け た 医師 に さえ 、 生 と 死 の 
境界 が まっ た く 不 明確 に な る 。 

[イニ シ エ ー シ ョ ン の 儀礼 の 筋書き で は 、 
「 死 』】 は カオ ス へ の 一 時 的 な 逆戻り に ある 。 
… イ ニシ エー ショ ン で の 「 死 』 は 新しい 人 
間 形 成 を 目的 と する 次 々 の 啓示 が や が て 書 
き 込ま れる 真白 な 石板 、 タ ブラ ・ ラ サ を 準 
備 ず ゆる と な の だ | (M. エリ ア ョ ニテ ! 生 
と 再生 』 より ) 。 宗 教学 の 泰斗 、 ミ ル チ 
ア ・ エ リア ー デ は 原始 宗教 の 死 と 再生 を 評 
し て こう 述べ た 。 儀 式 の 中 で 人 は 一 旦 死に 、 
生ま れ 変 わる と 考え られ る 社会 は 多く 存在 
する 。 し か し 、 こ うい っ た 場所 で 人 間 を 何 
ら か の 方 法 で 真っ 白 に し て お いた まま 故意 
に 放置 し た ら ど うな る だ ろう 2? 彼 は 社会 
的 な 死 を 迎え た 。 最悪 、 彼 は 一 端 埋葬 され 、 
掘り 出さ れ て も 抜け 殻 の 体 は 家族 に も 悪い 
霊 と し て 無視 され る 存在 に な る 。 本 人 も 自 
分 は 死ん だ も の と 認知 し 、 オ ウン ガン に 薬 
物 で 操 ら れる 。 そ こ で 生ま れ た の が 「 歩 く 
死体 |] ゾン ビ で ある 。 ち な み に 、 死 を 司る 
ロア の ゲー デ は 腐乱 死体 を も 生き 返ら せる 
力 を 持つ と 言わ れ 、 ゾ ン ビ の ビジ ュ ア ル 面 
に 多大 な 影響 を 及ぼ し た と 思わ れる 。 


不死 者 の 答 族 


し か し 、 当 然 「 蘇 る 死体 ] と いう モチ ー 
フ の 起源 は ハイ チ の み に 帰 せら れる も の で 
は な い 。 当然 、 地 球 上 の あり と あら ゆる 文 
化 の 中 で も メイ ンス トリ ー ム の 位置 を 占め 
る ヨー ロッ パ 文 化 に も 復活 する 死者 は 存在 
する 。 そ の 中 で も あま り に も 有名 な の が ヴ 
ァ ン パイ ア 。 こ の 吸血 鬼 と いう 概念 は 、 現 
在 で は 「 夜 の 貴族 ] と いっ た イメ ー ジ に ま 
で 高め られ て いる 。 有 名 どこ ろ で は アン ・ 
ライ ス の 「 イ ンタ ビュ ー・ ウ ィ ズ ・ ヴ ァ ン 
パイ ア ] を 読め ば 分 か る 通り 、 彼 ら に 備 わ 
っ て いる の は 青ざめ た 美貌 と 暴力 と セッ ク 


How to Make Zombies く 1> CLASSIC ZOMBIE 


まま の ミミ ジ ショ ジン 区 の 0 の 多 二 を 作 ま すず 暴 
の 暑い 数 カ月 間 が 適齢 期 で す 。 

1 : 蛇 と ヒキ ガエル が 怒り 死に する ま 
で 1 つの 吉 に 入れ て お きま す 。 

2 2 ラン チョ ララ を (あの ぶ 
了 ウ だ 人 の を 胡 志 十 チ チ る の 、 ョ 
ジジ ea コク NR のり 実に カン 0 が 
ッ ツ の 葉 、 漆 の 葉 と 混ぜ ます 。 1 と 混 
ぜ た ら 吾 に 入れ て 2 日 間 土 の 中 に 埋め 
⑯ お きま じじ よう 。 

3 : 専 を 取り 出し トラ ン ブ ラ ドー ル と 
デマ ン ブ ル と いう 植物 を 加え ます 。 


4 : 次 に ママ ン ・ グ モエ べ (イラ クサ 科 ) 
と マシ ャ シャ (トウ ダイ グ サ 科 ) 、 ダ ム 
ケイ ン (サト イモ 科 ) 、 ブ ワ ・ ピ ネ (ミカ 
ン 科 ) と いう 植物 と ガラ ス の 粉 を 加え ま 
す 。 ちく ちく する の で 気 を 付け まし ょ う 。 
BON ブン ガミ ョ ララ 8 の リル 公 目 
い 雨 時 の 上 肥 を すり つぶ し て 加え ます 。 仕 
上 ば げに 4 種類 の フグ を 加え て 出来 上 が り 。 
手 に レモ ン と アン モニ ア を 混ぜ た も の 
を 塗っ て か ら 、 ゾ ン ビ パウ ダー を ター ゲ 
ッ ト の 戸口 に 十字 型 に 撤 き ます 。 十分 に 
塗ら な いと 自分 が ゾン ビ に な っ て し まう 


の で 気 を 付け まじ ょ う 。 

ター ゲッ ト が 仮死 状態 に 陥っ た ら 一 
目 革 居 理 め まず 8 

十分 ショ ッ ク を 与え た ら 墓 か ら 掘り 
出 で や 0 炎 ド ウキ ビ ミソ マン イモ 
[ゾン ビ の 胡瓜 ] と いう 植物 を 混ぜ た ペ 
ー ス ト を 食べ させ て 解毒 し ます 。 ゾ ン 
ビ が 誕生 し ま 蛇 半 き 

* こ れ だ け の 材料 が そろ いさ えす れ ば 、 
も う 貴 方 は ネクロ マン サー。 自分 が ゾ 
ン ビ に な ら な いよ うに 留意 し まし ょ う 。 
よい こ が ま ね する の は や め ま し ょ う 。 








Thanatology, Mythology, and Horror Literature concerning Zombies 


多 ぐ そし で 国 ッ ク の 世 二 下 だ 。 こさ うい っ た 
小説 の 中 で は 、 ヴ ァ ン パイ ア は 死 か ら 復 活 
する と いう より は 、 超 越 者 (不死 者 ) の 愛 
を 受け た 結果 と し て 誕生 する 。 吸血鬼 の イ 
メー シ を 決定 つけ た ツラ ム ・ ス トー カニ の 
「 吸 血 ド ラキ ュ ラ 』 か ら 新 し いと ころ で 
ほ 計 シン ーッ AL シス の ミッド チイ 
ト ・ ブ ルー」 (美貌 の 女 ヴ ァ ン パイ ア が 活 
躍 する バイ オレ ンス ・ ス リラ ー) に 至る ま 
で 、 ヴ ァ ン パイ ア と は 洗練 され た イメ ー ン シン 
の 持ち 主 で ある 。 

し か し 、 ヴ ァ ン パイ ア の 起源 は 泥臭い 。 
ヨー ロッ パ の 東方 に ある スラ ブ 地 方 で 、 民 
間 伝 承 と し て 彼ら は 誕生 し た 。 そ の 一 つの 
要因 と し て 、[「 早 すぎ た 埋葬 ] が ある 。 オ 
ー ス トリ ア の 医師 、 フ ラン ツ ・ ハ ルト マン 
の 「『 早 すぎ た 埋葬 』 (1896) で は ヴァ ン パ 
イア の 起源 と し て これ を 挙げ て いる 。 こ の 
地域 は いわ ば 健 地 に あたり 、 医 者 の 人 数 は 
少な い 。 勢い 誤診 も 多く な り 、 そ の 結果 仮 
死 状態 で は ある が 、 死 ん で いる 訳 で は な い 
人 間 が 墓地 に 埋葬 され て し まう こと も あ 
る 。 椿 桶 の 中 で 生き 返っ た 人 間 は 必死 に な 
っ て 外 へ 出 よ うと する 。 遺 い 出 すこ と の 出 
来 た 人 間 は まさ に 亡霊 で あり 、 出 来 な いま 
ま 窒 息 し て 再び 「 死 ん だ 」 人 間 は 凄まじ い 
死に 顔 へ と 変化 し て いる 。 そ ん な 事象 が 流 
布 し た 時 、 ヴ ァ ン パイ ア と いう 存在 が 発生 
する 一 因 に な っ た の か も し れ な い 、 と 。 復 
活 し た 死体 と いう 起源 を 持つ ヴァ ン パ イア 
だ が 、 ゾ ン ビ と 比較 し た 場合 、 た い へ ん 興 
味 深い 。 


キリ スト 教 と 復活 


復活 一 それ は キリ スト 教 の 中 心 教義 で あ 
り 、「 魂 の 救済 | を 求め る 信者 を 救う 約束 
手形 で ある 。 キ リス ト 教 は ユダ ヤ 教 の 教典 
(旧約 聖書 ) を 元 に 、 救 世 主 と され る イエ 
ス ・ キ リス ト の 言行 を 弟子 が まとめ た 新約 
聖書 を 中 心 に 成り 立っ て いる 。 ユ タダ ヤ 教 が 
オリ ジ ナ ル だ が 、 キ リス ト 教 が 世界 的 に 受 
け 入 れ ら れ た 理由 、 そ れ は 何と いっ て も 
「 民族] や 「 出 自 ]、| 捧 げ 物 の 値段 ] で は 
な く 「| 悔 い 改め た 者 」 が 救済 され る と いう 
いわ ば 個人 主義 的 な 教義 で あろ う 。 既存 の 
宗教 は 部 族 や 民族 を 中 心 に 据え た 、 い わ ば 
一 定 の 法則 (地縁 や 血縁 ) で 結ば れ た 集団 
を 存続 させ る た め の 動 機 づ け で あっ た 。 個 
人 を 出自 か ら 切 り 離 し 、 独 目 の ア イデ ン テ 
ィ テ ィ を 付与 し た と いう 理論 の 点 で 、 キ リ 
スト 教 は 以前 の 宗教 に 比べ て こなれ た シス 
テム を 採用 し て いる 。 

そし て 、 彼 ら は 「 復 活 ] と いう 事項 を 通 
MG 個 火 の 家 イ テテ シテイ アイ に こだわ う < 


いる 。 既に 述べ た よう に 東洋 の 思想 が 森 苺 
万 象 は も と は 同じ も の で あり 、 や が て 同じ 
も の に 回 帰す る と する 。 一 方 、 イ エス ・ キ 
リス ト は 十字 架 に 確 と な っ た あと で 復活 し 
た が 、 人 間 は すべ て 審判 の 日 に 復活 し て 、 
生前 の 行い に よっ て 裁 か れる 。 

「 わ た し の 肢体 に は 別 の 律 法 が あっ て 、 
わた し の 心 の 法則 に 対し て 戦い を いと ど とみ 、 
そし て 、 肢 体 に 存在 する 罪 の 法則 の 中 に わ 
た し を と りこ に し て いる の を 見 る 」 (新約 
聖書 ロー マ 人 へ の 手紙 7:23) の よう に 、 
キリ スト 教 は 肉体 を 否定 し 、 魂 は 肉体 の 棋 
に 囚われ て いる と する 。 肉体 は 不 浄 な の で 
ある 。 ロ ー マ ・ カ トリ ッ ク 教 会 に お いて は 、 
死後 も 腐敗 し な い 肉 体 を 持つ 聖人 と いう 現 
象 が 聖 性 の 象徴 と され て いる 。 例え ば 、 
1858 年 に 奇跡 を 起こ す 泉 と し て 知ら れる 
フラ ンス ・ ル ルド で 聖母 マリ ア と 会 っ た と 
され る 聖女 ベル ナ デ ッ タ は 、 現 在 も フラ ン 
ス の ヌ ベ ー ル と いう 街 の 聖堂 で 死後 その ま 
ま の きれ いな 状態 を 保っ つて いる 。 肉体 に 打 
ち 勝 つ 魂 の 象徴 と いっ た 趣 だ 。 異端 裁判 で 
は 魔女 は 火 刑 に 処 さ れ 、 復 活 し な いよ うに 
灰 は まき 散ら され た 。 ヴ ァ ン パイ ア と し て 
の 復活 は 言わ ず も が な で あろ う 。 

こう いっ た 事例 か ら 、 死 体 に 対す る 潜在 
的 な 恐怖 が 透け て 見 える 。 特 に 、 魂 を 失っ 
た 肉体 が 一 人 歩 さ する こと に 関し て 、 非 常 
こ 恐 れ て いる よう に 見 える の は 何故 だ ろう 

か 。「 ハ イチ で は 、 宗 教 と 世俗 、 聖 な る も 
の と 汚れ た も の 、 物 質 と 霊魂 の あい だ に 、 
区 別 は な い 。 あら ゆる 歌 、 あ ら ゆ る 行為 は 、 
全体 の 一 分 子 に 過ぎ ず 、 あ ら ゆ る 仕草 は 、 
コミ ュ ニ ティ 全体 の 永続 を 求め る 祈り な の 
だ | と ウェ イド ・ デ イヴ ィ ス は 「 陵 と 虹 】 
で 言う 。 ベ クト ル の 異な る 文化 に 採り 入れ 
られ た と ど と は 、 ツ ン ピ と どい う 概 訪 民 変化 が 
促さ れ た こと を 意味 する 。 


ホラ ー の 系 譜 


ホラ ー と いう 小説 ジャ ン ル が 生ま れ た の 
は 、1819 年 、 ス イス の レマン 湖畔 に お い 
て 、 だ と 言わ れ て いる 。 イ ギリ ス の 詩人 パ 
イロ ン と シェ リー は 取り 巻き を 連れ て 旅行 
を し て いた 。 レ マン 湖 に つい た 際 、 各 自 が 
小説 を 持ち よろ うと いう と に な う で < シェ 
リー の 愛人 メア リ が 書き 上 げた の が 「 フ ラ 
ン ケ ン シ ュ タイ ン 」、 バ イン の 侍医 だ っ 
た ジョ ン ・ ポ リド リ 博 士 が 発表 し た の が 
『「 吸 血 捉 】 で ある 。 こ こ に お いて 、 怪 奇 や 
和 届 怖 を 扱う 小説 は 民間 伝承 か ら 分 か れ 、 怪 
奇 小説 の 元祖 |「 ゴ シッ ク ・ ホ ラー」 が 成立 
する こと に な っ た 。 不気味 な 館 、 和 狂気 の 科 
学者 と いっ た ホラ ー に 付き 物 の キー ワー ド 





黒 マ リア の 謎 
田中 仁 

岩波 書店 1993 年 ノ \2,718 

フラ ンス の 一 部 地域 で 崇拝 され る 異 
形 の 黒い マリ ア 像 。 な ぜ 、 こ れ ら は 
この 地 に も た ら さ れ た の か 。 本 書 で 
は 、 エ ジ プ ト の イシ ス や ケル ト 人 の 
大 地 母 神 に まで さか の ぼっ て 、 唯 一 
神 し か も た な い は ず の キリ スト 教 に 


お ける マリ ア と 、 母 権 的 な 宗教 思想 


を 解き 明か し て いる 。 キ リス ト 教 と 
ギリ シア ・ ロー マ 神 話 だ けが 、 ヨ ー 
ロッ パ の 源流 で は な い の だ 。 





吸血 鬼 の 事典 
マシ ュー・ バ ン ソ ン (松田 和 世 訳 ) 
青土 社 プ 1994 年 プ \3,107 


『 吸 血 現 の 辞典 】 は 、 お な じみ の 黒い 
マン ド に 青白 い ベ バー シッ ク な ヴァ シン 
パイ ア か ら 、 東 欧 に お ける 吸 血 踊 の 
プロ ト タ イ プ | スト リ ゴ ヨイ イ ] の よ 
うな 民間 伝承 、 さ ら に 日 本 の S F 映 
画 『 吸 血 具 ゴ ケミ ドロ 』」 ま で 、 執 拓 
な まで に 吸血 訟 と いう キー ワー ド を 
フォ ロー し て いる 労作 。 さす が に 現 
代 日 本 の 小説 は 入 つ て いな い の だ が 。 





ヴァ ン パ イア と 尾 体 
ー 死 と 埋葬 の フォ ー ク ロア 


ポー ル ・ バ ー バ ー (野村 美紀 子 訳 ) 
工作 舎 ノ 1991 年 ノ \3,296 


民俗 学者 で ある 著者 は 、 そ の 立場 上 
の 見 地 か ら 、 ヴ ァ ン パイ ア 伝 承 の 発 
生地 ・ 東 欧 に お ける 吸血 鬼 化 の 事例 
を 検証 し 、 そ の 起源 と は 特殊 な 腐敗 
状況 と 早 す ぎ た 埋 葬 に め ある こと を 解 
き 明 か す 。 復 活 す る 死体 と いう 点 で 
は 、 ヴ ァ ン パイ ア の みな ら ず ゾン ピ 
に も 通じ る 箇所 が ある 。 





に N) / 


人 リ / 少 に 
| 天 99X ぎ 5/ フ ストー か 
ミッ ドナ イト ・ ブ ルー 


ジン AS リ ジ ズ 

早川 書房 (ハヤ カワ 文庫 ) 
1997 年 / ノ \720 

この 世 な ら ぬ も の と 人 間 が 実は 共存 
し て いる と いう 設定 の 世界 観 。 そ の 
中 で の ヴァ ン パ イア の 血族 の 争い を 
IHS 728 ジ 4 ラン 22 の ウン クタ 
シリ ー ズ と は また 違っ た パン キッ シ 
ュ な 雰囲気 が 、 ヴ ァ ン パイ ア も の の 
中 で 異彩 を 放っ て いる 。 全体 的 な 雰 
囲 気 は 菊池 秀行 に 近い 感じ か も 。 近 
年 下 し い 八 ヤ カワ F T の ヒッ ト 作 。 


ウッ の 


メア リー シェ リー ーー ここ 
折 本 数 導 沢 NN > 


ルルル 2 ん 


ジラ ン ケ ン ン シュタ イン 
メア リー・ シ ェ リ ー (山本 政喜 訳 ) 
角川 書店 プ 1994 年 ノ \520 

いわ ず と し れ た ホラ ー の 元祖 。 名 前 
は あま り に も 有名 だ が 、 実 は それ ほ 
ど 読 まれ て いな か っ た り も する 。 フ 
ラン ケン シュ タイ ン は 怪物 の 名 前 で 
は な い 、 フ ラン ケン シュ タイ ン 博 士 
は まだ まだ 若い 、 等 、 知 られ て いな 
いこ と が 実は 結構 多い 。 写 真 は 角川 
文庫 版 だ が 、 他 に も 様々 な バー ジョ 
ン が 数 多く の 出版 社 か ら 発行 され て 
いる 。 


ラヴ クラ フト 全集 1 


レル ルン レル レノ 





ラウ クラ フト 全集 1 
H.P. ラ ヴ ク ラ フト (大 西 考 明 訳 ) 
東京 創 元 社 、1974 年 、\450 

ここ か ら 恐 怖 の 伝説 は 始ま っ た …。 
圧倒 的 な 力 を 持つ 神 と 、 弱 々 し く あ 
が く 人 間 の 姿 を 描く クト ゥ ルー 神話 。 
ラヴ クラ フト 自身 が 推奨 し た た め 、 
他 の 作家 も 自作 に クト ゥ ルー の 要素 
を 取り 入れ 、 今 で は 一 大 神話 体系 と 
化し て いる 。 本書 は 『 イ ンス マウ ス 
の 影 』 と いっ た クト ゥ ルー 神話 の 代 
表 作 を 収録 し て いる 。 








は ここ で 既に 現われ 始め て いる 。 し か し 、 
本 当 の ホラ ー の 最盛 期 は 、 新 大 陸 ・ ア メリ 
カ ま で 持ち 越 さ れる こと に な る 。 


WW ルプ ツマ カン ン 


ハイ チ が フラ ンス か ら 独 立 し 、 ア メリ カ 
に よっ て 人 為 的 に 作ら れ た リベリア を 別 と 
すれ ば 、 唯 一 の 黒人 共和 国 と し て 独立 を 宣 
言 し た 1804 年 頃 に は 既に ヴー ドゥ ウー は 形 
きき MCUY だ 。 そし で 、 回 回 の チイ 
ド s オブ ヲ ・ ザ ・ リ ピング ・ デ ッ ド 』 が 初め 
て 放映 され た の が 1968 年 。 ゾ ン ビ が 現在 
の 形 に な る に は 150 年 以上 の タイ ムラ グ が 
ある 。 そ の 間 に ゾ ン ビ は 大 き な 変 貌 を 遂げ 
た 。 ア メリ カ に 輸入 され 、 キ リス ト 教 と 資 
本 主義 社会 の 洗礼 を 受け た た めで ある 。 ア 
メリ カカ に と う て 、 ハ イチ と は | 暗黒 アラ リ 
カ | の ミニ チュ ア で あり 、 不 気味 な 魔法 使 
い ど も の 砦 、 帝 国 主義 の 喉元 に 刺さ っ た と 
の まう な も の だ つう た 。 エキ ツチ ッ ク @ ぐ お 
どろ お どろ し く 喧 伝 さ れ た ヴー ドゥ ウー 教 か 
ら 着 想 を 得 た の が 、1920 年 代 の いわ ゆる 
[低俗 雑誌 (パル プ マ ガ ジ ン )」 の 作家 達 。 

'20 年 代 と いえ ば 、 工 業 製品 と 享楽 、 禁 
酒 法 、 ア ル ・ カ ポ ボネ …。 家電 の 普及 に よっ 
て 余暇 が 生ま れる 。 人 々 は その 時 間 を 娯楽 
に 振り 分 け 、 座 厳 主 義 に は 背 を 向け る 。 禁 
酒 法 の 実施 に も か か わら ず 、 そ れ ど ころ か 
が か 22oGN ラル は 内 落し で いつ 大 アメ 
リカ が 急激 な 変貌 を 遂げ た 、 激 動 の 年 代 。 
それ が '20 年 代 で ある 。 そ の 中 で 、 小 説 に 
求め られ る も の も 変わ っ て いく 。 質 の 悪い 
ザラ 紙 (パル プ ) に 印刷 され た こと か ら こ 
の 時 期 の 通俗 小説 は | パル プ ・ フ ィ ク ショ 
ン 」 と 呼ば れ た 。 

ホラ ー の 系 譜 を 語る と き に は 外せ な い 当 
時 の 怪奇 小説 専門 誌 | ウィ アー ド ・ テ イル 
ズ 」 に は 、 数 々 の 怪奇 小説 が 掲載 され た 。 
この 雑誌 と セッ ト で 語ら れる 有名 な 作家 が 
2 人 いる 。 ま ず 、 大 古 の 不気味 な 神々 を 描 
く 「 ク トウ ゥ ルー 神話 | の 創造 主 H. P. ラ 
02 の 8 ド Ri を し CC ショ ウリ ルレ ルツ ェ ョ ネッカー 
主演 の 映画 『 コ ナン ・ ザ ・ グ レー ト 』」 の 原 
作 で あり 、 栗 本 薫 の 世界 最長 小説 (「 ペ リ 
2 ダン ト 除く ) で ある 1 クイ ン ・ サ 
ー ガ | の ヒン ト に も な っ て いる 「 訟 勇 コ ナ 
ン l| を 生み 出し た ロバ ー ト ・E. ハワード 
だ it キモ 欠 の ヨン ッッ クボ ラッ ラー は 、 | 
血 捉 ド ラキ ュ ラ や 「 吸 血 擬 カ ー ミ ラ 』 に 
は 性 的 な メタ ファ ー (同性 愛 等 ) を 感じ さ 
せる 箇所 が ある と は いえ 、 基 本 は 理性 の 暗 
黒 へ の 勝利 と いっ た テー マ を 持っ て いる 。 
これ ら は キリ スト 教 的 な ヒュ ー マ ニ ズム を 
感じ させ る 上 品 な 怪談 だ っ た 。 し か し 、 


[ウィ アー ド ・ テ イル ズ 」 の 諸 作 品 に 見 受 
けら れる の は 、 旧 世紀 の モラ ル か ら の 氷 脱 。 
ラヴ クラ フト は 宇宙 と いう 壮大 な ビジ ョ 
ン の 中 で 圧倒 的 な 絶望 と 人 間 の 無力 さ を 描 
いた 。 窮地 に 陥れ られ た 人 間 が 逃げ 切れ る 
と は 限ら ちら ない 。 た と え 一 旦 そ の 状況 か ら 脱 
出し た と し て も 、 減 び の 時 が 到来 する の が 
少々 遅れ た だ け な の だ …。 こ ん な 、 悲 観 的 
で 当時 と し で く G は アン モラ ルル 四条 ゆい ほど 
に 重い 世界 観 は 、 ラ ヴ ク ラ フト が 始祖 で あ 
る 。 彼 の クト ゥ ルー 神話 の 体系 は 、 そ の 後 
様々 な 作家 に 受け 継が れ て いる 。 日 本 で は 
栗本 薫 や 菊池 秀行 と いっ た 作家 が クト ウゥ ウル 
ー を 題材 に し た 。 ま た 、 ク トウ ルー と いう 
わけ で は な い が 、 本 稿 の テー マ で いえ ば そ 
の まま ゾン ビ の 「 死 体 蘇 生 者 ハー バー ド ・ 
2 エド (と WS2 小説 を 原作 食し た 
「ZONBIO プ 死霊 の し た た り 』 と いう 映画 
が ある (表題 は ゾン バイ オ 、 と 読む らし い 。 
ツン と 【 バ イオ ハバ ザ サテ ド RI シリ ニーズ 、 
クト ウル ー を つなぐ 架け 橋 か ? )。 
ハワード は 、[ ヨ ナン 」 シリ ー ズ 等 に 代 
表 さ れる 、 英 雄 が 美女 を 守り な が ら 悪 を 砕 
く と いう 、 いわ ゆる | 選 回 ツク ファ ンタ 
ジー」 を 当時 の 人 気 ジ シャン ル に 仕立 て 上 げ 
た 功労 者 。 彼 の 作品 は 、 架 空 の 古代 文明 に 
お ける 絶え 間 な い 闘 争 を 取り 扱っ て いる 。 
その 敵役 は た いて い お ど ろ お どろ し い 府 道 
師 で あり 、 死 霊 を 操っ た りす る 。 な お 、 ハ 
ワー ド に は ウー ドゥ ウー を 題材 だ し た | 妨 は 
地獄 か ら 来 る ] (「 黒 の 碑 ] 収録 ) と いう 小 
品 も ある 。 ヒ ロイ ッ ク フ ァ ン タ ジ ー の 英 役 
と じ て く ネ ク 和 回 マン が こ を 設定 し だ ご ささ に 
いて は 、 ヴ ー ド ゥ ウー に 何かしら イン スパ イ 
ア さ れる も の が あっ た の か も し れ な い 。 


社会 湖 ホ ラー 


ゾン ビ は 第 二 次 世界 大 戦 直 後 ま で 、 ち ら 
ちら て と 文化 の 中 に 凄 を 見 せる も の の ほとん 
ど ス ポッ トラ イト を 浴び る こと が な か っ 
た 。 そ れ は あく まで 黒人 の 気味 の 悪い 迷信 
で あっ て 、 黒 人 が 市 民権 を 得 て い な い 以 上 、 
興味 本 位 の お どろ お どろ し さ を 描 写す る 以 
外 は 使い 道 が な いか の よう だ っ た 。 ゾ ラ ・ 
ニー ル ・ ハ ー ス トン と いう 黒人 女性 の 人 類 
学者 が 自ら の ルー ツ と 相 通 じ る と ころ の あ 
る ーー ド ウ 呈 教 る アイ ラル ドウ テク で < 研 
究 結果 を 発表 し た が 、'70 年 代 に な る まで 
埋もれ で いた 。 ジ ョ テン ・ Ai 四 メ 四 の ホ 
ラー 映画 『 ナ イト ・ オ ブ ・ ザ ・ リ ビン グ ・ 
デッド | (68) が 紅 に 画 る まで ぐ で は ほ 。 

ロメ ロ の ゾン ビ 三 部 作 に つい て は 、 既 に 
他 の 場所 で か な り の 紙 数 が 費やさ れ て いる 
こと だ ろう し 、 細 か く は 言及 し な い 。 た だ 、 
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1 : 宇宙 か ら 謎 の 光線 が 降っ て くる の 
を 待ち ます 。 
20E5G な が が か うだ 場合 ます アン 
ブレ ラ の アー クレ イ 研 究 所 に 潜入 し て 
Tー ウ ィ ル ス を 入手 し まし ょ う 。 

3 : 生き 物 に 感染 させ ます 。 空気 感染 
で は 確実 性 が 薄い の で 確実 を 期し て 体 
液 感 染 を 狙っ た 方 が いい で し ょ う 。 

4 : ここ が 大 切 。 数 日 待ち ます 。 個人 
差 が あり ます が 、 洪 伏 期間 中 は 出来 る 
だ け ワ イル ド に 放置 し て お いた 方 が い 


いよ う で す 。* 手 を か ける と タイ ラン 
ト が 発生 する 可能 性 が あり ます 。 タイ 
ンド 育つ る とく 記 理 が だ ペル 6 スズ 
ペー ス も 取る の で 注意 し まし ょ う 。 な 
お 、 最 近 で は 小型 軽量 化 さ れ た 上 に 命 
令 に 従う こと の 出来 る 品種 も 出 て いる 
よう で す が 、 庶民 に は 高 鶴 の 化 で すね 。 
5 : ウィ ルス キャ リア が 突然 気絶 し ま 
す 。 心配 し な いで 下さ い 。 喜ば し いこ と 
に 、 数 時 間 た っ て 再び 彼 ま た は 彼女 が 起 
き E が づき 7 き 時 店 6G5 グ ンジ ン 四 が まだ た 


本 策 で 述べ で お きた いく と 、 そ れ は | ナイ 

トー や 「『 ゾ ン ビ 」』 で は 中 心 人 物 が 黒人 男 
性 と 女性 で ある と いう こと だ 。 白人 の 男 は 
見 苦し く 情 け な い 役回り で ある 。 そ ん な 映 
画 は この 時 点 で は 存在 し て いな か っ た 。 さ 
ら に 後者 で は 資本 主義 の 象徴 た る 巨大 ショ 
ッ ピ ング モー ル が 舞台 と な っ て いる 。 

'20 年 代 と 同様 、'60 年 代 も 従来 の 価値 観 
が 揺さぶら れ た 時 代 だ っ た 。 ケ ネ デ ィ 大 統 
領 が 暗殺 され た あと で 、 ジ ョ ン ソ ン 大 統領 
が 1965 年 に ヴェ トナ ム の 内 戦 に 介入 し 、 
1973 年 の 和平 協定 まで アメ リカ 軍 は ヴェ 
トナ ム に 駐在 し て いた 。 戦 争 が 泥沼 化し 、 
アメ リカ の 財政 や 道義 が 低下 する に つれ て 
黒人 へ の 差別 も 強まり 、 解 放 運 動 が 反戦 平 
和 運 動 と 結合 し て 高揚 し た 時 期 だ っ た 。 
1968 年 と いえ ば ちょ うど 人 種差 別 撤廃 運 
動 の 指導 者 で ある キン グ 牧 師 が 暗殺 され た 
EGG か る 8 還 回 だ | 寺 イ トド トド も こう し 
た 時 代 の 波 を も ろ に 被っ て いる 。 そ の 冒頭 
に お いて 、 ロ メロ は 黒人 男性 に 「 ハ イチ に 
は ゾン ビ と いう 歩く 死体 が 存在 する 」 と 語 
生 の 8 員 机 人 、 で それ ま で 抑 許 され で くい た 
己 の ルー ツ を 自覚 し た 黒人 の 象徴 、 な の で 
は な いか と 思っ て いる 。 私 見 だ が 。 

が か 、 ソン ピ ビ は 時 に パイ 去 の それ . ぐ は 
な い 。 ロ メロ の 創造 し た ゾン ビ は 、 彼 の 付 
与 し た 属性 に よっ て 特異 性 を 強め られ て い 
る 8 回 回 'e タイ グ の ソン ヒビ に は 
・ 伝染 性 
・ 人 肉食 (カニ バリ ズム ) 

・ 死 後 、 ゾ ン ビ 化 
・ 手 を 前 に 突き 出す 動き 
と いっ た 個性 が 与え られ て いる 。 原典 の ゾ 
ン ビ と は まさ に 別物 。 伝 染 性 は ヴァ ン パ イ 
ア 、 カ ニ バ リズ ム は グー ル か ら 抽 出さ れ 、 
ゾン ビ の 性 質 と し て 再 構 成 さ れ た と 思わ れ 
る 。 ち な み に グ ー ル ( 選 食 披 ) と は アラ ビ 
ア 地 域 の モン スタ ー で 墓場 に 住ん で お り 、 
埋葬 済み の 死体 を 掘り 出し て 食べ る と 言わ 
れる 8 ドラ クシ リキ ニキ ズ で は | 魔 
つう 97 語 25 休 中 以 ン 選 有 の 上 上位 クシ ス と し < 
登場 し た りす る な ど ゾ ン ビ と 混同 され て い 
る が 、 精 霊 の 一 種 で あっ て 特に 関係 は な い 。 


ゾン ビ 三 部 作 は 単なる 娯楽 作品 と いう よ 
り は 社会 派 映画 だ 。 フ ォ ー マ ッ ト は 一 応 ホ 
ラー だ が 、 や らん と し て いる こと は 現代 社 
会 を 切り 取っ た 大 人 の た め の 残 酷 な 吉 話 を 
語る こと 。 だ か ら 、 人 間 の 原 意識 に 訴え か 
ける 怖 さ は な い 。 怖く は な いけ れ ど も 、 陰 
惨 だ 。 ヴ ェ ト ナム 戦争 や 人 種差 別 と いっ た 
紛争 の 現場 を 通じ て 過去 の モラ ル が 崩壊 
し 、 人 間 の 本 性 に 対す る ペ シ ミ ステ ィ ッ ク 
な 視線 が 作り 手 と な る 世代 に 培 わ れ た 。 そ 
れ が 60 年 代 に モタ ダンボ ホラー と いう 9 シャン 
ル が 登場 し た 要因 で あろ う 。 そ し て 、 ロ メ 
品 の 登場 以降 ゾン ビ は モダ ン ホ ラー の アイ 
テム と し て 数 多く の 作品 に 登場 する よう に 
な が なつ 2 


ロメ ロ と キン グ と モダ ン ホ ラー 


和 甘 ダ タン ボラ ーー と いう シャ シン ル は ん 4 
ラ ・ レ ヴィ ン の 「 ロ ー ズ マリ ー の 赤ちゃん 
('67) に 端 を 発する と 言わ れ て いる 。 古い 
アパ ー ト に 入居 し た 若妻 の ロー ズ マ リー。 
住人 は お か し な 人 間 ば か り で 、 奇 妙 な 出来 
事 が 次 々 に 起こ る 。 や が て 妊娠 し た ロー ズ 
マリ ー だ が 、 胎 内 に 育つ | それ 」 は いっ た 
い 何 な の か 7? 日 常に 潜む 恐怖 を 描い た こ 
の 作品 は ロマ ン ・ ポ ラン スキ ー に よっ て や 
は り 1968 年 に 映画 化 さ れ 、 オ カル トブ フー 
ム を 巻き 起こ し た 。 ち な み に 、 彼 の 妻 で 女 
優 の シャ ロン ・ テ ー ト は 公開 の 1 年 後に 猟 
奇 的 な 事件 で 惨殺 され て いる 。 何 か 銀 微 的 
な 出来 事 だ 。 し か し 、 当 初 の 『 ロ ー ズ マリ 
ー の 赤ちゃん は 毛色 の 変わ っ た 帝 怖 小説 
だ と 思わ れ は し た も の の 、 モ ダン ホラ ー の 
先駆 け に な る と は 誰 も 予想 が つか な か っ た 
だ ろう 。 モ ダン ホラ ー の 巨匠 が 登場 し た こ 
と に よっ て 初め て 『 ロ ー ズ マリ ー の 赤 ち ゃ 
ん 』 は 本 ジャ ン ル の パイ オニ ア と し て 位置 
づけ られ た 。 そ の 巨匠 と は 、 ご 存じ ステ ィ 
ー ヴ ン ・ キ ング で ある 。 

steeliO り 2 リル ンク ンド の ニン 
の チョ コレ ー ト 、 コ カコ ー ラ と メイ ン 州 バ 
ン ゴ ア 。 キ ング の 作品 に は 生活 用 品 の 企業 
名 が 執 に 描き 込ま れる 。 そ れ ら が 銀 徴 す 


大 誕 潮 必 @ い る る と (で レト 2。 

* ゾ ン ビ は 手入れ が 肝心 で す 。 新 陳 代 
謝 が 激しい た め に 食欲 が 星 盛 で す が 、 
えさ を や ら な いと すぐ に 力尽き て し ま 
いま す 。 か と いっ て や り 過 ぎる と すぐ 
に リッ カー へ 変態 し て し まう の で 、 適 
度 な 栄養 補給 を 心がけ まし ょ う 。 ま た 、 
いく ら 動 き が 鈍い と いっ て も 油断 は な 
さら な いよ うに 。 空気 感染 の 恐 れ も あ 
る の で 、 対 バイ オハ ザー ド 防 護 服 は 常 
時 きち ん と 身 ほ つけ で お きま し ょ う 。 
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ー ク トゥ ルー 神話 計 
ロバ ー ト ・E ハ ワー ド ( 夏 来 健次 訳 ) 
東京 創 元 社 ( 創 元 推理 文庫 ) ノ 
1991 年 プ \550 

八 ワ ー ド と いえ ば 『 論 勇 コ ナン シ 
リー ズ に 代表 され る 「 快 傑 男児 が 世 
界 狭し と 暴れ 回 る ! 」 な ヒロ イッ ク 
ファ ンタ ジー で 有名 だ が 、 盟 友 の ラ 
ヴ ク ラ フト に な ら っ て クト ッ ゥ ルー 神 
話 も の や ホラ ー も の も 書い て いる 。 
特に 本 書 収 録 の 『 鳩 は 地獄 か ら 来る 』 
は 、 ヴ ー ド ゥ ー や 館 も の の 要素 を 組 
み 合 わせ た 、 現 在 で も 評価 が 高い 中 
編 で ある 。 
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ロー スマ リー の 赤ちゃん 
アイ ラ ・ レ ヴィ ン (高橋 泰 邦訳 ) 
早川 書房 (ハヤ カワ 文庫 ) 
1972 年 ノ \583 


悪魔 信仰 が 一 応 の テー マ と な っ て い 
る 本 書 だ が 、 す べ て が 精神 不安 定 な 
妊婦 の 妄想 な の か も し れ な い 。 何 と 
も いえ な い 心 理 描写 の 妙 が 光る 、 サ 
イコ ホラ ー の パイ オニ ア 。 風 間 賢 一 
氏 に よれ ば 、 ゾ ン ビ は 子供 た ち が 無 
個性 化 さ れ た 大 人 に 向け た 状 居 で あ 
る と すれ ば 、 本 書 の 登場 人 物 は 理解 
不能 な 行動 を 起こ す 子 供 た ち へ の 迷 
怖 だ と いう 。 
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ステ ィ ー ヴ ン ・ キ ング (深町 真理 子 訳 ) 


文藝 春秋 1989 年 上 巻 \552 
下巻 \533 

ペッ ト 墓 地 の さ ら に 奥 、 秘 密 の 墓場 
は 元々 イン ディ アン の 聖地 。 そ こ に 
死体 を 埋め る と 、 そ の 体 は 時 る 代わ 
り に …。 上 巻 は ひたすら 小さ な 家庭 
の ささ や か な 幸せ を 描写 する 。 し か 
し 、 そ れ が 絶対 に 続く は ず は な い の 
に 、 い つま で も 幸せ な 上 巻 。 そ し て 
下巻 の 急 展開 。 キン グ は 怖く な いか 
も し れ な い 。 け れ ど も 、 こ れ は あま 
り に 切な い 。 





ホラ ー 小 説 大 全 

ー ド ラキ ュ ラ か ら キ ング まで 
風間 賢二 

角川 書店 1997 年 ノ \1.600 
翻訳 家 で キン グ の 研究 家 で ある 風間 
賢二 氏 の ホラ ー 小 説 概説 書 。 主 に 海 
外 に お ける ホラ ー の 歴史 や ホラ ー を 
読み 始め た 人 間 の た め の 1 0 0 央 の 
リー ダー ズ ガ イ ド が つい て いる 。 特 
キジ ジン や 小 ウ の 主 央 虹 シ バダ 
NR ジジ ジョ クン ミ 沼 和 
イン ・ 狼 男 に 詳し い 。 あ と は 日 本 の 
ホラ ー も 扱っ て くれ れ ば 、 と いう の 
は 欲張り か 。 
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Thanatology, Mythology, and Horror Literature concerning Zombies 


る の は 安穏 で 幸せ 、 そ し て ささ や か な 個人 
の 暮らし 。 そ ん な くだ り が |「 モ ダン | で あ 
り 、 そ れ が 粉々 に 砕け て いく さま が 「 ホ ラ 
ー」。 超自然 的 な 力 が 介在 する こと も ある 
が 、 や は り 焦 点 に な る の は 日 常 の 中 に 潜む 
不条理 さ 。 推 理 小説 な ら そ の 不条理 を 解き 
明か し 、SF な ら 不 条 理 を 逆手 に と っ た 世 
界 を 構築 する の だ ろう が 、 モ ダン ホラ ー は 
不条理 が 日 常 性 を 破壊 する 。 我 々 が どっ ぷ 
り 浸 か っ て いる ぬる ま 湯 の よう な 平和 を 壊 
すこ と 、 そ れ が モダ ン ホ ラー の 役割 で あり 
凄 みな の だ 。 特に 「『 ペ ッ ト ・ セ マタ リーj 
あたり で は 愛す る 者 を 喪 う こと の 恐ろし さ 
と 狂気 に つなが る 救い よう が 無い ほど 堅い 
愛 の 絆 が 描か れ て いる 。 
さて 、 彼 は ロメ ロ と は 仲 が よく 、「『 ク リ 
ディ テン | (93) の 献 坪 は 、| ン ョ ー 
ジ ・A. ロメ ロ と 彼 の 妻 、 ク リス ティ ー 
ン ・ ロ メロ へ | に な っ て いた り 、 映 画 『 ク 
リガ ジ 邊 計る を 寺 結 居 作 つた だ たり 、 キ ンク 
UM MO 
、 と 例 を 上 げ れ ば 枚挙 に いと ま が な い 。 
0 当然 ソン ビ ノ 吸 血 鬼 も の も 書 
いて いる 。 2 作 目 の 『 呪 われ た 町 』('76) 
が それ だ 。 ブ ラム ・ ス トー カー の 「 吸 血 鬼 
ドラ キュ ラ 』 を 本 歌 取 り し て アメ リカ の 田 
舎 町 で 起こ る 惨事 に 仕立 て 直し 、 高 い 評価 
を 受け で いる 。『 ペ ッ ト ・ セ マタ リー] に 


ON 42YRANGE 0 S5 に 幻影 の 航海 





ホホ ツ ト 円 ゾ ソー 

リチャード ・ プ レス トン (高見 浩 訳 ) 
飛鳥 新 社 プ 1994 年 ノ \1,700 

日 本 で バイ オハ ザー ド と いう 生物 学 用 語 を 一 
般 に 広め た ノン フィ クシ ョ ン 。 「 致 死 率 9 0% 
以上 | な ど と 喧伝 され て 一 時 期 話題 に な っ た 、 
アフ リカ 起源 の 感染 病 ・ エ ボラ 出血 熱 。 ア メ 
リカ の と ある 研究 所 で この エボ ラウ ィ ル ス が 
漏れ た 時 の こと が 描か われ て いる 。『 ア ウト ブレ 
イク 』 と いう タイ トル で 映画 化 も され た 。 


Dictionary of Pandemonium 


http://www.na.rim.or.jp/ end3/frame2.html 


ティ ム ・ パ ワー ズ (中 村 融 訳 ) 

早川 書房 プ 1991 年 プ \660 

ヴィ クト リア 朝 を 舞台 と し た 小説 ジャ ン ル 「 ス 
チー ム パ ンク 」 の 担い 手 と し て 有名 な パワ ー ズ 
が 18 世 紀 を 舞台 に カリ ブ 海 の 海賊 と ヴー ドゥ ー 
呪術 を 魅力 的 に つづ る 伝奇 小説 。 重 厚 な 語り 口 
が 読者 を ちょ っ と 古風 で 血 わ き 肉 躍 る 冒険 活劇 
の 世界 に 導く 。 現 在 は 品切れ の よう だ が ぜひ 図 
書館 で 探し て みて 欲し い 。 


PA 商 人 ジ の 
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出 て くる 時 っ た 死体 も 、 広 義 で は ゾン ビ に 
入る か も し れ な い 。 現代 人 の 小さ な 幸せ を 
壊す こと で 現代 社会 の 矛盾 を 描き 出す 物語 
を 作り 出す キン グ 。 最近 は 神 と 人 生 と いっ 
た 大 テー マ に 挑ん で いる よう だ が 、 さ さや 
か な 人 生 の 話 も また 書い て も らい た い 。 


終 草 


モダ ン ホ ラー の 中 で 、 ゾ ン ビ が 好 ん で 使 
われ る 題材 で ある こと に つい て 、 キ ング の 
翻訳 者 で ホラ ー 評 論 家 の 風間 賢二 氏 は 、 そ 
こ に は 社会 の 歯車 に 組み 込ま れる こと へ の 
恐怖 が ある と 指摘 し て いる 。 ゾ ン ビ は 没 個 
性 化 の 象徴 で ある と 。 前述 し た ウェ イド ・ 
デイ ヴィ ス の ハイ チ に 関す る 文章 と 比較 し 
て みる と 非常 に 示唆 に 富む 指摘 だ 。 

一 方 、 日 本 で の ゾン ビ の 受け 止め られ 方 
は どう だ ろう か 。 復活 する 死体 が な い 土 地 
に あっ て 、「 バ イオ ハザード 」 が 出 た 後 で 改 
め て 注目 され た 感 の ある ゾン ビ だ が 、 嫌 悪 
に 先だって 、 彼 ら の 持つ 哀れ さ 、 本 能 の み 
を 追求 する が 故 の 無垢 、 そ ん な と ころ に ひ 
か れる も の が あっ た 。 私 達 は 真っ さら な 気 
持ち で 彼ら を 見 る こと が で きる 。 ゾ ン ビ 、 
生き て いる 死体 、 魂 の な い 人 間 。 単 な る 標 
的 と し て 以上 に 何ら か の 意義 を 見 い 出し て 
みる 、 そ れ も ま た 一 興 で は な い だ ろ うか 。 


『 。 四 回 回 思 申 加 自 回 
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生け る 必 の 死 


山口 雅也 

東京 創 元 社 プ 1989 年 プ \1.850 
表題 に 「 生 ける 選 ]」 と ある 通り 、 本 
書 は 「 ゾ ン ビ 探偵 」 が 活躍 する 推理 
小説 で ある 。 な ぜ が 死体 が 再び 生き 
返る よう に な っ て し まっ た 。 探偵 も 
物語 の 途中 で 殺さ れる の に 、 な ぜ か 
生き 返っ て し まう 。 一 見 荒唐無稽 な 
設定 で あり な が ら フ ェ ア な 謎 解き を 
約束 する 本 書 は 、 本 格 ミ ステ リフ ァ 
ン に 高い 評価 を 受け て いる 。 文庫 版 
あり 。 


日 本 の ホー ムペ ー ジ で は 最大 の 項目 数 を 誇る ネッ ト 上 宗教 事典 。 そ 
の 項目 は 8 年 7 月 13 日 現在 で 1357 (! )。 40 人 近く の 執筆 者 が 
お り 、 世界 中 の 神話 を 網羅 し た 現在 で も 日 々 項目 が 更新 され て いる 。 
その 研究 熱心 さ に は 頭 が 下がる 思い だ 。 チ ャ ッ ト や ボー ド 、 世 界 中 


の 神 ・ 悪 魔 の 人 気 投票 も わり 、 盛 り 上 が っ て いる よう だ 。 


| 目 | [ 
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こ で は 、| バ イオ ハザード | : 





[バイ オ 」 シ リー ズ は 、 た し か に ホラ ー 
の 作品 だ が 、 そ こ で は 主人 公 た ち は 、 条 
人 鬼 や 化け 物 に 襲わ れ て きゃ あき ゃ あ 光 
げ 回 る わけ で は な い 。 武器 を 使っ て 、 帝 怖 
の 元凶 で ある モン スタ ー を 蹴 散 らし て い 
くわ け で 、 こ こ が 普 通 の ホラ ー 映 画 と 異 
な る 最大 の 特徴 で る る 。 ま ず は 、 こ の | 押 
し 寄せ て くる 恐怖 と 、 そ れ に 立ち 向かう 主 
人 公 | と いう 趣旨 で 作ら れ て いる 作品 を 紹 
NiGUN 呈 う 8 


① ゾ ン ピ  pAwNoF THE DEAD 
78 年 ・ 米 三 伊 115 分 VDLD ン 監督 ジョ ー ジ ・A・ 
ロメ ロ ノ 主演 デヴィ ッ ド ・ エ ム ゲ 、 ケ ン ・ フ ォ ー レ 
疑問 の 余地 な く 「[ バ イオ | シリー ズ が 
も っ と も 影響 を 受け て いる 作品 。 街 中 に 
あふ れ 返 っ た ゾン ビ に 対し 、 各 地 で 人 間 
た ち が 生 き 残 り を 賭け た 絶望 的 な 戦い を 
繰り 広げ て いく 。 と くに メイ ン と な る の 
が 、 ゾ ン ビ 対 S.W.A.T. 隊 員 の 苔 烈 な バト 
ル で 、 こ の 部 分 が 「 バ イオ | の 基本 的 な 
世界 観 に な っ て いる と いっ て いい だ ろ 
う 。 残酷 描写 も 多い が 、 主 眼 は 醒 い 対立 
ドラ マ と 
\。 物語 的 に は 、 後 述 
月 27 ツ M 


を する 人 間 側 に 置か れ て お り 、 
し て の 完成 度 が 高 
の 上 堆 1 ド RS オラ , サ ・ 
の 続編 に あたる 





配給 : GAGA 摘 ギャガ ・ コ ミュ ニケ ーション ズ 

ビデ オ 販 売 元 : 帆 ア スク 講談 社 

⑥by1978 DAWN ASSOCIATES All Rigths Reserved. 

② ナ イト ・ オ ブ ・ ザ ・ リ ピンク デ ッ ド 
NIGHT OF THE LIVING DEAD 


0 米 96 分 VD ( 廃 ) ,LD ( 廃 ) 監督 ジョ ー 
・A・ 日 の ロン ボウ ジー ジィ ス ・ 人 は 
ジッ) ジョ ー ン ズ 


世界 映画 史上 初め て 、 生 ける 性 ソン 
ビ を 登場 させ た 記念 的 作品 。「 バ イオ 」 の 
陰 の 主役 と も いう べき 、 ゾ ン ビ た ちの 動 
き の 原 型 は ここ か ら 取 られ て いる 。 宇宙 
か ら の 放射 能 を 浴び て 墓場 か ら 上 時 っ た ゾ 
ン ビ た ち が 人 間 を 襲う 物語 だ が 、 残 酷 
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「 パ イ オ 」 に 影響 を 与え た 映画 


ン リ ー ズ に 影響 を 与え た 映画 や 、 見 
2 いう て そう クニ ー ム が 楽し め る よう に な る 映画 を 紹介 し よ 
う 。 な お 、 各 映画 の デー タ は 、 日 本 公開 時 の タイ トル 、 原 題名 、 
制作 年 ・ 制 作 国 、 上 映 時 間 、 ビデ オ 、 レ ー ザ ー 1 て 2 
(いま で は 廃盤 の 場合 は 「 廃 |、 未 発売 の 場合 は |「 無 ] と 記載 )、 監 
普 、 主 演 俳 優 の 順 で 並ん で いる 。 








草本 NO な 世界 所 に 関す る 映画 の 7 本 


写 よ り も 恐怖 に よっ て エゴ が 剥き 出し に 
な っ た 人 間 の 対立 を 主軸 に し て いる の で 、 
ホラ ー の 苦手 な 人 で も 十分 に 見 られ る 。 
ぜひ 見 て 欲し い 一 本 だ が 、 ビ デオ が 廃 表 
な の が つら いと ころ 。 90 年 に リメイク 版 
が 作ら れ て お り 、 こ ちら な ら 、 か な り 入 
手 は 楽 だ ろう 。 


③ 死 霊 の え じ き paAYoFTHE DEAD 

85 年 ・ 米 102 分 VD ( 廃 、 PB 
が 有 ) ,LD ( 廃 ) 監督 ジョ ュー ジ ・A・ ロ メロ 主演 ロ 
1 ED UE こし アレ クサ ンダ ニ 


「 ゾ ン ビ 」 の 続編 で 、 ロ メロ ・ ゾ ン ビ 三 
部 作 の 完結 編 。 第 1 作 『 ナ イト ・ オ フ ・ 
ザ ・ リ ビン グ デ ッ ド ]」 で 郊外 の 農村 部 に 出 
現し た ゾン ビ は 、 第 2 作 『 ゾ ン ビ 」 で 都市 
を 制圧 。 こ の 第 3 作 の スタ ー ト 時 点 で は 、 
すでに 地球 表面 の 99% を 支配 し て いる 。 
これ に 対し 、 人 類 は 地下 の シェ ルター に 追 
い 詰 め ら れ な が ら 、 必 死 で ゾン ビ へ の 対策 
を 練っ て いた 。 と ころ が 、 こ の 状況 下 で も 、 
科学 者 と 軍人 の 不毛 な 対立 が 続き 、 つ い に 
は 人 類 の 破局 が 訪れ る ……。 世紀末 SF と 
し て の イメ ー ジ が 強い 作品 で 、 派 手 さ と グ 
ロロ さ で は 、 三 部 作 中 トッ プ の 一 本 だ 。 


④ 死 霊 の は ら わ た vuLpEAp 

'85 年 ・ 米 91 分 VD,LD/ 監 督 サム ・ ラ イミ ノ 主 

演 ブ ルー ス ・ キ ャ ン ベ ル 、 エ 

レン ・ サ ンド ワイ ズ 呈 
低 予算 の B 級 映画 だ シ 倒 

が 、 サ ム ・ ラ イミ の キレ 








ーー 
ヤ 売 


メカ 
の いい 演出 が 生き て 、 ス カ 
プラ ッ タ ー ホ ラー 映画 史 チ 
上 に 残る 作品 と な っ た 。 の 
ここ で の 主役 は 、 避 暑 地 0 


に や っ て きた 若者 た ち に 次 々 と 依 する 
悪 加 で 、 こ れ に や られ た 仲間 が 次 々 と ゾ 
回 選 な らく の ジン 紀 は 生 メ 上 自 
の 三 部 作 と は 雰 囲 気 が 違っ て お り 、 白 目 
を 剥き な が ら 吟 り 声 を あげ て 襲っ て くる 。 
呈 れ を 見 る と 、 バイオ ボ 2 | の ツン ピ が 、 
動き 上 回 交 回 型 寺 が 、 て に こさ の ライ 
ミ ・ ゾ ン ビ の 要素 が 混ぜ 合わ せ て 作ら れ 
て いる の が わか る だ ろう 。 両者 の 比較 に 
見 る と 面白 いと 思う が 、 か な り グ チャ ク グ 
チャ な スプ ラッ ター な の で 、 生 理 的 に ダ 
メ な 人 も いる か も し れ な い 。 


⑤ エ イリ アン 2 AuiENs 

86 年 ・ 米 137 分 VDJLD (と も に 154 分 の 完全 版 
有 ) 監督 ジェ ュー ムズ ・ キ ャ メロ ン ノ 主演 シ ガ ニ 
ー・ ウ ィ ー ヴ ァ ー、 マ イケ ル ・ ピ ー ン 





ゴシック ホラ ー の 鹿 雇 8 ム ビ 
演出 と ハー ド SF を 1 2 
お さめ た 「『 エ イリ ア ン メ フ 
ン 』 ('79 年 ・ 米 ) の 続 レッ 
編 。 た だ し 、 演 出 は 一 \ ス 
新 さ れ 、 重 半 代 に ロリ 時 5 科 | 
を 固め た 宇宙 海兵 隊 が 、 群 を な し て 襲い か 


か る エイ リア ン と 戦う 迫力 十分 の アク ン ョ 
ン 映 画 に 仕上 げ ら れ て いる 。「 訓 練 を 受け 
た 人 間 対 未知 の 怪物 ] と いう 構図 は 、| バ イ 
オ | シリーズ の 基本 コン セプト と 合致 し て 
いる 。 また だ た 、 ウ ィ イー ニー ウ アー 洒 じ る エレン 
リプ リー は 、 同 じ キ ャ メロ ン 作 品 の 「 タ ー 
ミネ ー タ ー] シリ ー ズ で リン ダ ・ ハ ミル ト 
ン が 演じ た サラ ・ コ ヨナ つと と も に | 故 う 
ヒロ イン |」 の モデ ル と な っ た 。 ジ ル や クレ 
ア な ど に も その 影響 が 見 て 取れ る 。 


⑥ ザ ・ キ ー ブ プ THE kEEP 
'83 年 ・ 英 96 分 VD,LD ( 廃 ) 監督 マイ ケル ・ 
マン ノ ま 主演 スコ ッ ト ・ グ レン 、 イ アン ・ マ ッ ケ レン 
チェ コス ロ ヴ ァ キ ア の 古城 に 封印 され 
て いる 邪悪 な 存在 と ナチ の S S が 戦う 伝奇 
性 の 強い ホラ ー ア クシ ョ ン 。 監督 が 『 マ イ 
アミ ・ バ イス | な ど で 知 られ 、 スペ ンズ 
で は 定評 か ゆあ る M・ マ ン な の で 、 戦 争 物 と 
ゴシック ホラ ー を うま く 結 合 さ せ て いる 。 
太古 か ら 闇 と 戦い 続け て いる 戦士 な ど が 登 
場 し 、 魔 術 色 が 強い と ころ は 「 バ イオ 」 シ 
リー ズ と は や や 趣 を 異 に する が 、 閉 鎖 空間 
で の 未知 な る 敵 と の 戦い と いう 基本 構成 は 
見 事 に 生き て いる 。 敵 で ある 怪物 の デザ イ 
ン が いま ひと つ な の が 残念 だ が 、 雰 囲 気 は 
非常 に いい (と くに 冒頭 部 が 絶妙 ) 。 


⑦ ハ ー レ ー ダ ビッ ド ソ ン & マ ル ボ ロマ ン 
HARLEY DAVIDSON AND MARLBORO MAN 


'91 年 ・ 米 99 分 VD,LD/ 監 督 サ イモ ン ・ ウ ィ ン 
サー 主演 ミッ キー・ ロ ー ク 、 ド ン ・ ジ ョ ン ソ ン 


M・ ロ ー ク が 強盗 を 殴り 倒す オー プ ニ 
ング か ら 、 と か く タテ エル <G キ レ ( い <( 
た ま ら な く イ カ し た 作品 。 派 手 な ガン ア 
クシ ョ ン な ども 盛り 込ま れ て いる が 、 一 
番 の 魅力 は 、 全 体 に 漂う 郷 甘 感 と 哀 菊 感 
時 人 稚 全 IN 回 72 ウド し それ で も 夢 を 











捨て られ な い 中 年 男 ふ た り を 、 か つて セ 
クン ーー 男優 と し て 一 世 を 風魔 し 、 公 開 当 


時 に は も うそ っ ち 方 面 で は 衰え を 見 せ て 
だ IM 回生 少 と DBD・ シ ョ ン ソ ン (| マ 


イミ ッ パ イズ スズ | など ) が 演じ で <、 も うら 
の つた だり WS くつ IGG る (考え < みれ ほ 酷 
な キャ ステ ィング だ が ) 。 こ の 心地 よさ 
は 絶妙 で 、 タ ラン ティ ー ノ 系 映画 の ファ 


の 


ン な ら ば 、 絶 対 お 疾 め の 一 本 だ 。「 バ イ 
オ 2 | に 登場 する T の 演出 は 、 こ の 作品 
の 悪役 た ち が 元 ネタ ぐ ⑥、 と ぐに ョ スチ ョ 
は 、 は と の で て の 0 まま 





チャ ー に 関す る 映画 〇 7 本 


[バイ オ 」 シ リー ズ に は 、 実 に 多く の 
本 ダ が 登場 する 。 ソ ン ピ 、 リ ッ カ 
02 の 2 の 60578 人 ホ テク ク グ 加 シー 
の 産物 で ある 怪物 。 そ し て 巨大 化し た り 、 
狂 暴 化 し た へ ビ 、 カ ラス 、 ワ ニ な どの 動 
今度 は 、 彼 ら の 活躍 する 作 
品 を 探し て みよ う 。 


(① ス ピー シー スズ ^ 種 の 起源 sPEcls 
'95 年 ・ 米 109 分 VD,LD プ 監督 ロジ ャ ー・ ド ナ 
ルド ソン ノ 主 演 ベ ン ・ キ ング ズレ ー、 ナ ター シ 
ャ ・ ヘ ンス トリ ッ ジ 

バイ オ テ ク ノロ ジー に よる 怪物 の 創造 
と いう の は 、90 年 代 S F の ひと つの 定 
秋 ぐ ④、 選 くに [シン ュ ョ ラン ッ ク ・ パ バーク] 
(93 年 ・ 米 ) の 大 ヒッ ト 以 降 、 作 品数 が 
意 増し て いる 。 こ の 作品 は そん な 中 の 一 
本 で 、『 エ イリ アン 」| な ど 多 く の 個 性 的 
な クリ ー チ ャ ー を 生み 出し た H・R・ ギ 
Zsa の 0s5 ッ 2 の 6 の 0 イン: を 引当 し で 
いる 。 異 星人 が 子孫 を 作る た め に 人 間 を 
襲 うと いう 物語 は B 級 映画 で は お 馴染 み 
だ が 、 ち ょ っ と 変わ っ て いる の は 、 異 星 
人 が 女性 に 化け て 男性 の 精子 を 集め よう 
と する と ころ (普通 、 女 の 子 を 襲う の が 
一 般 的 ) 。 こ の 怪物 を 演じ る N・ ヘ ンス 
トリ ッ ジ が 美しく 撮れ て いて 印象 的 だ 。 


② リ トル ・ シ ョ ッ プ ・ オ ブ ・ ホ ラー ズ 
THE LITTLE SHOP OF HORRORS 
'60 年 ・ 米 73 分 VD,LD ( 廃 ) 監督 ロジ ャ ー・ 
コー マン / ま 主演 ジ ョ ナ サ ン ・ ヘ イス 、 ジ ャ ッ ク ・ 
こら (レッ ジン シン 

ボブ の クシ ジョ ヨン ミミ ペデ リー な で 、 
大 衆 受 け だ け を 狙っ た 低俗 B 級 映画 を 作 
ら せ た ら 、 天 下 無敵 の “帝王 R・ コ ー 
マン が 監督 し た 食 人 植物 も あの 。 タ イト ル 
に は 「 ホ ラー」 と ある が 、 怖 が ら せ る 有 要 
素 は 皆無 で 、 実 際 は 貧民 街 の 小さ な 花屋 
る 舞台 し だ た ドタバタ ・ チ ラッ ク ・ コ ヨメ 
ディ ー で ある 。 それほど 突出 し た と ころ 
の な い 平 凡 な 映画 で は ある が 、 植 物 を モ 
ンス ター 化し た と いう 点 で 、 怪 物 映画 の 
歴史 に お いて 欠く こと の 出来 な い 作 品 と 
AGUY る 。 や ちろ ん | バイ オ 2 | に 登 
場 す る イ ビ ー の 原型 も る 、 明 ら か に 、 こ の 
作品 に 登場 する 「 オ ー ド リー| で ある 。 
96 年 に ィ イズ 有三 一 資本 で リメイク され 
て お り 、 こ ちら は 明る め の ミ ュー ンカ 
el (ERtDGUN の な お で 区 
92 ョ ョ ン (紀生 は ション ッ ウィ 
ンダ ム の SF 小説 「 ト リフ ィ ド 時 代 】 を 
映画 化し た 『 人 類 S OS ('62) に 出 て 





くる 歩く 食肉 植物 トリ フィ ド に も る 原型 を 
見 る こと が で きる 。 


③ 島 THE giRps 
'63 年 ・ 米 120 分 VD.LD/ 監 督 ア ルフ レッ ド ・ 
ヒッ チコ ッ ク ノ 主演 ティ ッ ピ ー・ ヘ ドレ ン 、 ロ ッ 
ド ・ テ イラ ー 

に 大 炊 ペン シン ス の 神 ! 





様 」 と 呼ば れる アル テオ 
フラ レッ ド *・ ヒッ チヨ 2 
ッ ク 晩 年 の 一 本 で 、 8 
以後 、「 ア ニ マ ル ・ 9 
2 ツク 6 の ン 科 ら 
ャ ン ル が 作ら れる き 坂 タ 


っ が か がけ に な っ た 記 竜 すべ き 名 作 。 ア メリ 
カ 西 海岸 、 サ ン フ ラン シス コ に 近い 小さ 
な 港町 を 舞台 に 、 カ モメ や カラ ス な どの 
大 群 が な ん の 前 触れ も な く 、 人 間 を 襲っ 
て くる と いう 物語 で 、 全 編 、 緊 公 あふ れ 
る シー ン の つる べ 打 ち 。 一目 す れ ば |「 バ 
イオ |」 シ リー ズ の カラ ス の 登場 シー ン が 、 
この 映画 を 強く 意識 し て 作ら れ て いる の 
が わか る だ ろう 。 と に か く お 奨 め の 一 本 。 


〈④ ジ ョ ー ズ JAws 
75 年 ・ 米 124 分 VD,LD プ 監督 ステ ィ ー ヴ ン ・ 
スピ ル バ ー グ / 主 演 ロ イ ・ シ ャ イダ ー、 リ チャ ー 
ド ・ ド レイ ファ ス 
巨大 ザ メ が 人 間 を 区 
全う NUMO つ 2 5 
ル ・ パ ニッ ク 物 の 傑 
作 。 サ メ の 視点 で 撮 
られ た 水中 か ら の ン 議 
ヨッ ( フル オー 9 ーー 






CO 


画 eo SPP erg's 


PR 


を あお る ジョ ン ・ UP 
ど 、「 最後 まで 怪物 の 姿 を 見 せな い | と 
いう 正統 派 の ホラ ー の 演出 を 巧み に 駆使 
し て 、 圧 倒 的 な サス ペン ス を 生み 出し て 
いる 。 そ の 効果 は 、 公 開 年 、 日 本 中 で 海 
水浴 客 を 激減 させ た ほど 。 ス ティ ー ヴ 
シン シッ ズバ 四 ル パ バラク は ほこ れ G 佑 気 に 世 界 
名 を 雪 か せ た 。「 バ イオ 1 | の 寄宿 舎 の 
赴 生 肖 了 (G ネン チョ ニー ン (WTー ウ イル 
ス を 投与 され た サメ ) が ジル を 襲う ムー 
ビー は 、 ま さ に この 映画 へ の オマ ー ジ ュ 
UN うつ! で いい だ ろう 


アリゲーター ALuiGAToR 
'80 年 ・ 米 91 分 VD ( 廃 ) ,LD ( 無 ) 監督 ルイ 
ス ・ テ ィ ー グ ノ ま 主演 ロバ ー ト ・ フ ォ ス ター、 ヘ ン 
リー・ シ ル ヴ ァ 

ある 薬品 会 社 に よっ て 経済 が 維持 され 
て いる アメ リカ 中 西部 の 小さ な 街 。 こ の 





企業 は 、 極 秘 裏 に 、 あ る 新薬 の 開発 を 行 
な っ て お り 、 そ の 際 に 出 た サン プル を 下 
水道 へ と 廃棄 し て いた 。 だ が 、 そ こ に は か 
つて ペッ ト 用 と し て 飼 わ れ て いた アリ ゲ 
ー タ ー が 捨て られ て お り 、 薬 品 の 効果 に 
よっ て 、 体 長 10 メ ー ト ル を 超え る 巨大 な 
ワニ へ と 変貌 し て し まっ た の だ っ た …… 8 
[バイ オ 」 シリ ー ズ を 思わ せる 設定 を 持っ 
た B 級 映画 。 公 開 時 に は 、 当 時 流行 っ て 
いた スプ ラッ ター ホラ ー と 同じ 売り 方 を 
され て 興業 的 に コケ て し まっ た が (| 誰 で 
も 12 回 は 飛び 上 が り ま す 」 と いう 珍妙 な 
キャ ッ チ コピ ー が つい て いた )、 特 撮る 低 
予算 な り に うま く 出 来 て いて 、 ワ ニ の 動 
き な ど は な か な か の 出来 映え 。 ラ スト で 
は 薬品 会 社 の パー ティ に 出現 し た ワニ が 
暴れ 回 る シー ン が ある が 、 全 体 的 な 雰 囲 
SU 上 ミス ズラ テリ シー タッチ の 渋い つく り で 、 
と くに 前 半 は けっ こう 緊迫 感 が あっ て な 
か な か 見 せる 。 ワ ニ 物 と し て は 、 放 射 能 
で 避暑 地 の ワ ニ が 巨大 化す る 『 キ ラー ク 
ロコ ダイ ル 」 と 並ん で 代表 的 な 一 本 だ 。 


⑥ ア ナコ ンダ ム NAcoNpA 


'97 年 ・ 米 89 分 NdoAt0DNSW ロッ サン ノ 
主演 ジョ ン ・ ヴ オイ ト 、 シ Wessssssm 
〒 エ 三 プ ファー 折 ペ スズ 


何と いっ て も 、 へ ヘビ 
が 本 当 に よく 動く 。 へ 
ビ が 出 て くる 映画 は 数 
あれ ど 、 へ ヘビ を 見 る な 関 人 半 人 4 誠 多 
ら 、 こ の 一 本 と いい 切 較 較 細 
れる ほど 、 そ の 出来 は 見 事 で ある 。R・ 
ロッ サ は 、 ス ナイ パー 物 の 傑作 「 山 猫 は 
眠ら な い 』 を 撮っ て お り 、 密 林 の 撮影 に 
は 定評 の ある 監督 。 こ こ で も 、 ア マゾ ン 
流域 の 自然 が 雰囲気 た っ ぷり に 描か れ て 
いる 。 主 人 公 側 の 人 間 が あま り 魅 力 的 で 
な い の は 残念 だ が 、 悪 役 の J・ ボ イト が 
強烈 な 個性 で 見 せ て くれ る の で 、 全 体 が 
で 六 な 人 選 救 われ で ゆい の 8 とく 全 、 ウス 
ト 近 く 、 い っ た ん アナ コン ダ に 呑ま れ て 
か ら 貴 き 用 さき され で さだ とき 、E 四 イシ に 
向かっ て ウィ ンク する シー ン は 一 見 の 価 
値 あ り 。 休 日 の 夜 な ど に ビー ル 片 手 に 気 
楽に 楽し む に は 絶好 の 一 本 だ 。 
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回 答 芋 計 則 業 
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(⑦ 燃 える 昆虫 軍団 uc 


75 年 ・ 米 100 分 VDLD ( 無 ) 監督 ヤル ッ ト ・ シ ュ ワ リル 
ツ (ジュ ノー・ シ ュ オ ー ク と 表記 され る こと も ある ) / 主 演 
ブラ ッ ド フォ ー ド ・ デ ィ ル マン 、 ジ ョ アン ナ ・ マ イル ズ 


タイ トル は 凄 じ く 間 抜け で 、 粗 筋 は と 
いえ ば 、 火 を 吹く ゴキ ブリ が 人 間 を 襲う 
と いう 、 こ れ ま た 凄い 内 容 。 良識 あ る 映 
画 フ ァ ン は 絶対 無視 し た く な る だ ろう 
が 、 ど うし て 捨て た も ん じゃ な い 。 な に 





Il _ 





< ネン ニン の Ys て nt 生 は ERYI る CT で ーー の て ON う よる て 、 Ya 
TS < デン 


BB HB BB 


せ 、 制作 が 「 ギ ミッ ク の 天才 」 と 呼ば れ 、 
映画 館 に 数 々 の 仕掛 け を し て 観客 を 驚 ろ 
か せ た W・ キ ャ ッ ス ズル 、 
2 | 研 パー 


監督 が 『 ジ ショー 
以上 だ ど 、 人 が 学 寺 





EX INT ン リョ 
ズ を 彩っ て いる 、 も う ひ と つの 要 案 が 
数 々 の 武器 だ 。 今度 は 、 ゲ ー ム に 登場 す 
る 武器 が 印象 的 に 使わ れ て いる 映画 を 紹 
NRN よう 。 


① デ スペ ラー ド  pEsPERApo 

'95 年 ・ 米 104 分 VD,LD ( 廃 ) 監督 ロバ ー 
RNN ググ 以 グ 2 中 順 アン ドニ オカ の 22 9 ン ン 
ヨアキム ・ デ ・ ア ル メ イダ 





ド 派 手 を な ガン アク ネジ 
ショ ン が 展開 する バ 0 ズ 先 
イオ レン ス 西 部 劇 。 9 
大 口径 拳銃 (.45 口 径 人 0 
の ル ガ ーKP90) を た 
本 拳銃 で 撃ち まく る ン 
A 。. バン デラ ス が ハミ じ リ ンク 

マリ 役だっ た 。 こ の 作品 の 監督 R・ ロ ド 


リ ゲ ス や 、 そ の 友人 と し て 知ら れる Q・ 
タラ ンティー ノ ら の 演出 は 、 Ni 
ング 映画 の 名 作 「 暗 黒 街 の 顔役 (32 

60 RC た ン ジン リン トロ 
幣 ま る ズ スタイル を 、 ハ ンド ガン と いう 、 
本 来 連射 用 で は な い 武 器 で 見 せる こと に 
よっ て 独特 の タッ チ を 生み 出し て いる 。 
後述 の ジョ ン ・ ウ ー と 並ん で 「 バ イオ 2 」 
の アク ショ ン に 大 き な 影 響 を 与え て いる 。 


② 特 攻 大 作戦 rhE MM 8 


'67 年 ・ 米 150 分 VD ( 廃 ) ,LD ( 廃 ) 監督 品 
バー ト ・ ドジ は リリ マデ ビン 、 ア 
ー ネ ス ト ・ ボ ー グ ナイ ン 


硬派 な 男 た ちの アク ショ ン 映 画 を 撮ら 
せ た ら 右 に 出る 者 の いな い R・ ア ルド リ 
ッ チ 監督 の 傑作 アク ショ ン 。70 年 代 に 一 
大 ブー ム に な っ た 特殊 工作 部 隊 物 の 先駆 
的 作品 で 、 後 に TV ムー ビー で 3 本 の 続 
編 が 作ら れ た 。「 世 界 で 一 番 サ ブ マ シン ガ 
ンジ が 人 合う 男 省 と いわ れる りこ マビ ピ 
ン の ガン アク ショ ン を 堪能 で きる (映画 
に 登場 する の は イン グラ ン ム M11 で は な 
く 、S &W の M79)。 


③ 男 た ちの 挽歌 英雄 本 色 
'86 年 ・ 香 港 95 分 VD,LD ( 廃 
ウー ノ 主 演 チ ョ ウ ・ ユ ン 


) 監督 ジョ ン ・ 





ファ 、 ア テア ィ イロ ン 2 必 
< 圭 洪 フィ ルム ・ 中 
ノワ ー ル "を 支え た | y 
中 心 監督 ジョ ン ・ ウ 上 8 バ 
ー の 代表 作 。 ハ ンド 還 ラク 
ガン を 乱射 する 独特 っ ピ 
の アク ショ ン 演 出 が 抜 

_ 注目 を 浴び た 。「 バ イオ 2 」 の エイ ダ 、 


BB BBH 


こ 関 する 映画 〇 7 本 


Bm H 上 1 H 1 HI WM 
ノ 映 画 に よく 顔 を 出す J・ シ ュ ワ ルツ 。 
この コン ビ が 、 娯 楽 映画 の ツボ を 抑え た 
職人 らし さ を 発 揮 し て いて 、 と くに 前 半 
の 運び は 実に 見 事 。 昆 虫 に 関す る SF 考 


( 着 替 後 の ) レオ ン な ど が 見 せる 銃 を 横 
向き 由 し ぐ 撃 つ ア クシ ョ ン な ど は 、 こ の 
PSNR 

・ ウ ー と チョ ウ ・ ユ ン フ ァ の コン ビ は 
科 一 気 に 名 が 知ら れる よう に な り 、 
ド 『 男 た ちの 挽 責 |] シリ ー ズ は テレ ビ ム ニニ 
芝 と な っ で < 第 3 作 ま で 作ら れ た だ (ビデ 
オ で は 「 4 』 が 売ら れ て いる が 、 こ れ は 
詩 濱 が @G ・ ヨ ユン フル と いう だ け の の まう た 
く の 別 物 ) 。 


(〈④① タ ー ミ ネー 

TERMINATOR 2:JUDGEMENT DAY 
'91 年 ・ 米 137 分 VD,LD ( 他 に 編集 の 異な る 完全 版 が 
有 ) 監督 ジェ ー ム ズ ・ キ ャ メロ ン / 主 演 ア ー ノ ルド ・ 
シュ ワル ツネ ッ ガ ー、 リ ンダ ・ ハ ミル トン 

'84 年 に 公開 され 、 大 ヒッ ト を 記録 し た 
「 タ ー ミ ネー ター」 の 続編 。 武器 マニ ア の 
キャ メロ ン 監 督 作 品 ら し く 、 幾多 の 武器 
が 用 る くる が 、 な か が で る | パイ オ 1 | で 
クリ スズ の メイ ン ウ ェ ョ ポン と な る レミ ント 
ン ・ シ ョ ッ ト ガ ン M870 が 中 交 で 活躍 す 
る 。 銃 自体 の 重 さ を 利用 し て 次 弾 を 装填 
ずる R・ ハ ミル ドン 押 ゆ ずる サフ ・ ョ きき 
の アク ショ ン は 、 公 開 当時 、 多 く の ガ ン 

三 ア を 彼 ' し た 。 


⑤ ニ キー タ NikiTA 


'90 年 ・ 仏 117 分 VD ( 府 ) 
ベイ スン / 主 演 ア ン ヌ ・ バ リ 


,LD/ 監 督 リ ュ ッ ク ・ 





ロー、 ジ ャ ン ・ レ ノ 区 と し モ 
政府 の 秘密 機関 が 、 IE を 
麻薬 中 毒 の 少女 を 更 0 
生 さ せ て 敏腕 の 暗殺 8 0 
者 に 育て 上 げ る と い 調 遇 6 
う 、 異 色 の アク ショ 較 議 計 鶴 と 
UN Po 
命 感 を 共有 させ た A ・ バ リロ ー が 魅力 的 


だ 線 の 細い 彼女 に 、 ドバイ オ 2 に 登 
場 する 大 口径 拳銃 デザ ー ド イー グル を 持 
た せ た の は アイ ディ ア の 勝利 。 映 画 で 使 
っ て いる の は ゲー ム よ り 一 回 り 小さ い 
44 口 径 だ が 、 そ れ で も 十分 に バカ で か 
い 武 器 で 、 普 通 、 女 性 で は 有 筋力 的 に 扱う 
の が 難し い ほ ど 。 後に ハリ ウッ ド で 「『 ア 
サシ ン 』 の 名 で '93 年 に リメイク され た 。 
こち ら は ドラ マ 的 に は や や 物足りな い 
アク ショ ン 性 は オリ ン ナ ル 以 上 。 


⑥ フ ロム ・ タ ダス ク ・ テ ィ ル ・ ド ー ン 
FROM DUSK TILL DAWN 
'96 年 ・ 米 109 分 VD,LD/ 監 督 ロ バー ト ・ ロ ド 


リ ゲ ス ノ 主 演 ジ ョ ー ジ ・ ク ルー ニー、 ジ ュ リ エッ 
ト ・ ル イス 


画 圏 男 画 画 下 田 剛 田 較 圏 還 


証 も し っ か り し て お り 、 
一 本 に な っ て いる 。 金 と 技術 が な か っ た 
の か 、 ラ スト 10 分 が 唐突 か つ チ ー プ な 
の が 残念 。 





メキ シコ の 荒野 に ある ドラ イン ブイ ン 
で 、 ヴ ァ ン パイ ア と 人 間 た ちの 壮絶 な バト 
ル が 展開 する スプ ラッ タ 色 の 強い アク ン ョ 
ン 映画 。 ア ステ カ 起 源 の ゾン ビ に 似 た ヴァ 
ン パ イア が 和 群 を 成 し て 登場 し 、 こ れ に 対し 
て 人 間 は 、 銃器 や テー ブル な ど を 壊し て 作 
っ た 杭 な ど で 立ち 向かっ て いく 。 イ カ れ ま 
くっ た 映画 だ が 、R ・ ロ ドリ ゲス の 歯止め 
の な い 演 出 が 効果 的 で 娯楽 作 と し て 楽し め 
る 。「 バ イオ 2 | で クレ ア が 使う ボウ ガン の 
モデ ル と な っ た 三 連 式 クロ ス ボ ウ が 登場 。 
'90 年 代 を 代表 する B ・ ガ ー ル ズ (低級 妨 
楽 映画 で アバ ズレ 役 を や る こと の 多い 女優 
に つく 名 称 。 本 来 、 蔵 視 的 な 言葉 だ が 、 映 
画 フ ァ ン の 中 で は 一 種 の 称号 と し て 使わ れ 
る ) 、J・ ル イス が 、 矢 の 先端 に 聖水 を 仕 
込ん で 群がる ヴァ ン パ イア を 焼き まく る 次 
が 秀逸 だ 。 


⑦ プ レデ ター PBEpAToR 


'87 年 ・ 米 107 分 VD,LD/ 監 督 ジ ョ ン ・ マ ク テ 
ィ ア ナン ノ 主 演 ア ー ノ ルド ・ シ ュ ワ ルツ ネッ ガ 





ー、 カ ー ル ・ ウ ェ ザ ー ス 
ジャ ング ル を 舞台 還 8 ハビ 
民 ン ショ ウル ツネ 2 
ガー 以下 、 筋 肉 隆 々 1 
た る 偉 丈夫 た ち が 、 0 
む * > 上 く 発 ン オ 
宇宙 か ら 来 た ハン タ 生 績 半 開 隊 細 セト ッ 
ー と 戦う アク ショ ン 謀 WPMATWW Y ス 
映画 。「 バ イオ 2 」 の 計 計 議 詳 弧 』 6i 


隠し 武器 で ある 携行 用 ガト リン グ ガ ン が 
登場 し て で お り 、 こ れ は 当時 、 ミ リタ リ き ご 
ニア の 間 で 爆発 的 な 人 気 を 呼ん だ 。 各 
正志 カン メニ カー 回 介 NE NHD 
化 を 企画 し 、 試 行 錯誤 の 挙げ 旬 、 ば か で 
か い 電 池 を 装着 する こと で 、1 分 間 に 
6000 発 と いう 実 銃 レ ベル の 射撃 力 を 実 
現し た ほど 、 そ の 人 人気 は も の 凄 か つ だ 5 
また 、 こ の 作品 は 後に 傑作 アク ショ ン 
『「 ダ イ ・ ハ ー ド 」 を 取る こと に な る J・ 
マク ティ アナ ン の 初 監督 作品 で あり 、 
レデ ター が 症 備 する 透明 シー ルド な ど 、 
ギミック 的 に 面白 い ア イデ ィ ア が 詰まっ 
て いる の で 、 ア クシ ョ ン フ ァ ン に は 研究 
の 一 助 と し て お め で ある 。 
旬 彰 金 

[バイ オ | シリ ー ズ は 、 さ まさ ざま な 映 
像 作家 が 築い て いた 作品 の うえ に 、 制 作 
者 の オリ ジ ナ リティ を 加え る こと に よっ 
て 、 独 自 の 、 そ し て 優れ た 世界 観 を 作り 
上 げ て いる 。 ぜ ひ 、 こ こ に 挙げ た 作品 を 
通し て 、 よ り 深 く 「 バ イオ 」| の 世界 に ハ 
マ っ て みる こと を お 襲 め する 。 

(水野 隆志 ) 
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アイ テム ボッ クス 

アイ テム を 保管 し て お ける 便利 な 
第 。 アイテム 所 持 数 に は 限り が ある 
[バイオ 」 シ リー ズ で は 非常 に あり が 
た い 存 在 。 そ の 構造 に 関し て は 謎 が 多 
い ( 四 次 元 ボ ックス の 項 参 照 ) 。 


青山 くん 
の の: 
ツク ネー ムリ 
の 坊 記 の 短 枕 北 
を 湊 ら た カプ コ 
ン 開 発 チ ー ム の 
青山 氏 が 由来 。 
ちな み に タ イワ 1) 
ント は 名 前 が 公 庄 本 
表 さ れる 前 、「 ト レン チ 君 」「 コ ー ト 野 
郎 」 な ど と 呼ば れ て いた 。 


アリ ゲー ター 

三 。 ド パイ オ 2 | で 最も イン パク 
ト の ある 生物 系 クリ ー チ ャ ー。 ち な み 
に 、 細 く 口 の 失っ た も の が クロ コ ダ イ 
ル 科 、 口 先 の 丸い も の が アリ ゲー ター 
科 で ある 。 ワ ニ が 出 て くる 映画 と いえ 
ば 、 そ の 名 も ズバ リ [アリ ゲー ター| 
[キラ ー ク ロコ ダイ ル 」「 ク ロコ ダイ 
り レ Po ジテ イド な どら 。 ケー ム は や うば 
の の 当 パ ミック ( ム 妥 ) か 。 


ARUKAS 

冒頭 の 街 の シー ン に ある 謎 の 看板 。 

送 か ら 読む と SAKURA、 [さく ら 」 
と な る の だ が 、 や は りあ の 女子 高生 格 





立た な い 


2 人 2 
3 守 : マ 


ミ 凍 する 用 語 集 な の た か 普 
違う 。 様 々 な 雑学 的 知識 ま 

が 言う 一 石 二 鳥 の 用 語 集 だ 。 じ っ く 
_ り 読み 碗 っ て いた だ けれ は 幸い で あり ます 。 


闘 家 と 関係 が ある の だ ろう か 7? 他 に 
[AMISETI[AMAGOMIHSI 
と いっ た 看板 が ある 。 


アル ファ チー ム 
S.T.A.R.S チ ー ム の 片方 。 隊 長 は ア 
ル バ ー ト ・ ウ ェ ス カー。 隊員 、 ク リ 
ス ・ レ ッ ド フィ ー ル ド 、 ジ ル ・ バ レン 
タイ ン 、 シ ョ セブ ・ フ 回 容 ド 、 ヲ ラッ 
ド ・ ヴ ィ ッ カー ス 、 バ リー・ バ ー ト ン 。 
クリ ス ・ ジ ル ・ バ リー 以外 は 死亡 し て 
いる 。 海外 T V ド ラマ 「 特 攻 野 郎 A チ 
ー ム | と は 関係 な い 。 


R. P. D. 
RACOON POLICE DEP の 略 。 
ラク ー ン 市 警察 。 R. !. P. (requ 
iescat in pace: 墓碑 銘 ) で 
は な い 。RPG (ロー ルプ レイ ング ゲ 
ー ム ) で も な い 。RPS (小売 物価 統 
誕 調 査 ) で は まっ うた く な い 。 


暗室 

アイ テム で ある フィ ルム を 現像 する 
際 に 使用 され る 部 屋 。 光 が 入ら な いよ 
う 黒 い 布 で 覆 わ れ て いる た め 、 夏 は 暑 
く HG 大 秋 。 この 場所 で クリ チャー か 
出れ ば さぞ か し 怖かっ た だ ろう が 、 幸 
い 出 て こない 。 


アジ フク レラ 

直訳 すれ ば 「 株 式 会 社 傘 ]。 ラ ク 
ー ン シン ティ ー に 研究 機関 を 置く 世界 的 
な 大 企業 。 様 々 な 業種 の 企業 を 吸収 合 
併 し 、 巨 大 化 を 続け て いる 。 ちな み に 、 
[ポケ ッ ト ピ カチ ュ ウ 」 を 制作 し た 会 


ーー ィ ロ ーー ンー 本 誠 mm 





社 も 「 アンブレラ 」 と いう 名 前 だ そう 
だ 。 し か も る 本当に 「 バ イオ | の アン ブ 
レラ 社 か ら 取 っ た と いう か ら 驚 きだ 。 


イン クリ ボン 

イン ク を 染み 込ま せ た 細 長い 布 の こ 
と 。 | パイ オオ | シリー ズ で は 、 セ ー ブ 
する 際 に タイ プラ イタ ー と セッ ト で 必 
要 と な る 重要 な アイ テム 。 セ ー ブ し よ 
9 馬 思 つう だ たら (シク リボ ポン が な く で で ア 
イ テ ム ボッ クス まで 取り に 戻る の は 、 
現実 に お いて イン クリ ボン が 切れ て 買 
い に 行 か な けれ ば な ら な い 時 と 同じ く 
らい 面倒 臭い 。 


[Waitll 

エイ ダ に 逃げ られ 、 ク レア に 自由 行 
動 さ れ 、 シ ェ リ ー を つか まえ 損ね …… 
こと ある 和 互 に レオ ン が 発する 男 の 叫 び 。 
だ が 叫び 声 も 空しく 女 た ち は 離れ て い 
く ……… 。 頼ら れ な いっ て 、 切 な いで す 。 


「 エ イダ ーーーーーー ッ 串 
エイ ダ が 死ぬ 際 に レオ ン が 叫ぶ セリ 
8 トバ パイ オン トド る アレ イ し だ 人 なら 
ば 誰 も が 一 度 は 真似 を する 名 言 。 映画 
[ロッ キー| の 「 エ イド リア ー ン ! 
や 、 松 田 優 作 の [な ん じゃ こり ゃ ー! 
に 通じ る も の が ある 。 


MO ディ スク 

アイ テム の 二 つ 。、 MO は 光学 磁気 
(Magneto Optical) の 略 。 
外部 記憶 装置 。 フ ロッ ピー ディ スク よ 
り も 容量 が 多い の で 、 多 数 の 画像 を 保 
存する 時 な ど に 便利 で ある 。「 バ イオ ] 
シリ ー ズ で は 後半 部 分 に 必須 アイ テム 
と し て 登場 する 。 


正 下 ドウ オン カー 

2 肖 の 世 帳 
ネン と な る は ず 
だ 3 つた だ キキ や ラク 
の ほじ 
サー と いう 設定 
だ つた SS il 
が ポ シ ャ っ た の 
と 同時 に 消 減 。 
その 名 残 の デー 
多 が 、 | 2 の 
ィ ス ク に 残っ て 
いる らい う 。 





区 ン 世 

| 2 」 で は 女 版 ゾン ビ る も 登場 。 彼 女 
の 攻撃 は 正 に キス ・ オ ブ ・ デ ス ( 死 の 
接 史 ) 。 髪 を 赤く 染め て いた り パ ン ツ 
を 腰 で 履い て いた り 、 結 構 オ シャ レ さ 
ん 。 で も コイ ツ に 弾丸 を バシ バン 撃ち 


ーー ネーーーーー ュ ーーーーーーーーーーー ニ ヘーーーー モー ニテ ーー エー ニー ニーロ ーー ニー ュー かー ーー ンー ドニ ーー ニニ ーー デーー ヤ ーーー デーーー デ ーー 





| 込ん だ 時 っ て 、 不 快感 スレ スレ の 快感 
を 覚え ませ ん ? 





。 火 炎 放 射 器 

ライ ター の 火 に へ ヘア スプレー を 吹き 
か ける こと で 手軽 に 代用 品 と な る ( 真 
似 し な いよ うに )。 救 禄 スプ アレ と ラ 
イタ ー を 組み 合わ せ て 即 製 の 火炎 放射 
器 が 使え る よう に な れ ば 面白 か っ た の 
に (救急 スプ レー を その よう に 使う の 
は 非常 に ちっ た いな い が ) 。 


参 了 し コス チュ ー ム 

前 作 に も あっ た 隠し フィ ー チ ャ ー。 
ド 2 上 で の や り 方 は 、 表 ンチ ナリ オ で ス 
ター ト か ら 警 察 署 ま で アイ テム を 取ら 
ず に 進み 、 出 現す る ブラ ッ ド を 倒し た 
後に 調べ る と スペ シャ ルキ ー が 手 に 入 
り 、 そ の 鍵 で 写真 室 の ロッ カー を 開く 
こと で 出来 る 。 コ スチ ュー ム が 変わ る 
こと で 、2 回 目 以降 の プレ イ も 新鮮 に 
遊べ る ? 


。 喘 ら れる 

ゾン ビ の メイ ン 攻 撃 。 員 ら れ た 際 の 
シャ クシ ャ ク と いう 嫌 な SE は 絶品 。 
映画 [| ゾンビ 」 で は 一 ロ 喘 ら れ た だ け 
で ぐ ツ ンジ ピ 化 し で し まう が 、| パ イオ | 
の 場合 は 大 丈夫 。 


| 今 ガ ス 男 

[The 4th Survivor」 の 主役 、 
ハン ク の 通称 。 名 前 が 分 か ら な い 時 分 
に は 編集 部 で は これ が 通り 名 だ っ た 。 
由来 は 「BUST A _ MOVE」 (エニ 
クス) の キャ ラク タ が か が ら 58 


今 ガ が トリ ング ガン 

いわ ゆる バル カン 砲 。 弾 を 撃ち 尽く 
し た 後 、 し ば らく 砲身 が カラ カラ 回 る 
の が 制作 者 の 美学 らし い 。 現物 の 物 は 
1 分 間 に 6000 発 の 弾丸 を 撃つ と いう 。 
すさ まじ い 発 射 数 だ が 、 弾 切れ を 起こ 
し や すい 。 ゆ うき まさ み 作 の マン ガ 
[究極 超人 あー る | で は 、 主 人 公 R・ 
田中 一 郎 が 校内 サバ イ バ ル ゲー ム 大 会 
( ? ) で ガト リン グ ガ ン を 使用 。 速 攻 
で 弾 切れ を 起こ し て いた 。 


今 カプ コン 

[バイ オ 」 シリ ー ズ を 世に 送り 出し 
た 大 阪 府 大 阪 市 中 央 区 に 本 社 を 構え る 
ゲー ム メ ー カ ー。 設 立 年 月 日 は 昭和 
54 年 5 月 30 日 。 資 本 金 182 億 1,132 万 
4,916 円 。 代 表 取 締 役 社長 、 辻 本 憲三 
氏 。 社名 の 由来 は 「 カプ セル ・ コ ン ビ ピ 
ュー タ | の 略 。 


IO 

















_ 画面 ひび 割れ 
レク に (93 as 
キャ ラ を 画面 
手前 に 向 か せ 
シン ョ ッ ト ガ ン 重 
を 撃つ と 、 画 上 生 
面 に ひび 割れ | 
が 入る 8 まる 
5 ンション (ETEse 
ンク (8 1 
2 は ササ ソバ ハウ スッ オ フッ リド テ の 
Re 二 A 


多 キ ー ビ ピッ ク 

机 の 引き 出し を 開け る 際 に 用 いら れ 
る アイ テム 。「 そ ん な も ん 撃っ て 壊せ 
ぱい いじ ゃ ん | と いう の は 禁 名 。 


_ 期待 の 新人 

レオ ンジ の 王 ソック ネ ーー バム ベ | 2 1 に お 
ける 活躍 で レオ ン は 期待 に 十分 に 応え 
だ GOD の 7 だ の の 8 


) 救急 スプ レー 

どん な 致命 傷 を 受け て も 死に か け で 
も 、 瞬 時 に 体力 が 全快 する 魔法 の 薬 。 
実 ば | キズ ド 0 イ | で や 110 パ バ ) し 
ゃ な い の か と いう 説 ア リ 。 い ざと いう 
時 だ け 使 お うと 思っ て いた ら 結 局 使わ 
な か っ た っ て 人 、 多 いん じゃ な い ? 


-。 協力 プレ イ 

エイ ダ と 共に 行動 する シー ン で 、 エ 
イダ の 後ろ に 立っ て 先 に エイ ダ に 攻撃 
し て も ら う こと 。 弾丸 の 節約 に な る 。 
女性 を 先 に 行か せる の で 「 レ ディ ・ フ 
ァ ー ス ト 」 と 言う 募 も いる が 、 女 性 を 
盾 に する と いう 男 の 風 上 に も 置け な い 
行為 な の で [鬼畜 プレ イ 」 と も 呼ば れる 。 


。 金庫 

R. P. D. の 金庫 に 金目 の 物 は 入っ 
て いな か っ た 。 し か も 非常 時 と は いえ レ 
オン た ち に あっ さり 開け られ て し まう 
と は 、 人 金庫 の 役目 を 果たし て いる の か ? 
も っ と る 金目 の 物 は 入っ て な い が 。 


。 欲 ち ゃ ん 走り 
ダッ シュ ボタ ン を 連打 する と 、 ダ ッ 
シュ で も 歩く で も な い ス ピー ド で 欲 ち 


ゃ ん の 「 な ん で そ 一 な る の ! 」 の ボー 


ズ で 走る 。 シ ェ リ ー が ちゃ ん と 付い て 
き て くれ る スピ ー ド で 進め る と いう こ 
と 以外 、 た いし た メリ ッ ト は な い 。 他 
KA ハリ ンク | | アイ スス ケト 
な ど と も 呼ば れる 。 


@ | くたばれ パケ モノ ! 」 
アリ ゲー ター に ボン べ を くわ えさ せ 























し ーーーーーーーーーーーー 一 


て 銃弾 を 撃ち 込む 時 、 及 び ラ スポ ボス に 
トド メ の 一 撃 を 食らわ せる 際 は 絶対 に 
こう 叫ば な けれ ば な ら な い (義務 ) 。 
出典 は 映画 「 ジ ョ ー ズ 」 日 本 語 吹き 替 
え 版 より 。 


クリ ニナ チャ ー 

アン ブレ ラ の ウィ ルス に よっ て 生み 
出さ れ た 生物 の 総称 。 一 般 的 に 怪物 等 
の 異形 の 者 を 差す 。「 モ ンス ター」 よ 
り も な ん と な く カ ッ コ イイ 表現 。 | も 
の の け 姫 | の 海外 タイ トル は 「 プ リン 
セス ・ ク リー チャ ー」 に な る の か が な? 


免 ク ロウ 

T ィ ー ウ ィ ル ス を 注入 され て 凶暴 化し 
た カラ ス 。 人間 た ち を 襲う 様 は 正 に ヒ 
ッ チ コッ ク の 「 鳥 」」 ち な み に 、 ブ ラ 
ンド ン ・ リ ー( ブ ルー ス ・ リ ー の 息子 ) 
が 撮影 中 に 事故 死 し た と いう 曰く 付き 
の 映画 「 クロ ウー 飛翔 伝説 一 ] を 君 は 
観 た か ? 


| 2 」 の 前 半 の 舞台 と な る 場所 。 コ 
ンピュータ ー で 管理 され て いる 場所 が 
あれ ば 、 な ぜ か メダ ル を 使っ て 開く 場 
所 も ある な ど 変 な 構造 。 ロ ケッ トラ フン 
チャ ー で も 壊れ な い 耐 久 性 を 誇る ( す 
べ て の 建物 が そう だ が ) 。 


今 ゲ ロ 

ゾン ビ の 吐く 胃液 の こと 。 酸性 。 人 
間 の 場合 、 吐 きた い の に 胃 の 中 に 内 容 
物 が な い 場 合 、 胃 液 を 吐く 。 ゲ ロ が 登 
場 す る ゲー ム は 、 同 じ カ プ コ ン 社 の 
[スト リー ト フ ァ イ タ ーI」] (大 パン チ 
で 殴ら れる と ゲロ を 吐く ) 、「 大 魔界 村 」 
( 1 面 で 豚 の モン スタ ー が ゲロ で 攻撃 
し て くる ) な ど が 有名 。 片 岡 鶴 太郎 が 
まだ 文化 人 気取り で な か っ た 頃 、| 胃 
液 吐 くま で 」 と いう 失恋 ソン グ を 歌っ 
CUV だ たら 


。 粉 

ハー ブ の 別名 。 ハ ー ブ を アイ テム 楓 
で 見 る と 粉末 状 に な っ て いる と ころ に 
由来 する 。 体力 が 少な い 時 に 「 コ ナ く < 
れ よ 、 コ ナー 一 」 と 中 く て の が ボイン ト 。 
スト レー ト に 「 ハ ッ パ ぐれ よー ンー」| で 
も 可 。 た だ し 危な い 人 に 間違わ れ な い 
よう 注意 。 


。 [この ゲー ム に は 暴力 シー ン や ー」 


この ゲー ム に は 本 カン ー ン や 


グロテスク な 肖 天 が さき まれ て いま チ 。 





| 2 | で ゲー ム ス タ ー ト 時 に 表示 さ 
れる 警告 。「 バイ オ 」 シ リーズ だ け で は 

















な く 、 該 当 す る プレ イス テー ショ ン の 
ソフ ト に 必ず 記載 され て いる 。 


天 コ ン バ ッ トナ イフ 
すぐ アイ テム ボッ クス に 仕舞 われ る 


諾 武器 N O. 1 。 そ の 一 方 、「 ナ イフ こ 


そ 戦 士 の 武器 ! |」 と ば か り に ナイ フ の 
み で 全面 クリ ア を 目指 す 強 者 た ちる も 多 
数 存在 する 。 


| 
| 
| 
| 


| 
| 
| 














ゅ ザッ ピン グ シ ステ ム 

| 2 」 に 採用 され た 新しい ゲー ムシ 
欠 沈 人 バ 。 一 度 タ リア し た データ で 次 の 
ゲー ム を 始め る と 、 先 に クリ ア し た デ 
ー タ の 影響 で シナ リオ 等 が 若干 変化 す 
る と いう も の 。 表 シナ リオ で クレ ア が 
2 人 を 取る と どく 球 シ チリ オ で レネ 
ン が その アイ テム を 取れ な い (アイ テ 
ム が な い ) と いう 具合 で ある 。 他 に ザ 
ッ ピ ング シス テム を 取り 入れ た ゲー ム 
5 ま S 価 (ロン ソフ ド )、 て 表 
情 談 疑 | (アイ ディ アフ ァ ク トリ ー) 
な ど が 有名 。 


- サバ イ バ ル ホラ ー 

パイ オリ | シリ ー ズ の カプ ョ ン 公 式 
ジャ ン ル 名 。 直 訳す れ ば 「 生 存する 恐 
怖 ] と な る が 、 そ の 実体 は な ん だ か よ 
く 分 か ら な い 。 つ まり 「 君 は 生き 延び 
る こと が 出来 る が か ? | ゲー ム と いう こ 
(の 


死体 

クリ ニテ チャ ニ の 死体 ほ 、 い つた ん 外 
に 出 て か ら 戻 っ て くる と 跡形 も な く 消 
えて いる 。 こ れ は 、 死 体 は す で さ ま 他 
の クリ ー チ ャ ー の 餌 に な る か ら で あ る 
> か どう か は 分 か ら な い 。 


市 長 の 娘 余 談 

「 こ の 美しい 体 を 見 た まえ | と 署長 
が 彼女 を 差し た 時 に 〇 ボタ ン を 押す と 
彼女 の 胸 が アッ プ に な る と いう 仕様 が 
あっ た の だ が 、 あ まり に くだ ら な い の 
2W0 な の だ ら し いい 


シネ アド 

「 婚 約 指輪 は 給料 三 カ 月 分 で ……」 
と いう 宝石 店 の 宣伝 で お 馴染 み の 、 映 
画 館 に て 映画 上 映 前 に 流さ れる コマ ー 
ジル アイ ィ イル 人 の とら 。 ド バイ オ ] ン 
リー ズ は 一 般 客 獲 得 の た め に シネ アド 
に 力 を 入れ た こと で 有名 。 


[Just Goll 
[行け ! 」 の 意 。 マー ビン が プレ イ 
ヤー キャ ラ に 銃 を 突き つけ て 言う 言 


葉 。 | 2」 を 必 
が りつ.GU つ まま 
も プレ イ し な い 
斎藤 編集 長 に 対 
し て 編集 部 上 員 が 
使っ て いた 。 


ショ ッ ト ガ ン 

散弾 銃 。 た いて い の ア クシ ョ ン ゲ ー 
ム で は 「 威 力 が 大 きい けれ ど 連 射 で き 
ず 、 使 えな い 」 武器 。 だ が 「 バ イオ 」 
シン リー ズ で は 大 活躍 。 ソン ピ ビ に は や っ 
ば りり ショ ッ ド トカ ガン ! 


心電図 

プレ イヤ ー キ ャ ラ の 残り 体力 や 状態 
を 示す 、 い わ ば ライ フ ゲ ー ジ 。 体力 が 
減る に つれ ゲー ンジ の 振幅 が 弱まり 、 色 
が 緑 一 黄 一 椿 一 赤 の 順に 変化 。 ま た 、 
毒 を 受け た 場合 は 紫色 に な る 。 


SA 上 RS 

ラク ー ン 市 警 の 特殊 部 隊 。12 人 の メ 
ン バ ー に よっ て 構成 され て お り 、 ア ル 
アア チー の バ と フラ リル 人 の 2 
に 分 か れ て 行動 し て いる 。 な ぜ ラ クー 
ン 市 警 の よう な 田舎 の 警察 署 に 特殊 部 
隊 が 存在 する の か は 謎 。 


スパ ー ク ショ ッ ト 

クレ ア が 使う 実験 動物 撃退 用 高 電 圧 
銃 。 ス タン ガン の 親玉 みた いな も の か 。 
関 作 な い が 「 ゲ ロッ パ | で 有名 な JB 
こと ジェ ー ム ズ ・ ブ ラウ ン は 、 子供 の 
ころ 意地 悪 な 白人 に 発電 機 で 感電 させ 
られ で の 0 ショッ ツク で G あ ん な に ウツ ァ アン 
な: つま の だ いう.8 


する むけ 

皮膚 が 剥落 し た 、 理 科室 に ある 標本 
の よう な 姿 の ゾン ビ を 「 ず る むけ ゾン 
ビ 」 と いう 。 や や 下品 な 表現 (7 )。 


_ 昼 庫 番 

あま り に も 有名 な パズル ゲー ム 。 
[バイ オ 」 に お いて 箱 な ど を 動か す パ 
ズル 部 分 を こう 呼ん だ りす る の だ 。 


_ 即死 

体力 が いく ら あ っ て も 即 、 死 ぬこ と 。 
頭 部 に G の 鉄 パ イプ 攻撃 を 受け た 場合 
は 分 か る が 、 コ キ ブ リ の 張り 付き で も 
即死 し て し まう と は 和 驚き 。 ショック 死 
か ? 


ソン 内 
「 ケルベロス 」 の 別称 。 た だ の [ 犬 」 
で も 可 。 








体験 版 

「 バ イオ ハザード ディ レク ター ズ 
カッ ト 」| に 同 梱 さ れ て いた の が 「[ 2 」 
の 体験 版 。 ほ ん の 触り し か 遊べ な い が 、 
[「 YOU DIEDI の 際 に 残虐 バー ジョ 
ン の 絵 を 観る こと が 出来 る 。 


タイ プラ イタ ー 

ワー プロ や パソ コン の 普及 で すっ か 
り 影 の 薄い 存在 だ が 、「 バ イオ | シリ 
ー ズ で は セー ブ す る 際 に 使用 され 、 非 
常に 重要 。 [な ぜ タ イプ ライ ター で セ 
ー ブ で きる の ? | 「 な ぜ 今 時 タイ プラ 
イタ ー な の ? | と いう 出 問 は 無視 。 


タイ ム ア タ ッ ク 

「 い か に 短い 時 間 で クリ ア で きる か ]」 
を 競う こと 。[「 バ イオ | シリ ー ズ は 多 
く の ユ ー ザ ー の 間 で タイ ム ア タ ッ ク が 
流行 し 、 タ イム アタ ッ ク 用 に 様々 な テ 
クニ ヨック が 開発 され た 。 


ダイ ランド 

| 暴君] の 名 を 持つ 凶悪 クリ ー チ ャ 
Sie ちな の トウ UM ルド ラマ ンタ 回 | 
に て 「| 合体 怪 獣 タ イラ ント | と いう 怪 
獣 が 登場 する が 「 バ イオ | と の 関連 は 
不明 。 


血 だ まり 

血 が 水たまり の よう に 溜まっ て いる 
様 。 撃 た れ て 倒れ た クリ ー チ ャ ー が 血 
だ まり を 出せ ば 完全 に 死ん だ と 分 か る 
親切 設計 。 


ちゅ 

ゲー ム ス タ ー ト 時 の あの タイ トル コ 
5 ルル が 、 と うし くも 川 パ イオ ハ ザ ざ ャ ド 、 
ちゅ | と 聞こ えて し まう 。 一緒 に 
[| ちゅ て | と 言っ た 人 、 正 直 に 手 を 挙 
ほ 記 ② そし て 廊下 に 立っ で な さい 。 


春 諾 

チュ ン リ ー。 カプコン 社 の 格闘 ゲー 
ム 「 ス トリ ー ト ファ イタ ー 1I | に 登場 
する 女性 格闘 家 。 同社 の ゲー ム 「 ポ ケ 
ッ ト フ ァ イ タ ー」| の 中 で 、 ジ ル の コス 
プレ を し な が ら 連 続 技 を 繰り 出す 。 























な 





_。 ディ レク ター ズ カ ッ ト 

'97 年 9 月 25 日 に 発売 され た の が 「 バ 
イオ ハザード ディ レク ター ズ カ ッ ト 」。 
主 に 「 バ イオ DC」 と 略し て 表記 され 
る 。DC と いっ て も 、 セ ガ の 新 ハ ー ド 
[ドリ ー ム キャ スト | の こと で は な い 。 
[ディ レク ター ズ カ ッ ト 」 の 意味 は 、 す 
で に 完成 され た 作品 を その 監督 等 が 再 
編集 し て リリ ー ス する こと 。 映画 界 で 
は ウレ ドラ ン 赤 の ディ レク タタ 
ー ズ カッ ト 版 が 評判 に な っ て か ら 盛 ん 
居 条 ね れる まう な づつ だ た 。 


- |「Too Badl 

お 気の毒 。 エ イダ が アネット を 高 所 
か ら 突 き 落 と し た 時 に 咳 く セリ フ 。 病 
め 息 混じり に 言う の が ポイ ント 。 


トイ レ 

警察 署 や 研究 所 に は な ぜ か トイ レ が 
な い 。 どうやって 処理 じ て で いる の だ ろ 
つの 7 も し や oi (以下 自主 規制 ) 


- 毒 草 | ( 
毒 イ ビー の こと 。 通常 ゲー ム で は 赤 
ハー ブ が あれ ば 怖く は な い が 、 豆 腐 に 
と っ て は 最大 の 驚異 。 


トラ の 剥製 

署長 の 部 屋 の 奥 に ある トラ の 到 ご 製 。 
非常 に 良く 出来 て いる の で 神谷 氏 も お 
気に入り と の こと 。 さ も 仕掛 けが あり 
そう だ が 、 実 は 単なる オブ ジェ と いう 
の が 心 憎 い 。 


Aw 


ナイ フキ ャ ン セ ル 

ゲー ム 中 、 ス ター ト ボ タン を 押し て 
サブ 画面 表示 に 切り 替え る と 、 プ レイ 
ヤー が 攻撃 の モー ショ ン が キャ ン セ ル 
され 、 攻 撃 前 の 状態 に 戻る 。 こ れ を 利 
用 し 、 ナ イフ で 敵 に 攻撃 し た 瞬間 、 ス 
ター ト ボ タン を 押し 、 ま た ナイ フ で 攻 
撃 …… と 連続 的 に ダメ ー ジ を 与え る こ 
と 。 ナ イフ の み ク リア の 際 に 用 いら れ 
de の SN2 IIG 全 困 米 な がく な つの 
いる の で 注意 。 


_ 忍者 屋敷 

警察 緒 を 始め と する 、 あ まり に も 不 
合理 な 「 バ イオ 」| の 建造 物 に 対す る 呼 
び 名 。 





陳 


人 M ノ ハハ ー gy 
な ぜ か 「 バ イオ 」 の 舞台 の 至る 所 に 
生え て お り 、 な ぜ か 体力 が 回 復 する 謎 





の 植物 。 こ の ハー ブ に ウィ ルス が 混入 
する と 「 イ ビー」 に な る と いう 噂 が あ 


VAIO 

バイ オ は バイ オ で も 、 ソ ニー が 発売 
芝 寺 が ツ ョ ン の 選 と NN 2 | が 
発売 され た 時 期 と [ VAIO ノー ト 」 
が ブー ム と な っ た 時 期 が 重なっ た た 
め 、「 い や ーー バ イオ は 凄い らし いね ぐー」 
ヨイ イ < くす みよ ね | | スチル ツチ ャ 
怖い っ て 話 だ よ 」] 「 薄 く て 軽い し 、 便 
利 そ う で すね 」 な ど と 空回り する 会 話 
が 全国 の 至る 所 で 交わ され た 。 


パ バイオ]1、 5 

[バイ オ 2 | と し て 開発 され た も の 
の 、 途 中 で お 蔵 入 り と な っ て し まっ た 
バー ジョ ン の 通称 。 


パイ オツ 

プレ イス テー ショ ン の 雑誌 広告 に 
[バイ オ 2 ニ パ イオ ツ (「 お っ ぱい 」 の 
業界 用 語 ? )」 と いう 全身 脱力 も の の 
ダジャレ が 掲載 され 物議 を 醸し た 。 


バイ オ ハザード 

①'96 年 3 月 22 日 、 由 カプ コン より 
発売 され た プレ イス テー ショ ン 用 サバ 
イ バ ル ホラ ー ゲ ー ム 。 全 世界 で 大 ヒッ 
ト を 記録 。'98 年 1 月 29 日 に は 続編 が 
発売 され た 。②⑫ 生 物 学 用 語 。 有 害 な 微 
生物 や 人 為 的 に 遺伝 子 を 組み 替え られ 
た 微生物 が 研究 所 等 か ら 漏 れ た り し て 
病気 な ど が 墓 延 す る こと 。 生物 災害 。 
生物 学 的 危険 。③'95 年 に 公開 され た 
ホラ ー 映 画 。 正確 な タイ トル は 「 BI 
OHAZARD THE ALIEN FORCE]。 
出来 は か な り ヒ ド い らし い 。④ ニ ュー 
ヨー ク 出 身 の ハ ー ド コア ・ メ タル ・ バ 
ンド 。 ギ タリ スト 脱退 後 、 3 人 編成 で 
活動 し て いる 。 ( 


B. O. W. 

[BIO ORGANIC WEPONI] 
の 申 。 アシ ン フ レラ 神 が ラ クラ ン ン ティ 
ー 郊 外 の 研究 所 で 極秘 喪 に 開発 し て い 
た 生体 兵器 の 総称 。 


引っ か か る 

プレ イヤ ー キ ャ ラ が 障害 物 や 角 に 引 
っ か か っ て 動け な いこ と 。 敵 に 追わ れ 
て いる 時 に 良く 引っ か か っ て し まう の 
は マー フィ ー の 法則 (死語 ) 。 


[| ひとり で や る ん じゃ な か っ た | 

「 バ イオ 2 」 紙面 広告 の キャ ッ チ コ 
ピー。 暗い 地 下 宇 の よう な 場所 で 帝 怖 
の 表情 を 浮か べ る レオ ン 役 の ブラ ッ 





ド ・ レ ン フ ロ 君 ( 手 に は プレ ステ の パ 
ッ ド ) の 心情 が 良く 表れ て いま す 。 ち 
な み に 、 ダ リオ ・ ア ル ジ ェ ント 監督 の 
名 作 ホ ラー 映画 | サス ペリ ア | の キャ 
ッ チ コピ ー は 「 決 し て ひと り で は 見 な 
MC くだ さだ つら 78』 


武器 屋 の お や じ 

正式 名 称 、 避 バー ト ・ ケ シン ドリ ウレ 
イヤ ー キ ャ ラ が 最初 に 出会う 人 間 で あ 
る 。 ゾ ン ビ に よっ て た か っ て 食い 殺さ 
れる 姿 が 映画 | ゾンビ 」 の 暴走 族 の 次 
ダラ の 。 


蓋 開 け キ ャ ン セ ル 

ムー ビー 中 に プレ イス テー ショ ン 本 
体 の 蓋 を 開け 、 強 制 的 に ムー ビー を 飛 
ば す 方 法 。 タ イム アタ ッ ク の 際 に 用 い 
られ る よう つ だ が の テム が ウリ スベ 
る 等 の 不具 合 が 起こ る 可能 性 が ある の 
で 使用 は 控え られ た し 。 








フナ ムン 

モス ・ ジ ャ イア ント の 幼虫 の 通称 。 
な 直 コ ヨン ピ ロコ ョ ュー タニ の キ ニ ボ Ne 衝 
が っ て いる か は 不明 。 温 か いか ら ? 


ブラ ッ ド ・ レ ン フ ロ 

BRAD RENFRO。[「 バ イオ 2 」 の 
C M 等 で レオ ン 役 を 演じ た 若手 俳優 。 
映画 「 依 頼 人 」「 ス リー パー ズ 」 な ど - 
で 脚光 を 浴び 、 将 来 が 有 畔 だ っ た の だ 
が …… な ん と '98 年 6 月 4 日 、 麻 薬 所 
持 で 逮捕 され て し まっ た 。 し か る 彼 の 
デビ ュー の きっ か け は 麻 薬 乱用 防止 教 
育 の ビデ オ 出 演 だ っ た と いう か ら 、 あ 
まり に も 皮肉 な 出来 事 。 フ ァ ン は 泣い 
3 の 9 


レア レル ラ ルウ ルン glz orr ハ 
S.T.A.R.S. 隊 の 2 チー ム の 内 の 1 つ 。 
隊長 、 エ ン リ コ ・ マ リー ニ 。 隊員 、 レ 
ベッ カ ・ チ ェ ン バー ス 、 ケ ネス ・ J・ 
状 胃 が 、 チ ャ ヤード) モイ クン の 
ポレ スト ・ ズ ルイ ヤー NN ウ NAK 
デュ ー イ 。 レ ベッ カ 以 外 全員 死亡 し て 
いる 。 [ブラボー 小隊 恐怖 の 脱出 」] 
と いう ジャ ング ル に 迷い 込ん だ 兵隊 た 
ち が イ ン デ ィ ア ン に 虐殺 され る 映画 が 
あっ た が 、 元 ネタ は それ な の か ? 

















IBEEF HOT 下 


。 プラ ント 43 

イ ビ ー の 正式 名 称 。 前作 で 登場 し た 
巨大 植物 | プラ ント 42」| を 分 析 し 、 
人 為 的 に 作り 出し た 進化 型 と いう こと 
GOD だ 直 つのだ つまり 、 偶 
発 的 に 生ま れ た の が 「 プ ラン ト 42」、 
人 為 的 に 作り 出さ れ た の が 「 プ ラン ト 
43」 と いう 訳 で ある 。 


誤 フリ ー フ ケー ス 

書類 入れ 、 書 類 カ バン 。「 バ イオ 2 」 
冒頭 の バス の シー ン で 、 い わく あり げ 
に 置い て ある が 、 こ れ と いっ た 仕掛 け 
は な い 単 な る オブ ジェ 。 残念 。 中 か ら 
ペン な クリ ニテ チャ ー が 軸 て くれ ば 和良 か 
た の に (それ は | バス ケッ ト ケ ー ス | 
か ) 。 


。 ブル ブル 

プレ イス テー ショ ン の 振動 コン トロ 
mw の こと 5( ド デ テ ュ ア ル シ ョ ッ ク | 
と いう イカ す 名 前 が ある に も か か わら 
ges ウ UI まれ (で じ ま う 不全 な ヤツ 。 
ちな み に ブ ル ブ ル 対応 の 「 バ イオ 2 」 
が 発売 され た 。 





。 ブフ ブロマイド 
S.T.A.R.S. の オ 
| ソ ィ スエ 向 に 回 
る 大 き な 机 を 50 回 蘭 


調べ る と な ぜ か レ 
ベッ カ の ヲ 和 回 マイ 
ド (? ) が 入手 で 庄 
きる 。 


。 ヘリ 

ホラ ー 映 画 に 欠か せな い の が ヘリ に 
よる 脱出 。「 バ イオ 1 」 の ラス トシ ー 
。 シン も や は り ヘ リ に よる 脱出 だ な っ た 。 し 
、 か し 「 2 」 で は 、 警 察 署 に 墜落 し て い 
る 無惨 た な ヘリ が ある の み 。 


_ ボウ ガン 

[| 2 」 で 登場 する クレ ア の 武器 。 石 弓 、 
の の る る ちな み に ウ イリ ア 
ム ・ テ ル が ボウ ガン の 使い 手 で 、 ロ ビ 
ン フ ッ ド は アー チェ リー の 使い 手 。 以 
前 |「 矢 ガ モ 」 事件 で 犯人 が 使用 し た と い 
うこ と で 、 各 方 面 か ら 悪 者 扱い され た 
ボウ ガン 。 武器 は 正しく 使い まし ょ う 。 


_ Made in Heaven 

クレ ア (クリ ス ) が 着用 し て いる ン 
ャ ケッ ト の 裏面 に プリ ント され て いる 
ロゴ 。 直 訳す れ ば 「 天 国産 |。 元 ネタ 
は 不明 だ が 、Queen や 元 XーJA 
PAN の TOSHI が 同名 の 曲 を 発表 











レ IGVNG5 


急 モ ス ・ シ ジャ イア ント 

ザ ・ ピ ー ナ ッ ツ に 関す る アレ に 似 た 
クリ ー チ ャ ー。 | 医 ス | は 英語 で 峨 の 
意味 。 だ か ら と いっ て | モス バー ガー」 
は 虚 の ハン バー ガー を 扱っ て いる 訳 で 
は な い の で 注意 され た し 。 








。 |YOU DIEDI 

プレ イヤ ー キ ャ ラ 死 亡 時 に 表示 され 
る ゲー ム オ オー バー メッセ ー ジ 。 当初 は 
この 文字 の バッ ク に プレ イヤ ー が クリ 
ー チ ャ ー に 惨殺 され る シー ン が 入る 予 
定 だ っ た が 、 諸 事情 に より カッ ト と な 
っ た 。 海外 版 で は バッ チリ 収録 され て 
いる だ け に 惜しま れる 。 


。 四 次 元 ボ ックス 

アイ テム ボッ クス の 通称 。 A 地点 の 
ボッ クス に 入れ た アイ テム を B 地 点 の 
ボッ クス で 取り 出せ る た め 、 こ う 呼 ば 
入る まう 信 な 5 だ と 思わ お れる ドラ () 
も ん は 偉大 だ 。 














ラー ン ・ ロ ー チ 

加わ ずれ た だ た 天 当 キ ブリ ご の イ 
ラス ト 等 を 手がけ た カプ コン スタ ッ フ 
は 、 実 際 に ゴキ ブリ を 捕まえ て 観察 し 
な が ら 描 いた と いう 。 ゴ キ フ ブリ が 登場 
する 映画 は 「 燃 える 昆虫 軍団 」「 ク リ 
ー プ ショ ー」「 メ ン ・ イ ン ・ ブ ラッ ク 」 
[ジョ ー ズ ・ ア パー トメ ント | 「 ミ ミッ 
ク | な ど が 知ら れ て いる 。 余談 だ が 、 
アカ チミ こ 下 俳優 厨 ヨ アラス) グイン シン 
は 、 ゴ キ ブ リ を 食べ る シー ン の 撮影 中 、 
リア ル 観 を 出す た め に 本 物 の ゴキ ブリ 
を 食べ た と いう 逸話 が ある 。 


旬 ラ イタ ー 

アイ テム の 一 つ 。 謎 解き の 際 の 道具 
と し て プレ イヤ ー を 幾度 と な く 助 け て 
くれ る 。 現実 世界 に お いて も ライ ター 
は 何かと 重宝 する の で 避難 道具 セッ ト 
の 中 に 入れ て お きた い 。 


。 ラク ー ン シテ ィ ー 

[「 パ イオ ハザード | の 舞台 と な る 、 ア 
メリ カ 北 西部 に 位置 する 小さ な 街 。 市 
の 財政 収入 の ほとん ど を アン ブレ ラ 社 
に 依存 し て いる 。| ラ クー ン 」| と は 英 
語 で 「 洗 い 熊 」 の 意 。「 ア ライ グマ 市 」 
と か 言う と アラ レ ち ゃ ん の 世界 の よう 
だ 。 ち な み に ホ ンダ の 電気 自転 車 「 ラ 
クー ン 」| と の 関連 性 は 不明 。 








| 








疹 ラジ コン 

「 バ イオ |」 シリ ー ズ の プレ イヤ ー キ 
ャ ラ 操 作法 が ラジ コン に 似 て いる と は 
良く 言わ れる 。 ラ イト ユー ザー が 多く 
グレ イ し た と 言 お れる | イオ だ が 、 
最初 の ライ バル は ゾン ビ よ り も この 操 
作法 だ ろう 。 


旬 ラ ンク 

ゲー ムク リア の 際 、 プ レイ ヤー の 腕 
前 を 診断 し て くれ る 。 ラ ンク は 5 段階 
あり 、 良 い か ら S、 AN BN GS D。 ラ 
ンク を 上げる に は 、 短 時 間 ク リア 、 ア 
イ テ ム を 極力 使用 し な い 、 セ ー ブ し な 
い 、 死 な な い 等 の 点 に 留意 すれ ば いい 。 


婦 リ ッ カ ー 

鋭い 爪 と 長い 舌 で 攻撃 し て くる クリ 
ー チ ャ ー。 リ ッ カ ー と いう 名 は 一 般 公 
募 に よっ て 決定 され た も の 。 開発 当時 
の 名 称 は [BL IND」 で 、 そ の 名 の 
通り 目 が 見 えな い 。 ち な み に 同 名 の 某 
ミン ン メ ー カ ー と は 一 切 関係 な いよ う 
だ 。 ま た 、 東 京 銀座 に 「 リ ッ カ ー 美 術 
館 」 な る も の が 存在 する が 、 あ の 舌 長 


- 脳味噌 剥き 出し お 化け を 一 堂 に 展示 し 


て いる 訳 で は な い 、 と 思う 。 


_ REDRUM 
際 才 2 | 
の ゲー ム 中 に 
出 て くる 壁 に 
ある 落書 き 。 
ンク 
コル ソン の 怪 
演 で 有名 な 映 
回 ポン も 
ング 」 に 同じ 落書 き が 登場 する 。 また 、 
セガ の 格闘 ゲー ム 「 ラ スト ブロ ンク ス ] 
に は 同名 の ボス キャ ラ が 存在 する 。 逆 
さか ら 読 むと 「MURD ER」、 殺 人 
者 と な る と は ほ 知 つて いる まね 7 





。 レバ ガチ ャ 
レバ ー を 闇雲 に ガチ ャ ガチ ャ 振る こ 
9 の クト の meeNINIOIWeS ド NZ 


、ー イト 」「 ス パル タン X」 の 中 で 登場 し て 





以来 、 様 々 な ゲー ム で 用 いら れ て いる 。 
[バイ オ |」 で は ゾン ビ に 路 られ た 際 に 素 
早く 回 避 す る た め 等 に 用 いら れる 。 


_。 RESIDENT EVIL 

海外 に お ける 「 バ イオ ハザード | 
の 商品 名 。 直 訳す れ ば | 定住 する 邪悪 
な 吉 ] と な る 。 構成 的 に は 日 本 版 と 変 
わり な い が 、 オ ー ト 照 準 が な い 、 難 易 
度 が 異常 に 高い な どの 変更 点 が ある 。 
も ちろ ん 日 本 語 字幕 も な い 。 
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96 年 夏 、 
東京 ゲー ムン ショ ワウ に て 
画面 初 公開 

| 2 」 の 画面 が 初め て 公開 さ 
れ た の は 、'96 年 夏 、 有 明 ビ ッ 
グ サ イト で 開催 され た 東京 ゲー 
バシン 当 ウ 6(G の 足 と だ つら 7 だ 8 どき 
いっ て も 、 こ の 時 は カプ コン ブ 
ー ス で 放映 され た プロ モー ショ 
ン ビ デオ の 中 で 、 数 十 秒 ほど の 
短い 映像 が 流れ た だ け だ っ た 。 
し か も キャ ラク ター は 輪郭 だ 
け 、 背 景 も や 黒い 影 と いう 完成 に 
は ほど 遠い 段階 で 、 雰 囲 気 だ け 
が どう に か わか る 、 と いっ た 程 
度 で あっ た 。 だ が 、 す で に 複数 
で 群がっ て くる ゾン ビ の 次 が 識 
別 で き 、| 2 」 が 1 対 多数 の 戦い を 楽し め る 作 
品 を 目指 し て いる こと が 見 て 取れ た 。 こ れ は 、 
「 数 の 恐怖 ] を 演出 し た いと いう 「[ 2」 の 基本 
的 な 呈 シ も セ ド が 表れ だ シー ン だ うだ らい える 
だ ろう 。 ま た 、 主 人 公 に 関し て は 、 前 作 同 様 、 
男女 ひと りす ずつ 用 意 さ れる こと が 決ま っ て お 
り 、 当 時 の 広報 用 資料 に よる と 、| 男 性 は ラク 
ー ン 市 警察 の 新米 警 福 レ オン ・S・ ケ ネ デ ィ 
(ゲー ム に 登場 する レオ ン よ り も 少し 幼 め で 根 
暗 な 感じ だ っ た )、 女 性 は パイ クレ デザ サー、 エ 
60 の 2 (GO が つの GUV/GSl cin と 聞く 
SN2 を アレ イ し た こと の ある は MM 
ザ つ っ で 誰 72 | と 思う 言 と だ ろう 。 真 う 赤 な レニ 
サー つなぎ を 来 た 女子 大 生 で 、 あ る 人 物 を 捜し 
て ラク ー ン ン テ ィ を 訪れ 、 事 件 に 巻き 込ま れ て 
ゆま うと WW う 設 完 だ つた 。 
消滅 また は 
変更 に な っ た 要素 の 数 々 

完成 し た | 2」 に は 、 む お むろん 、 エ ル ザ は いな 
い 。'96 年 秋 頃 の ゲー ム 雑 誌 用 資料 を 見 る と 、 
アニ メ パ ター ン も 作っ て あっ た こと が 分 か る 
が 、 最 終 的 に は 消え て し まっ た の だ (CD 一 R 
OM を 解析 する と 、 当 時 の キャ ラク ター セレ ク 
ト 画 面 の デー タ が 残っ て いる と いう ) 。 他 に も 
消え た り 変 更に な っ た 要素 は 数 多い 。 例 えば 、 
冒頭 に 登場 する 黒人 警官 マー ビン 。 彼 は 、 も と 
る と は レオ ン の 先輩 と し て いろ いろ と 活躍 し 
て 、 最 終 的 に 脱出 する と いう 設定 だ っ た の だ 。 
また 、 ゾ ン ビ に し て も る 当初 は 相当 数 出す 予定 が 
あり 、 中 に は ゾン ビ で ぎっ し り と いう 部 屋 も あ 
の 978GUDS2 

場所 に 関す る 変更 は も っ と 多い 。 当 時 の 設定 
資料 か らい くつ か 拾っ て 紹介 し て みよ う 。 
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5 これ ド 


〇 き OOtS は O 溢 ー 幸 Am とせ はり . 琴 さき の いき 豆 寺 (y[ 


INTERMISSION COLUMN 





」 , 沙 


m 
ct が どり 涯 SS 斉 寺 の 半 きい) 


。 の wetRH 半 SV ローン は りり と へ me 所 の 倒 光 で 短 肖 ST 晶 co , 吾 SN 
rr は さき 0X 肖 層 へ て 個 浴 へ ok>tRtmSH 隊 計 ど へ へ き X 同 時 当 央 き 「」 


・ 著 長 室 …… 壁 の 一 面 が ガラ ス 
窓 に な り 、 ブ ライ ンド が 下ろ さ 
れ た 部 屋 。 最上 階 に あり 、 以前 は 
窓 か ら 街 が 一 畔 で きた が 、 い ま 
は 建設 中 の ビル に 人 遮 ら れ て いる 。 
・ 武 器 庫 …… 警 察 内 の 武器 が 保 
管 さ れ た 場所 。 地 下 駐 車場 と 隣 
接し て いる 。 

・ 射 撃 場 …… 署 具 が 射撃 訓練 を 
行う 場所 。 開 けた スペ ー ス の 片 
側 に 射撃 用 の ブー ス が 切ら れ て 
いる (実際 の 欠 記 でき 、 こ の 
部 屋 そ の も の が 登場 し な い ) 

・ オ フィ ス A…… 警察 著 目 体 の 
窓口 と な る オフ ィ ス 。 縦長 の 広 
ゆい 部屋 、 向かい 合う だ メニ ラク 
ル の 列 が 2 列 延 びている (| 2 』 
で 、 主 人 公 が 最初 に カー ドキ ー 
を 受け 取る 部 屋 の 原型 だ と 思わ れる ) 。 

・ オ フィ ス B…… 奥 に 取調 室 を 備え て お り 、 少 
年 課 、 麻 薬 課 、 殺 人 課 な どの スタ ッ フ が 執務 を 行 
う 。 ま た 、 著 長 も ここ で 業務 を 行う こと が 多い 。 


8 割方 完成 し な が ら の 作り 直し 


… い の [1.5| バー ジョ ン を 見 て みる と 、 そ こ 
に は すでに 「 2 」 の 完成 形態 が 見 え 隠れ し て い 
る の が 分 か る 。 だ が 、 こ うし て 進ん で いた | 2」 
の 開発 は 、 発 売 間 際 で の 突然 の 作り 直し と いう 
愛 き 目 に 遭っ て し まう 。 い っ た い 、 何 が 起き た 
の か 7? [バイオ | シリ ー ズ の 生み の 親 で ある 
三 上 真司 氏 に よる と 、 そ れ は 作品 と し て の 完成 
度 が 、 あ まり に 低かっ た た め だ と いう 。 

[『1.5』 は 若手 の スタ ッ フ に 任せ て 作っ て い 
た ん で すけ ど 、 問 題 が 多く て 。 素材 だ け は ある 
程度 いい も の が 揃っ て た ん で 、 あ と は 調理 次 第 
で な ん と か な る 。 ま ずく て も 、3 カ 月 も あれ ば 
多分 直る だ ろう 、 と 。 と ころ が 、 蓋 を 開け て み 
た ら 、 塩 加減 どう こう いう レベ ル じ や ゃ な か っ た 
ん で す よ ね 』。 で 、 三 か ら 作 り 直 ある る に な つた 
ん で す 」 

三 上 氏 の 「1.5」 に 関す る 思い 出 は 苦い 。 だ 
が 、 ス タッ フ は ここ か ら 踏 ん 張り 、 最 終 的 に は 
「 ハ ンク 」 や 「 豆 腐 ] な どの 遊び 要素 も 付い た 
娯楽 作品 と し て の | 2」 を 完成 させ た の で ある 。 
[『1.5】 と 『2』 の 差 は 、 す ご く 大 きい ん で す 
志 。 あの まま 田 し 〈 く 選 ら 、|31 岬 し くも 50 の 
本 売れ た か わか ら な いと いう ぐ で らい まで 落ち て 
た だ 。 で 、 り ちよ ん けら ちょ ん に なさ れ 〈 ぐ くく れ 
で シッ エン ド か な あぁ | と ( 王 上 民 )( と ゆい の 
愛 は 、 見 事 に 払拭 され た の だ 。 

(文責 水野 隆志 ) 














RESENT 


カプ コン の ご 厚意 に より 、「 バ イオ ハザード 
2」、 デ ィ レ クタ ー の 三 上 氏 、 同 ゲー ム プ ロ 
デュ ー サ ー の 神谷 氏 に よる サイ ン 入 り テ レ 
ホン カー ド を 、 各 1 名 様 に プレ ゼン ト 致 し ま 
す 。 ご 希望 の 方 は ハガキ に 「 サ イン 入り テ 
レ ホ ンカ ー ド 希望 」 と 書い て こ 応募 下さ い 。 


圏 締切 
1998 年 8 月 末日 消印 有効 
呈 い いい Ueye [ 人 圏 発表 
RA 9 aaa MA NANO 厳正 な る 抽選 の 上 、 商 品 の 発送 を も っ て 
II) LDL き 、 5 。 「 代え させ て いた だ きま す 。 
“ DL Mo (2 人 〒104-0043 
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ゲー ム に 関す る お 問い 合わ せ に は 一 切 お 答え 出来 ませ ん の で ご 了承 下さ い 。 

















造形 家 ・ 岡元 建 三 バイ オ / \ ザ ー ド 2 の 世界 


本 書 の モン スタ ー ペ ー ジ で 、 強 烈 な 凄み を 放つ 異形 の ク リー チャ ー・ フ ィ ギュ ア た ち を 制作 し た 人 造形 家 ・ 岡 元 建 三 
氏 。 女神 異聞 録 ベ ル ノ ナ |TVCM の 衣装 や [ダー クス カイ | セル ハッ ケー ン の 手 玉 と いっ た 作品 を 手がけ る 
一 方 で 、 自 ら 「 フ リー クス 好き 」 と 広 言 し て は ば か ら な い 彼 。 ぞ ん な 彼 を の 4 三 5 つ ) PT し で さ 虹 た の が | バイ 


ン wo 


オ 2」 の モン スタ ー た ち だ っ た 。 て の 苑 力 は ほどこ に あっ た の か ンー 








リッ カー。 生物 兵器 と し て の 凄み の 中 
に 、 一 種 の 哀れ さ が 漂 う 。 級 密 に 作 
りこ まれ た 脳 が 印象 的 。 リ アル さ を 目 
指し た ゲー ム と は 違っ た 岡元 氏 の オリ /. 
ジ ナ リティ が 光る 。 


LI じ CKE 
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ほぼ く は : 幼い 





タイ ラン ト 全 身 。 デ フォ ル 年 
メ さ れ た 大 き な 腕 で バラ ン 
ス を と り 、 完 全 に 自立 し て 
いる 。 こ れ も る 制作 者 の 技術 
の 高 さ ゆえ 。 
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_ 細部 に : ヤノ (と っ) = 

編 : 今 回 | 「 バ イオ 2】 の モン スタ ー た ち を 造形 され た わけ で す 
が 、 プ ロ の 造形 家 の 方 の 目 か ら 見 て 、 こ れ ら の モン スタ ー た 
ち は ど の よう に 映り まし た が か? 
岡元 : 歴 然 と し た 「 モ ンス ター| より も 、 こ うい っ た 人 型 の 方 
が 醍 く て 怖い し 嫌悪 感 を 催さ せ や すい 、 と いう の は 絶対 に あ 
る と 思い ます ね 。 僕 が 個人 的 に フリ ー ク ス 好 きだ っ て いう の 
も ある と 思う ん で すけ ど 、 と に か く 好 き で す 。 
編 : こ うい っ た 造形 と いう の は 、 具 体 的 に どの よう な 製造 過程 
を 経て 作ら れる ん で し ょ う ? 
岡元 : 造 形 屋 の ひと に よっ て まち まち で すね 。 顔 か ら チ クチ ク 
9 そこ か ら 全 体 の 大 き さ を 決め ちゃ う ひ と も い 

。 僕 の 場合 は まず アル ミ 線 で 大 体 の 骨組 み を 作っ て 、 全 
時 生け お お > や の 3 お PL で まあ 
な シル エッ ト を 作っ て か ら 、 ス カル ピー( 和 粘土) を 盛っ て ゆく 。 
形 が で きた ら 、 ヒ ー ト ガン と いう ドラ イヤ ー の 強力 な や つ で 
焼き 固め 、 そ の の ち 着 色 、 と いう の が 大 ま か な 流 れ で す 。 
編 : よ く 見 る と 皮 上 に ウロ コ 状 の も の が で きた り し て いま す 
が 、 こ うい っ た 細か い 部 分 は どの よう に 処理 する ん で す が か? 
岡元 : こ れ は 書類 めく る 時 な ん か に 指 に は め る ゴム ・ サ ッ ク の 
表面 を パタ ー ン と し て 使い まし た 。 こ うい う ロ ー テ ク と いう 
か 日 用 品 の 流用 と いう の は 、 他 の 部 分 で も や り ま し た ね 。 助 
肉 の 細か い 筋 な ん か は 普通 ヘラ で つけ て いく ん で すけ ど と 、 歯 
ブラ シ で 表面 を な で ぞ っ た り 、 も っ と 細か い 鍛 な ど に な る と へ 
ラ で は 大 すぎ る の で 竹 串 を 細か く バ ラ し て 使っ た り 。 今回 は 
や り ま せん で し た けど 、 買 っ て きた 生肉 と か 生き て いる 蛇 と 
か の 上 に シリ コン じゃ ー っ と 流し て と っ た 型 を 使う こと も あ 
り ま す 。 こ れ も 一 種 の ロー テク で す よ ね ( 笑 )。 


















で い 、 G 幼 体 。 実際 の デザ イン と 比べ 、 体 


 、 の 左右 の 対比 が より 強調 され て いる 。 





悪魔 の 申し 子 的 な 風貌 の 福々 し さ を 見 寺 、 
事 に 表現 。 顔 を 月 し すぎ て 滑稽 に な ら な 3 
いよ う 、 気 を 使っ た と いう 。 





編 : 作品 を 造ら れる 上 で 、 
る ん で すか ? 
岡元 : い や 。 僕 は 絵 が 描け な いん で 、 頭 の 中 で 立体 完成 図 を 想 


前 も っ て 紙 に 下書き を な さっ た りす 


像 し まし て 、 そ こ に 近 MrNMoik 

編 : 立 体 完成 図 と いう の は 、 や は り 文 字 通り [立体] と し て 頭 
の 中 に ある ん で し ょ うか 。 

閲 完 *: 信 い 。 絵 を 見 た り 、 た えば こう いう ゲー ム を や っ た り 
し た と き に 立体 で 頭 の 中 で 浮か が ぶん で す 。 ち ょ うど 動物 園 に 
行っ て 象 を 見 て きた よう な 感じ で 、 体 表 の 具合 と か も わか る 
ん で 、 前 も っ て ゴム サッ ク を 用 意 し た り 。 で 、 頭 の 中 の リッ 
カー や ら タ イラ ント や ら に 、 あ れこ れ ポ ー ズ を 組ま せ て |「 ど 
の ポー ズ が カッ コ い い だ ろ う 」 と 考え る ん で す 。 こ じん まり 
し ちゃ うと 立体 と し て 魅力 が 薄く な る の で 、 動 き が あっ て 、 
その 中 の 一 瞬 を と ら え た も の に な れ ば いい な ぁ と 。 あ と 今回 
は 、 カ プ コ ン さ ん の 方 か ら あ る 程度 自由 に アレ ンジ し て いい 
と 言っ て いた だ いた の で 、 わ り と 自分 な り の イメ ー ジ も くわ 
えさ せ て も らい まし た 。 

編 : た と えば 、 タ イラ ント な ど は どう いっ た イメ ー ジ で 作ら れ 
た ん で すか ? 

岡元 : タ イラ ント は アメ コミ っ ぽい イメ ー ジ で す 。 な ん か 、 ア 
メ コ ミ の 悪 ボ ドス が と る 典型 的 な スタ イル を し て いる な ぁ と 思 
っ た ん で 、 思 いき り そ う いう 風 に 造っ て み ま し た 。 あ と 、 リ 
ッ カ ー な ど は 奇形 で す よ ね 。 素 体 と し て の 人 間 を 強化 し た が 
故 の 奇形 。 ど こ か を 特 化し ちゃ っ て いる 分 どこ か が 退化 し て 
し まっ て いる と いう 、 そ うい う 雰 囲 気 が で れ ば いい な と 。 
編 :G 幼 体 な ども 非常 に 奇形 っ ぽい で す よ ね 。 

岡元 : え え 、 こ れ は まさ に フリ ー ク ・ オ ン パ レー ド と いう 感じ 
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で 。 実際 に 、 壊 痢 を 起こ し た 皮膚 の た だ れ 方 と か を 取り 入れ 
て 人 閣 り まし た 。 

編 : そ うい っ た 資料 な ど は どこ か ら ? 

岡元 : 医 学 専門 書 な ど で す ね 。 | 外科 アト ラス 』」 と か 「 腫 瘍 ア 
トラ ス 」| と か 、 外 傷 と か 皮膚 病 と か の 症例 写真 が 載っ て いる 
よう な も の を 。 珍しい 症 例 と いう の は 資料 と し て 残っ て いく 
ん で すけ ど 、 そ うい う の が 参考 に な っ た り し ます ね 。 た だ 、 
そう いう 奇形 の 組織 その も の を モチ ー フ に し て いる わけ で は 
な く 、 あ くま で 「 人 間 の 身体 が 外側 か ら に せよ 内 側 か ら に せ 
よ 壊 れ た と き に どう な る か 」 と いう 資料 と し て 捉え て いる つ 
も り で す が 。 





振 :。 さき ほど Fw クス 好き 」 で ある と お っ し ゃ せっ て また 
けど 、 な に か 理由 が ある ん で し ょ うか ? 

岡元 : う ー ん 、 目 分 が 昔 か ら 喘 息 持 ち だ っ た っ て いう の が ある 
ん じゃ な いで すか ね 。 自 分 が 健常 で ある と いう 意識 は な いん 
で す よ 。 そ うい うこ と で 感じ る つら さ な り 妹 り な り も わか る 
ん で 、 ど ちら か と 結 え ば ぼ ば フリー タス ヌス 側 に 立っ て いる どい う の が 。 
実際 見 慣れ て まし た し ね 、 子供 の 頃 よ く あ ちこ ちの 病院 を 也 
回 し に され て いた の で 。 

編 : で は 今回 は 、 そ ん な 岡元 さん の 志向 と バイ オモ ンス ター の 
世界 て が まさ に 一 致し た わけ で すね ? 

岡元 : は い 。 造っ て いる 最 中 、 で き あ が っ た も の を スタ ッ フ の 
方 に 見 せ て |「OK」 っ て 言っ て も ら え れ ば 僕 の 中 で は 満足 、 
と いう の が あり まし た 。 実は に いつ ら の 製作 に か か る 前 、 僕 
し ば らく スラ ンプ に な っ て いた ん で す よ 。 造れ る ん だ けど 造 
っ た も の が 汰 えな い 。 思い 入れ も な いし 気に入り も し な い 。 


、  G 征 4 形 能 。 グロ テス ク な 上 
の 隊 和 が 的 な 
(放せ 


















納品 先 に 悪い の で ちゃ ん と 造る し 実際 ちゃ ん と 造れ る ん だ け 
ど 、 自 分 の 中 で は 納得 が いっ て いな いと いう 、 そ うい う 時 期 
が し ば らく あっ た ん で す 。 そ ん な と き に ちょ うど G の 幼体 の 
デザ イン を 見 て 、 そ の 途 端 に 吹っ切れ た ん で す 。 頭 の 中 で な 
に か が 高速 で 回 転 し は じ め ま し て 。 

編 : そ れ は や は り G の 持つ モン スタ ー と し て の 魅力 が 大 きか っ 
た さい うこ と で ょ うか ? 

岡元 : そ う で すね 。 も と も と 日 本 的 な モン スタ ー の 発想 っ て 非 
夫 に わか りや すん で す よ 。 「 頭 が 魚 で 定 、 タ イツ で す 」』 と か 、 
そう いう 怪獣 的 な 発想 が 根づい て し まっ て いる 部 分 が あっ 
て 。 い ざ 「 そ れ と は 違う 、 も っ と カッ コ い いも の を 」| と な る 
どど 、 今 導 は ディ テー ル ば か り が コテ ゴ テ と つい で 、 答 ンス タ 
ー だ けが 先走っ て し まっ た りす る 。 だ けど バイ ネイ の モン スタ 
ー っ て いう の は 、 ち ゃ ん と 世界 を 匂わ ね せ て くれ る ん で す 。 手 
F ド リル だ と か 、 体 の 中 か ら パ イプ が 出 て た り だ と か 、 そ う 
いう わか りや すい 記号 の よう な も の が つい て いる わけ じゃ な 
く て 、「| 実 験 結果 ] みた いな 雰囲気 が すご く 出 て いて 、 あ あ 
いう の が いい 感じ だ な ぁ と 。 た だ ゲー ム 内 で は 、 | やはり ディ 
デー ル は どう し て も る 曖昧 に な っ て し まっ て いる 。 | その 辺 、 こ 
いつ ら の 細部 に 、 僕 な り に 突き つめ た 嘘 っ ぽい 事実 を 発見 し 
て も ら え れ ば 嬉し いで すね 。 


制作 邊 中 の G 第 4 形態 。 内 部 に アル ミ 
が 使わ れる の は ヒー ト ガ ン で 焼き あげ 
る 際 、 熟 を 反射 し て 焼き や すく な る た 
め だ 。 
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を eS て へ 2 
いい 4 8 oe < が し | ヽ 
PD D 屋 S9 9 の で 3 っ り 
B に D と て ゝ トレ Mt・ 
た 2 2 た 
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岡元 建 三 (お ぉ か も と ・ け ん ぞう ) 

1967 年 生ま れ 。 大 阪 府 出身 。 

高校 中 退 後 、 東 京 へ 上 京 、 レ イン ボー 造形 企画 (株 ) へ 入社 す 
る 。 「 仮 面 ラ イダ ー」 シ リー ズ や 「 戦 隊 ] シ リー ズ な ど 特 撮 番組 
の 造形 物 制作 に た ず さ わ り 、1988 年 フリ ー の 人 造形 家 と し て 活 
動 を 開始 。 代表作 に 映画 「 ゼ イラ ム 」「 学校 の 怪談 ] 、| ジ ュ マ 
ンジ 」 広 告 用 ポス ター や 女神 異聞 録 ペ ル ソ ナ 」「ABE a GOGO」 
TVCM、 東 京 12ch ド ラマ | 真 ・ 女 神 転 生 デ ビル サマ ナー」 など が 
ある 。 


k La ・・ YA を ki ぎ ら 寺 
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スタ ー ト 時 の 強烈 な SE が 君 を 暗い 地下 
水道 誘う! [ドウ ドゥ ウド ウド ウー ン ! 」 






G に 全て や られ た と 思わ れ て いた 、 ア ン 
ブレ ラ 社 の 特殊 部 隊 。 


[時 ELUUIL 昌 ME に 
0f Various じ uts 
昌和 UIU 本 AHHIEIID 














その 最後 の 生き 残り で ある 我ら の ハン ク 
が 目 を 覚ます ! 

















あの 悪夢 の 惨劇 の せい か 、 ま だ 、 ハ ンク の 意識 
は 肛 騰 と し て いる よう で す (豆腐 は どう だ か よ 
く 分 か り ま せん が )。 






「 俺 は 生き て いる の か ? 
だ ? | と 周囲 を 見 渡す ハン ク 。 
































(市 
』 
92 デム | 
ミッ ショ ンジ 完了 し た 人 | 
き ッ ジョ ジン 完了 し た 思い 出す ん だ 、 君 の 任務 は Gー ウ ィ ル ス を 
アン ブレ ラ に 持ち 帰る こと ! 2 
0 骨 
の 
1 ュ ア 
① 9 
し 
「 導 
< 1 
RI 
< ! 
5 Y 人 | 
ゃ 』 
| の | 
2 の / 
衣 
| 
4 
ロメ ロロ 監督 の 「 ゾ ン ビ 」 の 恐怖 は 、 多 数 の ゾン 半 ア プ / 


ビ に 囲ま れる 恐怖 で し た が 、 こ の アナ ザー シナ 
リオ で は それ を 本 編 以 上 に 思い 出さ せま す 。 









の が 局 友 、 ダッ ショ し じ な く て 済 お よう 
な そん な ヌル イ ゲ ー ム で は あり ませ ん 。 








も うお 腹 お さえ て ます 。 あ な た の ハン ク 
は 大 丈夫 で すか ? 


豆腐 っ て お か し な 登り 方 を し ます ね 。 ン シン 
ェ リ ー み た く 失 敗 し た ら 面白 い の に 。 





マイ キャ ラ が 見 えな く と も 、 分 か る よう 
に な る ん で す よ ね 。 





の も 
け な 


い ゾ ン ビ の 手 が な ん と な し に 





階段 も る 難なく 駆け 上 が る 豆腐 。 さ あ 、 扉 を 開け 






追い つ 


る 前 に ます 武器 の 確認 を 。 も ちろ ん 豆腐 は ナイ 
フ を 握り な お し まし ょ う 。 哀 薫 を 誘い ます 。 








6 に で | 
久 
3 さあ 地下 水道 で す 。 本 編 で は 2 匹 の 大 グ 
20 モ で し た が …。 
Lo 1 
の 
- 還 
呈 壮 
さき | 本 1 横 に 落ち て いる の が どう も ドッ ク フ ー ド 
き ) 入 | ンジ の 袋 に 見 える ん で すけ ど 。 
に Sn 










誰 だ ! ロッ キー ( 犬 の 名 前 。 皆 さん 知 
う で まし た ?9 だ じい た ヤジ は | 





レン た ゴビ に スン ルポ 人 も トミ リル 人 や クン キネ 
クモ 嫌い な も の で )。 銃 の 内 光 が 暗闇 の 中 で 、 彼 
を 浮か が び 上 が らし て いま す 。 か っ こい い …。 


ハン ドガ ン を 連射 で 倒し て も いい ん だ け 
ど ね ぇ 。 弾薬 節約 、 節 約 。 


わっ ! や ば い ぞ ハン ク 、 扉 に 飛び 込め る 
か が!? 


俺 の 名 は ハン ク 。 五感 が 研 ぜ すま され る 
の FE 








あっ と ! 気 を 抜い て し まっ た 。 こ の 大 
グモ の 攻撃 は よ け ら れ な い ! 





ラジ コン 的 な 「 バ イオ | の 難 あ る キャ ラ 操 作 方 
俺 の 名 は 豆腐 。 毒 を 食らわ ば 皿 ま で 。 シ 法 も 、 ア ナ ザ ー シ ナリ オ を 遊ぶ 頃 に は 全く 苦 に 
グ クシ ダグ 。 な ら な く な っ て いる も の だ 。 


















0 
1 
| | 
| : 和 
剛 
陳 較 測 
間 雪 | 
| | 
| 
の は っ ! 何と が か 駐 車場 か ら 脱出 。 も う 戻 り た く な 
いで すね 。 に 吉 9 

り / 1 | 

| ① 

聞 e 3 
2 痢 上 
死 内 を つい ば ん で いれ ば いい も の を … 向 | で 1 
か っ て くる か ら ! 『 
。 押 

| 攻 

で 


men 





| 
カラ ス に 捕まっ て ペー ス 落 ちる の が 一 番 む | 
か つき ます 。 アア | 








パト カー や 外車 (アメ リカ が 舞台 な ん で 当然 と 
言え ば 当然 だ が ) が た くさ ん 駐車 され て いる 。 
誰 も 車 で 逃げ だ そう と 考え な か っ た の だ ろう か 


O 





後ろ 姿 か ら で も な ん ら 間 題 な く 、 カ ラス を 自動 
で サー チ す る と いう イン ター フェ ー ス の 良さ が 、 
非常 に 爽快 感 を 高め て いま す 。 し か し 斜 に 立つ 
ハン ク 、 か っ こい いで すね 。 





駐車 場 は た ば こ 火 気 厳禁 。 し か し よく 考 
えれ ば 銃火 器 ぶ っ 放し まく っ て ます 。 


イン ター ネッ ト の 怪 情 報 








イン ター ネッ トド ト の 情報 は 早い 。 イ ンタ ーー ネッ NEG で は | バイ 
オハ ザー ド 2」 の 発売 と 同時 に 攻略 や 情報 ペー ジ が 次 々 と 立 
ち 上 が り 、[The 4th Survivor (第 四 の 生存 者 ) | [The 豆腐 
Survivor」 な どの 隠し シナ リオ や 、 ロ ケッ トラ ンチ ャ ー に 代表 
され る 隠し 武器 も 、 一 週間 も し な い 内 に 公開 され て いた 。 イ ン 
ター ネッ ト の 情報 を 見 な が ら プ レイ し て いる 人 も 多い だ ろう 。 
そう し た 便利 な 情報 源 で ある イン ター ネッ ト だ が 、 そ の 一 方 で 、 


あり も し な い 情 報 …… い わ ゆ る ガセ ネタ が 出回る と いう こと も | 三 人 同 時 に プレ イ 出 来る ) 等 々 。 も ちろ ん すべ て ガセ ネタ な の 
ある 。 事実 、 | バイオ 2 | で は 様々 な ガセ ネタ が ネッ ト を 飛び で 示 気 に し な いよ うに 。 1 
NM 中 に は 「 エ イダ モー ド 」 の タイ トル を それ らし く 作 っ て ネッ 和 
実際 に ネッ ト 上 で 流れ た 「 バ イオ 2 」 の ガセ ネタ を 挙げ る と | ト に 掲載 し た 例 も ある 。 こ こま で すれ ば 天 晴 れ と いう 気 も し な LE 

「 日 本 刀 モ ー ド 」 (武器 と し て 日 本 刀 が 使え る 。 敵 を 真っ | いで も な い が デン 
ニニ つ に 切る の で 一 撃 で 倒せ る ) 、「 ク リス モー ド 」 (前 作 の 主人 ネッ ト の 情報 は きち ん と 真 否 を 見 極め 、 く れ ぐ れ も ガ セ ネ タ ます  / 


公 ク リス が 使え る ) 、「 エ イダ モー ド 」 (同じ く エ イダ が 使え る ) 、 


[エルザ モー ド 」| (バイ オ 1.5 に 存在 し た 幻 の キャ ラ 、 エ ル ザ が 
使え る 。、「G モ ー ド 」 (Gー ウ ィ ル ス を 使う と プレ イヤ ー が G 
に な り 、 タ イラ ント や リッ カー と 格 同 で きる ) 、「 ヘ リモ ー ド 」 
(アイ テム を 何一つ と ら な いで クリ ア す る と ヘリ が 入手 で き 、 
ゾン ビ を 機銃 で 一 掃 で きる 。 タ イラ ント を 投下 する こと も で き 
る )、「 二 人 同時 プレ イモ ー ド 」 (CD を 二 枚 い っ ぺん に 入れ る 
と 出来 る 。 お 互い の 弾 に 当たり 判定 が ある 。 体験 版 も 入れ る と 


に 踊ら され な いよ う 注 意 し た いも の で ある 。 














「 見 え へ ん で も そこ に いん の は 分 か っ て ん 
ね や ! | と 豆腐 。 





飛び 散る カラ ス の 赤い 血 飛 涼 、 画 面 が 真 
っ 赤 に 染まる ! 









少し 豆腐 に 赤み が 出 て きま し た 。 決し て カラ ス 
に や られ た わけ で は あり ませ ん 。 走り 続け て 体 
中 の 血行 が 良く な っ て いる の さ ! (ウソ ) 


長い 廊下 に な る と 何 か 先 に いそ う で 不安 に 
な り ま す よ ね 。 





「 バ イオ ハザード 2 | の 中 で 最も 難易 度 が 高い The 豆腐 
Survivor|。 こ の シナ リオ で 我ら が 主人 公 の 豆腐 君 は 、 ダ メー 
ジ や 毒 を 受け る こと で 体 を 赤 や 紫 に 変化 させ て いる が 、 実 際 の 
豆腐 で も 、 白 で な い 豆 腐 は 存在 する 。 認 知 度 の 高い と ころ で は 
玉子 豆腐 が 黄色 だ が 、 そ の 他 に も 緑色 の 豆腐 や 、 豆 腐 君 よろ し 
く 赤 い 豆 腐 ま で ある の で ある 。 

ます 最初 に 、 う っ すら と 緑色 を し た 豆腐 で ある | 青 ば た 豆腐 」 
を 紹介 し よう 。 豆腐 の 原料 と な る 大 豆 に は 、 実 は その 種子 の 色 


が 黄色 や 茶 、 黒 と 多岐 に 分 か れ て いる の だ が 、 そ の 中 で も 緑色 
の 「 青 ば た 大 豆 ]」 と 呼ば れる 大 豆 が ある 。 こ の | 青 ば た 大 豆 」 
を 使用 し た 豆腐 が 、 う すい 緑色 の 豆腐 と な る の だ 。「 青 ば た 豆 
腐 」 は 宮城 県 、 福 島 県 な ど で 生産 され て お り 、 非 常に お いし い 


と 評判 に な っ て いる 。 
赤い 豆腐 は 、 赤 褐色 の 大 豆 で ある 「 櫻 豆 ] (サク ラマ メ ) が 








俺 の 名 は ハン ク 。 迷彩 服 の 天使 。 地 上 の 
光 求 め て 今 階段 を 駆け 上 る 。 











ーーー 


や っ と 地下 水路 を 脱出 。 で も 外 は まだ 暗 
いよ う で すね … 光 。 


俺 の 名 は 豆腐 。 大 豆 か ら 生 まれ た 真っ 白 な 天使 。 
で も 自分 で は ホン ト は 鉄筋 じゃ な いか っ て 思っ 
て る 。 た ま に 赤 茶 け た と き な ん か そっ くり だ し 。 


原料 だ 。 こ の 「 櫻 豆 ] を 潰す と 赤褐色 が 食紅 で は だ せな い 鮮 や 
か な ピン ク 色 と な り 、 こ れ が 豆腐 の 色 と な る らし い 。 と いう の 
も この 「 櫻 豆 」、 数 十 年 前 まで は 東北 地方 で 栽培 され て いた が 、 
収穫 量 が 少な いこ と も あっ て 現在 で は 栽培 され な く な っ て いる 
か ら だ 。 し か し 、 福 島 県 郡山 市 で 、 こ の 幻 の 豆 を 復活 させ 特産 
品 と し て 育て る 試み が 行わ れ て いる そう で ある 。 ま すず は 赤い 豆 
腐 と 白い 豆腐 と 組み 合わ せ 、 紅 白 豆 腐 と し て 商品 化 を 考え て い 
る よう だ 。 近い 将来 、 こ の 紅白 豆腐 を 目 に する こと が で きる か 
も 知れ な い 。 

数 ある 豆腐 の 中 で も 、 最も 食べ て みた い の が 「 い ちご と うふ 」 
だ 。 苺 が 入っ て る うえ に 、HP が 30 も 回 復 す る 優れ た 豆腐 で 
は ある が 、 残 念 な こと に 「 マ ザー 2 」 (SFC) 世界 に し か な い 。 
は た し て どん な 味 が する の や ら 。 誰か 作っ て くれ な いも の だ ろ 
ピノ 



















私 が ハン ク & 豆 腐 な ら 、 迷 わ ず 並 ん だ 机 
の 上 を 歩き ます ね 。 





えっ 、 あ な た も や っ ぱり そう 思っ て た ? 






前 作 の 「 バ イオ | で も 、 似 た よう な 狭い 
廊下 に ケル ベロ ス が いた な あ 。 










死霊 の え じ き 」 で は 、 軍 隊 経 験 の ある ゾ 
ン ビ ガ が 銃 を 使う シー ン が あり まし た が 、「 バ イオ 」 
の ゾ オ ビ は そん な 買 く な く て 、 良 か っ た 、 良 か 





ブラ イン ド で 中 が よく 見 えな い …。 


ンー 


ye 





ここ の ゾン ビ は 必ず 殺し まし ょ う 。 で な いと 本 
編 に 出る 死体 と つじ つま が 合わ な く な る … か も !? 
イマ ジ ネ ー シ ョ ン が 膨らみ ます 。 











抜け た と 思え ば また も や ゾン ビ ゾ 





ペ S 識 
みな さん 、 お 怪我 は あり ませ ん か 2? 警 
察 署 の ホー ル に 到着 で す 。 


豆腐 の 汗 ( ? ) っ て 雰囲気 だ し て ます よ 
ね 。 















ここ まで 来 て ハー ブ 使 っ て いな か っ た ら 大 グモ の 足 に 引っ か か っ て ます ね 。 う 一 
気色 悪い 。 


いい 感じ で す よ ね 。 








大 グモ の 背中 の 模様 っ て 、 人 の 笑い 顔 み 
た いで いや ー ん な 感じ で す 。 





と ど ご に 着 いた と き 、 ハシ は ? マー ヴィ 
ン の 部 屋 は ? っ て な り ま せん で し た か 。 











さあ 休憩 も そこ そこ に し て お きま し ょ う 。 
ラリ た ニン アル ョ リル ョ た 9 リル ァ 人 鐘 / ル 所 









周囲 に 常に 気 を 配っ て いれ ば 、 ど ん な 危険 に も 
十分 に 対応 で きる も の で す … っ て 言っ て る そば 
か ら 「 う わ ー、 な ん か 変 な も の 落ち て きた 一 」 





RANDAE2OTCRH2Av 
ーー 





この 廊下 の 散ら か り 様 は 警官 と リッ カー 
の 戦 閣 の 後 だ ろう か …。 






また リッ カー!! ハン ク る 豆腐 も る 固まっ て 
し まい まし た 8 





[「 う わぁ! クモ クモ クモ ! ヤダ ヤダ ヤダ 、 う 
えー ん 」 「 編 集 長 、 そ の アイ テム ボッ クス に は 隠 


れ ら れ な いっ す よ …] 





な ん か リッ カー の 格好 、 壮 っ た 猫 み た い 
7 だ = ら 





「 ス トー ブ の 周り を グル グル グル グル 逃げ 
回 っ て も ダメ で すっ て …」 








壁 に 隠れ て 粘液 を 回 避 し て いる ハン ク っ 。 | 
て 、 ま さ に 特殊 部 隊 ら し いで すね 。 トチ ォ 












リッ カー の 生 態 を 知る こと が で きる 数 少な い カ 、 当 

ッ ト 。 こ れ ほ ど 間 近 で 見 られ る も の は な い 。 こ レレ 

れ が エー ウィ ルス に 感染 し た 人 間 の 結末 な の か 。 上 
に 6 
ま コ 
に 
は あゆ 0 
了 一 重 
に に 1 
し 








イ ビ ピー を 殺し じ た 後 、 で ピチ ッ つ で や られ る と 
カチ ン と きま せん ? し か も その 程度 で ハン ク 
が 腹 な ん か 押さ え や が っ た 日 に ゃ あ 。 


有名 人 と [バイ オ 」 シリ ー ズ 


「 バ イオ ハザード 2」 の 販売 枚数 が 230 万 枚 を 突破 し 、 一 
般 的 な 認知 度 の 高い 「 バ イオ 」 シリ ー ズ だ が 、 有 名 人 の 中 に 
も プレ イ し て いる 人 々 が 少な か ら ず いる と いう 。 こ こ で は 芸 
能 人 や ミュ ー ジ シャ ン の 「 バ イオ 」 に 関す る エピ ソー ド を 紹 
' が し よう 。 
aa/ まず 、 あ まり 知ら れ て いな い 事 実 な た の だ が 、 な ん と あの 加 

山 雄 序 医 は . | パイ オ | の ファ ン な の だ 。 区 きき 自 らら の ヨン サー 

ト で 「 い や 、 ボ カ ア 、 今 ある ゲー ム に ハマ っ くい る ん だ け 
ど ね 。 【 パ イオ ハ ザ あ キ ド | っ で いう / 太り けど と ね る る | と 、 い さき 
な り 観 客 に 向かっ て |「 バ イオ 」 の 素晴らし さ を 語っ た と いう 。 
し か し 観客 は お じい ちゃ ん お ば あちゃ ん ば か り で チン プン カ 
ンプ ン な ご 様子 。 そ れ で も 氏 は 上 尚 も 語り 続け | いや > 知っ て 
いる 人 が 聞け ば 凄い と 言っ て くれ る ん だ けど ね 。 ボ カ ア ァ 2 時 
則 @80 分 ぐ G ク リル し た ん だ よね 、 ゆっ うと こう の 間 WVG 選 みん だ よ 
ね ー」 と 早 解 き 自 慢 ま で し た と いう 。 さすが 永遠 の 若 大 将 、 
いつ まで も る も 若い 。 

また 、 テ レビ 朝日 の 深夜 番組 「 パ らち な ロン ドン ブー ツ 」 
の 1 コー ナー 「not 100」 の 中 で 、 山 酸 が 山盛り の うな 重 を 
食べ させ られ 、 の た うち 回 る 内 村 光 良 氏 (ウッ チャ ン ナ ンチ 
ャ ン の 左側 。 ジ ャ ッ キ ー・ チ ェ ン に 似 て いる 方 ) の 姿 を 見 た 
回 シド ン ブ デ ソ ツ 1 号 2 号 が |1 う も っ 、 パ ハイ オバ リー ド み た い 
Il/ Nm や ! | と ツ ッ ヨ ミ を いれ で いた 計ら と も あっ た 。 
2 ミュ ー ジ シャ ン の 中 に 隠れ ゲー ム フ ァ ン が 多い こと は 知ら 
ん な に 用 心して も し すぎ る と いう 事 は な い 。 れ て いる が 、 ロ ッ ク バ ンド | 筋肉 少女 帯 ] の ボー カル で ある 
大 槻 ケ ン ヂ 氏 は 、 ソ ロ ユ ニッ ト [UNDERGROUND 
SARCHLIE| の 二 枚 の アル バム を 「 こ の アル バム は 二 枚 で 一 
組 。『 パ イオ ハザード 2』 に お ける クレ アレ と レオン の ン ナ リ 
オ の よう に 、 二 枚 と も 聞い て 初め て 完結 する | と 説明 し て い 
る 。 

その 他 に も 、 有 名 人 が ラジ オ や エッ セイ の 中 で 「 バ イオ 」 
を 語っ た 例 は 数 知れ ず 。 こ うし た 有名 人 が 注目 する ほど 「 バ 
才 | は ほ 人気 が ある と いう こと な の だ ろう 。 


























長い 廊下 の 先 に 動く も の を 見 た ハン ク 。 
瞬間 的 に ハン ドガ ン を 連射 する 。 








それ に 比べ て 豆腐 の 思い 切り の いい こと 。 


見 事 に 捕まっ て ます 。 























また また 豆腐 が 捕まっ て お り ま す 。 よ っ 
ぽ ど 気に入ら れ た の で し ょ うか 。 






豆腐 に 野菜 ? っ て 、 か な り ヘ ル シ ー な 
感じ が し ます 。 





ハン ク & 豆 腐 は 少し 人 見 知り する よう で す 。 せ 
っ か く ア ン ブ レ ラ の 仲間 が 迎え に 来 て くれ た の 
に 。 ち ょ っ と 怖い と は 思い ます が 。 





狭い 廊下 に 仲良 く 立 つ 2 匹 の イ ビ ー。 こ うい っ 
た 難関 を 試行 錯誤 を 繰り 返し 、 ク リア に 向け て 
チャ レン ジ す る 。 ア ナ ザ ー シ ナリ オ の 醍醐 味 で 
す 。 








や っ ぱり イ ビ ー の 体液 は 赤く な いで すね 。 
床 一 面 真っ 青 で す 。 














お っ と 、 誰 か 出迎え に 来 て くれ た よう で 












も し 、 動 く 石 像 が あれ ば 、 彼 が 来る 前 に 
廊下 に 並べ て 、 


道 を ふさ いで お ちょ くっ た りな ん て 遊び 
コレ 3/ ゆ 内 





廊下 を ズリ ズリ は い ず り ゾン ビ 。 






























本 編 で は この 扉 の 向こう に か わい い シ ェ ( 
リー が いた ん だ けれ ども … 汗 
| 
9 
① 衣 
1 3 
| の OM ( 
は い ず り ゾン ビ は ママ に ハイ ハイ する 赤ちゃん 
みた いで すご く か わい いで すね 。「 お 一 よし よし 、 自動 販売 機 で ジュ ー ス で も 買い た いと ころ | 請 < 
ご 飯 で ちゅ よー ドン ドン ドン で す が 、 そ う は いき ませ ん 。 っ 区 
ば 2 N ' 
了 ン に 
「 . 8 
人 4 
し の 1 の 
手錠 か けら れ た まま 、 置 いて け ぼ り に され 4 
て ゾン ビ に な っ た 人 が いる の で し ょ うか 。 導 ア 
生物 兵器 の ひ ・ み ・ つ 
バイ オハ ザー ド の 世界 で は 、B.O.W. (有機 生体 兵器 ) と 
名 付け られ た 架空 の 存在 が ラク ー ン シテ ィ ー を 閣 歩 し て い 
20/ 


る 。 そ れ は 例え ば 「 ウ ィ ル ス で 強化 され た 」 タイ ラン ト だ っ 
た りす る わけ だ が 、 本 当 の 生物 兵器 と は どん な も の か 。 そ も 





リッ カー も 元 は 人 間 で す 。 同胞 を 殺す こと は 止 


そ も 火 力 兵器 が 主力 だ っ た 戦場 に 近代 科学 の 方 法論 が 持ち 込 め て 飼い まし ょ う 。 自 分 の 足音 で 思う よう に 操 ル // 半 
まれ た の は 、 二 十 世紀 前 半 、 二 度 の 世界 大 戦 の さなか だ っ た 。 3 に の 由 の の 本 | 


核 (Atomic) ・ 生 物 (Biologic) ・ 化 学 (Chemical) な ど 
が 主 な 手法 で ある こと か ら 、 頭 文字 を 取っ て A BC 兵器 と 総 
称 さ れ た これ ら の 兵器 の 中 で も 、 も っ と も 未知 数 を の が 生物 
兵器 で ある 。 
生物 兵器 は お お むね 細菌 散布 型 と その 亜流 の 毒素 型 (細菌 ) 
か ら 抽 出し た 毒素 を 使用 する も の ) の 2 つ 。 特に 細菌 型 の 利 タ 
用 方 法 は 、 致 死 率 の 高い 病原 体 を 投下 する 、 悪 質 な 伝染 病 で ] パ 
ーー 時 的 な 戦力 低下 を 狙う 、 穀 物 を 不作 に する 、 な ど 多 岐 に わ ン 
た る 。 恐ろし い の は 細菌 は 自然 物 で ある こと 。 威力 の 有効 期 3 EPS ピノ ワ 
な 
() 
| 






間 が 長い うえ に 増殖 する 。 攻撃 を 受け た の を 関知 する こと は 0 | 
困難 に 近い 。 更 に 手軽 に 入手 で き て 甚大 な 被害 を も た ら す 。 2 唱和 マ 。 2 

実戦 に 使わ れ た こと は な い が 、 開 発 を 行っ て いた と され る 
の が 旧 日 本 軍 。 中 国 ハ ルビ ン 付 近 に 駐屯 し て いた 731 部 隊 が 
その 運用 を 担当 し て いた らし い 。 基本 原理 は 、 容 器 の 中 に ペ 
スト 菌 を 媒介 する ネズ ミ を 入れ て 飛行 機 か ら 投 下す る と いう 
も の 。 そ の まま 展開 され て いれ ば 、 原 始 的 だ が 効果 の 高い 兵 
器 と な っ た か も し れ な い 。 実際 、 敗 色 濃 厚 と な っ た 戦争 末期 1 陸 チ PTP HP 
部 隊 の 幹部 が 引き 揚げ る 際 に は この ネズ ミ が 放さ れ た た め に 2 IS ッ ク と か 無い の で ゆっ くり や り ま し ょ う 。 に | 
駐屯 地 周辺 で ペスト が 流行 、 多 大 な 犠牲 者 が 出 た と の 情報 も 
ある 。 ま た 、 過 激 な 人 体 実験 が 行わ れ た と も 言わ れ 、 元 研究 
者 が その デー タ を 手みやげ に 製薬 会 社 に 入り 、 数 十 年 後に は 














トッ プ の 座 に …、 な ど と いう 噂 も ある が 、 事 の 真 偽 は 閣 の 中 。 
本 当 の こと は 施設 の 跡 か ら 出土 し た 、 不 自然 な 痕跡 の ある 人 ンジ 


骨 だ けが 知っ て いる 。 ナ チ ス が 強制 収容 所 で 毒ガス を 使用 し 、 
アメ リカ が 原爆 を 投下 する 第 二 次 世界 大 戦 。 そ れ は か くも を 業 
の 深い 狂気 の 時 代 で も あっ た 、 と いう こと か が 。 





探し て も レッ ド ハ ー ブ は な いで す よ 。 あ 
た っ の アム Am アウ た っ に AE 当り の ル / 





















あっ 、 僕 の 豆腐 が 毒 に ! ここ で 白い 体 
が 紫色 に な る と ダウ ン な 気分 に な り ま す 。 











街 が ゾン ビ に 襲わ れ て も 明か り は 著 内 を 
糧 々 と 照ら す 。 さ す が 警 察 で す な 。 


確 察 署 2 F ホー ル で す 。 こ の 変化 に 富む 
カメ ラ ア ング ル が 楽し いで すね 。 








だ め だ ぁ … 捕まっ た ! な ん で ゾン ピ ビ 
が こん な 所 に た むろ し て いる ん だ よ ぉ 。 


あれ ? も う 倒 し ちゃ っ た ん で すか 、 ハ 
ンク さん 。 





引き ドア な の に 、 ド ア の 前 に ゾン ビ に 倒れ られ 
た ら 開 けら れ な いじ ゃ な いか … あ っ 、 あ れ 、 ス 
イマ セン 。 開 きま し た …。 







落ち 着い て いる ハン ク に 対し て 豆腐 の 忙 
じい こと ! 
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豆腐 の ぴょ こ ぴ ょ こ な る 足音 が この ホー 
ル に 響き わた り ま す 。 





今度 の イ ビ ー も 姿 も 現さ ず に 倒し て し まい まし 
た 。 ど ん な 強敵 も ハン ク の 前 で は た だ の 石ころ 
ひと き ン ル / さ っ 1 の GE 記 





ゾン ビ の 下半身 を 残し て 吹っ飛ば す シ ョ 
ッ ト ガ ン の すさ まじ しい 威 力 。 





この 戦闘 で 豆腐 は 真っ 赤 っ か で す 。 ち ょ 
っ と 食べ た く な い 色 で すね 。 
















さあ 、 警 察 著 の 屋上 まで は も うす ぐ で です 。 
自然 に 足取り も 速く な る と 言う も の 。 











こん 少 // 








豆腐 っ て な ん か 、 み ん な に 抱き つか れ て 


CO 『l 
3 TI 
ド . 
| 
この ドア か ら 2 階 に 来る こと が で きた ら 、 まま | 
らく ちん だ っ た の に 。 ソソ っ 
 」 
科 | 
を EE 
間 
「 ど 放 視 
マ 
| 
ド 
「 任 務 … 完 了 。 こ れ よ り ア ン ブ レ ラ に 帰還 する ! ] 
… こ の 地獄 の 館 か ら 抜け 出す に は ヤツ を と ハン ク 。「 家 に 帰っ て 冷や 奴 と ビー ル で 乾杯 す 
に 9 と る か 開 と 豆腐 。 し 
に 
2Z09 
』 









ハン ク は 奴等 に や られ た 死体 を 見 る た びに 、 自 
分 を 奮い立た せる 。「 俺 は 死な な い 。 絶 対生 き て 
帰る ! ] 


「 バ イオ ハザード 2」 の テレ ビ CM 


ゲー ム を 宣伝 する うえ で 、 テ レビ CM は 非常 に 重要 な 地位 を 全体 を 通し て 「 バ イオ |」 の ウリ で ある ハズ の “ 巡 怖 "は 感じ ら 


占め る 。「 バ イオ 2 | も 例外 で は な く 、 カ プ コ ン は テレ ビ CM 
制作 に 巨額 の 資金 を つぎ込ん だ 。 監督 は 「 ナイ ト ・ オ ブ ・ ザ ・ 
中 回 シグ デッド |、 | ソン ピ | で 有名 な ソン 映画 の 生 宅 、 シ ョ 
ー ジ ・A・ ロ メロ 。 特殊 メイ ク は 「 エ ルム 街 の 悪夢 4 | の スク 
記紀 ミン クッ マッ ド ・ シ ョ ー ン 。 そし て 寺 仙 和 | スリ りー パス | 
等 で 主演 し た ブラ ッ ド ・ レ ン フ ロ を 起用 し た 。 こ の よう な 豪華 
な キャ スト に よっ て 作ら れ た CM で は あっ た が 、 肝 心 の 出来 は 
全く 怖く な い "。 

警察 著 の 外 を 多数 の ゾン ビ で 囲ま れ た レオ ン 。 ゾ ン ビ か ら 逃 
れ 、 武 器 庫 で 弾薬 を 補給 し 、 合 流し た クレ ア と 共に ゾン ビ に 立 
ち 向 か う … と いう の が CM の スト ー リ ー だ 。 ゲ ー ム 画面 は 出 な 
く と も 、 な る ほど | バイ オ 2 」 と いう ゲー ム は 理解 で きる 。 し 
か し 、 照 明 は 中 途 半端 に 明る く 、 ゾ ン ビ は 派手 に メイ ク さ れ 、 


れ な い 。 安 っ ぽい ヒー ロー も の の よう な 印象 を 受け て し まう の 
は 残念 だ 。 

この CM に お ける カプ コン の 狙い は 、「 ハ リウ ッ ド の 著名 人 
を 起用 する ほど ゲー ム は ステ ー タ ス を 持つ よう に な り 、 ま た そ 
うい う 時 代 を 迎え て いる こと を 、 視 聴 者 に イメ ー ジ と し て 定着 
させ る | (プロ デュ ー サ 「 
計時 上 真司 基 ) と いう 
ゲー ム の 地位 向上 に あ 
る 。 そう いっ た 点 か ら 
見 れ ば 、 出 来 は と も か 
く 、 確 か に 話題 性 の あ 
る CM で あっ た 。 











Their struggle for existence IS Over for the time Deing. 


But a sin Violating SanctuarV ISn tfOrgIVeh. 


This IS not juSt an end. 


This is the end of a Deginnind. 


生き 残る た め の 戦 い は ひと まず 終わ り を 告げ た 。 
し か し 、 聖 域 を 犯し た 罪 は 許さ れる こと は な い 。 
これ は た だ の 終わ り で は な い 。 
始ま り の 終わ りな の だ 。 


アン プレ ラ 社 特殊 部 隊 


ハン ク が 所 属す る アン ブレ ラ 社 特殊 部 隊 。 民 間 企 業 や 団体 が 、 
情報 収集 の た め に 産業 スパ イ を も つと いう 話 は 聞く と ころ で は 
ある が 、 ア ン ブ レ ラ 社 の よう に 、 任 務 の た め に 殺人 も いと わな 
い 実 戦 部 隊 を も っ て いる の は 珍し い 。 現在 、 世 界 に 実在 する 団 
体 で 、 ハ ンク た ち が 所 属す る 部 隊 に 類似 する 団体 は 、 テ ロ 組 織 
を 鎮圧 する 各国 の 特殊 部 隊 で あろ う 。 そ の 中 で も 、 世 界 で 最も 
有名 な 特殊 部 隊 が 英国 の SAS (Special Air Service プ 英国 陸軍 
特殊 空 抵 任務 部 隊 ) で ある 。 

SAS は 戦後 、 反 体制 主義 者 の テロ 活動 に 対抗 し て きた 長い 歴 
史 が あり 、 そ の 優秀 さ は 他 の 特殊 部 隊 の 追随 を 許さ な い 。 そ の 
秘密 は 非常 に 激しい 訓練 に ある 。 特に CQB (近接 戦闘 射 渦 訓 
練 ) は 、「 キ リン グハウス 」 (殺人 館 ) と 呼ば れる ほど 過酷 な も 
の で ある 。 他 の 特殊 部 隊 に お いて も SAS の CQB は 訓練 に 取り 
入れ られ 、 友 好 国 は 提供 を うけ て いる 。 ハ ンク が 所 属す る 特殊 
部 隊 も SAS の 影響 を 受け た の で は (ある い は SAS 出 身 ? ) と 思 
われ る 点 が いく つが か 見 受け られ る 。 

ハン ク た ち が 劇 中 で 装備 し て いる ガス マス ク 、 黒 一 色 の 戦闘 
服 な ど は 、'"80 年 、 ロ ンド ン の イラ ン 大 使 館 人 質 事 件 で 出動 し 





た SAS の 近接 戦闘 用 装備 に 酷似 し て いる 。 顔 を すっ ぽ ぱり と 和 響 っ 
た ガス マス ク は 催涙 弾 な ど 使用 し た 際 の 突入 用 の た めで あり 、 
黒 一 色 の 戦闘 服 は 防 燃 性 の ノー メッ クス 製 で テロ へ の 成 中 用 と 
いわ れ て いる 。 銃器 に お いて も 、G- ウ ィ ル ス 礁 取 時 に 使用 し 
て いた 機関 銃 は 、SAS を 始め 各国 の 特殊 部 隊 で 使用 され て いる 
ヘッ ケラ ー& コ ッ ク 社 の 9 ミリ MP5 シ リー ズ の 機関 銃 の よう 
だ 。 ま た ハン ク が 、 対 ゾン ピ 戦 で 素晴らし い 動 き を し て みせ た 
屋内 戦闘 術 は 、 室 内 や 旅客 機 な ど 限 定 さ れ た 狭い 場所 で の 戦闘 
が 重要 と な る 対 テ ロ 戦 の それ と 近い も の で あろ う 。 

また 余談 で ある が 、 ハ ンク (Hunk) と いう コー ド ネ ー ム に 
代 .| た く 事 し く か っ と 
いい 男 」、| 東 ヨー ロッ 
パ の 移民 労働 者 ] と い 
う 意 味 が ある 。 名 前 一 
の ル / ヨ 2 まっ ネン 2 る 
り 抜け て きた 備 兵 の に 
お い を 感じ させ て くれ 
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